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			　大陸北部にある、魔族の本拠地セレイド。

			　夏を除いた全ての季節で雪が降り続けるこの土地には、石造りの建物が立ち並んでいる。

			　王都に並ぶ建物とは明らかに異なるそれらの住居は、全てが地属性魔法を用いた建築技術により造られたものだった。

			　強い魔力を持つ彼らの生活には、人間以上に魔法が密接に関連しているのである。

			　そんな町並みの奥に、魔王城はあった。

			　壁面は黒く、施された彫刻は不気味で、見張り台として造られたであろう塔は、仰け反るほど見上げなければ先端を見ることは叶わない。

			　前に立つだけで威圧感を感じるほどの禍々しい城。

			　しかし実際のところ、そこで生活しているのは、城の外見から想像される恐ろしい悪魔などではない。

			　城の一階に位置する食堂。

			　壁や食卓に配置された燭しょく台だいが部屋を優しく照らし、暖炉の熱によって心地よい温度に調節された部屋の中、ナイフとフォークを手に持ち、食事にありつく三人の魔族の姿があった。

			　一人は、エニチーデでフラムたちと遭遇した〝血けっ風ぷうのネイガス〟。

			　彼女は、この寒いセレイドにおいても、相変わらず露出の多い際どい格好をしている。

			　その正面に座った、ツンツン頭で襟えりを立てた男性は、三魔将の一人である〝燐りん火かのツァイオン〟。

			　そして彼の隣に腰掛けている、人間で言うと十二歳ほどに見える少女が──〝魔王シートゥム〟である。

			　白いドレスを纏まとったお人形のような彼女は、椅い子すが高いせいか床に足が届いておらず、白いローヒールをぷらぷらさせていた。

			「それでネイガス、研究所の調査はどうでしたか？」

			　シートゥムは、肉を頬張ろうとするネイガスに問いかけた。

			　彼女は口の前でそれを止め、少し残念そうな表情を見せる。

			　本日のメインディッシュは、ヒュージゴートのソテー、きのこソースを添えて。

			　王都の高級レストランで出されても気づかないほどの逸品であるそれは、三魔将最後の一人、〝泥でい濘ねいのディーザ〟が作ったものであった。

			　柔らかいその肉を噛かむだけで甘い肉汁がじゅわっとあふれ出してくる。

			　肉汁はまろやかな旨味と微かな酸味を持ったソースと混ざり合い──とにかく、一刻でも早く口に入れたくなるような味なのだ。

			　昼食を抜いてまでディーザの食事を楽しみにしていたネイガスが、落胆するのも仕方ない。

			「むぅ……予想どおり、古いので三十年ぐらい前の資料が見つかったわよ。あと例のコアを埋め込まれた化物もね」

			　それはフラムたちが洞窟で遭遇した、あの〝渦巻くオーガ〟のことであった。

			「やはりですか。三十年前というと、人魔戦争の時期ですね」

			　人魔戦争──それは魔族領を侵略せんと進軍する王国軍と、魔族の間で起きた戦いだ。

			　大量の兵士を動員しようとも、魔力で勝る魔族に王国軍が敵うはずもなく、あっさりと撃退されて戦争は終結している。

			　そもそも兵たちの士気は最初からかなり低く、誰もがあまりに無謀な王の采配に疑問を呈していたという。

			「ひょっとすると、次の戦争で兵士として投入するために研究を立ち上げたのかもね」

			「また仕掛けてくるというのですか？」

			「あれだけ無茶な戦いを挑んで来たんだから、戦力がそろったら攻め込まない理由がないじゃない」

			「まず攻め込む理由がないと思うのですが」

			「人間の欲望は魔族より強いの。土地があったら、奪いたくなるものなのよ」

			「王国の偉い人たちの考えは、理解に苦しみます」

			「本当よねぇ、人魔戦争のときもひどいものだったわ」

			　当時、魔族は可能な限り人間の命を奪わないように戦っていた。

			　それを逆手に取り、あろうことか王国軍は子供のみの部隊を最前線に出したのである。

			　穏やかな魔族もさすがにこれには憤ふん慨がいし、早々に子供だけを保護して兵士を撃退したのだが。

			　その他にも、敵を上回る力を得るために、自国民にさまざまな人体実験を繰り返したという噂は、魔族の耳にまで届いていた。

			「数えきれない量の動物や人の死体に、顔が渦巻いた得体の知れない化物。王国のお偉いさんは、何十年たっても変わってないみたいよ」

			「人の手に扱える力ではないというのに。ですが、一体その力はどこから漏れたものなのでしょうか……」

			「封印が緩ゆるんでんじゃねえのか？　魔王様よ」

			　ツァイオンが煽るように言った。

			　シートゥムは頬を膨らませて反論する。

			「そんなことはありません！　私が巫女になったときから、封印に変化はありませんから！　それにディーザだって一緒に確認しているのですよ？」

			「おうおう、怒んなよ魔王様」

			「なんですか兄さん、さっきから魔王様魔王様と嫌がらせのように！　いつものように呼び捨てで呼んでください！」

			「おめーが三魔将とか言い出すから、それらしく呼んでんだよ」

			「なっ……仕方ないじゃないですか、民の鬱うっ憤ぷんが溜まった今、ガス抜きにはそういうのも必要なんです！」

			　基本的に穏やかで、戦いを好まない魔族。

			　だが、一方的にやられてばかりだと、さすがに不満は溜まっていく。

			　それを解消するために急遽結成されたのが、三魔将であった。

			　もっとも、『勇者に対抗するための組織』として名前を付けただけで、基本的に全員バラバラに行動しているのだが。

			「いや、別にそれでかっこつけて三魔将とか名乗る必要なかったんじゃねえの？」

			「いっつも襟立ててかっこつけてる兄さんに言われたくありません！」

			　いつもの調子で口喧嘩を始める二人。

			　ネイガスとシートゥムの背後に立つ男性は視線を合わせて苦笑した。

			　その男性こそがディーザであった。

			　燕えん尾び服ふくを纏い、と片眼鏡をかけた、物腰やわらかな魔王の執事である。

			　捨て子だった彼は先々代の魔王に拾われ、先代の時代から陰で魔王を支えてきた。

			「んだと？　お前、これを馬鹿にしたのか？　この熱いファッションを馬鹿にしてんのか!?」

			「バカにしてます！　なんでどんな服を着たときも襟だけ立てるんですか、兄さんと一緒に歩く私の身にもなってください！　それ以外は完璧なのにかっこいい顔とかが台無しですよ！」

			「てめぇ……言いやがったな？　一番のタブーを言いやがったな!?　よっしゃ外に出ろ、どっちが正しいか熱さ比べしようじゃねえか！」

			「望むところです、兄さんのショボイマッチの火程度で私の陽よう闇あんが破れると思ったら──」

			　ヒートアップする二人の言い争い。

			　身を乗り出してまでにらみ合うツァイオンとシートゥムを見て、ディーザが「おほん」と咳払いをする。

			　すると、食堂に響いていた大きな声がぴたりと止んだ。

			「おふたりとも、食事中ですよ。お静かに」

			「……すまん」

			「ごめんなさい」

			　二人は素直に謝ると、椅子に座り直した。

			　だが相変わらずにらみ合っており、火種はくすぶり続けている。

			　今にも再び小競り合いを始めそうな彼らに、見るに見かねたディーザはネイガスとアイコンタクトを取った。

			　彼女はうなずくと、仕返しのつもりなのか、ツァイオンの料理を奪おうとこっそり手を伸ばすシートゥムに手のひらを向けた。

			「わわっ!?　な、なにをするんですかネイガスっ！」

			　ふわりと浮かぶ小さな体。

			　シートゥムはじたばたと抵抗するも、風の魔法からは逃げられない。

			　そのまま彼女はツァイオンの真上まで移動し、膝の上にぽすっと座らされた。

			　二人の頬がぽっと赤らむ。

			「大人になっても変わんないわよね、これやると絶対に黙り込むんだもの」

			「私が怒るより効果があるのは、喜ぶべきなのか嘆なげくべきなのか、判断しかねますな」

			「自分たちでやっておいて呆れてんじゃねえよ！」

			「そ、そうですっ！　いきなりこんな恥ずかしいことされたら、誰だって黙るに決まってますよぅ……」

			　そうは言いながらも、シートゥムは膝の上から降りようとしないし、ツァイオンもどかしたりはしない。

			「本当に変わってないわよねえ……」

			　ネイガスはしみじみと言った。

			「お前だって変わってねえからな」

			　反撃のつもりなのか、ツァイオンはふてくされたように言い捨てた。

			「そういやツァイオン、あんた三魔将って呼び方、意外と気に入ってたんじゃないの？　戦ってるとき、〝オレら三魔将を満足サセテミロー〟ってノリノリで言ってたじゃない」

			「兄さん……そうだったんですか？」

			「う……いや、あれは、ただな、ちょっと熱くなって、頭がどうかなっちまってただけで……」

			　口ごもるツァイオン。

			　だが、彼が幼馴染であるシートゥムを妹のようにかわいがっているのは、言い訳しようのない事実である。

			　三魔将というネーミングも、内心では気に入っているに違いない。

			　要するに二人の口喧嘩は、仲の良さの裏返し──というか、ただののろけなのだ。

			「ふふふっ、ほんと変わんないわぁ」

			「うっせぇ」

			　ツァイオンはそっぽを向いて唇を尖らせる。

			　ネイガスはそんな彼を見てさらに肩を震わせ笑うと、笑顔のまま言葉を続けた。

			「まあしかし、勇者たちも、さすがに三魔将がただの幼馴染の集まりとは思ってないでしょうね」

			「実力者を集めたら、たまたまそうなっただけです。事実、成果は上げているのですから、細かいことはいいではないですか」

			「成果ねえ……町を壊すのはあんまり気乗りしないんだけどね」

			「仕方ありません、そうしなければ民の不満が爆発してしまいます。それに、命は奪っていないのですよね？」

			「それはもちろん」

			　ネイガスとツァイオンは、幾度となく人間の町を破壊してきた。

			　それは勇者たちが、魔族の町を破壊したことへの対抗措置である。

			　戦いが泥沼と化してしまう可能性もあるため、シートゥムはできるだけ人間の領地に手を出したくなかったのだが、実際に故郷を追われた魔族がいる以上、そうは言っていられない。

			　悩んだ挙句、ディーザの助言を受けて、〝絶対に命を奪わない〟という条件を課して、町の破壊命令を出したのだ。

			　なので、町を襲撃する前には必ず予告しているし、避難のための時間も確保している。

			　それでも逃げ遅れた人間がいたら、ネイガスやツァイオンが自分の手で救出したりと、もはやなにがやりたいのかわからない奇妙な状況になっているのだが、他に方法は思い浮かばないのだからしょうがない。

			　実際、そのおかげで魔族領の民たちは溜りゅう飲いんを下げていた。

			「勇者たちの侵攻も鈍化しています。少しずつ人間も、私たちが戦いを望んでいないということを、理解してくれているのかもしれません」

			　確かに、最近は勇者たちの進みが遅く、パーティの人数も減っているようだ。

			　しかしその理由が別にあることを、ネイガスは知っている。

			　そして思い出す。

			　勇者パーティを離脱した少女──フラムと研究所で遭遇した際、破損したコアを受け取っていたことを。

			


			　◇◇◇

			


			　食事を終わらせた魔族たちは、食後に出てきたデザートのケーキまでぺろりと平らげる。

			　その後、落ち着いたところでネイガスはコアを取り出し、シートゥムに見せた。

			「これは……」

			「勇者パーティにいたフラムっ子から受け取ったものなんだけど」

			「破損しておりますな」

			　ディーザが割れたコアに顔を近づけ、興味津々といった様子で観察している。

			　ツァイオンもさすがにこれには驚いた様子で、腕を組みながら眉間に皺しわを寄せていた。

			「オレらがどうやっても壊せなかったもんを、人間がねぇ。しかもフラムって、あのステータス０だとかで役に立ってなかった女だろ？」

			「そ。なんであそこにいたのかもわからなかった子。ただ、珍しい力を持ってたわよね」

			「〝反転〟か」

			　魔力が０だったため、その力を彼女が魔法という形で振るうことはなかった。

			　しかし今は違う。

			「オリジンが作り出す螺旋の回転を、逆流させる……」

			　ディーザがつぶやく。

			「たぶんそれだと思う。だからあの子だけは、コアを破壊できた」

			　フラムは異形のオーガとの戦闘時、とにかくありったけの力を注ぎ込んだ。

			　腕力も、プラーナも、そしておそらく、魔法と呼べるほど形にはなっていなかったが──反転の魔力も。

			「その力を持っていたから、彼女は英雄として選ばれたのでしょうか？」

			「でもねぇ、あの子って確か、ただの田舎の女の子なのよ。わざわざ呼び出さなければ、自分の力に気づくこともなかったと思うわ」

			「天敵を懐に入れてでも、呼び出さなきゃならねえ理由があったってことか。相変わらずなにを考えてんのかわかんねえな、奴──いや、奴らは」

			　ツァイオンはため息をつく。

			　静まり返る部屋。

			　沈黙を破ったのは、シートゥムの言葉だった。

			「なんにせよ、そのフラムという少女も、そして勇者たちも、封印に近づかせるわけにはいきません。この世界の平和を保つためにも」

			　そして彼女は、強い決意をもって宣言する。

			「絶対に、あの忌々しき機械仕掛けの神〝オリジン〟の好きにはさせるわけにはいかないんです」

			


			　◇◇◇

			


			　今回もまた、予定地点までの進行は叶わなかった。

			　ジーンは表情に悔しさをにじませながら、転移室をあとにする。

			　気持ちが落ち込んでいるのは彼に限った話ではない。

			　フラム、エターナと離脱者が相次いだ勇者パーティは、最悪の状況に近づきつつあった。

			　パーティの空中分解だけは避けたいライナスだったが、しかし良い方法は思いつかず、頭を掻きながら部屋を出る。

			　そんな彼を、マリアは心配そうに追いかけていった。

			　最終的に部屋に残ったのは、キリルとガディオの二人だ。

			　キリルも肩を落として外へ向かおうとしたが、「少し話をしたい」とガディオが彼女を呼び止めた。

			「どうしたの、ガディオ」

			　振り返り、聞き返すキリル。

			　普段は口数の少ないガディオが、自ら彼女に話しかけてくるのは珍しい。

			　すると彼は、平淡な口調で言った。

			「次の旅を最後に、俺はパーティを抜けようと思う」

			「……そっか、ガディオまで抜けちゃうんだ」

			　なんとなく、そうなる気がしていた。

			　彼はフラムのことを気に入っていたし、エターナとも仲が良かった。

			　その二人が抜けた今、先が見えなくなったパーティに、彼ほど優れた冒険者が残る義理はない。

			　元より彼は、名誉や地位ほしさに参加したわけではないのだから。

			「申し訳ないとは思っている。だが俺個人として、これ以上、旅に付き合う必要性が感じられなくなった」

			「必要性って、魔王を倒さなくていいの？」

			「今となっては、魔王は悪の代名詞のようになっているが、意味合いからしてみればただの〝魔族〟という種族を束ねる王というだけだ」

			「その魔族が、戦争で攻め込んできたり、たくさん人を殺したりしたんだよね」

			　ガディオは首を横に振った。

			「人魔戦争は人間が仕掛けたものだ」

			「え？　でも私は向こうから来たって習ったよ」

			「王国が都合のいいように歴史を改かい竄ざんしたんだ。そもそも、魔族が悪だという風潮が広まり始めたのは、五十年ほど前からだそうだ。そこから二十年の時間をかけ魔族に対する不信感を育て、戦争にまでこぎ着けた」

			「その五十年前に、なにか理由があったんじゃないかな」

			「いいや、王国側が一方的に魔族を敵対視し始めたんだ。それまでは、交流の無い、ただの隣人に過ぎなかった。もちろん、魔族側から人間領に攻め込んで来ることもない」

			「じゃあ、侵略者は人間のほうってこと？　だったら、私たちはなんのために魔王を倒そうとしてるの？」

			「教会曰く、創造神オリジンは魔族こそが敵だと言っているそうだ。奴らこそ、世界を蝕む悪だとな。それをどう信じるかはお前次第だが──」

			　余計なおせっかいかもしれない。

			　しかし、勇者という、人々からの期待を一身に背負う立場である彼女が、簡単にこの旅から抜けられないことは承知している。

			　だから助言だけはしておかなければ──そんな義憤が、ガディオを駆り立てた。

			　あるいは悩ませるだけかもしれないが、それでも。

			「聞こえのいい綺麗事ほど、裏に悪意が隠されていることが多い。見極め、選ばなければ、いずれ呑み込まれるぞ」

			「……私なんかには難しいよ」

			「俺だって全てを正しく判断できるわけじゃない。だから他人から与えられた情報だけでなく、自分の目で見たものを信じるようにしている」

			「私が、目で見たものを……」

			　ただがむしゃらに、前に進むことで、どうにかここまで来られた。

			　しかし仲間が減り、うまく力も扱えず、立ち止まってしまった今──逆にそれが、自分の立場を見直すチャンスになるかもしれない。

			「あと一つだけ、これは忠告だが──」

			　ガディオは入り口のほうをちらりと見て、誰もいないことを確認すると、キリルに告げた。

			「マリアには気をつけろ」

			　それは彼にしては珍しい言葉だった。

			　厳しくストイックなガディオだが、誰か個人を、言葉で攻撃するようなことはこれまで無かったのである。

			「どうして彼女のことを？」

			「おそらくなにかを隠している。彼女も教会絡みの人間だ、注意するに越したことはない。自分の目で見たものを信じろと言ったばかりだが、一応これだけはと思ってな」

			　そう言って、彼は部屋を去っていく。

			　一人残されたキリルは、大事なことを思い出し、慌てて後ろ姿の彼に声をかけた。

			「あっ、待ってガディオ！」

			「どうした？」

			「あの……フラム、を。フラムの、故郷、どうなってるのかな、って……」

			　足を止めて振り返ったガディオは、「ふっ」と珍しく破顔した。

			「俺も彼女のことは気になっている。依頼ついでに田舎に行くことがあれば、顔ぐらいは見てくるつもりだ」

			「あ……ありがと」

			「礼を言われるようなことでもない」

			　そう言うと、彼は軽く手を上げ、再び歩き始める。

			　フラムの身を案じる資格すらないことは、キリルだってわかっている。

			　けれど、言わずにはいられなかった。

			　神のお告げで選ばれて、みんなが自分を〝勇者〟として扱うようになってからは──彼女だけが、唯一の友達だったから。

			


			　◇◇◇

			


			　城から出たライナスとマリアは、並んで町を歩いていた。

			　王城にもライナスの部屋は用意されている。

			　各種施設も完備されており、武器の手入れや食事も黙っていても勝手に誰かがやってくれる、至れり尽くせりの空間ではあったが──どうにも性に合わず、窮屈に感じられた。

			　ゆえに彼は、東区にあるホテルの一室を借りて寝泊まりをしている。

			「マリアちゃん、大聖堂に行かなくて良かったのか？」

			「わたくしがライナスさんの心配をしたらおかしいでしょうか？」

			「いや、嬉しいけどさ。俺、そんなに落ち込んでる顔してたかな」

			「していましたよ、悩みに悩んでると言った雰囲気でした。聖女を名乗る者としては放っておけないぐらいに」

			「……そりゃすまなかった」

			「仕方ありませんよ、こんな状況ですから」

			　フラムとエターナの離脱、遅々として進まない旅。

			　いらだつジーンに、調子の戻らないキリル。

			　そして、おそらく離脱を考えているであろうガディオ。

			　ライナスの頭の中は悩みでいっぱいだ。

			「なあ、マリアちゃん」

			「どうしたんです？」

			　可愛らしく首をかしげるマリアに、ライナスは足を止め、暗い表情で言う。

			「もし俺がさ、パーティを抜けて一緒に暮らさないかって言ったら……マリアちゃんは、どうする？」

			　突然の告白に、目を見開いて驚くマリア。

			　とくん、とくんと心臓が高鳴る。

			　驚くほど、悪い気はしなかった。

			「……教会は、全力で追いかけてくると思いますよ」

			「逃げるのは得意なんだ」

			「どこに連れていくつもりなんですか？」

			「どこってのは特に無いな、世界中を旅することになる。ついでに、俺が今まで見てきたお気に入りの風景を一緒に見て回ってもいいかもしれない」

			「それは……素敵な旅になりそうですね」

			　マリアは目を閉じ、想像する。

			　その旅路は、きっと幸せだ。

			　少なくとも今の、ギスギスとした魔王討伐の旅よりは。

			　しかし──マリアは浮かない顔をしている。

			「気になることでもあるのか？」

			「別に、ライナスさんとの旅が嫌だというわけではないんですよ。本当に、誘ってもらえて嬉しいですし、きっと一緒に暮らせたら幸せになれると思います。ですが……」

			「魔族を滅ぼすまでは自分が幸せになるわけにはいかない、か」

			「……はい。気づかれていたんですね」

			　マリアの憎しみは、根深い。

			　それはきっと呪いのようなもので、この世から魔族が消え失せるまで無くならないものなのだ。

			　誰かと恋をして、誰かと一緒に暮らして──そんな幸せを掴もうとしても、憎悪が邪魔をする。

			「実はさ、俺、マリアちゃんのこと勝手に調べたんだわ。ごめんな、勝手にプライベートを探るような真似して」

			「それだけわたくしに興味を持ってくれたということですから、ライナスさんになら構いませんよ」

			「さっすが聖女、優しいわ」

			「誰にでもここまで優しいわけではありません、ライナスさん以外の人でしたら許すつもりはありませんので。ですが……調べたということは、わたくしの故郷のことも知ってしまったのですね」

			「ああ、八歳のとき、魔族に滅ぼされたんだってな」

			「ええ……あの日、わたくしの住んでいた町は突如襲撃を受け、一夜にして滅びました。生存者はわたくしだけだったそうです」

			　遠い目をして、十年前のことを思い出すマリア。

			　脳裏に浮かぶ惨劇は、今でも色褪せず記憶に残っている。

			「魔法を使って、大事な人たちを刺し貫き、切り刻み、潰し、燃やしていく魔族の姿を、わたくしははっきりと覚えています」

			「……そっか」

			「魔族が人間を殺していないなんて嘘ですよ。あいつらは、笑いながら人を殺せる醜い怪物です、滅ぼされるべき害悪なんです」

			　拳を握り、憎悪を滾たぎらせながら語るマリアの言葉に、おそらく嘘はない。

			　しかしライナスが感じた限りでは、魔族の言った〝私たちは人間を殺さない〟という言葉も、嘘だとは思えなかった。

			「あ……ごめんなさい、せっかくふたりきりなのに」

			「いいよ、振ったのは俺のほうだし」

			　そういうところも含めて、支えてやりたいと思う程度には、ライナスはマリアに惚れているのだから。

			「ですが……果たしてそれは……わたくしの人生よりも優先すべきものなのか……」

			　つぶやく彼女の言葉はライナスの耳にまで届いていたが、彼はなにも言わなかった。

			　苦悩には、踏み込んではいけないラインがある。

			　やはり最終的には、マリア自身が決めるべきことなのだ。

			　彼女はうつむき、悲しげな表情を浮かべる。

			　暗い空気が二人の間に立ち込める。

			　するとライナスは、「そうだ！」と手を叩いて、漂う微妙な空気を振り払った。

			「気分転換ついでにさ、このあたりにアイスがおいしい店があるんだ。今から行かないか？」

			「いいですね、甘いものは好きです。大聖堂にいる間は食べられませんし」

			　マリアの顔に笑みが戻る。

			　やはり彼女にはこの表情が一番似合っている。

			　いつか全ての憎しみから解放されて、心から笑えるときが来るまで、彼女を支えよう。

			　ライナスは胸の内で、静かにそう誓うのだった。

			


			　◇◇◇

			


			　転移室を出てから時間がたち、外は暗くなっていた。

			　王城周辺はすっかり静まりかえっていたが、そんな静寂の中に、男の怒鳴り声が響き始める。

			「なにがＳランク冒険者だ、なにが星ほし砕くだきの豪腕だっ！　ただの腰砕けじゃないか、くそがああぁっ！」

			　──ジーンである。

			　彼は自室で荒れに荒れていた。

			　何度も机や壁を蹴りつけ、拳に血をにじませるほど殴る。

			　書類や本を床に投げつけ、本棚ごと倒してしまいそうな勢いだ。

			　これだけ彼が荒れているのには、一応、理由がある。

			　たった今、ガディオがパーティの離脱を伝えに来たのである。

			　ただでさえ旅が進まない今、彼まで抜けてしまえば、もはや旅を予定どおりに進めることなど不可能だろう。

			　キリルもさらに落ち込むだろうし、ジーンの立場だって悪くなっていく。

			「不満なんてあるものかっ！　旅さえ終われば一生遊んで暮らせる金も、全ての国民から讃えられる栄誉も、そして王国の政治の中枢に関われるほどの地位だって手に入るんだぞ!?　冒険者ってのは、報酬さえ高けりゃ働くんじゃないのかよおぉ!?　そもそも、まずは、僕みたいな天才と一緒に旅ができる時点で光栄だと思えよおぉおおおっ！」

			　溜めこんでいた不満をまくし立てたジーンは、拳を握ったまま肩を上下させ、荒い呼吸を繰り返した。

			　それでもまだ、怒りは尽きない。

			　なぜうまくいかない、天才である自分が旅に参加しているというのに。

			　──幼い頃から今に至るまで、彼は失敗を知らなかった。

			　天才たるジーンに嫉妬し、失敗を笑ってやろうと突きつけられた難題でさえ、涼しい顔で解いて見せた。

			　仲間を必要とせず、個人で王国の魔法使いを何人集めても及ばないほどの研究を完成させてきたし、彼の自信は決して驕おごりなどではないのだ。

			　ただ、ぶつかった壁との相性があまりに悪すぎるだけで。

			「はぁ……はぁ……」

			　少し落ち着きを取り戻したジーンは、椅子に腰掛けると、羽根ペンを手に取った。

			　ペン先をインクに浸し、デスクに散らばった紙のうちの一枚に、文字を書き始める。

			　紙に頬を付けるほど顔を近づけ、力の入った手を震わせながら、魔術理論を羅列したが──

			「ちくしょおおぉおおおっ！」

			　再び怒りが燃え上がる。

			　なにもかもがうまくいかず、紙をぐしゃぐしゃに丸めて投げ捨てた。

			「どうして、どうして僕の思いどおりに動かないんだ！　どうして思うように研究すらも進まないんだ！　四属性を束ねる、世界で僕しか完成させられないこの理論さえ完成すれば！　フラムとかいうゴミも、エターナやガディオとかいうクズも、誰も必要なく、僕一人で事を成せるというのにいぃぃ！」

			　そして、頭を掻きむしる。

			　今さら、どうして彼が反省して、心を入れ替えることなどできようか。

			　奇声をあげながら苦悩するジーンだったが、そんな彼の部屋に──コンコン、とドアをノックする音が響く。

			「今は誰とも会いたくないっ！」

			　そう言い捨てるジーン。

			　しかし部屋の外から控えめに声をかけたのは、

			「ジーンさん、わたくしです、マリアです」

			　ライナスとのデートを終え、大聖堂に戻ったはずのマリアだった。

			　さすがに聖女の来訪となると、無視するわけにもいかない。

			　ジーンは「チッ」と舌打ちすると、椅子から立ち上がり、猫背の姿勢でドアを開く。

			　そして姿を現したマリアをにらみつけた。

			「なんの用だ？」

			「迷える子羊を救うのが、聖職者の役目だと思いまして」

			「……ふん、お前ごときが僕の心を読めるわけもないだろう」

			「ですが迷っているのですよね？」

			　苛立ちを隠しもせずに、ジーンは「チッ」と舌を鳴らす。

			「迷っているのはお前のほうではないのか？」

			「なぜそう思うのです？」

			「僕にはそう見えたというだけだ。いつもは仮面のように作り物めいた顔をしているからな、常々気持ち悪いと思っていたよ。だが今は違う」

			　マリアに顔を近づけ、まじまじと見つめるジーン。

			　そして口元に悪意のある笑みを浮かべ、言い放った。

			「まるで人間のような逡しゅん巡じゅんじゃないか、腹黒女」

			　彼の冷たい瞳が、揺れるマリアの心をさらに揺さぶる。

			「なるほど、ライナスあたりにでも絆ほだされたか？」

			「ライナスさんは関係ありませんっ！」

			「はっ、なんだその感情的な反論は。らしくないぞ」

			「く……」

			「なるほど、好いている男の名前を出されて発情しているんだな？　聖女ともあろうものが……いや、ある意味で正しい在り方ではあるのか。なにせ性女なのだからな！　くはははははっ！」

			　ジーンがここまでマリアを挑発するのは、自らの苛立ちゆえに他ならない。

			　だが彼とて伊達に天才とは呼ばれていない。

			　その言葉は、マリアの心の弱い部分を、的確に撃ち抜いた。

			「ジーンさん、あなたという人は！」

			　振り上げられるマリアの手。

			　このままいけば、ジーンの頬に平手打ちが放たれる……はず、だった。

			　だが彼女は手を上げ、腕を震わせたまま動かない。

			　歯を食いしばり、理性を総動員して自らの怒りを静めようとしている。

			「健気なことだ、そうまでして聖女であろうとする必要がどこにある？」

			　マリアは答えない。

			　無言のまま、「ふうぅ」と大きく息を吐き、振り上げた手を下ろした。

			「悩める子羊を救うのが聖職者の役目です」

			「呪文のように繰り返すな。まあいい、さっさと本題に入ってくれ、僕も暇じゃないんだ」

			　ようやくまともに会話ができる程度に落ち着いた二人。

			　マリアは、明らかに自分を見下すジーンの前に、黒い水晶を差し出した。

			　そしていつもどおりの表情で、聖女らしく、笑みを浮かべて彼に言う。

			「力をお求めかと思いまして、おあつらえ向きの道具をお持ちしました」

			　水晶の中で、膨大な量のエネルギーが渦巻いている。

			「……ほう、面白いものを持っているようだな」

			　ジーンは魅入られるように、それを凝視した。

		

	
		
			

			


			　フラムがミルキットの本来の顔とご対面してから数日──二人の距離は、順調に縮まりつつあった。

			　夕食の買い出しを終えた彼女たちは、肩を寄せ合い、談笑しながら夕暮れの帰り道を歩く。

			　相変わらず奴隷に対する世間の目は冷ややかだったが、そんなものは二人にとってどうでもいいことだ。

			「それでねー、穴に落ちたパイルを見てマリンが言ったの。『穴に入りたいぐらい恥ずかしがってたし、ちょうどよかったね』って」

			「ふふふっ、言われたほうはたまらないでしょうね」

			「そうなんだけど、間違いなくそれはパイルの自業自得じゃない？　だから私もそれを見てしばらく笑ってたんだけど……」

			「マリンさんとパイルさん、ご主人様と仲が良かったんですね」

			「そりゃあね。さっきも言ったけど、生まれたときから一緒に育ってきた幼馴染だから。いつかミルキットにも紹介したいな。きっと仲良くなれると思う」

			「ご主人様が好きな人なら、私も好きになれる気がします」

			　その答えに、フラムは満足気にほほえむ。

			　彼女が語っていたのは、故郷であるパトリアにいた頃の話であった。

			　やはり故郷の話になると饒じょう舌ぜつになる。

			　それだけ過去の思い出が幸せに満ちているということだろう。

			「あー、でもさっきから私が話してばっかりだったね」

			「ご主人様のお話は楽しいので、もっと聞きたいです」

			「そう？」

			「はい、私の知らないご主人様を、もっともっと知りたいですからっ」

			　ミルキットの笑顔を夕日が照らす。

			　フラムは一瞬、包帯越しにもわかるそのあまりの美しさに見み惚とれてしまった。

			　顔が熱くなるのを感じ、慌てて目をそらす。

			　なぜ主がそんな行動を取ったのかわからないミルキットは、きょとんと首をかしげた。

			「そ、それにしても、今日の夕ご飯楽しみだなー！」

			「セーラさんも食べに来るそうですから、頑張って作らないと」

			「ミルキットが作った料理はどんなものでもおいしいから、必ずセーラちゃんのほっぺたとハートを落とせると思うよ」

			　お世辞でもなく、フラムは本気でそう思っていた。

			　謙けん遜そんしがちなミルキットにもそれは十分伝わり、彼女は幸せそうにはにかむ。

			　中央区から西区に向かう通りは静かなもので、二人は誰にも邪魔されることなく、温かな時間を過ごしていた。

			　だがそれも長くは続かない。

			「やだぁっ、離してよぉっ！」

			「うるせえな、教会から来たんだろ？　だったらおとなしく俺についてこいっ！」

			　曲がり角の向こうから聞こえてくる、物騒な声。

			　フラムはがくっと肩を落とし、大きなため息をついた。

			　せめてこんなときぐらいは、西区の治安の悪さを発揮する必要はないのに──と。

			「ミルキット、行ってくるね」

			「はい、ここでお待ちしています」

			　フラムは荷物を置くと、声のしたほうに駆け出す。

			　そこでは案の定、一人の少女が二人の大柄な男性に襲われていた。

			「大の大人が寄ってたかってなにしてるんだか……」

			　あの性悪そうな顔の雰囲気、おそらく西区を牛耳るあの男──〝デイン・フィニアース〟の一味だろう。

			「はいはい、悪さはそこまでにしてもらってもいい？」

			　フラムは亜空間から、彼女の身長ほどはあろうかという大剣を抜き取り、握った。

			　黒い刃やいばを黄昏たそがれに輝かせるその剣は、エピック装備、〝魂喰い〟だ。

			　呪いの装備であるそれは、本来ならば持ち主のステータスを減少させ、体を溶かしてしまう危険な代物だが、〝反転〟の力を持つ彼女は、逆にそれをメリットへと変えていた。

			「げ……フラム・アプリコットじゃねえか。どうしてここに？　また俺たちの邪魔をしにきたのか!?」

			「はぁ？　いつも邪魔してくるのはあんたたちのほうじゃない」

			　本格的に西区で冒険者としての活動を始めたフラムだが、彼女は頻ひん繁ぱんにデイン一味による妨害を受けていた。

			　依頼のモンスターを先回りして倒したり、道中に落とし穴を仕掛けてみたり、強力なモンスターをおびき寄せてフラムに差し向けたり。

			　今日までどうにか退けてきたものの、少なくとも『邪魔をした』と言われる筋合いは無いはずである。

			「まあ、話しても無駄な相手だってことはわかってるから。痛い目を見たくなかったら、その子を離して」

			「ちっ、仕方ねえな」

			　存外あっさり少女から手を離すと、彼らはすぐに立ち去った。

			「……やけに聞きわけがいい」

			　その素直さに不信感を抱くフラム。

			　だが今は、少女を助けるほうが先だ。

			「大丈夫？」

			　フラムはしゃがみこんで、少女に手を差し伸べる。

			　そこで気づいた。

			　彼女の目が、まるでミルキットのように包帯でくるまれていることに。

			（この子もわけありな予感……）

			　嫌な予感がする。かといってそれは、フラムにとって手を引っ込める理由になどはならない。

			「ありがと、お姉さん」

			　彼女は手探りでフラムの手を探すと、それを握った。

			「西区は治安が悪いんだから、こんな所を一人で歩いてたら危ないよ」

			「うん、わかってる」

			「わかってるならどうして？　って、目がその状態じゃ、自分がどこにいるのかもわからないよね」

			　こくんとうなずく少女。

			　ひとまず、ずっと襲われた路地にいるのもあまり気分が良くないだろうということで、手を引いてミルキットが待つ場所まで戻る。

			「その方が、襲われていた子ですか？」

			「そうみたい。えっと……名前は？」

			「インク。インク・リースクラフト」

			　自己紹介を受けた直後、フラムは念のため、彼女のステータスを〝スキャン〟で確認する。

			　先日のオーガの一件もあってか、警戒しているのだ。

			


			　─────────────────────

			　インク・リースクラフト

			　属性：水

			　筋力：１８

			　魔力：４３

			　体力：２８

			　敏捷：２３

			　感覚：４９

			　─────────────────────

			


			　リースクラフト──響きだけは高貴な家柄を思わせるが、本人の格好からして裕福な家の子供ではないだろう。

			「む、なんかじろじろ見られてる気がする。もしかしてスキャンでも使ってる？」

			　驚くべき勘の良さだ。

			　別に悪いことをしたわけではないのだが、フラムは素直に謝る。

			「ごめんね、気になることがあったから」

			「えっち」

			「なんで!?」

			　ステータスを見ただけでひどい言われようである。

			　外見だけで判断すると、病弱でか弱い少女のように見えるが、実際は中々やんちゃなようだ。

			「さっきデインの手下が言ってたと思うけど、私の名前はフラム。んでこっちが──」

			「ご主人様の奴隷をしています、ミルキットと申します」

			「奴隷？　えっち？」

			「断じて違うから！」

			「買われたわけではなく、行き場のなかった私をご主人様が拾ってくれたんです」

			「そういうことか……じゃあ、フラムはいい人なんだね」

			「はい、とてもいい人ですっ」

			　ストレートに褒められ、照れるフラム。

			　それはさておき、名前もわかったところで、彼女を然しかるべき場所に送り届けなければならない。

			　見たところインクはセーラと同じ年ぐらいに見える。

			　しかも目が見えないとくれば、これから夜になろうという西区に放置できるはずもなかった。

			「ねえインク、家はどこにあるの？　一人で戻るのが無理なら送っていくよ」

			「……家は、わかんない」

			「そんなわけないでしょ」

			「記憶喪失だから、知らない」

			「家出ってこと？」

			「だから記憶喪失だってば！」

			「親御さんも心配してるよ」

			「親は、いないし」

			　その言葉に、フラムは固まった。

			　ミルキットも困った表情を浮かべる。

			「じゃあ親戚の家にいたとか？　それとも孤児院？」

			　ポニーテールを揺らしながら首を振り、否定するインク。

			「だったらどこから来たの？」

			「わかんない、記憶喪失だから」

			　なんだそりゃ──とフラムは思わず口走りそうになった。

			　親はいない、でもいたのは親戚の家でも孤児院でもない。

			　さらに場所もわからない、と。

			　おそらく単純に言いたくないだけなのだろうが。

			「ひとまず、家に連れ帰ってはどうでしょうか。見たところお疲れのようですし」

			「……仕方ない。インク、それでいい？」

			「うんっ！」

			　インクは露骨に明るい顔でうなずいた。

			　どうやらそうなることを期待していたらしい。

			　フラムは彼女の思惑どおりにことが運んでしまったことを微妙に後悔しながらも、その手を引いて、三人で家路を歩いた。

			


			　◇◇◇

			


			　家に到着したインクは、ぽーっとした口調で「眠い」と言い出した。

			　なんでも、脱走したのは昨日だけども、それから一睡もせずに西区をさまよい続けていたのだとか。

			「おかえり。その子は？」

			「ただいまです、エターナさん。それがこの子、帰ってくる途中でデインの仲間に襲われてたんですよ」

			「なら家に送ればいい」

			「家がどこにあるのかわからないらしくて、ひとまずうちに連れてきました。とりあえず、疲れてて眠いみたいなんで私たちの部屋で寝かせますね」

			　そう言って、フラムは今にも立ったまま眠ってしまいそうなインクを、手をつないで二階にある自室へと連れて行こうとする。

			「待った。まず水を飲ませたほうがいい。あと寝かせるならわたしの部屋のベッドを使って」

			「エターナさんの？」

			「気になることがある」

			「はあ、わかりました」

			　フラムは言われたとおりに、エターナの部屋にインクを連れていき、そこのベッドに彼女を座らせた。

			　遅れてエターナ本人が、水の入ったコップを片手に部屋に入ってくる。

			　インクは注つがれた水を飲み干すと、横になり、五分もしないうちに眠りに落ちた。

			「よほど疲れていたんですね……」

			　ミルキットは、インクの寝顔を見ながら言った。

			　徹夜で西区をさまようのは、子供の体には大きな負担だったはずだ。

			　しばし安らかな寝顔を見つめていた三人だったが、ふいにエターナが彼女の目元に手を近づける。

			　そして、慎重に包帯を解ほどいた。

			「勝手に外しちゃっていいんですか？」

			「助けたんだから、それぐらいの権利はあってもいい。ところでフラム、これ……どう思う？」

			　エターナに促され、フラムはあらわになったインクの顔を覗き込む。

			　彼女の瞼まぶたは──糸で、しっかりと縫い合わされていた。

			


			

			


			「な、なんですか、これっ」

			「すごく痛そうです……」

			　フラムとミルキットは、その異様な光景に困惑する。

			　仮に盲目だったとしても、こんな風に目を縫い合わせることはしないはずだ。

			「おそらく、眼球は摘出されていると思われる」

			「摘出……病気ですか？」

			「病気だったとしても、瞼を縫い付ける必要なんてない。はっきり言って、悪趣味。ひょっとすると、この姿にすることに儀式的な意味があるのかもしれないけど。どちらにせよ……この子は、まともじゃない」

			　訳ありだとは思っていたが、まさかそこまでとは。

			「もしかして、教会と関連があるんでしょうか」

			　ミルキットが言うと、

			「私もそう思った。儀式的なってことは、宗教絡みですよね？」

			　フラムも同調した。

			　先日、田舎町エニチーデに薬草採取に向かった際、フラムと修道女のセーラは、顔が渦巻くオーガと交戦した。

			　通常のオーガよりも身体能力が向上し、さらに〝螺旋〟を操る不思議な能力まで使う化物を作ったのは、創造神オリジンを崇拝するオリジン教の教会組織だったのだ。

			　今でもその全貌は明らかになっていないが、本拠地である大聖堂の存在する王都でも、彼らが似たような実験を行っている可能性は十分に考えられた。

			　しかしエターナは冷静に、フラムとミルキットを諭す。

			「そうとは限らない。身代金目的で子供を誘拐して監禁していた可能性もあるし、教会の仕業と断定するには材料が少ない」

			「それもそうですね。ならひとまずは、うちで保護する方向でいいでしょうか？」

			「問題ないと思う。ただしその場合、フラム自身がまた厄介事に巻き込まれる可能性も考えておくべき」

			「それはもう手遅れですよ。オリジンのお告げでパーティに呼ばれた時点で、とっくに巻き込まれちゃってると思うんで」

			　苦笑いしながらフラムは言った。

			　一見して割り切っているようにも見えるが、彼女の胸中には、今も不安が渦巻き続けている。

			


			　◇◇◇

			


			「お邪魔するっすよー」

			　その日の晩、約束どおりセーラが夕食を食べにやってきた。

			　彼女は、家の外まで漂っていたいい匂いに胸躍らせ、上機嫌である。

			　しかし彼女の笑顔も、すぐにフリーズすることとなる。

			「え、英雄エターナ・リンバウっ!?　なんでここにいるんすか！」

			　普通に住んでいる超有名人の存在に、セーラが驚かないわけでもなかった。

			　しかし初対面のとき、奴隷の印があるとはいえフラムが本人であることには気づかなかったわけで──「ここまで差があるとは」と彼女は落ち込む。

			「なんでと言われても、住んでるからとしか」

			　エターナとしては、そうとしか説明できない。

			　反りが合わないからパーティを抜けた。

			　そのあと、昔から知ってるこの家に居着いている──そんな簡素な説明を受け、戸惑いながらも、「そうっすか……」と納得させられるセーラ。

			　素直なだけあって、受け入れるのも早かった。

			　さらにフラムは、教会との関連を探るため、セーラにインクのことも紹介する。

			　だが当然、返ってきた答えは「見覚えない顔っすねえ」の一言のみ。

			　これだけ特徴的な目をしているのだ、一度見れば忘れることはない。

			　そう簡単に手がかりが見つかるとは思っていなかったが──フラムは「うーん」と唸りながらインクの寝顔を見つめた。

			


			　◇◇◇

			


			　食卓の上には色とりどりの料理が並ぶ。

			　セーラと話しているうちに、ミルキットは夕食の準備を済ませていた。

			　漂う香りに、フラムとセーラのお腹が『ぐぅ』と鳴る。

			　二人は恥ずかしそうに頬を染めながら席につくと、全員で声をそろえて『いただきます』と手を合わせた。

			　まずセーラが口に運んだのは、ハープーシと呼ばれる王都周辺で取れる葉よう菜さいを使った、クリーム煮込み。

			　素材の持つしゃきっとした食感は程よく残したまま、優しいホワイトソースの味を染み込ませた一品だ。

			「おいひいっふへ、ふあはにはははふうへっす！」

			　セーラがなにを言っているのか、誰にも聞き取れなかったが、『おいしい』と言いたいことだけは理解できた。

			　一方フラムは、テーブルの中央に置かれた、メインディッシュであるジェノフィッシュのソテーに注目していた。

			　香味油によってこんがりと焼けた表面から、食欲を誘起する香ばしさとともに、うっすらと湯気が立ち上っている。

			　ジェノフィッシュは水棲のＤランクモンスターだが、大きいものだとサイズは二メートルにも達すると言われている。

			　今日買ってきたのは五十センチほどのサイズだが、それでもかなりの存在感だった。

			　フラムはナイフとフォークを使い、身をそれぞれの皿に取りわける。

			　そして自身も、こんがりぱりっと焼けた皮ごと、身を口に入れた。

			「うん、ほいひい。ひゃっは、ひふひっほのひょうりは、ほいひい！」

			　頬張るフラムも、やはりなにを言っているのかよくわからない。

			「ありがとうございます、ご主人様」

			　それでも聞き取れてしまうのがミルキットであった。

			　他にも、ひき肉と野菜を炒めた料理や、ジェノフィッシュの出だ汁しを使ったスープに、焼きたてのパンまで並び──

			「……おいしい」

			　満足度の高い料理の数々を前に、普段はわざわざ褒めたりしないエターナもそうつぶやく。

			　自分の作った料理を称賛されて、嬉しくないはずがない。

			　食事中、ミルキットはずっとニコニコと笑っていた。

			　そんな彼女にフラムはすすーっと近づき、

			「はい、あーん」

			　フォークにジェノフィッシュの身を載せて、ミルキットの口元に運ぶ。

			「ご、ご主人様、私は自分で食べられるので大丈夫です」

			「とか言って、私たちが食べるのを見て満足しちゃってるじゃん。ほら、あーん！」

			「あ、あーん……」

			　主に強く押されると断るわけにもいかず、ミルキットは口を開き、与えられた魚肉を咀そ嚼しゃくした。

			　もちろんおいしいのだが──『フラムにあーんしてもらった』というインパクトが強すぎて、味どころではなかった。

			「仲いいっふね、あの二人」

			「最近はいつもあんな感じ」

			「うらやましいかぎりっふ。ところで、ミルキットおねーさんの顔は治ったはずなのに、なんで包帯は巻きっぱなしなんすか？」

			「素顔をフラムにしか見せたくないと言っていた」

			「……仲、いいっすねえ」

			「ほんと、呆れるぐらい仲がいい」

			　毎日のように見せつけられるエターナとしては、思うところがあるのだろう。

			　だが同時に、旅の間ずっと暗い表情ばかりだったフラムが笑顔を見せてくれるようになり、安堵もしていた。

			


			　◇◇◇

			


			　食後、フラムたちとセーラとの情報交換が始まる。

			　ミルキットは食後のお茶を淹れたあと、食器の片付けを始めた。

			　無論、みな手伝うと言ったのだが、断固として彼女はその役目を譲ろうとはしなかった。

			『難しいお話には交ざれませんから、せめてこれぐらいは役に立たせてください』

			　そう言われると、フラムにはもうなにも言えなかった。

			「王都に戻ってから研究所について調べたっすけど、なにも出てこないっすね」

			　セーラは肩をすくめながら言った。

			「あのときの、キアラリィの場所が記されてたっていう資料は？」

			「たぶん中央区教会の司教が、うっかり置いてた資料だと思うっす。次に見に行ったら、他のもまとめて無くなってたっすよ。なんとなく地図に書かれていた文字は覚えてるっすけど……」

			　今から自分たちの足で各地を回るというのは、どうにも現実的ではない。

			「つまり、司教クラスの人間は事情を知っている」

			「だと思うっす。たぶん、っすけど。でも、あとをつけても、ただの修道女であるおらに行ける場所は限られてるっす。大聖堂なんてもってのほかっすね。あ、もしかしたら英雄であるおねーさんなら行けるかもしれないっすけど」

			「そんなことしたら教会に目をつけられて身動きできなくなるって。別のアプローチはできないかな。例えば、西区や東区の教会とか」

			「西区は……知り合いの教会騎士が二人ほどいるっすけど、そんな場所ではないと思うっすよ？」

			「どうして言い切れるの？」

			「孤児院が併設されてるんすよ。西区はほら、治安が悪くて、貧民街もあるから、捨てられる子供も多いっすから。実際、おらも行ったことあるんすけど、好奇心旺盛な子供が自由に走り回るあの場所に、秘密の研究所を作るってのは無理があると思うっす」

			　時に子供の好奇心は、大人の用心深さを超えることがある。

			　秘密を知られたからと言って、子供を消せばそれ自体が騒ぎに繋がり、研究が表沙汰になってしまうかもしれない。

			「じゃあ、東区はどう？」

			「あっちはあっちで裕福な人が多い地域っすからねえ、それこそ敵に回られると王国が傾くレベルの。だから無茶な真似は、西区以上にできないと思うっすよ。そもそも、エニチーデにしてもそうっすけど、研究所は離れた場所にあったわけじゃないっすか」

			「そうだよねえ、王都を探しても出てこない可能性は十分にあり得るわけで……それに、今も研究を続けてる保証もないわけだからね」

			　渦巻くオーガと遭遇した研究所は、少なくとも使わなくなってから十年以上は経過していた。

			　その間に、計画が頓挫した可能性は十分に考えられる。

			　だがエターナはフラムのその言葉を否定した。

			「わたしはそうは思わない。王国における人体実験の歴史はフラムたちが思っている以上に古い。今も王都のどこかで続けていると考えるのが妥当」

			「そうなんですか？」

			「少なくとも、わたしが生まれたときにはすでに行われてた」

			　その場にいる誰もが、それがいつなのかまったくわからなかった。

			　エターナには自分が年齢不詳だという自覚が無いのだろうか。

			「研究施設そのものは無くとも、跡地がどこかに眠っているかもしれない。王都の外を調べる前に、王都自体を調べる価値は十分にあるとわたしは思う」

			「ひとまず、おらのほうで東区と西区の教会は調べてみるっす。あと、念のためインクのことも孤児院に問い合わせてみるっすね」

			「じゃあ、教会以外の場所は私が。ごめんね、無茶なお願いしちゃって」

			「いいんすよ、おらも教会の一員として、膿うみを出す責任があるっすから」

			　二歳で引き取られてから今日まで、セーラを育ててくれたのは間違いなくオリジン教会だ、本当は疑いたくなどないはずである。

			　だが、エニチーデの研究所で、実際に化物と大量の死体を見てしまった以上、教会が罪を犯しているという事実から目を背けることはできない。

			　悪は裁かなければならない──それは他でもない、教会が彼女に教えたことなのだから。

			「フラムおねーさん、そういやデインのほうはどうなんすか？　エニチーデで襲ってきた二人の件、逆恨みされてたりしないっすか？」

			「……されてる、かな」

			「やっぱりっすか。あの手の輩やからは、自分たちのやったことを棚に上げるっすからね」

			　仲間二人を殺されて、黙っているデインではない。

			　フラムにも彼らを殺すだけの理由は十分にあったのだ、悪いとは一度も思ったことはないのだが──しかし、頭数だけは多いデイン一派による妨害はかなり厄介である。

			「だからわたしが潰すのを手伝うって言ってるのに」

			「エターナさんはミルキットを守ってくれてるじゃないですか」

			「それはただ家にいるだけ……」

			「十分すぎます」

			　フラムが最も恐れるのは、ミルキットに対する報復だった。

			　彼女がフラムにとって大切な人だということは、デインたちも理解しているはず。

			　いずれ、必ず彼女に手を出そうとするはずだ──そう確信していたのだ。

			「そっちに関しても、できる限り協力するつもりっすから、気兼ねなくおらにも相談してほしいっす」

			「重ねがさねありがとね、セーラちゃん」

			　真剣な話が終わると、一転して三人は何気ない雑談を始めた。

			　途中で片付けを終えたミルキットも加わり、ガールズトークはにぎわいを見せる。

			　このままいくらでも話せそうなほど楽しい時間だったが、セーラがあくびをしたタイミングでお開きとなった。

			　どんなにしっかりしていても、やはり十歳は十歳なのである。

			　その後、セーラはフラムに送られ、中央区の教会へと戻っていくのだった。

			


			　◇◇◇

			


			　一方その頃、西区のギルドにて──デインとその手下である冒険者たちは、今日もギルドに併設された紹介所で酒宴を開き、好き放題に騒いでいた。

			　すると、いまだほぼ素面しらふの男が、ほんのり酔ったデインに近づき、その正面の席に座る。

			「どうした、あんまり進んでないじゃねえか。ほら、もっと飲めって」

			　そう誘われると、男はグラスを差し出す。

			　透明の器に、濁った酒が注がれていった。

			「すんません、デインさん」

			「んあ？　いきなりどうしたんだよ」

			「今日、教会と関係のありそうなガキの女を捕まえたんです、例の計画に使えるんじゃないかって。でも……連れ帰る前にフラムに邪魔されて、失敗しちまって」

			「そんなことがあったのか。ったく、あの女はほんとロクなことしないな」

			　デインの顔から笑みが消え、苛立たしげにグラスの中身を一気に飲み干す。

			「っぷはぁ……！」

			　彼のグラスの底がテーブルを叩くと、正面に座る男は肩をぴくっと震わせた。

			「おっと、すまんすまん、別に脅すつもりはなかったんだよ。そう落ち込むな、別に頼んでたわけじゃないんだ、プラスがマイナスになるんならともかく、予定外のプラスがゼロになったところで誰も怒らないっての」

			「デインさん……」

			　少なくとも彼は、手下に対しては比較的優しいほうだ。

			　成果さえ残せば金も払うし、優秀なら近くに置いたりもする。

			　一方で役立たずは容赦なく底辺に追いやられるものの、そう簡単に切り捨てはしない。

			　確かに彼は卑怯者と呼ばれ、実際に汚い手口で〝敵〟を追い込むことが多い。

			　だが一方で、ゴロツキにしてはそのやり方は〝上品だ〟と言われることもあった。

			　その理由はおそらく、デインが貴族であるフィニアース家の長男だからだろう。

			　自分のことを〝僕〟と呼ぶのも、その頃の名残だ。

			　しかしフィニアース家は彼が幼い頃に没落し、両親は命を落としている。

			　彼自身も、行き場を失い貧民街での生活を強いられた。

			　そしてデインは親の失敗と、地獄のような生活の中で学んだのだ。

			　強さとは個の力ではない、単純な財力でもない。

			　強さとは人脈なのだ、と。

			　他者を暴力と金で支配し、なおかつ情による〝信頼〟を得ることも忘れない。

			『この人は恐ろしい。だけど味方に付けばこれほどに頼もしい人はいない』

			　そう思わせることで、彼は効率的に勢力を拡大し、西区を牛耳る存在にまでなったのである。

			「しかし、そろそろ本腰を入れて潰さないと、僕のメンツにも関わってくる。あの女は仲間を二人も殺したんだからな」

			　それゆえに、エニチーデでフラムを狙い返り討ちに遭ったあの二人の仇は、しっかりと取らねばならなかった。

			　彼女を許してはならないのだ、西区における影響力を維持するためにも。

			「大勢で襲いますか？」

			「それがベターだとは思うが……ただの力押しってのはつまんねえ。僕が演出させてもらうさ」

			「どんな方法で？」

			　デインは酒の肴として出されたジャーキーをつまみ、指揮者のようにそれを揺らして言った。

			「まずは心を追い詰める。そして弱ったところで……ガブッ、てね」

			　彼の浮かべる笑みには、邪悪さが滲んでいた。

		

	
		
			

			


			　翌朝、フラムたちが目を覚ますのとほぼ同じ頃に、インクも起床した。

			　エターナとともに居間に現れた彼女は、まだ眠いのか、頭をゆらゆらと左右に揺らしながら歩いている。

			　座ったインクの前に、ミルキットがホットミルクを差し出した。

			　彼女は両手でそれを掴むと、ちびちびと飲み始める。

			　マグカップに半分ほど注がれたそれを胃袋に収めると、少しは眠気も取れたようだ。

			「なにこれ、おいしいっ！　初めて飲んだ！」

			　ホットミルクぐらい大したものではないはずなのだが、〝初めて〟ということがありえるのだろうか。

			　気になることは多いが、彼女に問いただす前に、まずは腹ごしらえ。

			　五人はそれぞれ椅子に座り、ミルキットの作った朝食に舌した鼓つづみを打つ。

			　目の見えないインクは、最初こそエターナの手伝いが必要だったが、皿の場所を把握すると、独力で料理を食べ始めた。

			　ミルキットが「器用ですね」と言うと、

			「生まれたときからこんなだから、慣れっこだよ」

			　とインクは当然のことのように返事をする。

			「それにしてもおいしいねえ、どれもこれも食べたことないものばっかりだよ！」

			　どれもこれも、王国じゃ珍しくない家庭料理ばかりだが。

			　確かにミルキットの腕はいいが──フラムとエターナは、インクがこれまで生きてきた環境に疑問を覚えつつも、ほぼ同じタイミングで完食した。

			　そして、少しの休憩を挟んでから質問タイムに移る。

			　しかし彼女の答えは相変わらずで、都合の悪いことになると『記憶喪失』を連発するばかりだった。

			「ねえインク、あなたがいた場所って、普通の家でもなければ孤児院でもないって言ってたよね」

			「記憶喪失だからよくわかんないけど、孤児院ではないと思う」

			「他に子供はいた？　いたとしたら何人ぐらい？」

			「わからない」

			「育ててくれた誰かはいたんでしょ？」

			「マザー……かな」

			「マザーっていうのは、保母さんみたいな感じ？」

			「それもわからないけど、あたしたちにとっては親代わりだった」

			「本当の親ではないんだ」

			「うん、あたしが覚えてる限りでは、本当の親に会ったことはない、かな」

			　身寄りのない子供を預かる施設、となるとやはり──

			「それって孤児院じゃないの？」

			　フラムにはそれしか浮かばなかった。

			　だがやはり、インクは首を振って否定する。

			「うーん、違うと思う。あたしは孤児院のことをよく知らないからわからないけど、マザーはそう言われるのを嫌がってたから」

			「どうして？」

			「マザーにとって、あたしたちは本当の子供だったからじゃないかな」

			　つまりそれは──マザーと呼ばれる人間が、そのポリシーから孤児院という呼称を嫌がっただけで、実際は孤児院だったのではないだろうか。

			　そう考えるフラムだが、エターナが目を細めてインクに尋ねる。

			「一つ確認しておきたいことがある。インクは、心臓に関わる病気を患わずらってる？」

			「いや……そんなことは聞いたことない、けど……」

			「けど？」

			「……いや、なんでもない」

			　嘘だ、絶対になにかを隠している。

			　しかし何度問いかけても、彼女はそれを答えようとはしなかった。

			「病院だったってこと？」

			　それならば、と違う角度から問うたフラムの言葉を、インクは首を振って否定する。

			　一体、彼女はどんな場所からやってきたというのか。

			　他にもフラムとエターナは、いくつかの質問をインクに投げかけた。

			　記憶喪失をアピールする割に、彼女はわりと素直に問いに答えてくれた。

			　そしてわかったことは、やはりその施設は西区にある可能性が高いということ。

			　一晩を外で過ごしたが、道がわからず同じ場所をぐるぐるしたり、休むために座り込んだりと、移動距離そのものはさほどなかったらしい。

			　もう一つ、その施設で暮らしていたのはインク一人ではなさそうだということ。

			　これに関しては、よほど知られたくないのか、相当ぼかしていたが──民家でもない施設が、インクのためだけに用意されるとは考えにくい。

			「ねえフラム、エターナ、これぐらいでいい？　いろいろ聞かれて、頭がぐるぐるしてきちゃった」

			「ああ、ごめんねインク。疲れてるのに。でも最後に一つだけ、聞いてもいい？」

			　最後なら、とインクはうなずく。

			「聞いた限り、インクはずっとそこで育ってきたみたいだけど、なんで脱走してきたの？」

			　その問いに、彼女は明らかに表情を曇らせた。

			　答えたくない……というよりは、明確な答えを彼女も持っていない、といった雰囲気だ。

			「……違和感が、あって。一度それに気づいちゃったら、ずっと気になって、どんどん大きくなっていって、最後には信じられなくなっちゃったんだ」

			「なんの違和感だったのか、聞いてもいい？」

			「家族」

			　暗く低い声でインクは言い放つ。

			「あたしはあの場所で家族として育ってきたけど、それが正しいと思ってきたけど、なんか……マザーの言う家族と、私の中の〝家族〟は、別物な気がして」

			　感覚の問題だ。

			　彼女があと少しだけ鈍ければ、一生気づかずに生きていけたのだろう。

			　だがインクは気づいてしまった、だからもう目を背けられなくなった。

			「フラム、インクはそろそろ限界みたいだから、部屋で休ませる」

			　エターナはそう言って、インクを立たせた。

			「わかりました、お願いします」

			　残されたフラムは、少ししつこかったことを反省しながらも、いまだ残る不安を拭えずにいた。

			　脳裏に浮かぶのは、エニチーデで見たあのオーガの姿だ。

			　気持ち悪くて、おぞましくて、グロテスクで──そしてなにより、強大な力を持っていて。

			　あれは十年以上前に作られた化物だ。

			　研究が今も継続していれば、より強力な化物が生み出されているだろう。

			　もしインクの件が教会と関連していたら──さらなる異形との遭遇の予感に、心が重くなる。

			　フラムはテーブルに両肘ひじをつき、親指を眉間に押し付けため息をついた。

			「……ご主人様」

			　するとミルキットが控えめに、彼女の上着の袖を握った。

			「あの……どう言っていいのかはわかりませんが……あまり、背し負ょい込みすぎないでくださいね」

			「ミルキット……」

			「エニチーデでのこともそうですし、デインという男の人のこともそうです。たぶん、私のことだって、ご主人様の重荷になっていて……背せ負おった分だけ、疲れているはずですから。だから、もっと他の人に頼ったり、休んじゃってもいいと思います」

			　不器用なミルキットなりの励ましは、フラムの胸に温かく染み込んだ。

			「ありがと、その言葉だけで元気が出てきた」

			　フラムの手がミルキットの銀色の髪を撫でると、彼女は気持ちよさそうに目を細めた。

			「あの、ご主人様に頭を撫でられると、胸がぽかぽかして嬉しいのは事実なんですが……これでは、逆に私のほうが力をもらってしまいます」

			「そうでもないよ？　私の場合は、ミルキットがそうやって笑ってくれると元気になれるから」

			「撫でている分だけ労力を使っているのに、ですか？」

			「あはは、こんなの労力とは言わないって。むしろ許可さえあるんなら、ずっと撫でていたいぐらいなのに」

			「私だけでなく、どちらの心も温かくなることなんて、あるんですね」

			「そうそう、あるの。だからおとなしく撫でられて、ぽかぽかしちゃってよ」

			　幸せの尺度は人それぞれで違う。

			　施ほどこすことに幸せを感じる者がいれば、与えられることに幸せを感じる者もいる。

			　いや、そもそも〝施す〟であったり、〝与える〟といった言葉で語ることすら間違いなのかもしれない。

			　どちらも、互いに与えられた幸福を得ているのだから。

			　そしてミルキットを愛でて英気を養やしなったフラムは、自身も情報を集めるべく街へ繰り出すのだった。

			


			　◇◇◇

			


			　真っ先に向かったのは、一番近場にある教会──すなわち西区の教会であった。

			　セーラが調べる予定ではあるが、ギルドに向かう途中、少しの遠回りで立ち寄れるので、とりあえず様子を見に来たのだ。

			　西区は、基本的に奥に行けば行くほど、ゴミが散乱していたり、怪しげな露店商がいたり、浮浪者が徘はい徊かいしていたりと、治安も景観もよろしくないのだが、教会の周辺だけは例外だ。

			　なんとなく神聖そうな場所には怪しい人間も近づきにくいのか、不審者は見当たらない。

			　また、修道女や教会騎士が日常的に清掃を行っている効果もあって、いい意味で西区らしくない空間になっていた。

			　今日は教会騎士がその担当だったらしく、プレートアーマーを纏った男性がホウキとチリトリ片手に地面を掃いている。

			　その光景は非常にシュールであった。

			　ひとまず教会の周りをぐるっと回って様子を見ようとするフラムだったが、そこで見知った顔と遭遇する。

			「あれ、セーラちゃん」

			　そこには、騎士と同じくホウキを片手に、掃除を手伝うセーラの姿があった。

			「フラムおねーさんじゃないっすか、どうしたんすか？」

			「ギルドまでの通り道に近かったから、軽く様子を見に来たんだけど……」

			　セーラにも修道女としての役目がある。

			　さすがにそこまで早くは動き出さないだろう──と思っていたのだが、彼女のやる気はフラムの想像以上だった。

			「元から来る予定ではあったっすからね。おらが来ないとあの二人、寂しがるんすよ」

			「だーれが寂しがるって？」

			　背後から来た金髪の騎士が、素手でセーラの頭をわしゃわしゃとかき混ぜる。

			「確かあなたは……エドさん、でしたっけ」

			「お？　あんたは確か、窃盗犯をとっ捕まえてくれた……」

			「フラムって言います」

			「おらの友達っす！」

			「ほー」

			　顎に手を当て、興味深そうにフラムを観察するエド。

			　彼の視線は、当然のように頬にある奴隷の印にも向けられた。

			　だが特別、差別しようという意図は感じられない。

			「セーラめ、やっと教会の外でも友達が作れたのか！　そりゃめでたいなー！」

			　むしろ笑顔で、セーラに友達ができたことを純粋に喜ぶ。

			「やーめーるーっすー！」

			　彼女は必死に抵抗するも、身長の高いエドの手からは逃げられない。

			「やめてやりなよ、それ。昔っから嫌がってただろ」

			　するとまた別の方向から、青髪の、落ち着いた様子の騎士がやってきた。

			「ジョニーさん、その節はお世話になりました」

			　丁寧に頭を下げるフラム。

			　リーチの荷物を奪った泥棒の一件のあと、彼らと顔を合わせるのはこれが初めてだった。

			「いえ、こちらとしても手柄になりましたので」

			「金は出ないけどなー」

			「当然じゃないっすか、教会騎士を含め、教会に属する者はお金のために働いてるわけじゃ……あぁもうっ、だからなんで頭をぐちゃぐちゃにするんすかー！」

			「いやぁ、どうもその頭を見てると触りたくなるんだよなぁ。犬を撫でたくなる飼い主の気持ちみたいな？　な、ジョニーもわかるだろ？」

			「同意を求められても困る」

			　冷めた表情のジョニー。

			　対照的に、それでも手の動きを止めないエドは実に楽しそうであった。

			「仲いいんだね」

			「違うっす、これは断じて仲がいいわけではなく、おもちゃにされてるだけっす！」

			　セーラの必死の反論に、フラムは笑いを禁じ得ない。

			　どこからどうみても、仲良し三人組と言った様子である。

			　実際、彼らの付き合いは長い。

			　セーラが教会に引き取られた八年前から兄妹のように育ってきたのだから、その絆きずなの深さも相当なものであろう。

			　じゃれあうエドとセーラは放っておいて、ジョニーがフラムに尋ねる。

			「それで、フラムさんはなぜ教会に来られたんですか？　礼拝……と言った雰囲気でもないですね」

			「実は昨日、迷子になってる子供を保護したんです。でもその子はどこから来たかわからないって言ってて。孤児院から女の子がいなくなったとか、騒ぎになってませんか？」

			　セーラの知人ということで教会の騎士でも信頼はできる。

			　だが彼らを巻き込まないためにも、ある程度ぼかして情報を伝えた。

			「少なくとも教会の孤児院ではそういった騒動は起きていませんね」

			「西区以外のとこからもそんな情報は入ってないな」

			「おらも中央区のほうで調べてみたっすけど、そんな子はいないって言われたっす……だからやめろって言ってるじゃないっすか、エドー！」

			　三人は口をそろえる。

			「よろしければ当教会の孤児院でお預かりしましょうか？」

			「あー……えっと、今は大丈夫です。本人の状態も落ち着いてますし」

			「そうですか……」

			　本来なら、素人よりも孤児院のような専門の場所で預かってもらい、保護者を探すのがベターなのだろう。

			　だが、さすがに彼女を教会に渡すわけにはいかない。

			　逃げてきたかもしれない研究所に連れ戻されるかもしれないのだから。

			　しかしどうやら、これ以上ここで情報を得ることはできそうにない。

			　気を取り直して、別の場所に移動して──そう考えていたフラムの視線が、ジョニーの背後を見たまま止まる。

			「……ん？」

			　誰かが、こちらを見ている。

			　その女性は赤いツインテールを揺らし、白い軍服を纏い、腰にはサーベルをぶら下げていた。

			「あれ……オティーリエさん？」

			　その名を聞いて、教会の三人組も一斉にそちらを向いた。

			　すると遠くから見ているだけだった女性は、ずいずいと大股でこちらに近づいてくる。

			　そして彼女は、フラムに顔を近づけて凝視した。

			「あ、やっぱりオティーリエさんだ」

			「……あなた、本物ですの？」

			「偽物がいるかは知らないですけど、私は、紛れもなくフラム・アプリコットですよ」

			　その言葉に、オティーリエは頬をひくひくと引きつらせる。

			　かと思うと肩をがっくりと落として、大きくため息をついた。

			「はあぁ、なんてこと……」

			「なにかあったんですか、オティーリエさん」

			「あなたねぇ……なにかではないですわよっ！　どうして魔王討伐の旅に参加していたはずのフラム・アプリコットが、こんな場所にいて、しかもそんな顔をしていますの!?」

			「どうしてって言われても、用事があったからとしか……」

			　その勢いに圧おされ、あとずさるフラム。

			　フラムとオティーリエが出会ったのは、魔王討伐の旅に参加するため、フラムが故郷であるパトリアをを出たときだ。

			　オティーリエが、馬車に乗って彼女を迎えに来たのである。

			　そして王都までの三日に及ぶ旅路を、二人で過ごした経験があった。

			「おいおい、なんでこんなとこに王国軍の人間が来てんだよ」

			　そんな二人のやり取りに、エドもジョニーもセーラも、そろって驚いている様子だ。

			「セーラ、フラムは軍と繋がりを持っているのか？」

			「あってもおかしくはないと思うっす、フラムおねーさんは魔王討伐の旅に参加してたっすからね」

			「んあ？　フラムってもしかして、あのフラムなのか？　フラム・アプリコットなのかよ!?」

			　ようやく気づくエド。

			「英雄フラム……が、なんでこんな場所で、しかも奴隷の印を付けているんだ？」

			　続けてジョニーも気づき、首をかしげた。

			　オティーリエが詰め寄ったのも、彼らと同じ疑問を抱いたからだ。

			「そういうことではありませんわ、魔王討伐の旅はどうなっていますの？　なぜあなたが奴隷の印を刻まれていますの!?」

			「パーティを追い出されたんで、今は王都で暮らしてます。印はそのときに付けられました」

			「追い出したって！　誰が……あぁ、いや、そんなことをする男なんて一人しかいませんわね」

			　オティーリエの頭に、すぐさまあの男の姿が浮かぶ。

			「ジーン・インテージ」

			「よくわかりましたね」

			　苦笑いを浮かべるフラム。

			　旅の間だけでなく、王国所属の魔術師として働いている間も、彼はあんな調子だったのだろう。

			「そのとおりです。あれに騙されて闇商人に売られかけたんですけど、どうにか脱出してなんとかやってます」

			「なんとかって、あなた……」

			「そういうオティーリエさんこそ、どうして西区になんているんですか？　王国軍は忙しいんですよね？」

			　王都に向かう馬車の中で彼女は自じ嘲ちょう気味に、

			『忙しくてお姉様となかなか話せない』

			　と語っていたのである。

			　そのあとに続けて、

			『お姉様は馬車での旅を休暇だと思って楽しんでこい、と。お姉様のいない場所で心も体も休まるはずがありませんのに』

			　とも。

			　ちなみにお姉様とは、軍のトップに君臨する将軍、アンリエット閣下のことだ。

			　なんでも二人は幼馴染らしく、一足先に軍で成り上がった彼女を追って、オティーリエは兵士になることを決めたのだとか。

			「わたくしは、その……」

			　オティーリエは、なぜかセーラたちのほうを見ながら答えに窮きゅうする。

			「お姉様のためにパトロールですわ」

			　明らかに誤魔化している。

			　だが軍の機密事項かもしれないし、軽々しく聞けるものでもない。

			「軍人さんも大変なんですね」

			「そんなもの、奴隷の印を刻まれたあなたに比べれば全然ですわよ。というか、もっと取り乱すべきではありませんの？」

			「もうそんな時期は過ぎちゃったんで」

			　フラムがあっさりと言ってのけると、オティーリエは再び大きなため息をついた。

			「まだいろいろと聞きたいことはありますが……わたくし、そろそろ戻らなければなりませんの。また今度、時間があるときに詳しく話は聞かせてもらいますわ」

			「そのときはよろしくお願いします」

			「……いえ、ここでこのまま別れると、簡単には再会できそうにありませんわね。わたくし、基本的には城にいますから、近い内に必ず訪れること。いいですわね!?」

			「じゃあ、時間があったら行きます。でもいいんですか、忙しい副将軍様が私になんて構ってて」

			「あなたは事の重大さを小さく見積もりすぎですわ。国をあげて応援されていた英雄が奴隷になってその辺を歩いているんですのよ？　あなたでなければとっくに大騒ぎになっていますわ」

			「暗に私のこと地味って言ってません？」

			「盛大に言ってますわよ」

			　鋭い言葉がフラムの心に突き刺さる。

			　確かに他の英雄に比べれば、突出した能力もなく、外見も地味なほうではあるが。

			　言われるまで本人だと誰も気づかないのはそのおかげだ。

			「必ず会いに来るんですのよ。あなたがそうなったのには、連れてきた軍にも責任があるのですから」

			　そう言い残して、オティーリエは教会の前から去っていった。

			　勇者パーティの言い出しっぺは教会だ。

			　本来ならば王国軍の人間が罪悪感を抱える必要などないのだが──奴隷となってしまったフラムを前にすると、そうも言ってられないのだろう。

			　オティーリエの姿が見えなくなると、黙り込んでいた三人は一斉に『ふぅー』と大きな息を吐き出す。

			「どしたの？」

			　軍人が近くにいると緊張してしまう気持ちはわかるが、そこまでだろうか。

			　そんなフラムの疑問に、まずはエドが答えた。

			「どうしたのって……知ってんだろ？　王国軍と教会騎士は微妙な関係なんだ」

			「いや、知らないけど。なんでそんなことになってるの？」

			「マジかよ。ほら、王様の下にいるのが軍で、教会が雇ってる兵士が教会騎士なわけだろ？　でも王様は教会との関係も深くて、実質的に王国には二つの軍隊が存在する状態になってんだよ」

			　王国軍と教会騎士の規模は、さほど変わらない。

			　いや、回復魔法を使える光属性の使い手が多く存在する分、教会騎士のほうが規模が大きいとも言えるかもしれない。

			　続けて、ジョニーとセーラが言う。

			「立場で言えば正式な軍隊である王国軍のほうが上かもしれないが、実際はそうでもない」

			「表面上は協力して王国の治安維持をしてるっすけど、実際は裏でバチバチと権力争いをやってるって話っす」

			「へー……味方同士なのにこじれてるんだね」

			　それはフラムの知らない王国の真実であった。

			　魔族領を除いて大陸を完全に統一したというのに、やはり人とは争いを止められない種族なのか。

			　それとも、人の意志とは異なるなにかの力が働いているのか。

			　高く遠い場所で起きている戦いのようにも思えるが、フラムにとっても他人事ではない。

			　教会に関連するなにかが、彼女のことを狙っていたのは間違いないのだから。

			　この王都で平穏を得られるのはまだまだ先の話になりそうだ──と、少女は物もの憂うげに空を見上げた。

			


			　◇◇◇

			


			　その後フラムは、教会周辺で地下に続きそうな階段を探したものの、収穫は無し。

			　昼過ぎになったあたりで、昼食を摂るために家に戻った。

			「ただいまー」

			　帰宅すると、慌てた様子でミルキットが玄関まで駆けてくる。

			　手には一通の手紙が握られていた。

			「ご主人様っ、ご無事でしたか！」

			「うん、特になにも無かったけど……その手紙、どうしたの？」

			「読んでみてください」

			　手渡された紙を開くと、そこには──

			『お前はパパを殺した。だから今度はお前から奪ってやる』

			　とだけ書かれていた。

			（デインたちの仕業かな……次はこういう手で来たか）

			　ミルキットの顔色は心なしか悪い。

			　自分の身が──いや、フラムのことが心配で、気が気ではなかったのだろう。

			　気持ちを落ち着かせるため、フラムはミルキットを抱き寄せ、頭を撫でる。

			「ご主人様……外は危険です、今日は家の中にいたほうが……」

			　危険ならばなおさら、その原因を取り除かねばならない。

			　手紙の書き方からして、狙われているのは自分だけではないのだから。

			「私は大丈夫、体は丈夫だから」

			「そう、ですか……」

			　露骨に落ち込むミルキット。

			　するとフラムは続けざまにこう言った。

			「……でも今日は、このまま家にいようかな。やらなきゃならないこともあるし」

			「ご主人様……！」

			　すると今度は、明らかに嬉しそうな表情を見せる。

			「はいっ、それがいいと思います！」

			　包帯越しでもわかる笑みに釣られ、フラムの表情もほころんだ。

			


			　◇◇◇

			


			「……やっぱり、どう考えてもおかしい」

			　自らがノートに記した数字を見て、首をひねるエターナ。

			　羅列されたのは、インクの体に関する数値だ。

			　彼女が寝ている間に、水魔法を用いて体の隅々を調べてみたが、やはり心臓だけが異常な値を示していた。

			　こうやって生きているのが不思議なほどに。

			「だけどインクは今も平然としている。なんらかの特別な処置を……これ以上詳しく調べようとすると、ここの道具だけでは不可能……いや、一度体を開けば……縫合は可能だし。ううん、さすがにそれは」

			「エターナ、ぶつぶつつぶやいてどうしたの？」

			「インクについて考えてる、集中したいから静かにしててほしい」

			「そうは言うけどー、退屈なんですけどー」

			　子供じみた──というか子供そのものなのだが、インクの我わが儘ままを聞いて、エターナはため息をつきながらノートを閉じた。

			　そして自らの傍らに浮かぶ、魚の形をしたオブジェ──実際は魔力増幅のための装備だが──を彼女の手元に移動させる。

			「うわっ、なにこれ。つめたーい！」

			　最初はおとなしくインクに抱きしめられたものの、まるで自らの意志を持っているようにするりと抜け出す。

			「あれ、無くなった」

			　彼女はベッドに寝たまま、両手をバタバタさせて浮遊するオブジェを探す。

			　それは彼女の手が触れるたびに移動し、インクを翻ほん弄ろうし続けた。

			「あははっ、よくわかんないけどすごいねこれ！　エターナが動かしてるの？」

			「そうかもしれないし、勝手に動いてるかもしれない」

			「なにそれ適当すぎるよー、ふふふっ」

			　インクは、施設で実験動物として使われていたとは思えないほど、明るい性格をしていた。

			　似たような境遇の子供たちと一緒に育てられたからなのだろう。

			「みんなも生きていれば同じように……」

			　今度は彼女にも聞こえないぐらい小さな声で、エターナもつぶやく。

			　実験動物は、いつか命を落とすのが定めだ。

			　それは寿命ではなく、正常ではない体を手に入れてしまったがゆえの代償。

			　そこまで考えて、エターナは首を振った。

			（勝手にインクを実験動物扱いするのはよくない）

			　彼女がどこから来たのか、まだわかっていないというのに。

			「インク。元気になったみたいだから、また質問を再開したい」

			「いいよー、答えられる範囲でだけど。あたし記憶喪失だからー」

			「それが嘘なのはもうわかってるから、そろそろ本当のことを話すべき」

			「な、なんで言いきれるの……？」

			「むしろ誤魔化せると思ってたことに驚く。じゃあまず、朝に話してくれた他の子供たちについて」

			「言ったっけ……」

			「ほぼ言ったようなもの。何人ぐらいいた？」

			「……あの、さ」

			「なに？」

			「他の子と会ったからって、あたしのこと話したりしない？　いきなり家から追い出して、引き渡したりしない？」

			　インクは不安そうにエターナに尋ねた。

			　言い切れるはずがない。

			　まだ子供であるインクの保護者が見つかれば、引き渡すのは当然のことなのだから。

			　しかし──〝家族〟だと思っていた居場所を失った彼女は今、寄る辺がなく、孤独に揺れている。

			　エターナには、その気持ちがよくわかる。

			　だから、あえてはっきりと宣言した。

			「しない」

			　そのときが来たら面倒なことにはなりそうだが、どうにもエターナには、インクが他人だとは思えなかったのだ。

			　現状、それが勝手な思い込みである可能性も捨てきれないが──普通ではない体を持つ者として、見捨てることはできなかったのである。

			「絶対にあちらの言葉だけを聞いて、一方的に引き渡したりはしない。だから安心して話してほしい」

			　はじめは呆然としていたインクだったが、安あん堵どからか次第に表情から力が抜けていく。

			　視覚の無い彼女は、他の人間より聴覚が優れている。

			　ゆえに、その言葉に偽りがないことはすぐにわかった。

			　その緩んだ頬は、エターナに向けた信頼の証なのだ。

			「あたしより二歳年下の子が、四人」

			「思ったより少ない。他に大人は？」

			「マザーが一人と、パパがどこかにいたと思う」

			「どこかに？」

			「あたしは会ったことないからよくわかんない」

			「それは記憶喪失だからという話ではなく？」

			「違うよ。生まれてから十年間あそこで暮らしてきたけど、あたしだけ会ったことなかったんだ。みんなのパパで、あたしにとってもパパなはずなのに、どうしてかあたしだけ」

			　事実だとすると、まるでインクが隔離でもされていたようではないか。

			「だからあたし、みんなの話に全然ついていけなかったんだ。でも、実はパパなんていないんじゃないかって思うこともあったかな」

			「どういうこと？」

			「みんな、あたしにはいじわるだったから、口裏を合わせて騙すなんてこと日常茶飯事だったもん。それに、マザーも実在はするけど顔は見たことがないって言ってたから。そんなのありえないじゃん」

			　素直に答えてくれるのはいいのだが、聞けば聞くほど、謎は深まっていく。

			　存在はするが会ったことがない〝パパ〟。

			　なぜか〝ママ〟ではなく〝マザー〟と呼ばれる保護者。

			　インクより二歳下という共通点を持つ四人の子供たち。

			　ありふれた料理を、まるで初めて口にするかのように喜ぶインク。

			　増え続ける疑問に、またもや頭を抱え考え込むエターナだったが、

			「エターナさーん、インクさーん、お昼ご飯できましたよー！」

			　一階から聞こえてきたミルキットの声に、思考が中断される。

			「えっ、お昼にご飯なんてあるの!?　エターナエターナ、早く行こうよっ」

			「引っ張らなくても行くから」

			「あたし、体を動かしたからお腹空いちゃっててさー」

			「さっきまで寝てたくせに」

			　エターナが魚のオブジェを引き上げると、インクは少しだけ寂しげな表情をした。

			　だがすぐに差し伸べられたエターナの手を握り、笑顔に戻る。

			　二人は手をつないだまま、昼食の待つ一階へと下りていった。

			


			　◇◇◇

			


			　その日、フラムはミルキットと、家から出ることもなくゆったりと過ごした。

			　手を握っているうちにミルキットの不安も和らいだらしく、日が傾く頃にはすっかり元気を取り戻したようだ。

			　結局、手紙はただの脅しで、一日は何事もなく過ぎていった。

			　だが翌朝、起きてすぐにポストを見ようと外に出たフラムは──

			『人殺し』

			『お前のせいだ』

			『お前がパパを殺した』

			『復讐してやる』

			『今に見てろ、お前から全てを奪ってやる』

			　そう書かれた紙が壁に何十枚も張り付けられているのを発見する。

			「なに、これ……」

			　フラムは信じられない光景を前に、しばらくその場に立ち尽くして呆然と眺めていたが、すぐに剥がし始める。

			　誰が、なんのために彼女を糾弾しているのか、それは明らかだ。

			　デインに決まっている。

			　張り紙の内容を見るに、どうやら一派の人間ではなく、どこから嗅ぎつけたのかフラムを買った奴隷商人の殺害を責め立てているようだが──あれは必要な行為だった。

			　奪われた尊厳を取り戻し、新たな道をミルキットとともに進むためには。

			　それにあの男は、奴隷を何人も殺してきた極悪非道な商人だ、死ぬだけの理由はあったはずなのだ。

			　だが、どれだけ強がっても、フラムはまだ十六歳の少女である。

			　こうしてあらためて〝罪〟を突きつけられたとき、無視して笑い飛ばせるほど、まだ完全には吹っ切れてはいない。

			　フラムは剥がした紙を強く握りしめると、唇を噛んだ。

		

	
		
			

			


			　たとえ脅されようとも、フラムは自分の行動を変えるつもりはない。

			　堂々と胸を張って、デインたちが巣くう西区のギルドに向かう。

			　今日の目的は、インクの捜索依頼が出ていないか確認すること。

			　それを終えたら、さっさと出ていくつもりだった。

			　下品にニヤニヤと笑いながら、デインの一味は現れたフラムを酒の肴にでもするように眺めている。

			　だが罵倒が聞こえてこないだけ、今日はマシなほうだろう。

			　そんな調子だからか、最近、受付嬢のイーラは少しだけフラムに同情的な視線を向けるようになってきた。

			　大の大人を相手に、多勢に無勢。

			　彼らに翻弄されてばかりの彼女が、かわいそうに思えてきたのだ。

			「そうまでして、うちに固こ執しつする必要があるの？」

			　書類を整理しながら、近くで騒ぐデインたちに聞こえない小さな声で彼女は問いかける。

			　フラムも目を合わせることなく、一言、こう答えた。

			「私は野良の奴隷だから、西区以外だとね」

			　英雄フラム・アプリコットということを堂々とアピールすれば生きていけるだろう。

			　だがその場合、ジーンとの関係でまた一ひと悶もん着ちゃく起きそうだし、なにより教会が黙っていてくれない気がする。

			　ならばこのままミルキットたちとともに西区でひっそり生きて、教会の陰謀を暴いて行くのが最適解だ──とフラムは考えていた。

			　しかしイーラの言うとおり、デインの妨害が鬱うっ陶とうしいのも事実。

			　エニチーデでは無関係の人の命を奪ったり、家に張り紙をしてみたり、到底放置できるものではない。

			　いずれ決着をつけるつもりではあった。

			　もっとも、今はまだ、どうやれば彼に勝てるのか──その明確なヴィジョンは浮かんでいないが。

			「依頼、受けないほうがいいわよ」

			「なんで？」

			「あんた最近、Ｄに上がったでしょ」

			「そこそこ頑張ったからね」

			　妨害を受けながらも力ずくで依頼を達成してきたフラム。

			　そのおかげで、彼女の冒険者ランクは上昇し、受けられる依頼の数も増えていた。

			「それが良くなかったのよ。前から、あんたが受けた依頼は全部デインたちに伝えることになってたけど、今は罠にはめるためのダミーの依頼まで交ざってるわ」

			　イーラは依頼のリストをフラムに差し出しながら言った。

			「そこまで教えてくれるなら、あいつらの指示どおりにしなければいいのに」

			「嫌よ、なんであんたのためにそこまでしなきゃなんないのよ。私はあくまであいつらの一味なの」

			「性悪ぅ……」

			「んなこと言ってたら、この中で一番ひどい依頼を強制的に受けさせるわよ？」

			　イーラに、フラムに味方する義理などない。

			　今はただ単に、困難を前にしても折れない彼女を評価して、少しだけ助言をしてやっただけだ。

			「……わかった、じゃあ今日は受けない」

			　元からそのつもりではあったが。

			　リストにはひととおり目を通したが、インクに関連しそうな依頼は入っていなかった。

			　だがＤランクのリストに載っていないだけで上位ランクの依頼にはあるかもしれないし、フラムに〝おいしい依頼〟を受けさせないように意図的にデインによって隠されている可能性もある。

			「一つ聞きたいんだけど、行方不明の子供を捜すような依頼は入ってない？」

			「子供？　無いわね。確か中央区や東区のほうにも入ってなかったはずよ」

			　イーラの目は嘘をついていない。

			「そっか、ありがと」

			　事実だと判断したフラムは、そう言い残してギルドをあとにした。

			　足を組んでふんぞり返るデインは、彼女が出ていくまでその背中を眺めていた。

			　そして姿が見えなくなった瞬間、近くにいた手下たちにアイコンタクトを送る。

			　彼らは一斉に立ち上がり、行動を開始した。

			


			　◇◇◇

			


			「……こっからどこを調べたらいいのかなぁ。言うほど王都の地理に詳しいわけでもないし、手当たり次第以外に思いつかないんだよね」

			　ギルドにも情報が無いとなると、フラムにはあまり行く当てがない。

			　こういうときに頼れる知り合いがいるといいのだが、故郷でもない王都にツテもなく──

			「そうだ、オティーリエさんなら！」

			　軍人である彼女ならば、自分たちの知りえないなにかを知っているかもしれない。

			　再会できたのもなにかの縁だ、本人も『必ず会いにくるように』と言っていたし、一度しっかりと話をしておきたい。

			「でも、私が城に行ったら騒ぎになるよねぇ。いや、ひっそりと兵舎のほうに行けば気づかれずにたどり着ける？」

			　軍はともかく、国王と教会のつながりは強い。

			　なにも考えずに真正面から城に向かうのは、あまりに考え無しが過ぎるだろう。

			　フラムは、できるだけ人に見られずに、城と併設された兵舎に向かうルートを考えながら、道を進む。

			「てめぇ、待ちやがれ！」

			　すると前方から、荒っぽい男の声が聞こえてきた。

			　視線を向けると、必死に白い布に包まれたなにかを抱えて逃げる奴隷の少年と、それを追いかける二人の男が、こちらに迫っている。

			　そして彼らは、あっという間にフラムの両脇を駆け抜けていった。

			　振り返ると、少年は、すぐそこの角を曲がる。

			「あの子が逃げた先は行き止まりだったような……」

			　フラムは嫌な予感がした。

			　すると案の定、野蛮な声と物騒な音が聞こえてくる。

			「奴隷の分際で勝手なことしやがって、クソガキがっ！」

			「死ねっ、死ねっ、お前の命に価値なんてねえんだよ！　とっとと死んでそれを返しやがれ！」

			「やめてくださいっ、これは僕の大切な……っ！　あなたたちのものじゃない……っ！」

			　ここは西区だ、『死ね』と言えば冗談ではなく本当に殺すやつがいる。

			　追いかけていた男たちは、ギルドでは見ない顔──つまりデインの一派ではない可能性が高いが、それは見捨てる理由にはならない。

			「……行きますか」

			　インクのときにしてもそうだが、フラムはつくづく西区に住むには向かない人間だ。

			　こういった騒動は日常茶飯事、下手をすると毎日リンチを受けた子供や浮浪者の死体が見つかるほど治安の悪い地区だ。

			　生きていくコツは、厄介事は見て見ぬふりをすること──長く住む者ほどそう語るのだが、フラムはまだ若いし、仮に年老いたとしても、困っている人を見捨てられない性格が変わることはないだろう。

			「そこの二人、待ちなさい！」

			　フラムは路地の入り口に立ちふさがり、少年を蹴る男たちに言い放った。

			「あぁ？　なんだてめぇ」

			「俺らに喧嘩を売ろうってのかぁ？」

			　想定以上に血の気が多い二人組だった。

			　声をかけただけでフラムにガンを飛ばすと、指を鳴らし、拳を握り近づいてくる。

			（武器は無し、隠し持ってるってわけでもなさそう。西区にしては不用意すぎるけど、それだけ慌てて追いかけてきたってことかな。スキャン──ステータスも低い、たぶん冒険者ですらない素人。これならこっちも素手でいいや）

			　手早く分析を済ませると、フラムも両拳を握る。

			　無論、格闘においては彼女も素人だ。

			　その構えを見て男たちは思わず鼻で笑った。

			「お嬢ちゃん、怪我したくないならとっとと失せな」

			「それはこっちのセリフだけど」

			「はっ、夢見がちなお年頃ってやつかい？　なら現実に引き戻してやるよォ！」

			　しかし──今のステータスと、これまでの経験があれば、相手の繰り出すパンチを避けるのはたやすい。

			　リーチを見極め、体を仰け反り回避したところで、顔面ど真ん中にカウンターを叩き込む。

			「ぶぐぇっ!?」

			　メリッ、と男の鼻が折れ曲がり、血を噴き出しながら真後ろに倒れていく。

			　前歯が擦れフラムの拳からも血が出たが、再生能力によってすぐに傷はふさがった。

			「てめえよくもっ！」

			　二人目も殴りかかってくる。

			　大ぶりの一撃をバックステップでやり過ごす。

			　続けて繰り出される鈍重な蹴りを、両手で掴んだ。

			　……ここまではよかったものの、フラムにはここからどうしたらいいのか思いつかない。

			　なのでとりあえず、力ずくでぶん回し、投げ飛ばした。

			「ぐあぁっ!?」

			　地面に叩きつけられた彼は、何回転もしながら壁にぶつかり、そのまま動かなくなった。

			　ちょうど同じタイミングで、最初に殴られた男が立ち上がったものの、もう抵抗の意思は見えない。

			「お、覚えてろよ……っ！」

			　男はいかにもといった捨て台詞を吐くと、仲間を肩に抱えてその場から去っていった。

			「血の気が多かったわりには、意外に物わかりのいいチンピラだったなぁ……」

			　西区にしては、おとなしいタイプである。

			　なんにせよ、手間が省けたのならそれはいいことだ。

			　フラムはパンパンと手を叩き汚れを落すと、彼女の戦いを見ていた少年に近づく。

			　そして中腰になり、優しい声で語りかけた。

			「大丈夫？　体は痛くない？」

			　少年は首を振り否定した。

			「そか、よかった。じゃあ立てるかな」

			　フラムが手を差し伸べると、彼はおずおずと握り、立ち上がる。

			「強いね、さすが男の子だ」

			　少年の頬には、フラムと同じように奴隷の印が刻まれている。

			　まだ日が浅いのか、その色は鮮やかで、まるで血のようだった。

			　だがそれよりフラムが気になったのは、彼が抱える布に包まれた謎の物体だ。

			「それ、大事なものなの？」

			「……うん」

			「もしかして、持ち出して奴隷商人の所から逃げ出してきたとか？」

			「だって、嫌だったから」

			「ははは、そりゃそうだよね。私も嫌だったもんなぁ」

			　逃げられるなら逃げるに越したことはない。

			　こんな小さな子供が奴隷になるなんて、十中八九、違法な手段を使っているはずだ。

			　孤児院あたりに保護されれば、商人はもう手を出せないはずである。

			「行くあてはある？」

			「無い、家族は死んじゃったから」

			「そっか。じゃあ、とりあえず教会にでも行こっか」

			　さすがに、インクに加えて少年の面倒まで見る余裕は無い。

			　ここは素直にエドとジョニーを頼ることにした。

			「孤児院に入るにしても入らないにしても、しばらくは面倒を見てくれると思う」

			　フラムは少年の手を引いて、路地から出ようとした。

			　だがなぜか、彼の足はそこから動かない。

			　それと同時に、フラムは彼の持つ白い包みから異臭が漂っていることに気づいた。

			　よく見てみると、中から茶色い液体が滲んでいる。

			（この臭い……もしかして）

			　フラムには、それに心当たりがあった。

			　つい最近、嫌というほど嗅いだ──アレの臭いに、よく似ている。

			（あー……そういうことか。なるほどね、男たちがデインの手下じゃなかったのは、それを悟られないためか）

			「ねえ、その中身って……」

			「見てみますか？」

			　フラムが尋ねると、少年はかけられた布を外した。

			　現れたのは──フラムを買った奴隷商人の頭部。

			　縦に真っ二つに割られたはずのそれは、強引に糸で縫合され一つに繋がっている。

			　だが全体的に腐敗が進行し、縫い目からは茶色い液体が溢あふれていた。

			「これ、あなたが殺した父さんなんです」

			　家の前に張られていた紙にしてもそうだが、デインはフラムを『しょせんは十六歳のガキだ』と甘く見て、精神的に追い詰めることにしたらしい。

			「逃げるだけなら勝手に逃げていけばよかったのに」

			　全てが茶番だとわかると、どんなに少年が言葉を投げかけても、フラムの気持ちは落ち着いていく。

			「どうして殺したりしたんですか？　その必要はなかったはずですよね？」

			　代わりに心を満たすのは、人殺しすら厭いとわぬ冷たさ。

			「私のやったことを責めたいんなら好きにしたらいい。でも私は、君のお父さん……ってことになってるそいつを殺したことを後悔してないから」

			「そのせいで僕はこんな奴隷に！」

			「もういいからそういうの。回りくどい手を使っても無駄だって、デインに伝えといてよ」

			　きっぱりと言い放つと、フラムは少年に背を向けてその場から離れていく。

			　すると──

			「っ……う、うわぁぁああああっ！」

			　少年は大きな声をあげて、フラムに襲いかかってきた。

			　作戦が失敗するにしても、〝殺そうとした〟という結果がなければ、雇い主に怒られてしまうのだろう。

			　フラムは冷静に振り返ると、ナイフを握る手だけを軽く蹴飛ばす。

			「あぅっ……」

			　回転しながら弧を描き、地面に落ちる銀の刃。

			　丸腰になった少年はフラムを、怯えた表情で見上げた。

			「まったく、やり口が陰湿だし大げさなんだっての」

			　言い捨てて、路地から出ていくフラム。

			　デインの勢力は、彼女の想像以上に大きい。

			　実際、ミルキットと二人で西区の商店に買い物へいった際、一味に止められているという理由で入店すら拒否されたりもした。

			　だから細々とした買い物でも、中央区まで足を伸ばすしかないのだ。

			　おそらく彼は、今までもそうやって、暴力だけでなく精神面や経済面で邪魔者を追い詰め、排除してきたのだろう。

			「とは言え、ここまで直接的に仕掛けてきたのは初めて、今までより警戒しないと」

			　いつ、どんな場所から狙われているかわからない。

			　王都にいる間は、油断禁物である。

			　路地を抜け表通りに出たフラムは、「よしっ」と頬を叩いて気合を入れると、オティーリエの待つ王城を目指そうとした。

			　そこに、また、あの臭いが漂ってくる。

			　今度は新鮮な血の香りも添えて。

			「……嘘、でしょ？」

			　フラムはギギギ、とブリキの人形のような動きで首をひねり、視線を横に向ける。

			　そこには──先ほどまで少年を追っていたはずの二人の男が倒れていた。

			　仲良く背後から何者かに斬られ、絶命している。

			（どうしてデインの手下じゃないチンピラを利用したのか不思議だったけど……殺すためだったってこと？）

			　少年が失敗した場合の粛清だろうか。

			　しかし、その方法は、どうにもデインらしくない。

			　やり方は汚くとも、雇った人間を簡単に殺すようなことをするような連中だったろうか。

			　むしろ失敗したことをネタにして、自分たちの一派に加えるぐらいしそうなものだが。

			　困惑する彼女の元に、通行人の通報を受けてか、軍の兵士二人が駆け寄ってきた。

			　悩んでもデインの考えていることなどわからない、あとは兵士に任せれば処理してくれるだろう。

			　フラムは足早にその場を立ち去ろうとする。

			「待て」

			　彼女を呼び止める兵士。

			「なんですか？　私はたまたまここを通りかかっただけですよ」

			　彼らはフラムの言葉に耳も貸さず、剣を抜いて彼女に向けた。

			「へ？　な、なんでいきなり……」

			「お前には殺人の嫌疑がかかっている、おとなしくついてきてもらおうか」

			「それは無茶ですよ、私だってついさっきここに来たばかりなのに！」

			「黙れ、どう言おうとお前が犯人なのはもう決まっているんだ！」

			　支離滅裂な言い分である。

			「……まさか、軍の兵士までデインに味方してるってこと？」

			　今もなお力を増しているとは聞いていたが、軍を操るほどだったとは。

			　だが、軍本部にまで影響を与えられるとは思えない。

			　おそらく西区の隊長あたりを、賄賂か不正をネタに脅したのだろう。

			　それでも、フラム一人に濡れ衣を着せるのには十分だ。

			　捕まれば証拠や証言をでっちあげられるに違いない。

			　無実の男二人を殺したとなれば、処刑は決定的。

			　加えて、勤務中の兵士を傷つけた者には、より重い罪が科される。

			　彼らが聞く耳持たずとなれば、もはや逃げる以外に選択肢は無かった。

			「くっ！」

			　一目散に走り出すフラム。

			「止まれっ、人殺し！」

			　兵士はわざとらしく叫ぶと、追跡を開始した。

			　通りかかった人々の視線がフラムに突き刺さる。

			　しきりに兵士が「人殺し」と繰り返すものだから、通行人の見る目は明らかに犯罪者に対するそれだ。

			　まるで本物の罪人になったような気分を味わいながら、フラムは白昼の王都を駆け抜けた。

			


			　◇◇◇

			


			　兵士に追われる少女という図式は、どうしても目立つ。

			　追われる側の頬に奴隷の印があるとなればなおさらだ。

			　ゆえに、フラムが人通りの少ない細い道に逃げ込むのは自然な流れだった。

			（まんまと追い込まれてる気もするけどねっ）

			　こちらの武器は大剣。

			　狭い場所では立ち回るのに不利だ。

			　しかし、兵士を傷つければその時点で本物の罪人となるのだ、最初から戦うつもりなどない。

			　どうにかして逃げ切って、軍が手を出しにくい教会か、エターナのいる家まで逃げ込む。

			　それが無理なら別のルートを使って北区まで走り抜け、王城でオティーリエに保護してもらうしかない。

			「逃さんっ！」

			　兵士は必死に追跡するも、速度ではフラムのほうが上だ。

			　すると彼は手を前に突き出し、氷の塊を彼女に向けて飛ばした。

			（魔法も使ってくるなんてっ！）

			　威力は大したことないが、狙いは的確。

			　五十センチほどの氷の矢が、フラムの足元を狙い、砕けた。

			　直前で飛び退のいたものの、破片が肌を切り裂く。

			「くっ……！」

			　傷はすぐに再生するが、一時的な減速は免れない。

			　さらに前方には十字路。

			（確か直進は行き止まりだったはず。左右は……どうなってたっけ）

			　ある程度なら道は知っているが、全てを網羅できているわけではない。

			（ああ、もういいやっ。右に行こう！）

			　フラムの選択は正解だった。

			　右ならば教会に最も近いルートだ。

			　それゆえに──そこには、兵士が弓を持って待ち受けていた。

			「待ち伏せっ!?」

			　とっさの出来事に、フラムは反応できない。

			　放たれた矢が彼女の右の太ももを貫いた。

			「ぐっ……！」

			　次の矢をつがえる兵士。

			　さらに背後からは二人が迫る。

			（この程度の傷、オーガとの戦いを思えばっ！）

			　フラムは突き刺さった矢を力ずくで引き抜いた。

			「づ、ああぁぁぁっ！」

			　雄叫びをあげ、自傷行為まがいの行動を起こす少女を前に、兵士たちは気圧され、足が止まる。

			　その隙にフラムは、前方の弓を装備した彼にスキャンをかけた。

			


			　─────────────────────

			　ニーヴ・クランフェルド

			　属性：風

			　筋力：４５０

			　魔力：１１２

			　体力：３８１

			　敏捷：２５３

			　感覚：１６２

			　─────────────────────

			


			　ステータス合計１３５８、能力値Ｃランク相当。

			　一般的な兵士がこの程度のステータスならば、おそらく追跡してきた二人も、数値の偏りはあれど似たようなものだと思われる。

			　一方で現在のフラムは、装備分を含めると──

			


			　─────────────────────

			　フラム・アプリコット

			　属性：反転

			　筋力：６７０

			　魔力：５３８

			　体力：１１９４

			　敏捷：９２０

			　感覚：１２８

			　─────────────────────

			


			　ステータス合計３４５０、能力値Ｂランク相当。

			　一対一ならば相手にならない程度の差がある。

			　しかし相手は三人、しかもフラムには殺してはならないというハンデがあった。

			　対する兵士たちは、殺すつもりで襲いかかってきている。

			　先ほどの太ももに突き刺さった矢は、あのまま放置していれば、普通の人間なら出血性ショックで命を落としていたところだ。

			　そんな相手に対して、手加減をして勝てるものだろうか。

			（傷つけずに突破……は無理だから、まずは前方の矢の兵士を潰そう。そのまま強行突破して逃げる！）

			　背後からの魔法に気をつけながら、彼らが動揺から復帰する前に一気に兵士との距離を詰める。

			　相手はバックステップで距離を取ると、その姿勢のまま次の矢を放った。

			　フラムは魂喰いを抜き、その刃の腹で飛来した矢を弾く。

			　背後の兵士は地面に手を当てると、氷魔法を発動した。

			　氷がまるで地を這うように蛇行し、フラムの足元を狙う。

			　それが命中する前に彼女は跳ちょう躍やく──

			「はあぁぁぁぁっ！」

			　黒刃を振り下ろし、弓兵がガードに使用した弓をへし折った。

			　無論、木製の弓程度で防ぎきれる威力ではない。

			　斬撃は鎧をかすめ傷を残したが、命を奪うには至らなかった。

			「襲ってきたのはそっちなんだから、これぐらいは許してよね！」

			　着地したフラムはすぐに走り出し、逃走を再開する。

			　一方で弓の兵士も、武器を失ってもなお必死に彼女を追ってくる。

			「そこまでしてデインに従う理由が……どこにあるってんだかっ！」

			　弱みを握られ脅されているのか、王国軍の兵士ともあろうものが情けない。

			　単純な速度比べなら、もはやフラムに負ける要素はなかった。

			　鎧を纏う鈍重な兵士たちとの距離はどんどん離れていき、あと少しで撒ける所まで来ると──眼前に、高さ二メートルほどのバリケードが現れる。

			「そこまでするっ!?」

			　たかが奴隷一人を捕まえるためには、あまりに周到すぎる。

			　こちらのルートを選ぶことを読まれていたのか、あるいは別のルートにも同じくバリケードを設置しているのか。

			　高さはよじ登れば越えられる程度。

			　だがそんなことをしていては、すぐに追いつかれてしまうし、バリケードの向こうにも兵士は待機している。

			　万事休す──などと、諦めるはずもない。

			　フラムはさらに加速し、一直線に壁へ向かって駆け抜けた。

			　そして側方の壁に向かって飛び上がると、さらにそこを蹴ってもう一度飛躍し、障害物を越えていく。

			「馬鹿な、飛び越えられるのかっ!?」

			「なんて身体能力だ、ただの奴隷ではなかったのか！」

			　驚きょう愕がくする兵士を尻目に、彼女は華麗に着地。

			　クラウチングスタートの要領で再加速すると、バリケードの奥で待機していた兵士たちはもう追いつけない。

			　背後から今度は兵士が放つ火の魔法が飛来するも、体を傾け回避した。

			（行ける、この調子で大通りまで出れば教会まではあと少しっ！）

			　すでに見覚えのある道に出ている、ここからは迷うことはない。

			　前方に路地の出口が見えてきた。

			　広い通りに出たら教会騎士に助けを求めて、このわけのわからない状況を脱さなければ。

			　ミルキットやエターナのことも心配だ、あちらにもデインたちが攻撃を仕掛けている可能性がある。

			　なんにせよ、まずは自分の安全を確保してからだが──路地を抜けた先にフラムを待っていたのは、希望ではなく絶望だった。

			「く……っ」

			　ずらりと取り囲むように待機していた十人の兵士。

			　彼らは全員が弓をフラムに向け、逃げ場を塞いでいる。

			　立ちすくむ彼女の背後からは、追跡する兵士たちが迫っていた。

			「愉快な捕とり物もの帳ちょうはここで終わりだ、罪人フラム」

			「あなたが西区の隊長ってわけ？」

			　兵士の壁の後ろでふんぞり返る、若干デザインの異なる鎧を纏った男。

			　顔つきがどこかデインの手下に似ているような気がした。

			　性根が同じだと、表情も似てくるのだろう。

			「こんなことして許されると思ってるの!?」

			「許されるな。相手が奴隷だというのなら、なおさらもみ消すのは楽だ」

			　どうも彼らは、フラムが英雄フラム・アプリコットということには気づいていないらしい。

			　単純にデインの指示を受けて、言われるがままに狙っているだけのようだ。

			「王国軍がデインみたいなチンピラに尻尾を振るなんて、将軍様が見たら泣くんじゃない？」

			「見られなければいい」

			「否定はしないんだ。じゃあやっぱり、不正の証拠でも握られて脅されてるの？　そこまでして保身に走るなんて、なんのために兵士になったのかわかりやしな……」

			「やれ」

			　ヒュンッ！　と兵士たちが一斉に矢を放った。

			　フラムは魂喰いを振り払い、そのうちの何本かを叩き落とす。

			　しかし、全方位から放たれる矢を全て防ぐのは不可能だ。

			　数本の矢が、肩や腕、腹、足などに突き刺さる。

			「ぐうぅっ！　……づ、はぁ……っ、うぅ……」

			　傷は癒えても痛みは消えない。

			　全身から脂汗が吹き出し、フラムの表情は苦しげに歪んだ。

			　だが怒りによって分泌された脳内物質がいくらかそれを和らげているのか、まだ意識ははっきりとしており、膝をつくこともない。

			「大した根性だな。だがもう諦め──」

			「があぁぁっ！　あ、は、はぁ……うぅ、ああぁぁっ！」

			　フラムは吠え、刺さった矢を素手で引き抜いていく。

			「はあぁっ、はぁ……ぎ、が、おぉおおおおっ！」

			　全ての矢を投げ捨てると、彼女は兵士たちをにらみつけた。

			　発せられる気迫に、ほぼ全員が後ずさる。

			「お……恐れるな、ただ強がっているだけだ！」

			　そう声を荒らげる隊長も、唇が震えていた。

			　彼も、相手はただの奴隷だと聞かされていたはずだ。

			　それが十人を超える兵士を前にしてもひるまないどころか、むしろ立ち向かってくる。

			　おそらく内心では、『こんな話は聞いていないぞ』と戸惑っていることだろう。

			「落ち着いて二射目を放て、弓の練習と思えばいい。いいか、あれはカカシだ、生きた人間などではない！」

			「勝手に無機物にしないでくれる？　私はこんなところで、あんたみたいなクズに殺されるつもりはないからっ！」

			「だったらどうする、逃げ場などどこにも無いではないか。無論、兵士を殺せば重罪だ、より多くの兵士がお前を追い詰め、さらにひどい死にざまを晒すことになる」

			　無抵抗に死ぬか、抗あらがって死ぬか。

			　以前も似たような二択を迫られたことがある。

			　ならば選ぶ答えは、あのときと同じだ。

			「どうせ死ぬんでしょう？」

			「当然だな」

			「だったら罪人でもいい。私は、自分の意志で選んだ生き方を貫くっ！」

			　一直線に隊長に向かって突き進むフラム。

			「な、なんだとっ!?　お、おいっ、誰かあれを止めろ！　来るな、来るなあぁっ！」

			　フラムには、彼がなぜ動揺するのかがわからなかった。

			　兵士ならば殺されないとでも思っていたのだろうか。

			　自分が追い詰め、そうさせたというのに。

			　慌てて兵士たちが放った二射目は狙いが甘く、ほとんど彼女に当たらなかった。

			　しかし、そのうち一本がふくらはぎを射抜く。

			「よしっ！」

			　喜ぶ兵士。

			　痛みでバランスを崩すかと思いきや──その程度で、フラムは止まらなかった。

			　矢が刺さったまま、隊長の前までたどり着いたフラムは魂喰いを振り上げ、その頭部に容赦なく叩きつける。

			　メギィッ──と、鈍い破砕音。

			　両断ではなく、陥かん没ぼつ。

			　漆黒の刃は直前で前に割り込んできた兵士の頭に直撃し、兜ごと頭蓋骨をくしゃりと変形させる。

			　当然、脳は潰れ即死である。

			　とっさの判断で指揮官を守った彼は、紛れもなく勇敢な兵士だったのだろう──守った相手がコレでなければ。

			「ひっ……！」

			　隊長は尻もちをつき、フラムから逃げようとする。

			　あまりの恐怖に失禁し、ズボンはじっとりと濡れていた。

			　兵士たちの間にも動揺が広まり、隊列が乱れる。

			　その隙をフラムは見逃さない。

			（今なら逃げられるっ！）

			　目の前のクズを殺したい気持ちはあったが、それで自分まで死んだのでは意味がない。

			　彼女はとにかく兵士たちから離れることを優先し、振り向くことなく全力で走った。

			


			　◇◇◇

			


			「こっちもダメ、か……」

			　どうにか教会に近づこうとしたフラムだったが、そこかしこに検問のようにバリケードが設置されており、なかなかたどり着けない。

			　というより、教会は王国軍の作ったバリケードに取り囲まれていた。

			　こんなことをすれば騎士たちが黙っていないだろうに、どう説明をつけるつもりなのか。

			　だが、強引な策を打っただけあって、効果はてきめんであった。

			　もう強行突破はできないし、いくらエドとジョニーが味方してくれるとは言え、表面上は王国軍と教会騎士は協力関係にある。

			　目の前で兵士を殺すような相手に助力はできないだろう。

			（エターナさんやミルキットと合流したいけど、この様子だと家に近づくの無理だよね。こんなことになるなら素直にエターナさんに手伝ってもらっておけば……いや、それもダメか。エターナさんがいないとミルキットが守れない）

			　最も重要なのは、ミルキットが無事であることだ。

			　そこを最強の戦力であるエターナに任せた選択は間違いではない、とフラムは確信している。

			（この様子じゃ、西区から出るのも厳しいかなぁ。でも、他の手段よりはルートが多いし可能性がありそうな気がする、どうにかして脱出路を探さないと）

			　暗がりに身を潜めたフラムは壁にもたれると、「ふぅ」と空を見上げため息をついた。

			　そんな彼女の足元に、風に飛ばされ一枚の紙きれがへばりつく。

			「……ん？　なにこれ」

			　拾い上げると、そこには『お尋ね者・殺人鬼フラム』という文字と、リアル調、かつ凶悪な表情をした似顔絵が描かれていた。

			　絵の下には懸賞金が書かれ、ご丁寧に王国軍公認であることを示す印まで押されている。

			　フラムは舌打ちをし、力任せに紙を握りつぶす。

			「あいつらぁ……こんなものまで作って！」

			　フラムが兵士を殺すことまで、計画のうちだったというのか。

			　この様子では、西区から逃げようとする考えもすでに読まれているだろう。

			「いっそ大暴れして、あいつら皆殺しにしてみる？」

			　半笑いで冗談っぽく言うフラムだったが、自分でも驚くほどその声には殺意が籠こもっていた。

			「おいいたぞ、殺人鬼フラムだっ！」

			　そのとき、チンピラが隠れるフラムを発見し、大きな声をあげた。

			　兵士ではない、デインの仲間だ。

			　その手にはお尋ね者の紙が握られている。

			　よく見ると、近くの壁にもまったく同じものが張り付けられていた。

			　これでデインたちは、白昼堂々、町中でフラムを殺す大義名分を得たわけだ。

			　ここから先は軍だけでなく、デインの一派と、金目当てのチンピラたちも全て敵だ。

			　いやそれだけじゃない。

			　張り紙を見た一般市民もみな、こぞってフラムを敵視し、彼らに協力するに違いない。

			「いくら地味だからって、こんだけ張り紙があったら私だって気づいてくれていいでしょうにっ！」

			　英雄フラムだとわかれば、デインの企みに気づく人も出てくるかもしれない。

			　しかし希望的観測、なおかつ他力本願の運任せである。

			　気づけば先ほどの声に引き寄せられ、チンピラが雑魚モンスターのように群がってくる。

			「逃走ルートは──」

			　細い道の奥は行き止まり、しかし左右の壁の間隔は狭く、なおかつ左の建物は屋根が低い。

			「上っ！」

			　フラムは助走をつけジャンプすると、さらに右の壁を蹴って左の家の屋根にしがみついた。

			「建物の上に逃げたぞ、追えーっ！」

			『うおぉぉおおおおおお！』

			　殺せばデインからボーナスでも貰えるのだろうか。

			　やる気に満ちた野蛮な男たちは、屋根の上を移動するフラムを追跡した。

		

	
		
			

			


			　命がけの鬼ごっこは終わらない。

			　屋根から下りて路地を駆けてみれば無数の兵士に囲まれ、表通りを走ってみれば一般人に後ろ指を指され、貧民街に行けば賞金目当てのチンピラに命を狙われる。

			　全方位が敵という今の状況は、今朝の張り紙や子供の言葉より、よっぽどフラムに精神的なダメージを与えていた。

			　もちろん体力の消耗も激しく、逃げ始めてから二時間が経過しているが、その間フラムはずっと走りっぱなしだった。

			「はぁ……絶対に……はぁ……捕まる、もんか……！」

			　足の感覚は無くなりつつあり、走るスピードだって落ちている。

			　だが、フラムにも、『あんな卑怯者には負けられない』という意地がある。

			　企みごと叩き潰して勝利して、必ずあの家に帰ってみせる。

			　そう心に誓えば、肉体の疲れなどあって無いようなものだ。

			「はぁ……ふぅ……」

			　人通りの少ない道を歩くフラム。

			「今だ、射うてぇっ！」

			　その頭上から声がする。

			　慌ててそちらを向くと、屋根の上にいる数人の兵士が弓を射た直後であった。

			「仕留めたっ！」

			「いいや、当たるもんかっ！」

			　放たれた矢を、前に転がり直前で回避する。

			　そして魂喰いを引き抜き両手で掴むと、ぐるりと回って屋根に向かってぶん投げた。

			「づおりゃあぁぁあああっ！」

			　回転しながら迫る刃を前に兵士たちは慌ててその場から離れたが、一人が足を滑らせ逃げそこねる。

			　魂喰いは彼の後頭部に突き刺さり、頭の上半分を吹き飛ばして脳の中身を撒き散らした。

			　役目を終えたエピック装備は光になって消え、フラムの手の甲には紋章が浮かび上がる。

			「また殺された……そうまでしてもやらなくちゃならないのか、僕たちは！」

			　死体を見た兵士の心が揺れる。

			　これで殺したのは何人目か。

			　一人殺してしまえば、二人も十人も変わらない。

			　命を狙うというのなら、命を奪われる覚悟だってあるはずだ。

			　フラムも自分が生き残るために必死で、もう『誰が悪い』とか小難しいことは考えないようにしていた。

			　だが、ただ意味もなく殺しているわけではない。

			　犠牲が増えれば増えるほど、兵士たちは自分の行動に疑問を抱く。

			　そこまでして命令を守る必要があるのか──あの隊長にそこまでの価値があるのだろうか──そんな葛藤が生まれるはずだ。

			　実際、兵士による追跡の手は徐々に緩んでいる……ような気がしていた。

			　確証はなく、フラムの願望がそう思わせているのかもしれない。

			　しかし、そう思えば気持ちが少し楽になる。

			　仲間の死を悲嘆する兵士たちに背を向けて、彼女は再び駆けだした。

			（少しずつ、確実に中央区には近づいてきてるっ）

			　無我夢中で走ってはいるが、回らないなりに頭も使っている。

			　敵の守りが薄い場所を探しながら、徐々に目的地へと近づいているのだ。

			　そしてついに西区と中央区の境界線付近までやってきたフラムは──そこに集う、男たちを発見した。

			　物陰に身を隠し、様子をうかがう。

			　デインの仲間と思われる彼らは、格好から察するに商人と思われる中年男性と会話している。

			　フラムはその男のなりを見て、自分を買った奴隷商人を思い出した。

			　実際、商人の背後には、数人の奴隷の印を刻まれた子供が、感情のない顔をして突っ立っている。

			　子供たちは、腕が無かったり、歩き方が不自然だったり、顔が焼けていたりと、全員が体の一部を欠損していた。

			「いやぁ、デインさんには頭が上がりませんね。仲間の仇を取らせてくれる上に、うちの欠陥商品まで買ってくれるなんて。ご本人にもあらためてお礼を伝えておいてください」

			　商人は手を揉みながら、そんなことを言った。

			（仲間の仇……まさか、私を買ったあの奴隷商人と繋がってるってこと？）

			　抜け目のない男だ。

			　デインは軍のみならず、フラムへの恨みを利用して、中央区で活動する彼らとの繋がりをつくろうとしているらしい。

			「他人の役に立って死ねるなら、このゴミたちも本望でしょう」

			「ガキどもにはちゃんと仕込んであるんだろうな？」

			「ええ、もちろん。いつ、どこでも爆発できるようにしてありますよ」

			　子供たちは腰にベルトを巻き、そこに袋を取り付けていた。

			　袋には小さな水晶がくっついている。

			　商人たちの会話で、フラムはその中身に気づく。

			（もしかしてあれって火薬？　いくら奴隷だからって子供を爆弾代わりに……あいつらどこまで外道なの!?）

			　ここで今すぐにでも斬りかかりたいほど、彼女の胸で怒りがぐつぐつと煮立っていた。

			　だが突っ込んだところで、子供たちは爆弾として使われるだけで救うことはできないだろう。

			　どうせ大勢の男たちに塞がれていて、この道は使えない。

			　フラムは諦め、別のルートへと向かった。

			


			　◇◇◇

			


			　行く先々に待っていたのは、王国軍の兵士、デインの手下、爆弾を身につけた子供。

			　どこもかしこも、中央区へ続く道は全て塞がれている。

			　まるでデインが自分の力を誇示するために、戦力を総動員しているかのようだ。

			「いたぞ、殺せぇーっ！」

			　そしてまた発見され、フラムは逃げる。

			　あと何度これを繰り返せばいいのか、いい加減にその表情にも疲れが滲んできた。

			　反骨心の隙間から顔を出す、〝諦め〟の二文字。

			　首を振って追い出そうとするも、体力の限界が近づいてきているせいか、それすらもままならない。

			　もう苦しいのは嫌だ、いっそここで足を止めてしまえば。

			　そんな考えが脳裏をよぎると、気持ちに応えるように、目の前に行き止まりが現れた。

			（しまった、道を間違えた……）

			　集中力が途切れている。

			　取り囲む壁は高く、蹴って屋根の上に登るのは不可能。

			　さらに後方から迫る人数も多く、魂喰いで強引に切り抜けるのも難しそうだ。

			「チェックメイト、だな」

			　かっこつけながら、今回の首謀者がフラムの前に姿を現す。

			


			

			


			　タイミングが良すぎる。

			　まるで、ここでフラムがミスを犯すことを読んでいたかのようである。

			「デイン、まさか本人が出てくるなんてね」

			「次に会うときは死体だと思ってたんだが、存外にしぶとかったなぁ、フラム」

			「のこのこと出てきちゃってよかったの？　私、この距離ならあんたを殺せる自信があるんだけど」

			「そりゃ怖え。だが生あい憎にく、僕もＡクラス冒険者なんでね。負ける気はしない」

			「じゃあなんでこんなに回りくどい手段を使ったわけ？」

			「軍の連中が使い物になるかどうかの確認と、中央区の奴隷商人とのコネクションづくり。あと一番の理由は、お前が追い詰められてる姿を見て楽しみたかったからだな」

			　デインの言葉に、集った仲間たちは手を叩きながら笑った。

			　フラムにはなにがおかしいのかさっぱり理解できない。

			「どうだ、もう疲れただろう。こっちも飽きてきたやつがいる。これ以上兵士を殺されても面倒なことになりそうだし、いい加減に終わりにしとくか」

			「断る」

			　勇ましい言葉とともに、フラムは引き抜いた魂喰いの先端をデインに向けた。

			　敵を前にして、最後の力を振り絞り、瞳の奥で闘志を燃やしながら。

			「青いねえ、鬱陶しいタイプの若さだ」

			　キザったらしく髪をかきあげるデイン。

			　そして横目でフラムをにらみ、言葉を続ける。

			「力で押しつぶして、歪ませて、現実を教えてやりたくなる」

			「いるよね、自分に都合のいいことだけを〝現実〟とか呼んじゃう痛い大人」

			「幼稚な反論だ、反抗期かよ」

			「それはあんたたちのほうじゃないの？　マフィアごっこなんて十歳になる前に卒業しとけっての」

			「うるさいメスガキだな。んなこと言ってると簡単に殺してやらないぞ？」

			「簡単に死んでやるつもりなんて、最初からないっ！」

			　フラムは真っ直ぐにデインを狙って切りかかった。

			　しかしたどり着く前に、少女が彼をかばうように立ちはだかる。

			　それは勇敢な兵士──ではなく、右腕の無い、もはや売り物にはならない奴隷だった。

			　腰には、爆弾と思われる袋が巻きつけられている。

			「こういう子供を見ると助けたくなっちゃうんだよねえ、フラムちゃんは」

			「……っ」

			「わかる、わかるよぉ、そういうお年頃だ。正義を気取って、悪を倒してやるとか息巻いて、中途半端にやらかして、周囲に迷惑をかける。そんなんだから、乳ちち繰くり合ってた女一人も守れないんだぜぇ？」

			「ミルキットになにをしたの!?」

			「そうそう、そいつそいつ。あの包帯ぐるぐる巻きの化物みてーな女。あれ、今頃リンチされてレイプされて死んでるから。なまじお前が優しくしたせいで、この世への未練も生まれちゃってるからつらいだろうなあ。『どうして守ってくれないんですかご主人様ぁ』って泣き叫んでることだろうねぇ」

			「デイン、あんたはあぁぁっ！」

			「おー、怖いなぁ、ほんと怖い。なぁ、お前らもそう思うだろ？」

			　取り囲む男たちはニタニタ笑いながら、口々に『怖いでーす』と声をあげる。

			　彼らの言動からは、見るからに余裕が溢れ出ている。

			　もはや勝負はついた、あとはどうやって料理するか──それだけだと思っているのだ。

			「さーて、これ以上遊んで逆転の糸口とか見つけられるの嫌だからさ、ぼちぼち殺してもらおうか。そこのガキに」

			「なにをするつもり？」

			「いわゆる心中。社会的弱者同士が身を寄せ合って非業の死を遂げる悲しくも儚いドラマ！」

			　ふらふらと近づいてくる少女。

			　やはり彼女には表情が無い、まるで出会ったばかりの頃のミルキットのようだ。

			　つまり正しく手を差し伸べる誰かがいれば、同じように感情を得られたのだろう。

			　しかし彼女が得たのは、腰に巻かれた爆弾と、その死をコメディショーとして楽しむ品性下劣な男たちの欲望だけ。

			「あ、もしかしてこの子を助けたいとか思っちゃってる？」

			「……」

			「無言。つまり肯定。じゃあ僕は優しいから、一個提案。その腰に巻かれた爆弾を取り外して、自分だけ爆発しちゃえばいいわけよ。そしたらその女の子は死なない。ただし、そのあとどうなるか、僕は知らないけどねー。ここには性欲に溢れた元気な雄どもがいるけど、本当にどうなるかはわからない。薄汚い奴隷を抱ける男は限られてくるからなぁ……ひい、ふう、みい、よお……せいぜい五人ってところか？　わーおこりゃ困った、穴が二箇所足りねえ！」

			「デインさん、穴がなければ作っちまえばいいんですよ」

			「そのナイフで？　お前レベルたけーなぁ、あっははははは！」

			　デインと一緒に、ゲラゲラと笑う男たち。

			　なぜ悪人は決まって、相手に死に方を選ばせようとするのだろうか。

			　惨めな二択をつきつける優越感は、そんなに気持ちいいのだろうか。

			　フラムは迷わない。

			　少女に近づくと跪ひざまずき、腰から爆弾を外した。

			　死から解放された彼女は、やはり表情を変えない。

			　虚ろな目でフラムを見て、微かに首をかしげる。

			　役目を失いどうしていいのかわからないのだろう。

			　しばらくそのままでいると、ふいに振り返り、デインのほうを見た。

			「良かったねえ、君。あのお姉さんが爆弾から助けてくれたんだよ。お兄さんたちの欲望溢れるラヴ・スティックに犯された挙げ句、子宮を破裂されて死ぬほうを選んでくれたんだ。とっても苦しいよお、爆死よりずうっと苦しいんだよお、感謝しないとねえ」

			　フラムには、もはやこれが同じ生物だとは思えなかった。

			　聞こえる言葉は、たぶん解読しても理解できない、連続しているだけの無意味な雑音だ。

			　耳が聞いても、脳で遮断する。

			「その爆弾な、水晶がついてるだろ？　そこにちょっとでも魔力を注げば爆発してくれる。大した威力はないが、人間一人か二人ぐらいなら余裕で殺せる火薬量だ」

			　少女を含めデインたちはフラムから距離を取った。

			　袋には確かに水晶がついている。

			　そこに魔力を注ぐだけで内部の火薬は炸裂し──彼女の肉体は焼け、弾け、抉えぐれ、ぐちゃぐちゃになる。

			　その痛みは間違いなく、突き刺さった矢の比ではないだろう。

			　こんなことをしたって、少女は救えない。

			　おそらくデインと仲間たちは冗談でもなんでもなく、彼女を宣言したやり方で犯して殺す。

			　恨みがあるとかそういう理由ではなく、腕を失った奴隷の少女など、その程度の価値しかないのだ。

			　だがそのまま商人のもとに残っていたとしても、待っているのは、フラムとミルキットがあの地下牢で受けた仕打ちのような、見世物のおもちゃにされた上での死。

			　無意味だ、無価値だ。

			　選んだって活路が開けるわけではない──フラムが、普通の人間であったなら。

			「すうぅ……ふぅ」

			　爆弾は右手で持ち、腕を前に伸ばし、できるだけ心臓から遠い場所に置いた。

			　デインはそんなことしたって無駄だと知っているため、特にやり方は指定しなかった。

			　見守る男たちも同様に、フラムの死を確信して、下品に笑いながらそのときを今か今かと待っている。

			　冷たい水晶に、袋を持つ手の指先が触れる。

			　目を閉じ、意識を集中。

			　魔力が指に流れると同時に、腕がぴくりと震える。

			　デインの口角が上がり、少女の目が見開かれ──ドパァッ！　と火薬が爆はぜた。

			　白い閃光が視界を埋め尽くす。

			　爆炎が、フラムの腕から右肩にかけてを木っ端微み塵じんに吹き飛ばす。

			　首や顔も抉れ、ほぼ全身の肌が熱でジュウッと焼け焦げた。

			　爆風に吹き飛ばされ、体は浮き上がり仰け反り宙を舞う。

			　その余波がデインたちの顔に吹き付け、髪を逆立たせた。

			「ひひっ」

			　顔に打ち付ける心地よい風と、人肉が燃える独特の臭いに、思わず彼の喉から愉ゆ悦えつの声が漏れる。

			　フラムの体が地面に打ち付けられると、男たちが『うおぉぉぉおおおおっ！』と歓喜の雄叫びをあげた。

			　仲間殺しの罪人は、ついに正当なる裁きを受け、命を落としたのである。

			　彼らの喜びようは相当なもので、あるものは踊り、あるものは脱ぎ、そしてあるものは早くも少女に手を出そうと押し倒していた。

			「ったく、相変わらずの馬鹿野郎どもだな」

			「とか言いながらデインさんも笑ってるじゃないですか」

			「嫌いじゃないからな、こういうどんちゃん騒ぎは。あとは酒さえあれば最高だ、フラムの死体がいいつまみになる」

			「うっす、すぐに持ってこさせます」

			　半分ジョークのつもりだったが、手下はそう言って、本当に酒場に向かって走り去ってしまう。

			「マジにするやつがいるかよ……まあいい、ここで酒盛りってのも楽しそうではあるからな」

			　騒ぐ男たちは、ついにフラムの死体にまでちょっかいを出しはじめたようだ。

			　蹴って、殴って、刺して、切って、バラして──死体とはいえ、楽しみ方はさまざまだ。

			　今までだって、自分たちに歯向かう奴は、そうやっておもちゃにしてきた。

			　今回はどうやって遊んでやろうか、とフラムを囲んだ男たちが悪趣味な会議を開いている。

			　その様子を見守っていたデインの元に、一人の男が駆け寄った。

			「お前……なんでここにいるんだよ、あっちに割り振ってたはずだろ？」

			　彼の姿を見るなり、デインは眉をひそめる。

			　その男はフラムの家──つまりミルキットを狙う部隊のメンバーの一人だった。

			「もう終わったから交ざりにきたのか？　だったらちょうどいい、ついさっきフラムを殺したところ……」

			「ち、違うんです、デインさんっ」

			　男の顔は青ざめており、体も震えている。

			「顔色が悪いぞ、なにが起きた」

			「あっちは……失敗しました」

			　それを聞いて、上機嫌だったデインの表情が一変する。

			「あぁ？　あんな小娘一人も捕まえられなかったってのか!?」

			　響く怒号に、フラムの周囲で盛り上がっていた男たちは、一斉に彼のほうを見た。

			「い、いきなり大量の水に取り囲まれたんですよォ！　気づいたときには全員流されてて、今はどこにいるのかも……」

			「なにを馬鹿なこと言って──」

			　報告を受けるデインだったが、その会話を遮さえぎるように、

			「ぎゃあぁぁぁあっ！」

			　別の男の叫び声が、その場に響いた。

			　全員の視線が今度は声の主に向く。

			　彼は──喉をぱっくりと切り開かれ、大量の血を噴き出していた。

			「なんだ……？」

			　誰にも状況はわからない。

			　混乱の中、黒い剣閃が、さらに違う男の首を切り裂く。

			「痛かった」

			　剣を操るのは、再生し、起き上がったフラムだ。

			「すっごく、痛かった」

			　彼女は敵の命を刈り取るべく、実に効率的な動きを見せる。

			　最短距離で、最小の動きで、狙うは首のみ。

			「なのに人が苦しんでる姿を見て、ゲラゲラ笑ってくれちゃってさあ……」

			　ひたすらに首。

			「──そんなクズは、全員死んじゃえばいい」

			　首を、首を、首を、首を──ときにその一振りは、三人分の頭を同時に斬り飛ばした。

			　今まで味わってきた鬱憤、痛み、苦しみ、怒り、憎しみ、その全てを発散するように大暴れするフラム。

			「てめえ、死んだはずじゃ……なんで動いてやがるっ！」

			「この程度で、私が死ぬわけないでしょうがッ！」

			　この程度というにはあまりに致命傷だったが、紛れもなくフラムにとっては〝この程度〟なのだ。

			「まともじゃねえよ、お前っ……！」

			　今まではデインが笑ってきた、しかし初めて、彼の瞳に〝怯え〟が浮かぶ。

			　ならば今度は、フラムが笑う番だ。

			　口元を歪ませ、精一杯の笑顔を作り、だが目には憎悪と殺意を満たして──ひたすらに、皆殺す。

			「化物め……いや、まさかエンチャントの効果か!?」

			　フラムから距離を取る男たち。

			　一方でデインは彼女の持つ武器にスキャンをかける。

			　だがそこに表示されるのは、デメリットしかないマイナスエンチャントばかりだった。

			「なんだこりゃあ。普通の人間に扱える代物じゃねえぞっ!?」

			　ギルドにいた頃に、フラムをただの奴隷だと侮あなどらず、しっかりと装備を見ておけばこんなことにはならなかっただろう。

			　明らかにこれは、彼の油断が招いた失敗であった。

			　それをわからぬデインではない、だからこそ自らの慢心を呪い、猛省して即座に思考を切り替える。

			「ちぃっ、お前らとっとと退ひけっ！　そいつは得体が知れねえ！」

			　彼は冷静に指示を出す。

			　しかし従える男たちはしょせんチンピラ、『いまだ数の上で有利』という浅はかな思考ゆえに、その言葉に従わない。

			「ですがデインさん、あいつはもう何人も殺してる。ここで仕留めねえと俺たちのメンツが──ぐああぁぁぁっ！」

			　一方でフラムは、敵が混乱している間も一切攻撃の手を緩めなかった。

			「や、やめ──」

			「止めるもんか、お前も死ねえぇぇぇっ！」

			　命乞いされようが関係ない、視界に入った男を片っ端から斬り殺していく。

			　あたりには血の臭いが充満し、魂喰いの刃も体液でぬらりと輝く。

			　死者が二桁を超えたあたりで、さすがに彼らも劣勢を自覚しはじめたのか、自主的に撤退を始めた。

			「まだまだあぁぁぁぁぁあっ！」

			　それでもフラムは止まらない。

			　背中だろうがなんだろうが、容赦なく切り捨てていく。

			（なんて気迫だ、この場にいる全員が……僕ですらも圧されてやがる！　しかしなんで呪いの装備なんて付けてるくせに復活したんだ？　水に流されたって話といい、わけのわかんねえことばっか起きやがる！　うまくいくはずだったのに……クソがっ、クソがっ、クソがぁっ！）

			　絶対優位の状況だったはずだ。

			　それがなぜ、獲物に背中を見せて逃げることになっているのか。

			　デインが真正面から相手をすれば、ステータス面から言えば倒せない相手ではないはず。

			　しかし、『今はやりあってはいけない』と勘が囁ささやく。

			　彼はそれに従い、悔しさを噛み殺し、逃げるのに専念した。

			「軍だ……王国軍の増援ですよ、デインさんっ！」

			　隣を走る手下が嬉しそうに前を指さした。

			　確かに前方から兵士の集団が近づいてきている。

			　その数は十を超えており、フラムを相手にするには過剰なほどの戦力だ。

			　だが、どうにも様子がおかしい。

			　顔は青ざめており、誰かを追っているというよりは、デイン同様、なにかから逃げているような雰囲気である。

			「ゆっ、許してください、私たちは隊長の指示にっ、ぐ、ああぁぁぁああっ！」

			「ひっ、ひいぃっ、こんなはずじゃ、こんなはずじゃあぁっ！」

			「……なんだ、ありゃあ」

			　飛来する〝血の蛇〟のような物体が、兵士たちを鎧ごと、次々と貫いていく。

			　フラムはまだ背後から近づいているが、デインたちはその場で足を止めるしかなかった。

			　そして前方から現れる、白い軍服の女性。

			「誰だ、あの女の仲間か!?　王国軍の兵士に手を出してタダで済むと思ってるのかよぉ！」

			　デインの隣に立つチンピラが脅しをかけるが、効果は無い。

			　彼女は「ふっ」とその言葉を一笑に付すと、サーベルの切っ先を彼に向けた。

			「誰だ──って、それこそ誰に言っているのかしら、悪人さん」

			


			

			


			「……てめぇは」

			　デインは彼女を知っていた。

			　というより、この王都に住んでいるまっとうな人間なら、誰もが知っている人物だ。

			「副将軍オティーリエ。お姉様の名誉のため、そしてフラムとともに罪人を裁くため参上いたしましたわ」

			　そう、彼女は──虐殺規則ジェノサイドアーツと呼ばれる剣術を操る、王国軍のナンバー２、オティーリエ・フォーケルピーである。

			


			　◇◇◇

			


			　遡さかのぼること数十分前、オティーリエはフラムの家を訪れていた。

			　ミルキットにもてなされる彼女は、目的の人物がいないことを嘆く。

			「すれ違いになってしまいましたのね、フラムはいつごろ帰ってくる予定ですの？」

			「わかりません。いつもはギルドでのお仕事が終わって夕方頃に戻ってくることが多いですが。ところで、どうしてここがご主人様の家だとわかったんですか？」

			「わたくしを誰だと思っていますの？　少し調べればすぐにわかりますわ」

			　逆に言えば、調べようとしなければ、フラムが奴隷になっていることも、ここに住んでいることもわからないわけだが。

			　そう、彼女はフラムに会うために、わざわざここに足を運んでいたのである。

			　昨日はフラムに対し『後日会いに来るように』と言っていたが、あとで考えてみると、オティーリエ自身が城にいないことも多いことに気づいたのだ。

			　それに加え、今のフラムはさまざまな事情が重なって、城に顔を出しにくいはずである。

			　そう思い、早いうちに自ら会いに来たのだった。

			「……ドリルが二本」

			　二階から下りてきたエターナは、オティーリエの頭を見るなりそうつぶやいた。

			「あ、あなた……エターナ・リンバウっ!?」

			「そうだけど、なに？」

			「なに？　ではないですわっ、旅はどうしたんですの!?」

			「めんどくさいから抜けてきた」

			「そんな簡単にっ!?」

			　フラム以上に軽いその理由に、オティーリエは卒倒しそうである。

			「フラムだけではなく、あなたまで抜けていたなんて……パーティは完全にボロボロですわ」

			「たぶん、近々ガディオも抜けると思う」

			「ほんと、フラムといい、ノリが軽いですわねあなたたち」

			「だって、特に王国に義理があるわけでもないから。嫌になったらみんなやめると思う」

			　言いながら、エターナはオティーリエの正面に座る。

			　するとミルキットは素早くお茶の用意をし、彼女の前に差し出した。

			「ありがと、ミルキット。ところでオティーリエはなんの用事でここに来た？」

			「フラムと話をしに。ですが、少しだけ安心しましたわ」

			「なんで？」

			「西区での一人暮らしは大変でしょうから。同居人が二人いて、そのうちの一方があなたなら……まあ、不安はありますが、誰もいないよりはマシでしょう」

			「その間が気になる」

			　エターナもエターナで、手放しで信頼できる人間ではない──それがオティーリエの評価であった。

			　実際に、生活面ではだらしない部分が目立っており、よくフラムやミルキットにフォローされている。

			「ところで、この、包帯まみれで面妖な姿をした子はフラムのなんですの？」

			「わたしもよくわからないけど、同じ奴隷として仲良くなったらしい」

			「同じといいますか、私はご主人様の奴隷になったんです。だからご主人様は、私のご主人様なんです」

			　包帯の隙間から見える頬はほんのり赤らんでいる。

			　彼女がフラムに向ける表情は、明らかにただの奴隷のそれではない。

			「……確かによくわからないですわね」

			「そう思うのがわたしだけじゃなくて安心した」

			「彼女との関係についても、おいおい本人から聞くとして……」

			　言葉をそこで区切ると、オティーリエの目つきが変わる。

			「エターナ、この状況をどう考えていますの？」

			　尋ねられたエターナの表情も、心なしか引き締まったように見えた。

			「気になったから下りてきた」

			「そうだろうとは思っていましたわ、あなたほどの人物が気配に気づかないわけがありませんもの」

			「いつの間にか囲まれてる」

			「結構な人数ですわね」

			「え、え？」

			　エターナとオティーリエの間では話が成立しているようだが、ミルキットは置いてけぼりである。

			「ここは手分けをして……」

			「いや、フラムからここの守りは任されてる。この程度の人数ならわたしだけでも問題ない」

			「でしたらわたくしはどうしますの？」

			「こいつら、フラムを狙ってたデインとかいう男の仲間だと思う。ミルキットだけを狙うとは考えにくいし、たぶん今頃、フラムはこの辺で追いかけ回されてるはず。見つけて助けてやってほしい」

			「なるほど。そういうことでしたら、指示に従わせてもらいますわ」

			　オティーリエが席を立つと、ミルキットが不安げに声をあげた。

			「あの……ご主人様の身に、なにか起きてるんですか？」

			「大丈夫、あの体ならそうそう死なないから」

			「わたくしがすぐに見つけてみせますわ、ですから安心して彼女の帰りを待っていてください」

			　ミルキットは完全に信じたわけではないが、「よ、よろしくお願いします」と深く頭を下げる。

			　それから数分後、いかつい男たちがぞろぞろと家の前に集い始めた。

			　彼らは手に簡易火炎瓶を持ち、ニヤニヤと笑っている。

			　中央に立つリーダーがアイコンタクトを取り、全員がうなずくと、一斉に瓶を差し込まれた布に火をつけ、投とう擲てきした。

			　山なりの軌跡を描き、家に近づいていく炎の種。

			　全ての瓶が割れれば、中に満ちた燃料が撒き散らされ、木造の住宅は瞬く間に火に包まれるだろう。

			　焼け死ぬならそれでもいい。

			　もしミルキットが脱出してきたら、そのときは『好きに犯して好きに殺せ』とデインから指示を受けている。

			　快楽の瞬間を期待し、男たちは誰もが心をいきり立たせていた。

			　だが、彼らの思惑どおりに事が進むはずなどない。

			「ウォーターウォール」

			　エターナは部屋で椅子に座ったまま窓に向かって手をかざし、そう唱えた。

			　すると突如、地面から大量の水が吹き出し、壁となって見上げるほどの高さまで舞い上がる。

			　火炎瓶は全て跳ね返され──男たちの足元で割れて燃え広がった。

			「やっべ……！」

			　ある者は一目散に逃げ出し、

			「うおぉ、あっぢぃぃぃいいっ！」

			　ある者は蹴り返そうとして逆に割ってしまい、

			「み、水っ、水うぅぅっ！」

			　またある者は、水を求め魔法の壁に突っ込み、吹き飛ばされる。

			　エターナは片手にはティーカップを持ったまま、その様子を窓越しに眺めていた。

			　一方でミルキットは、胸元で手を握っておろおろとしている。

			「まさか、こりゃ魔法か？　んな滅茶苦茶な魔法使いがいるなんて聞いてねえよ！」

			　リーダーらしき男が嘆く様子を見てもなお、エターナは攻撃の手を緩めない。

			　力を持たないミルキットに、一方的な暴力をふるおうとした男たちに、加減など必要ないのだ。

			　かざした手の向きをくるりと変え、手のひらを上に向ける。

			　そして挑発でもするように、人差し指をクイッと曲げた。

			　すると水の壁は形を変えて大きな球体となり、ふよふよと浮かびながら男たちの前に移動する。

			「なんだぁ……？」

			　怯える彼らの前で、水の玉は風船のように破裂した。

			　放出された大量の水は男たちを呑み込み、そのまま遠くへと流してしまう。

			「冗談じゃねえぞ……や、やめっ、がぼっ、がぼぼぼぉっ！」

			　ほぼ溺れた状態で、どこかに消えていくデインの手下たち。

			　彼らの姿が見えなくなると、家は再び静けさと平和を取り戻した。

			「あの人たち、どこに行ってしまったんですか？」

			「さあ。下水道に流されたか、王都の外まで行ったか、運が悪ければ死んでるかもしれない。心配？」

			「いえ……ご主人様を傷つけようとした人たちですし、特には」

			「だよね。あ、お茶もらってもいい？」

			「はいっ、すぐに淹れますね」

			　ポットを持ってキッチンに向かうミルキット。

			　すでに家の中は、いつもどおりの平和を取り戻していた。

			


			　◇◇◇

			


			「は……はは……馬鹿げてやがる。副将軍オティーリエだと？　なんで、んな奴があの奴隷の味方をしてるんだよ、おかしいだろどう考えてもっ！」

			　予想外の大物の登場に、狼ろう狽ばいするデイン。

			「おかしいのはあなたの頭のほうですわ。女の子一人を追いかけるために、こんな大人数を動かすなんて。ですがもう終わりですわよ。わたくしが来たからには、これ以上好きにはさせませんわ！」

			「オティーリエさんっ！」

			　追いついたフラムは、彼女の姿を見て目を輝かせる。

			　ようやく現れた味方だ、それもかなり頼もしい。

			　オティーリエが来た以上は、もはやデインは西区の兵士たちを自由に使うことはできないだろう。

			「あなたも妙な男に目をつけられましたわねぇ」

			「ほんと、最悪でした」

			「クソっ、そろいもそろって勝ったつもりになりやがって。僕はまだ諦めてないからな！」

			「なら諦めさせてあげますわ。虐殺規則ジェノサイドアーツ──血蛇咬アングイス」

			　オティーリエがサーベルを振るう。

			　すると刃の先端から放射された血液が、蛇のような形になりデインに食らいついた。

			　彼女の剣は特別製だ。

			　柄の部分に血液弾倉ブラッドカートリッジと呼ばれる血液のタンクが仕込んであり、その力を利用して剣技を放つのだ。

			　それはガディオが用い、フラムが会得しかけている騎士剣術キャバリエアーツとの共通点も多い技術であった。

			　騎士剣術キャバリエアーツが体内に満ちた体力をプラーナに変換して技を放つように、虐殺規則ジェノサイドアーツは、血液中のエネルギーを利用して刃を放つ。

			「デインさんっ！」

			　一人の男がデインの前に割り込み、身代わりとなって血蛇咬アングイスの餌え食じきとなった。

			　生じた傷の内部からオティーリエの血は体内に入り込み、ただダメージを与えるだけでなく、相手の体の動きを制限する。

			　それが虐殺規則ジェノサイドアーツの特性だ。

			　倒れた男は苦悶の声すらあげることなく、わずかに痙けい攣れんするのみ。

			「僕を庇かばったのか……ちくしょう、だったらますます逃げ切るしかないだろっ！」

			　彼はバックラーを装着した左腕を斜め上に構えた。

			　そして、そこから伸びる糸がくくりつけられた人差し指をくいっと曲げる。

			　糸が引っ張られたことにより、バックラーの裏に仕込まれた機構が動作を開始、バシュッと勢いよくワイヤーが射出された。

			　先端の金属塊が屋根に当たると、カシャンッという音とともに花のように開き、フックへと変形する。

			　さらに別の糸が巻き付いた親指を曲げると、今度はワイヤーの巻取りが始まった。

			　一緒に、デインの体も浮き上がる。

			「小こ賢ざかしい真似をしますわね！」

			「逃がすもんかぁっ！」

			　フラムは魂喰いをぶん投げ、オティーリエは再び血蛇咬アングイスを放ち彼を狙う。

			　二人の攻撃はデインの体を掠かすめたが、完全に足止めするには至らず、彼は顔を苦痛に歪めながら屋根の向こうへと消えていった。

			「くっ、なんて逃げ足の速さですの！」

			「あいつ、悪知恵が働くだけじゃないみたいですね」

			　仲間を倒しても、当の本人もかなり頭が回る上に、腕も悪くはない。

			「それにしても、よく私の居場所がわかりましたね」

			「兵士連中を締め上げたらすぐに吐いてくれましたわ」

			　さすがに副将軍の命令となれば、あの兵士たちも逆らうわけにはいかない。

			　とはいえ、こんな不祥事を起こしてしまった以上、処分は避けられないだろうが。

			「わたくしの部下がとんだご迷惑をかけてしまいましたわね、本当に申し訳ありませんわ」

			　深々と頭を下げるオティーリエ。

			　いつもなら『いえいえいいですよ』と言うところだが──

			「構いませんよ……とは言えないですね、さすがに今回は」

			　洒落にならないレベルで命の危機だった。

			　せめて再発防止策を講じてもらわなければ、軍を信頼できなくなりそうである。

			「そうですわよねぇ、どう償つぐなえばいいのかしら。もちろん、西区の隊長を始め兵士たちには厳しい処分を下すことを約束しますわ。他になにか望むことはありまして？」

			「いろいろある気もするんですけど……」

			　フラムの頭に、家で待つ少女の笑顔が浮かぶ。

			「今は一刻も早く、ミルキットの顔が見たいです」

			「……なるほど、確かにそれは重要ですわね」

			　フラムが自らそう言い出したことで、オティーリエは少しだけ二人の関係を理解したようだ。

			　おそらく〝自分とお姉様〟に似ているのだろう、と。

			「ですがその前に──これを」

			「へっ？」

			　彼女は軍幹部のシンボルでもある白いコートを脱ぐと、フラムに羽織らせた。

			「あなたの服、ひどい有様ですわよ」

			　フラムはあらためて、自分の格好を確認する。

			　かろうじて致命的な部分は隠れているが、もはや服は服としての役割を果たしているとは言いにくい。

			　矢が突き刺さったことで穴だらけになっているし、特に爆発を受けた右半身の肩から胸にかけてはほぼ布すら残っていない。

			「あー……あはは、ありがとうございます」

			　自分の有様を見て苦笑いしながら、フラムはコートに腕を通し、急ぎ気味にボタンをかけるのだった。

		

	
		
			

			


			　戦闘終了から数時間後、ようやく帰宅したフラムを待っていたのは、ミルキットの熱烈な歓迎だった。

			「ご主人様ぁっ！」

			　彼女は主の顔を見るなり抱きつき、その胸に顔を埋うずめる。

			　フラムは抱き返すと、その頭を優しく撫でた。

			「ごめんねぇ、心配と迷惑をかけちゃって」

			「そんなこと……どうだっていいです、ご主人様が無事なら」

			　頬をぐりぐりとこすりつけるミルキット。

			　今はその圧迫感すら心地よい。

			「本当に仲がよろしいんですのね」

			　フラムの後ろからひょっこりと顔を出したオティーリエが、どこかうらやましそうに言うと、ミルキットの背後にいるエターナも同意しうなずいた。

			


			　◇◇◇

			


			　その後、ダイニングに場所を移しテーブルを囲んだ四人。

			　そこでフラムは、事の顛てん末まつをエターナとミルキットに語った。

			　いわれのない罪を押し付けられたこと、兵士に追いかけられたこと、そしていきなりお尋ね者に仕立て上げられ、デイン一味に殺されかけたこと。

			　すでにオティーリエの指示により、城に駐在している兵士が事の収拾に当たっているため、じきに騒ぎは収まるだろう。

			　しかし、西区に暮らす全ての人の誤解を解くことは難しい。

			　フラムはしばらく肩身の狭い思いをするはずだ。

			　たとえ理不尽だったとしても、そればかりは仕方のないことである。

			「それにしてもひどい話。敵対しているのは知ってたけど、まさかそこまでだったとは。なおさらわたしに相談してほしかった」

			「すみません、私もまさかここまでやられるとは思っていなかったんで」

			「普通は想像できませんわよねえ、まさか不祥事をネタにゆすって、西区の兵士たちを掌握してしまうだなんて。本当に情けありませんわ」

			　具体的に言うと、指揮官を始め数人の兵士が、幼い少女たちを売春していたのである。

			　しかし彼女たちにはデインと繋がりがあった。

			　要するに、美人局つつもたせのようなものだ。

			「ご主人様は、そんな状況から無事に戻ってこれたんですね」

			「ミルキットが家で待ってるんだもん、意地でも帰ってこなきゃね」

			「ご主人様……」

			　ほんのり赤らむミルキットの頬。

			　実際、その想いが無ければフラムの心はとっくに折れていただろう。

			「あとは魂喰いの再生能力の存在が大きい」

			「装備のマイナスエンチャントを反転、でしたわよね？　呪いの装備に拷問以外の使いみちがあるだなんて、生まれて初めて聞きましたわ」

			「私自身、気づいたのはつい最近のことですから」

			「旅の途中で気づけなかったことが悔やまれる。そうなったら、フラムは売られたりせずに済んだ」

			「でも案外、そのほうが良かったんじゃないかな、って最近は思ってるんです」

			　エターナはきょとんとした表情を浮かべる。

			「あ、別に売られたかったわけではないですよ、断じて！　ただ、私があのパーティに呼ばれたのって、たぶんこの力があったからじゃないかなー……と思うんですよ」

			「確かに、そうでもなければステータス０のフラムが呼ばれるのはおかしい」

			「教会がその力を欲しがったということですの？　ですがそれなら、単純に連れてくればいいだけですわ」

			「魔王城に行かなくちゃならない理由があった、ってことかもしれないです」

			　その理由とやらはまだわからないが、しかし教会が企むことだ、どうせロクなことではないに決まっている。

			「もし旅の途中で力が使えるようになってたら、教会はもっと私の行動を制限したかもしれません。いや、だからと言ってジーンのおかげって言うつもりはありませんけど」

			「それは当然」

			　今でもフラムは彼を殺したいほど憎んでいるし、実際次に会ったら死ぬほど殴って蹴って切り刻んでやるつもりだった。

			「というか、あなたたち……」

			　話を聞いていたオティーリエが、なにやら意外そうな顔をして口を開く。

			「教会のこと、疑ってますの？」

			「……あ。えっとぉ……それは」

			　いくら教会と軍が微妙な関係とはいえ、副将軍ともなると、熱心なオリジン教徒である国王との距離も近い。

			　フラムたちが教会を怪しんでいることは伏せておくべきだったかもしれない、とフラムは焦る。

			「ああ、勘違いしないでほしいのですが、わたくしも教会にはあまりいい感情を抱いていませんの。だからこそ、こうして西区を調べに来ていたのですから」

			「オティーリエさんもですか？」

			「軍と教会の関係は知ってのとおりですわ。王国が大陸の南半分を統一したことで、魔族を除いて敵国は消えました。さらに三十年前の人魔戦争で軍は魔族に敗北し、その影響力はすっかり弱まってしまいましたわ。国王陛下も軍ではなく教会に信頼を寄せるようになり、今や王国の実権を握っているのは教会と言っても過言ではありませんの」

			「教会の支配は、そこまで進んでたんですね……」

			　ミルキットが不安げに言った。

			　オティーリエは「ええ」と相づちを打って、話を続ける。

			「そんな状況ですから、軍には教会の情報はほとんど入ってきませんし、将軍であるアンリエットお姉様にだって、彼らに抗うだけの権力はありませんわ。しかし、これだけははっきりしていますの」

			　拳を握り、彼女は悔しげに言葉を絞り出す。

			「教会は、裏でなんらかの実験を行い、大きな力を得ようとしている。その目的は、魔族領への再侵攻。魔王討伐の旅も、その一環ですわ」

			　それを聞いたフラムは目を伏せ、つぶやいた。

			「あの旅が……」

			「まあ、薄々そんな気はしていた」

			〝オリジンのお告げ〟で集められたパーティなのだ、最初から胡う散さん臭くささしかない。

			「実験の手がかりは王都のどこかに必ずあるはずですわ。それを暴けない現状を、お姉様は嘆いています。その苦しみを、わたくしは少しでも和らげたいと思ったのです！」

			　昨日、教会でフラムと再会したオティーリエは、『なぜここにいるのか？』と問われて、誤魔化すように『お姉様のため』と答えた。

			　それはあながち嘘ではなかったのである。

			　彼女の熱意を前にしたフラムは、エターナとミルキットの目を見た。

			　エニチーデでの一件を彼女に話すべきか、視線で相談しているようだ。

			　オティーリエは信頼できる、そう判断した二人はうなずいた。

			「オティーリエさん、実は私たち、エニチーデっていう町の近くで教会が作った化物に遭遇したんです」

			「なんですって!?」

			　そしてフラムは、あの場所で起きた一連の出来事を語った。

			　オティーリエはいつになく熱心に、その話に集中している。

			　全てを聞き終えると、彼女は「そんなことが……」と呆然とした様子で背もたれに体を預けた。

			「教会には、いくつかの研究チームが存在するとわたくしは思っていますわ。その場所はおそらく、そのうちの一つが使っていた研究所なのでしょう」

			「あんなのがいくつもあるんですか……」

			　フラムが立ち向かおうとしているのは、想像していたよりもさらに大きな相手なのかもしれない。

			　オティーリエも、教会が怪しいとは思っていたが、実際に化物が存在したという話を聞いて呆然としているようだ。

			　エターナはなにかを考え込むように、目を細めてお茶をすする。

			　ミルキットは不安げに主の姿を見つめていた。

			　部屋に沈黙が満ちる。

			　そのとき、二階からインクが下りてくる音が聞こえた。

			　すっかり家の間取りを把握した彼女は、目が見えないにもかかわらず、ある程度は自由に動けるようになっていた。

			「エターナ、ミルキット。フラムと知らない誰かの声が聞こえてきたけど帰ってきたの？」

			「帰ってきてるよ、ただいまインク」

			「おかえりっ。じゃああと一人は？」

			　オティーリエはインクの姿を見て固まった。

			　誰だって、目が痛々しく縫われた彼女の姿を見れば、同じ反応をするだろう。

			「こ、この子は……」

			「路地でデインの手下に襲われてたんです。どこかから逃げてきたみたいなんですけど、場所がわからないからうちで預かってます」

			「預かられてまーす！」

			　手をあげて、楽しそうに言うインク。

			　目を覚ましてからの彼女は、どんどん元気になっていく。

			　新鮮さと温かさに満ちたこの家での暮らしが、幸せでしょうがないようだ。

			「インク、ちょっとこっちに」

			「……んお？」

			　立ち上がったエターナは彼女に近づき、背後から両脇を抱えた。

			　そのまま階段に近づいていく。

			「うわー、あたし浮いてるー！　って、なんで下りてきたばっかりなのにまた上がるの？　喉渇いたから飲み物が欲しいんだけどっ」

			「水ならわたしがいくらでも飲ませてあげる」

			「えー、それって魔法の水でしょ？　なんかエターナから出てきてる感じがしてちょっと嫌なんだよね」

			「わがまま言わない。そこらの水を飲むより綺麗で安全」

			「でも微妙にエターナの味が……」

			「しない」

			　二人は愉快なやり取りをしながら、二階に戻っていく。

			　去り際にエターナはフラムに目配せをしていた。

			　オティーリエとインクについて話しておけ、ということだろう。

			　話が聞こえない場所に連れて行くのは、いささか過保護すぎる気がしないでもないが。

			「ねえフラム、今の子は……」

			「インク・リースクラフトって言います。本人曰く、どこかから逃げ出して来たらしいんですけど」

			「目に病があったとしても、あんな縫い方は普通しませんわよ。虐待でも受けていたんですの？」

			「そういうわけでもなさそうなんですよねぇ」

			　今のところインクから暴力の話は聞いていない。

			　彼女が家出をしたのも、一緒に暮らしていた誰かとの、関係の微妙なすれ違いがあったからだ。

			「教会の知り合いに聞いたんですけど、孤児院から子供がいなくなったっていう話はなくて、ギルドにも依頼は出てないそうなんです」

			「ひょっとしてあなた、彼女が教会の研究が絡んでいると疑っているのではなくて？」

			　神妙な表情でうなずくフラム。

			　いまだインクは全てを話していないし、そうと決まったわけではないのだが、やはりあの目を見るとどうしても、フラムにはそうとしか思えない。

			「話によると、二つ年下で八歳の子供四人と、あとは〝マザー〟と呼ばれる保護者、それと〝パパ〟を名乗る人物と同居していたそうなんですが」

			「マザーにパパ、ですか。露骨に名前を隠していますわね。ですが聞き覚えはありませんわ」

			「そう、ですか……」

			「役に立てなくて申し訳ありませんわね。エキドナやダフィズがそのような偽名を使うとは思えませんし……」

			「エキドナ？　ダフィズ？」

			「大聖堂や王城に出入りしている研究者ですわ。彼らの存在があるからこそ、わたくしは複数のチームが存在すると考えたのです」

			「名前までわかってるなら、その人たちを追えばマザーにもたどり着ける可能性がありませんか？」

			　フラムの期待に、オティーリエはあくまで冷静に、こう答えた。

			「うかつに追えば、消されますわよ」

			「な……っ」

			　フラムは絶句する。

			　それは単なる脅しでもなければ、冗談でもない。

			　おそらく実際に、消された誰かがいるのだ。

			「事はそう単純ではありませんの。わたくしもできることなら彼らを追いたいのですが、国王に見つかりでもすれば、どんな罪をでっちあげられて処刑されることやら」

			「いくらなんでも副将軍相手に……」

			「その〝いくらなんでも〟が起きているのが、今の王国ですのよ。だからこそ、お姉様も嘆いていらっしゃるのです」

			　そして将軍ほどの権力者が嘆いてもどうにもならないほど、教会の力は肥大化してしまった。

			「それに、彼らは王都の外にいることも多いですわ。今回の件とは関係が無いのではないかしら」

			「じゃあどうして、オティーリエさんは西区を調べてたんですか？」

			「消去法ですわ。仮に王都の内部でも教会がなんらかの研究を行っているとすれば、整備が行き届いておらず、〝隠し場所〟が複数存在する西区である可能性が高いと思いましたの。それに立場上、王都から頻繁に出られるわけでもありませんもの」

			　中央区や北区は人の出入りが多く、セーラが話していたように東区で下手なことが起きれば王国の運営に支障をきたす。

			　だからなにかを隠すとすれば、西区しかありえないのだ。

			「しかし、教会に疑問を抱く同志がいたのは嬉しい誤算ですわね。わたくしは、わたくしなりの方法で今後も教会を調べるつもりですわ。引き続き情報交換をお願いしたいのですが、承諾していただけます？」

			「もちろんですっ、私としても仲間が増えるのは頼もしいですから。それがオティーリエさんなら、なおさらに」

			　二人はテーブルの上で握手を交わす。

			　いくらエターナが英雄に選ばれるほどの力を持つとはいえ、フラムと二人だけでは戦力としては心許ない。

			　セーラもカウントするにしても、彼女も教会の一員だ。

			　あまり無理なことをして自分の立場を失ってはほしくなかった。

			　それだけに、オティーリエの存在はフラムにとって非常に助かる。

			　こうして同盟を組んだ二人だったが、不祥事に関する処理や報告があるため、彼女はそろそろ城に戻らなくてはならない。

			　王城へと戻っていく彼女を、玄関の外まで見送るフラムとミルキット。

			　その去り際、一旦は家から離れたオティーリエだったが、

			「あ、大事なことを伝え忘れていましたわ」

			　そう言って駆け足でフラムの元に引き返してくる。

			　そして周囲に人がいないことを確認すると、なぜか小さめの声で言った。

			「どうやら、わたくしやフラム以外にも教会について嗅ぎ回っている誰かがいるようですの」

			「誰か？　軍の人ではなくて、ですか」

			「身内ではないようですわね。しかも一人ではなく複数人いるようです。味方とも限りませんし、気をつけたほうがいいですわよ」

			　そう言い残すと、今度こそ彼女は白のコートを翻ひるがえし去っていくのだった。

			


			　◇◇◇

			


			　空がオレンジに染まる夕刻。

			　今日もセーラはフラムの家にやってきて、なぜかインクと二人で風呂に入っていた。

			　事の発端は、くつろいでいたセーラが何気なく、

			『この前の食事会のとき、思ったより帰りが遅くなってしまって、危うくお風呂に入り損ねるところだったんすよ』

			　と話してしまったことだった。

			　それを聞いたインクは、

			『だったらうちで入っちゃえばいいよ！』

			　などと言い出し、なんだかんだでそういうことになったのである。

			　すでにこの家を〝うち〟扱いするあたり、インクの適応能力は相当なものである。

			「ちょっと、くすぐったいっすよインクっ」

			「ごめんねー、あたし目が見えないから」

			「ひゃうぅんっ！　いや、これはもう目が見えないとかそういう問題じゃないっすよね!?」

			


			

			


			　風呂場から聞こえてくる声を聞きながら、キッチンで包丁を握るフラムは苦笑いを浮かべた。

			「結果的に、同い年の二人が仲良くなったからいい……のかなぁ」

			「ふふふ、セーラさんまで来ると、さすがににぎやかですね」

			　鍋の前に立つミルキットはやけに楽しそうだ。

			　もっとも彼女の場合、インクとセーラの声を聞いたからではなく、フラムと並んで料理ができているから上機嫌なのだが。

			「ボア肉は角切りでいいんだっけ？」

			「はい、シチューに入れますので。大きさはご主人様の好みに合わせてください」

			「じゃあ大きめに切っちゃおうかな。キャンディボアなんてなかなか食べられないもん、口いっぱいに頬張りたいし」

			　キャンディボアは、大きな体を持ったＣランクのイノシシ型のモンスターだ。

			　見た目どおり筋力が高く、加えて巨体の割に敏捷も高いため、討伐難度はなかなか高い。

			　弱点は直線的な動きしかできないことだが、それを広範囲の地属性魔法でフォローしている、抜け目のない奴である。

			〝キャンディ〟という名前は、砂糖の原料であるシュガーケインの畑を荒らすことから付けられた名前だった。

			　シュガーケインに限らず、キャンディボアは特に甘いものを好物としているらしく、木に突進して蜂の巣を落とし、蜜を舐めている姿も目撃されたことがあるらしい。

			　その影響か、肉も脂身もキャンディの名に恥じず甘味が強く非常に美味で、ボア種のモンスター肉としては高級なのである。

			「でもＣランクモンスターの肉って高いんじゃない？　しかもキャンディボアって確か王都周辺にはいないって話だった気がするし」

			「それが、期限が近いからって半額だったんです。それでも安くはなかったですが……贅沢、しすぎでしょうか」

			「いいと思うよ。半額ならゴートやバッファローより安いだろうし、それになんたってキャンディボアの肉はおいしいからね。生肉を見てるだけでお腹空いてきちゃった」

			「さすがに、生でかぶりついたら危ないです」

			「あはは、いくらなんでも食べないって」

			　共同作業は和気あいあいと進む。

			　二人が料理を進めるうちに、セーラとインクが風呂からあがってきた。

			　濡れたまま脱衣所から出ようとするインクを、どこからともなく現れたエターナが、タオル片手に捕まえる。

			「こーら、まだ濡れてる」

			「夕ごはんがあたしを待ってる！」

			「まだ完成したわけじゃないから、おとなしくして」

			　その様は、面倒見のいい姉とやんちゃの妹……に見えないでもない。

			　実際は母と娘以上に年の差があるのだが。

			「とてつもない若さを感じたっす……」

			　疲れた様子のセーラが、テーブルにぐったりと突っ伏し言った。

			「セーラちゃんに若さとか言われたら、私たち立つ瀬が無いんですけど？」

			「若さというより、インクさんははしゃいでるんだと思いますよ」

			　この家での暮らしでは、インクの人生で経験したことのないことばかりが起きる。

			　一秒一秒、全ての出来事が彼女の好奇心を刺激し、否が上にも興奮させられてしまうのだろう。

			「あぁー、なんかすっごくいい匂いがする！　お腹すいた！」

			「インク、髪がまだだから」

			「あとからじゃダメ？」

			「ダメ。すぐに終わるから、じっとしてて」

			「はーい！」

			　わしわしとタオルでインクの髪を拭き取るエターナ。

			　彼女の面倒見がここまでいいとは、フラムにとっては意外な発見だった。

			　だが思い返してみると、旅のときから、なにかとエターナはフラムに気を配ってくれていた。

			　ぼんやりとした口調と適当な性格、そして魔女っぽい格好から誤解されがちなだけで、実際は優しい人間なのかもしれない。

			


			　◇◇◇

			


			　テーブルに並ぶキャンディボアのシチューとサラダ、そしてバゲット。

			　全員が席につくと、手を合わせて『いただきます』と四人が声をそろえて言う。

			　少し遅れて、真似をするようにインクも続いた。

			　先日の食事会と比べるとシンプルな食卓ではあるが、満足度での優劣は付けられない。

			　特にシチューの破壊力は凄まじく、シチューソースの絡んだ一口大の肉を頬張ると、それだけでボアの脂でコクの出た、甘みのあるデミソースの香りが口いっぱいに広がっていく。

			　肉は舌で軽く圧迫するだけで繊維がほろりとばらけ、じゅわりと肉汁が溢れ出し、さらに甘みを高めていく。

			　フラムは思わず口に入れたまま「んふー」とほほえむ。

			　そして今度は、バゲットを千切ってシチューに付けた。

			　その上に一欠片のボア肉を載せ、ちょっぴり品がないことを自覚しつつも、大きく口を開いて放り込む。

			　シチューの染み込んだパンは、歯で潰すたびに中からじゅわ、じゅわ、と味が溢れ出てくる。

			　バゲット自体の香ばしさや微かな塩味と混ざり合って、単体で食べたのとはまた違う味わいに変わった。

			「ん、これは……」

			「おいひいっふー！」

			「こんなものが世の中に存在したなんて、カルチャーショックだ……！」

			　フラムだけでなく、エターナも、インクも、そしてセーラも同じように目を輝かせながらシチューを絶賛する。

			　その様子を見ていたミルキットは、実に幸せそうな顔をしていた。

			　自分で食べるより、他の人が、自分の作った料理を食べているのを見るのが幸せ──そんなタイプらしい。

			　そんな中、ふとフラムとミルキットの目が合った。

			「満足していただけましたか？」

			　尋ねると、フラムはぐっと親指を立てて答える。

			「うん、最高。世界一のお嫁さんになるよ、ミルキットは」

			「お嫁さんなんかより、私はご主人様に食べてもらったほうが嬉しいです」

			「じゃあミルキットは今日から私のお嫁さんだー！」

			「へっ!?　きゅ、急にそんなこと……あぅ」

			　顔を真っ赤にするミルキット。

			　もちろん冗談だが、まんざらでもない様子である。

			　フラムは「んっへっへ」と笑うと、再びスプーンでシチューをすくい上げた。

			


			　◇◇◇

			


			　食後、みながくつろぐ中で、セーラは不安げな表情でフラムとエターナに問いかけた。

			「そういえば、お二人はマリアねーさまと一緒だったんすよね」

			　マリアねーさま──つまりともに旅に出ていた、マリア・アフェンジェンスのことだ。

			　セーラは同じ教会に所属する人間として、彼女のことを慕っていた。

			「うん、一応は」

			「どうっすか？　元気だったっすか？」

			「あんまり話してないからよくわからない、かな」

			「わたしは、なにかを隠しているように感じた」

			「……隠し事、っすか」

			　セーラはあまり驚かない。

			　まるで最初からそれを知っていたかのようだ。

			「おらと違ってマリアねーさまは偉いっすから、いろいろと教会の事情とかあるんすよね」

			「もしかしたら、マリアさんはエニチーデで見たあれのこと、知ってたのかな……」

			「あり得る。というより、司教クラスでも知っていたのだから間違いない」

			「ねーさまが、あの化物のことを……」

			　セーラの顔に影が落ちる。

			　彼女の中でのマリアは、優しくて、温かくて、まさに〝聖女〟の名にふさわしい、修道女の模範となる人物だった。

			　そんなマリアが、人の命すら犠牲にするような研究に関わっているとは思いたくない。

			　しかし、それを言い出せば教会そのものがそうだ。

			　表面上は人の命を救うための組織だが、裏では着々と権力を拡大していることをセーラは知っている。

			「……誰が嘘をついていて、誰が本当のことを言っているのか。考えれば考えるほどわかんなくなるっす」

			「私もわからないよ。だから、自分の手で真実を探り当てるしかない」

			「真実……」

			　きっとそれは、フラムたちが思うよりも残酷だ。

			　知ったっていいことなんて何一つ無い。

			　けれどなにも知らないまま時がたてば、いずれ必ず後悔するときが来る。

			「やるしか、ないんすよね。おらは、おらにしかできないことを」

			「別に強制はされていない。知らないなら、知らないままのほうが幸せなこともある」

			「おらは、それは受け入れられないっすね。疑ったら、最後まで暴かないと気が済まないタイプっす」

			「それならやるしかない」

			「……やっぱり、そうっすよね。うん、明日も懲りずにいろいろと調べてみるっす」

			「無理はしないでね」

			「おねーさんこそ。聞いたっすけど、デインはまだ行方不明のままらしいっすね。あいつのことっす、またなにかを企んでちょっかいを出してくるかもしれないっすよ」

			　負傷はしていたが、デインほどのしぶとさならば、なにもせずにのたれ死にしたりはしないだろう。

			　それに西区は彼の庭、隠れ場所などいくらでもある。

			「そうだよね。困ったことに、もし居場所がわかって、軍に突き出しても、デインは罪に問えないかもしれないって話だし」

			「どうしてそうなるんすか？」

			「だってあいつ、自分で誰かを殺したわけじゃないから。ただ煽せん動どうしただけ。本人が関わったっていうはっきりとした証拠も残してないし、『やりなれてますわ』ってオティーリエさんも嘆いてたよ」

			「抜け目ないっすねぇ」

			　フラムとセーラは思わずため息をついた。

			　その狡猾さがあったからこそ、あそこまで勢力を伸ばせたのだろう。

			　とはいえ、今回の一件はデインに大きなダメージを与えられたはずだ。

			　軍は警戒し、彼らを押さえつけようとするだろうし、そうなれば手を貸す人間も確実に減っていく。

			　一番怖いのは──追い詰められた彼が無茶をしないか、それだけだ。

			


			　◇◇◇

			


			「はぁ……はぁ……まさか、僕が……っ、あんなガキに負けて、惨めな姿を晒すことになるなんて……」

			　ここは西区にある一派のアジト。

			　デインはそこに、一人で身を隠していた。

			　一帯は彼にとって庭のようなものだ、たどり着くこと自体はそう難しくはなかった。

			　しかし逃走の際、フラムとオティーリエに与えられた傷は、見た目以上に深かった。

			　掠めただけとはいえ、肉体の動きを制限する虐殺規則ジェノサイドアーツと回転する巨大な剣で傷つけられたのだから当然だろう。

			　しかも、負傷部位は太ももだ。

			　出血量が多いというのに、教会を頼れないので回復魔法による治療は受けられない。

			　今は包帯と違法薬草による止血処置を施し、どうにか命は繋ぎ止めているが──顔は青ざめ、びっしりと冷や汗をかいている。

			　頭痛と目め眩まいもあり、回復までは時間がかかりそうである。

			「あいつら……絶対に、許さねえ……」

			　しかし、彼の闘志は消えていなかった。

			　どこまでも逆恨みに過ぎないのだが、『必ずフラムを潰す』という意志はさらに強まっている。

			「軍はもう使えねえ。それでもまだ……僕にはたくさんの仲間がいるんだ。小娘の一人や二人、どうとでもなる……！」

			　デインの脳内では、すでに次の謀略が動き始めていた。

			　それは思いつきではなく、以前から進めていた計画の延長線上にあるものだ。

			　横たわっていた彼は、壁を支えに立ち上がり、よろよろと部屋の出口に向かう。

			　寝ている場合ではない、すぐに仲間を集め、次の作戦を展開しなければ。

			　そして彼がドアに触れようとしたそのとき、先んじて誰かが向こうからノブをひねった。

			　勝手に開いた扉の先にいたのは、デインの手下だ。

			「心配しましたよデインさん、ここにいたんですね」

			「おぉ、捜しに来てくれたのか、助かる。すぐに次の作戦を始めるぞ……おっととっ」

			　倒れそうになるデインに、手下は快く肩を貸した。

			「すまねえな」

			「いえ、これぐらいは。ところでデインさん、次の作戦ってどうするつもりなんです？」

			「戦力を結集して総攻撃を……いや、その前に今度はあいつらを仲間に引き込むか」

			「あれをやるつもりなんですか？　計画では、もっと時間をかけることになっていたはずですよね」

			　二人は話しながらゆっくりとアジトの出口へ向かう。

			「準備はある程度まで進んでるんだ、やってできないことはない」

			　そう語るデインの口元が、狂気的な笑みに歪む。

			　呼吸は荒く、目は見開かれ、フラムへの強い憎悪が見て取れた。

			「教会だ。あいつらを、僕たちの支配下に置く！　そして今度こそ、フラム・アプリコットを潰すんだ！」

			　大きな声で言い放つデイン。

			　だが手下の反応は薄い。

			「そうですね……そう、できたら良かったんですが」

			「あぁ？」

			　アジトの出口が開く。

			　そこには、中央区から派遣されてきた兵士たちが並んでいた。

			「……てめえ、まさか」

			　その瞬間、デインは全てを悟った。

			「軍に僕を売ったってのか!?」

			　手下だった男は、ニタリと笑う。

			「デインさん、俺たちはしょせんチンピラですよ。絆きずななんて下らないもんじゃなく、利害関係で繋がってるだけのね。まっとうな忠誠なんて期待するもんじゃあない」

			　無論、すべての手下がこうして裏切ったわけではない。

			　特にデインに近かった取り巻きは、今でも本気で彼の行方を捜しているが──しかし、〝一派〟と呼ばれていたチンピラの大半は、すでに離反していた。

			「ふざけんなよ……」

			「ふざけてないから、現実を見たからこそ、こうなったんです。あんなガキに負けるようなあんたに、もう価値はないっしょ。これからはぁ、軍人様に従って、清く正しく生きる時代なんですよ」

			「くそったれがあぁぁぁぁぁあああッ！」

			　手負いの獣は、時に予想外の力を発揮する。

			　満身創痍のはずのデインは素早くナイフを抜き取ると、手下の右目に突き刺した。

			「な──早っ!?　ぎゃあぁぁぁあああッ！」

			　男の悲鳴がこだまする。

			　兵士たちは慌ててデインを取り押さえようと動き出すが、彼はワイヤーフックを駆使して屋根の上へと逃げてしまった。

			　生存本能が、一時的に彼の肉体から苦痛を消し去る。

			「ぜぇ……はぁ……ふっ、ふぅ……やり遂げてみせる……必ず、僕は！　待ってやがれよ、フラム・アプリコットおぉおおおッ！」

			　ぐつぐつと滾たぎる、フラムへの理不尽な怒り。

			　血がにじむほど強く拳を握り、充血した眼をぎょろりと開いて街を駆ける。

			　だがその決意が──さらなる破滅へのトリガーを引く愚行だということを、デインはまだ知らなかった。

			


			　◇◇◇

			


			　翌朝、前日の騒ぎが嘘のように平和な朝を迎えた。

			　フラムは一階から聞こえる料理の音で目を覚ます。

			　目をこすりながら下りると、エプロンを着たミルキットが「おはようございます」と笑顔で迎えてくれた。

			　家の外にあるポストを確認したフラムは、張り紙がされていないことを確認すると、ほっと胸をなでおろす。

			　しばらくすると、エターナとインクも起きてきた。

			　昨晩から、『さすがに一緒に寝るのは恥ずかしい、あたしもう十歳だから！』というインクの主張により、二人は別々の部屋で寝るようになっていた。

			　それこそいかにも十歳らしい振る舞いだと彼女を除く全員が思っていたが、空気を読んで誰も言わなかったようだ。

			　朝食が終わると、各々がゆったりとした時間を過ごす。

			　昨日はあんなことがあったからか、フラムの体はくたくたで、ギルドに行こうなどとはまったく思わなかった。

			　彼女はミルキットと向かい合って座り、他愛もない会話を交わす。

			　エターナは自分の部屋にこもり、なにやら調べ物をしているようで、インクはその傍らで邪魔をしたり、しなかったりして暇を潰した。

			　昼、食事を終えたフラムとミルキットは中央区へ買い物に出る。

			　エターナとインクは午前と同じように過ごしたようだ。

			　二人のデートめいた買い物は何事もなく無事に終わり、家には特に来客もなく、夕食を経て、就寝準備。

			　こうして本当に、本当の意味でなにも起きない一日が終わった。

			　このまま永遠に、今日のような優しい日々が過ぎていけばいい。

			　フラムはベッドで横になりながら、心の底からそう願った。

			


			　◇◇◇

			


			　その日の深夜、誰もが寝静まった時間、西区の路地裏に、男の野太い叫び声が響いた。

			「く、来るな……来るなあぁぁぁあああっ！」

			　見たところ年齢は二十代半ばほどだろうか。

			　マントを羽織り、軽いレザー製の鎧を纏った彼が、冒険者であることは想像に難くない。

			　男は背負っていた手斧を構え、敵と向き合ったが、迫る脅威に対し、どう戦えばいいのかまったくわからない。

			　人であれば──あるいはモンスターであれば、対抗する手段はあったかもしれない。

			　だが、相手はただの眼球である。

			　目の形をした化物でもない。

			　ころころと、ただひたすら彼に近づいて転がってくるだけの、人間の眼球なのだ。

			　しかし、その数があまりに多い。

			　路地の地面はおろか、そこを囲む建物の壁も、さらには屋根の上にまでぎっしりと敷き詰められ、その黒目は一様に男のほうを見つめている。

			　もはや逃げ場はない。

			　後ずさる男の背中が壁に当たったとき、

			「あ、あぁ……ああぁぁぁぁああああああ……！」

			　彼は自分の死を確信し、座り込みながら嘆いた。

			　恐怖から失禁し、ズボンがぐっしょりと濡れる。

			　それでも命を守ろうとする本能が、悪あがき程度に斧を振り回す。

			　ぶちゅっ。

			　いくつかの眼球はそれで潰れ、透明の液体をぶちまけながら弾けたが、焼け石に水である。

			　ついにその湿り気を帯びた、生ぬるい球体が、彼の体に触れる。

			　つま先から膝へ、膝から太ももを通り越し腰へ、そして胴体を駆け上がり肩にまで到達したかと思うと──ずずず、と体の中に潜り込んでいった。

			　痛みはない。

			「うっ、うぇっ、ひぐ……ぐ、ひいぃっ……！」

			　ただくすぐったさと、体内に異物が入り込んでいく奇妙な感覚に、男は喘ぎながらえずく。

			　そして完全に眼球が体内に入り込むと……そこからずるぅっ！　と新たな腕が生えてきた。

			　感覚もある、動かそうと思えば動かせる。

			　それは紛れもなく、自分の体の一部なのである。

			「あ……あぁっ……！」

			　わけがわからない。

			　男は、デインの腹心であった。

			　彼ならば裏切らないという確信があったデインは、アジトから逃げたあとに合流したのである。

			　そして男に『教会関係者を軽く脅して反応を見てこい』と命令を下した。

			　脅迫自体は問題なく終わり、今は報告をするために、新たな隠れ家へと帰っているところだ。

			　だが、通りで一個の眼球を見つけてしまった瞬間、その運命は決まった。

			　転がり近づいてくる〝それ〟から逃げているうちに数はどんどんと増えていき、気づけば道を埋め尽くす量にまで増えていた。

			　どうにか撒こうと、うかつに角を曲がったのが運の尽き。

			　行き止まりに追い詰められた彼は、いつの間にか眼球に囲まれ、体内に入り込まれ──腕が、増えた。

			　一から十まで理解が及ばない。

			　自分は、何と戦っているのか。

			　自問自答を何十回繰り返しても答えは出ない。

			　その間にも眼球は次々と体の上を転がりながら登ってきて、中に沈み込んでいく。

			　痛くない、それがなにより怖かった。

			　いっそ痛ければ、苦しさに叫べたなら、それで恐怖は紛れたかもしれない。

			「うぁっ、ああっ、ああぁぁああっ！」

			　右の親指が二つに増えた。

			　脚が三本に増えた。

			　腹が異様に膨らんでいる──いや、これはおそらくなんらかの臓器が二つに増えたのだろう。

			　心臓の鼓動も、どくんどくんどくんと時間差でいくつも脈打っているのを感じる。

			　腕はすでに左右合計で五本にまで増殖していた。

			　さらには、眼球が首に入り込み──

			「うあぁぁぁああっ！」

			「あぁぁっ、あああぁぁぁああっ！」

			　叫び声が、ユニゾンした。

			　今度は頭が増えたのだ。

			　首の途中から、まるで木の枝のように新たな首が伸び、まったく同じ顔が二つ並ぶ。

			　意識が混ざりあって、体が誰のものなのかわからなくなり、這いずって逃げる自由すら失った。

			　これが教会の関係者を脅した報いだというのなら、償いはもう十分なはずだ。

			「もうやめてくれっ」

			「殺してくれえぇぇぇ！」

			「いやだっ、死にたくないっ！」

			「人間のまま殺してくれよぉお！」

			　だというのに、止まらない。

			　眼球は彼の体を埋め尽くすほど殺到し、そして体内に入り込んでいく。

			　次第に頭がさらに三個、四個と増えていくと、もう自分が誰なのか、なにを感じているのかもわからなくなり──ついに彼は、体も、心も、全てにおいて人間とは異なる物体へと成り果てていった。

			


			　◇◇◇

			


			　夜が明けても、教会関係者の元に向かわせた仲間が戻ってこない。

			　そう報告を受けたデインは、珍しく自ら捜索に乗り出していた。

			　体を動かせば気分が紛れる、そういう意味合いもあった。

			　合流した手下の治療を受けたおかげか、傷の具合はずいぶんと良くなり、支えもなしに一人で歩ける程度まで回復している。

			「見当たらないな……連中に消されたのか？　いや、にしたって手口がお粗末すぎる。教会に行った直後に狙ったんじゃ、『私たちがやりました』って言ってるようなもんだ」

			　行方をくらましたフィルは、血気盛んな男だった。

			　おおかた、帰り道で通りすがりに喧嘩でも売って、返り討ちにあってどっかでのびてるんだろう──デインはそう考えていた。

			「しかし、教会がやったっていう筋書きも面白いっちゃ面白いな」

			　教会が真っ黒な組織であることぐらい、彼も知っている。

			　だからこそ、デインは『行ける』と思ったのだ。

			　末端の修道女を薬漬けに、もしくは男に依存させる。

			　あるいは教会騎士や神父に近づき女をあてがい、こちら側に引き込む。

			　腐敗は感染し、広がり、いずれ必ず大聖堂にまで手が届く。

			　実は、すでに教会騎士や神父数人がデインたち側に寝返っていた。

			　次は教会から一旦離れ、取引のある商店や、その商店に品を卸す問屋に手を伸ばす……はずだったのだが、今は緊急時、悠長なことはしていられない。

			　手順を一つ飛ばしにして、フィルには教会幹部への脅迫を任せていた。

			「そんだけリスクもあるんだよなぁ」

			　もし教会が、一般的な聖職者に抱くような、イメージどおりの清廉潔白な組織ならば、入り込む隙は無かっただろう。

			　それが平気で人を殺すほどの黒さであれば、ぬるりと滑り込むのはより容易となる。

			　仲間が命を落としたことは悲嘆すべきだが、『お前は僕の城の礎いしずえとなった』と墓前に手向けの花を飾ることもできよう。

			「……はっ、勝手に殺されたんじゃフィルも報われねえな。もうちょい真面目に探すか」

			　そう言って笑うと、デインはポケットに手を突っ込んで、薄汚れた町を練り歩く。

			　裏路地は特に風も吹いていないのにほこりっぽく、東区の上品な貴族が歩けば数十分で喉を痛めるような環境だった。

			　だが、汚れた水に慣れた魚は、もう綺麗な水で生きていくことはできない。

			　否、彼の場合はもはやその気すらない。

			　貴族のように嘘とメンツばかりを気にして仮面を被り過ごすぐらいなら、本性むき出しの馬鹿な仲間たちと好き放題やっているほうが性に合っている。

			「……ん？」

			　西区の教会からそう遠くない通りを歩いていた彼は、足を止め、鼻を鳴らした。

			　どこからか生臭いにおいが流れてきている。

			　死体に似ているが、少し違う。

			　血の臭いもしない。

			　強いて言うなら生ゴミに似ていたが、それに加えて人間の体液が混ざっているような──

			　自分の鼻を頼りにデインは進み、とある角を曲がった先で、それを目撃する。

			「なんだ、ありゃ……」

			　思わず彼ですらそんな言葉を漏らしてしまうほどの、異形。

			　肌の色も、個々のパーツも、確かにそれは人間だった。

			　手は手の形をしているし、足は足だし、顔だってある。

			　ただ、それらは正しい場所に配置されておらず、なおかつ数もちぐはぐなのだ。

			　言うなれば、ただの肉塊に、腕や足、頭が数十個ずつ付いているような──そんな化物が、生きて、うごめいている。

			　口元を押さえてあとずさるデイン。

			　だが彼は、その肉塊から生えた頭部を見て気づいた。

			「嘘だろ……まさかお前、フィルなのか!?」

			　生えていたのは、捜し人とまったく同じ顔をした頭部である。

			「おいフィル。僕だ、デインだ、なにがあった!?　答えろ、フィルっ！」

			　駆け寄り、必死に頭部らしき部位に話しかけるが、反応はない。

			　すでにそれは、人間の頭部というよりは、口と鼻、目から体液を、そして喉から「あー、あー」という無意味な雑音を垂れ流すだけの、排泄器官のようなものであった。

			　他の増殖した頭も同様に、目の前にいるデインを認識している様子はない。

			「デインさん、ここにいたんです……か」

			　あとから追ってきた別の手下が、肉塊を見て足を止める。

			「ひっ、ひいぃぃっ!?　この化物なんなんですか!?」

			「来てみたらここにいたんだよ、あと顔を見てみろ」

			「顔って、こいつの？　見たってわかるわけ……なっ、フィル？　フィルなのかっ!?」

			「なにがあったのか知らねえが、教会ってのは思ってた以上にやべえ連中らしいぞ」

			「これを教会がやったって言うんですか!?」

			「そうとしか考えられねえだろ」

			　黒さの限度を超えている。

			　まさか人間の体を弄いじり、こんな化物を作るほどだったとは。

			　デインは腰からナイフを抜き取ると、わさわさと動く手足を押しのけ、塊にナイフを突き刺した。

			「デインさん!?」

			　手下は慌てた様子だったが、デインは冷静に肉を切り開き、中身を確認する。

			　刃を抜くと、切り口からはでろりと、血と一緒に人体のパーツが流れ出た。

			　指に、足に、脈打つ心臓が二つと……他にも数えきれないほど。

			　それらはべちゃべちゃと際限なく傷口から噴き出し、地面を濡らしていく。

			「心臓が二つ。増えてんのか、これ」

			　顔をしかめながらも、冷静に分析するデイン。

			　手で掴んでスキャンをかけると、心臓はフィルのステータスを表示した。

			　彼はそれを投げ捨て、今度は別の部位に注目する。

			　最も目を引いたのは、やたら数の多い〝眼球〟だった。

			　強い嫌悪を感じたデインはそれには触れず、離れたままスキャンをかける。

			


			　─────────────────────

			　報い

			　属性：ｏｒｉｇｉｎ

			　筋力：ｏｒｉｇｉｎ

			　魔力：ｏｒｉｇｉｎ

			　体力：ｏｒｉｇｉｎ

			　敏捷：ｏｒｉｇｉｎ

			　感覚：ｏｒｉｇｉｎ

			　─────────────────────

			


			　奇妙な記述に、デインは思わず眉間に皺を寄せた。

			「なんだよこれ、イカれてんじゃねえか。なあ、お前もそこの目にスキャンかけてもらっていいか？」

			　手下にスキャンをかけるよう頼もうとしたデイン。

			　しかし、振り向いた彼が見たその姿は、異様であった。

			　手下は首を九十度横に曲げたまま、固まっているのである。

			「なに、やってんだよ。体の柔らかさでもアピールしてんのか？　んな暇があったら早くスキャンしろって」

			「あ、あのデインさん、俺……今、どうなってます？　うまく首と右手が動かなくて、つーか離れないんですけど」

			　確かに彼の右手は頭に接している。

			　だがよく見てみると、触れているのではない。

			　その右手は、頭に手首まで埋まっているのだ。

			　彼はデインが背中を見せている間、右手で髪をかきあげようとした。

			　その瞬間、手が動かなくなり、さらに頭が腕に引き寄せられるように傾いていった。

			「なんですかその顔は。ねえデインさん、俺どうなってるんです！　どういう状況なんですか!?　あっ、い、痛い……痛い、んですけどっ、ぎ、あぎぃっ！　た、たすけっ、デインさんっ、デインさぁぁぁぁんっ！」

			　呆然と見ているうちに、症状はどんどん悪化していく。

			　腕は肘まで頭に呑み込まれ、頭蓋骨の形がゴリュッという音とともに歪んだ。

			　首の角度も人体の限界を超え、もはや折れる寸前である。

			「いひゃ、ひゃらっ、ひがっ、が、がぎゃっ、ど……ひれ、お、で……ぎ、ぎ……ぐげっ」

			　そしてゴギッ、と鈍い音がしたかと思うと、完全に男の首は折れてしまった。

			　目、鼻、口から透明の液体が垂れ、上着を汚す。

			　力を失った体が倒れる。

			　それでも〝同化〟とでも呼ぶべき現象は止まらず、デインの目の前で男はどんどん小さく折りたたまれていった。

			　最終的に変形した頭部だけになった手下を前に、いくつもの修羅場を乗り越えてきた彼ですら、身動きが取れない。

			「……なんだよ、これ。なんなんだよっ！　教会に触れるのは禁忌タブーだとでも言いたいのか!?」

			　そう気づいたときにはもう遅かった。

			　──ぶじゅるっ。

			　そんな音がして、デインは視線を正面に向ける。

			　顔のない少年が立っていた。

			　かわりにあるのは、肉の渦巻き。

			　それが螺旋状に蠢うごめくと、血のような赤い液体が垂れ、白いシャツを汚す。

			　肩から胸までを真紅に染めたその少年は、じっと、動くこと無くデインを見つめていた。

			「は……はは……はははははっ！」

			　デインの乾いた笑い声が路地裏に響く。

			　見ればわかる。

			　勝てる相手じゃない。

			　圧倒的な強者を前に、彼は無力感を通り越して、笑うしかなかった。

			「はは……こんな奴がいるって言うんなら、仲間も、権力も、金も……全部、無意味じゃねえか」

			　少年は、嘆くデインに向かって手を伸ばした。

		

	
		
			

			


			　セーラが暮らす、中央区教会。

			　朝の礼拝を済ませた彼女は「行ってくるっすー！」と他の修道女たちに手を振って、西区のほうへと走っていった。

			　幼い頃からセーラの面倒を見てきた保護者の一人、エルン・エンジェナーは心配そうにその背中を見送る。

			「最近、あの子よく外出するようになったわね」

			　彼女がそうつぶやくと、近くにいた同僚が反応した。

			「恋人でもできたんじゃないですか？」

			「冗談でもやめて、まだ十歳なのよ」

			「最近の子供はマセてますから。もしかしたらエドかジョニーのどっちかと……」

			「そんなことになってたら私があの野郎どもをぶっ飛ばしてやるわ」

			　拳を握るエルンの目には、本気の殺意が燃え上がっていた。

			　エドとジョニーは、教会騎士になるまで、中央区教会に併設された孤児院でセーラと兄妹同然に暮らしていた。

			　エルンは、その三人にとっての保護者なのである。

			　その関係上、彼女は今でも定期的に西区教会に様子を見に行っていた。

			「だけど、教会の外に友達ができたっていうんなら、私としては安心できるわ」

			「閉じた世界では視野が狭くなってしまう、ってエルンさんいつも言ってましたもんね」

			「ええ。教会がこんなことになってしまった今だからこそ、広い視野を持った人間が必要なのよ」

			　教会の腐敗は、修道女ならば誰もが知るところだ。

			　もちろん研究に関してはなにも知らないが、それを差し引いても、最近の教皇や枢すう機き卿きょうを始めとした上層部は、明らかに金や権力にばかり固執している。

			　薬草の禁止、治療費の引き上げ、教会騎士の過度な増員。

			　それらが一般市民の負担になっているのは明白で、日々不満は膨らんでいるのだが、末端である修道女にできることはこっそり治療費を値引きすることぐらいだ。

			「セーラには、元気に育ってほしいわ」

			　その後ろ姿が見えなくなっても、エルンは彼女が走っていった方向をずっと眺めていた。

			


			　◇◇◇

			


			「おっすー！」

			　教会の前に立つエドとジョニーに、手を上げて挨拶をするセーラ。

			「なーんだ、お前また来たのかよ。あまり外出ばかりしていると、エルンさんに怒られっぞ」

			「へーきっす。おらはエドと違って普段から真面目っすからね」

			「なにをぉっ!?」

			　挑発され、エドはまたもやセーラの頭をぐしゃぐしゃに撫でた。

			「やめるっす！　今日は遊びに来たわけじゃないんすよー！」

			「わかってるよ、挨拶みたいなもんだ」

			「迷惑すぎるっすよその挨拶！　それで、わざわざ手紙までよこして呼び出したのはなんなんすか？」

			　昨日の夜、西区教会からセーラの元にエドから一枚の紙きれが届いた。

			　そこに書かれていたのは、『それっぽい噂を聞きつけたからうちに来い』という、彼らしい汚い文字で書かれたなんとも雑な文章。

			「それなんだがな、俺らなりにちょっと調べてみたんだが……」

			「エド、ここではやめておいたほうがいい」

			「あー……そうだな。場所を移すぞ、セーラ」

			「へっ？　そこまでやる必要あるんすかっ？」

			　エドとジョニーは礼拝堂のほうを気にしながら、セーラの背中を押して物陰に移動する。

			「司教に悪い噂を流してると思われたくないだろ？　あの人、結構怖いんだよ」

			「教会に関する悪い噂なんて腐るほどあるっすけどね、おらはもう慣れたっす」

			「今回のは少し趣が違うんだ。セーラが尋ねてきたインクという子と関連があるとは思えないけれど……都市伝説みたいなものだと思ってくれていい」

			「都市伝説、っすか」

			　一般的には、見間違いや、まったく別の現象をオカルトだと思い込み、噂話として広まってしまったのがほとんどである。

			　魔法やモンスターも存在するこの世界では、なおさら都市伝説の類は生まれやすい。

			　しかし、火の無い所に煙は立たない──中には隠された真実への手がかりも含まれているはずだ。

			　セーラはただの噂と馬鹿にせず、真剣に二人の話に耳を傾ける。

			「ざっくり言うと、幽霊の目撃談なんだけどな。西区……っつうかこの教会の近くにだな、夜になると出るらしいんだよ」

			　エドは手を体の前でひらひらさせて幽霊のジェスチャーをしてみせる。

			「幽霊っすか。どんなやつなんすか？」

			「子供らしい。十歳もいっていない、セーラより年下の少年や少女だという話だ」

			「一人じゃないんすね」

			「髪の色も、金だったり白だったり茶色だったり緑だったりな、カラーバリエーションもなかなかそろってる」

			「無駄にカラフルな幽霊っすね。でも、それと教会にどんな関係があるんすか？」

			　訝いぶかしむセーラ。

			　治安の悪い西区では、子供が深夜に徘徊していることも珍しくはない。

			　ジョニーは、顎に手を当て神妙な顔つきで続きを語る。

			「ここからがこの都市伝説の妙なところなんだが、子供たちは〝教会による実験の被験者〟らしい」

			「どっから出てきたんすか、その設定」

			　セーラは教会の研究の存在を知っている。

			　だから『ありえない話ではない』と思えるが、噂話にしては具体性がありすぎる。

			　まるで、教会の闇を追っていた誰かが、意図的に流したかのようだ。

			「わっかんねえんだよなぁ。でもそういう設定で、しかも実験の影響で、顔がぐるぐる……まるで腸を敷き詰めたみたいに歪んじまってるって話だ」

			「……それって」

			　セーラが思い浮かべるのは、もちろんあのオーガの姿だ。

			　偶然の一致とは思えない。

			　しかし教会は十年以上のときを経て、すでに人間にあの力を与える段階にまで研究を進めていたというのか。

			　青ざめた彼女の顔を見て、エドが心配そうに覗き込む。

			「どうしたんだよ、グロテスクなホラーは苦手だったか？」

			　彼はそう言いながらポンポン、と頭を撫でた。

			　子供扱いされたセーラは不服そうではあるが、手を振り払ったりはしなかった。

			「研究施設は西区の地下にあり、実験に使われた子供たちは、それぞれ不思議な力を使えるようになったらしい」

			「どんな力か、そこまでわかってるんすか？」

			　ジョニーは首を振った。

			　調べていた誰かは、そこにたどり着く前に消されてしまったのかもしれない。

			「まあ、手がかりになるかは知んねえけど、そいつらは『螺旋の子供たちスパイラル・チルドレン』って呼ばれてたらしいぜ？」

			「そのまんまっすね。えっと……エド、ジョニー、調べてくれてありがとうっす」

			「なんだよ、かしこまって頭なんて下げやがって。ただの噂話なんだ、あんま真に受けるなよ？」

			　白い歯を見せて笑うエド。

			　だが、セーラにとってはそうはいかない。

			　その螺旋の子供たちスパイラル・チルドレンがインクと関係があるかはさておき、この西区で、子供を使った実験が行われているのは事実なのだから。

			「わ、わかってるっす……でも、二人はこれ以上、この話題に首を突っ込まないほうがいいと思うっすよ」

			「まるでセーラは首を突っ込んでいるような口ぶりだ」

			　鋭いジョニーの指摘に、「うっ」……とたじろぐセーラ。

			「まさか、危ない橋でも渡ってんのか？」

			「いや、それは……」

			　彼女は嘘が下手だ。

			　相手が親しい、家族同然の二人だからなおさらに誤魔化しがきかない。

			「だったら、余計に放ってはおけないね」

			「ああ、兄貴分としてな」

			「でも……あんまり調べすぎると、教会にいられなくなるかもしれないっすし、命だって……」

			「だから、だったら余計に……ん？」

			　言葉を中断し、ジョニーは自らの後頭部に触れた。

			　違和感を覚えたのだ。

			　なにかが自分の首に触れて、中に沈み込んできたような。

			　その感覚は今でも残っており、内側で、なにかが蠢いている。

			「どうしたんだ、ジョニー。虫でもいたのか？」

			「いいやちょっとくすぐったかっただけだよ」

			「いいや平気だよ、気にしないでいい」

			　返事は、二つあった。

			　どちらもジョニーの声で、同時に、しかし違う言葉が。

			「ジョニー、それは……」

			「どうしたんだセーラ、そんな顔をして」

			「なにを怯えているんだセーラ」

			　またもや同時に、違う言葉が聞こえてくる。

			　すでにエドとセーラには見えていた。

			　ジョニーの後頭部から──もう一つ、まったく同じ顔をした頭が生えているのが。

			「あれ？　なんだ、なんかおかしいな」

			「なんで二人ともそんな怯えているんだ？」

			「体がうまく動かない、急にどうしたんだろう」

			「僕の体になにかおかしな部分でもあるのかな」

			　異様な光景に二人が言葉を失う中、ジョニーの背後に──ぼとりと、白い球体が落ちた。

			　表面に張り巡らされた血管が赤い筋を描き、虹彩がぎょろりと彼の姿を捉とらえる。

			　眼球だ。

			　眼球が、なんの前触れもなく、教会施設の屋根の上から落ちてきたのだ。

			　それは再びジョニーの体に近づくと、かかとから這い上がっていき、またも首に埋まっていく。

			　すると新たな頭部が生え、三つの口が同時に言葉を発した。

			「ど、どど、どうなってる？　るる？　おかし、おか、セーラ？　セーラはおかし？」

			「怯えないで怯えないでくれよ。くれ、だから僕は正常だし、なんか苦しいけど正常で」

			「螺旋の子供。にげ、にげ……これは、ちが……あ、あー、あー、あー」

			　こうなると、もはや正常な思考を保つことはできない。

			　ジョニーは支離滅裂な言葉を繰り返し、口からとめどなく涎を垂らし、体をガクガクと震わせ始めた。

			「なんだこりゃあ……に、逃げるぞ、セーラっ」

			「え？　でも、ジョニーがっ、ジョニーを助けないと死んじゃうっすっ！」

			「もう無理だ、あんな状態でどうにかできるわけないだろっ！」

			「そんな簡単に諦められるわけないじゃないっすかっ！　ジョニー、ジョニィィィィっ！」

			　必死で手を伸ばそうとするセーラの手を引き、エドは走る。

			　彼だって助けられるものなら助けたい。

			　しかし、あんなわけのわからない状態から、どう救えというのか。

			　増えた首を落としてセーラの魔法で癒やしたところで、もう元に戻るとは思えない。

			　死んだのだ、ジョニーは。

			　なぜ自分が死んだのか、その理由すらわからないまま、理不尽に。

			「に、にげっ……にげ……せー……ら、えど……っ……にげ……に、げげっ、にげ……」

			「がー……ががっ、ぎ……ぶ、ふ……ぶじ、で……いき……せめ、て……が、ぎゅ……っ」

			「あー……あー、ごめ……ぼ、く……もっと……いっしょ……いき……て……うあ……あー、あー！」

			　ジョニーの六つの瞳から涙が溢れる。

			　彼の脳に〝悲しみ〟を感じるだけの機能が残っているかはわからない。

			　ただ、体液が垂れ流されただけかもしれない。

			　だが、とにかく彼は泣いた。

			　自由の利かない体で、必死に二人の背中に手を伸ばしながら。

			　理性は死せども、幼い頃から染み付いた本能で、愛する人たちの未来を憂えて。

			　しかし、いつの間にか増えた無数の眼球は、無情にもジョニーの体に入り込む。

			　為す術もなく、彼は原形を留めぬ異形へと変わっていった。

			


			　◇◇◇

			


			　不条理が押し寄せる。

			　ジョニーを喰らうだけでは飽き足らず、眼球どもはなおも獲物を求めてぞろぞろと道を埋め尽くしながら行進する。

			「ジョニー……そんな、嘘っす……ジョニー……っ」

			　セーラはどうにか自分の足で走れるまでに落ち着きを取り戻したが、それでも悲しみは癒えない。

			　涙はとめどなく溢れ続ける。

			　おそらく一生、あの姿を忘れることはできないだろう。

			「ちくしょう、ちくしょう、ちくしょおぉぉおおッ！　なんなんだよマジで、どうなってやがんだよぉ！」

			　悔やんでいるのはエドだって一緒だ。

			　彼にとってジョニーは相棒であり、家族でもあった。

			　これから先も騎士として切磋琢磨して、互いを高めあっていくのだと思っていたのだ。

			　だというのに、そんな未来や夢は、一瞬にして崩れ去った。

			　あの──正体不明の眼球によって。

			「どうして……おらたちが、狙われるんすかっ！」

			「っ……わかるわけねえよ、教会の噂話してたのがそんなにマズかったってのか!?」

			　それが事実なら、王都はすでに死体だらけになっていなければおかしい。

			　なにがきっかけだったのか。

			　あるいはきっかけなど無く、偶然あのタイミングで襲われただけなのか。

			　意図も意志もなにもかもが不明のまま、逃走劇は続く。

			　鎧を着たままの全力疾走は、かなり体にこたえる。

			　少しでも体を軽くしようと、籠こ手てを脱ぎ捨てるエド。

			　それも気休め程度に過ぎない。

			　四方八方から場所を選ばず湧き出てくる眼球は、徐々に二人の逃げ道を塞ぎつつあった。

			「おらのせいなんすかね……」

			「はぁ!?　なに言ってんだよお前、んなわけねえだろうが！」

			「だって、おらが調べてほしいって頼んだからぁっ！」

			「馬鹿なこと言うなよセーラッ！　勝手に背負い込んで勝手に落ち込んでんじゃねえ！」

			　声を荒らげ怒鳴るエド。

			　セーラがエドに本気で叱られるのは、これが初めてかもしれない。

			「ジョニーもなぁ、そりゃ今日死ぬつもりなんざ無かっただろうが──犠牲になったのがお前じゃなくて自分で良かったって、本気で思ってるはずだ！」

			「う……うぅっ……でも、でもぉっ！」

			「必死に、あんな姿になっても『逃げろ』って言ってくれたんだ。胸ぇ張って、兄貴として妹を守り抜いたぞって、きっと……きっと自慢してるに違いねえんだよっ！　だから──」

			　エドは歯を食いしばる。

			　恐怖があって、燃えたぎる憎しみもあって、だからこそ葛藤がある。

			　冷たさと熱情が胸の内でぶつかりあって、そこに──セーラという、守るべき妹という要素が入ることで、結論は出た。

			　彼はその場で足を止める。

			「エドっ!?」

			「だから──俺も、セーラのことを守らねえと」

			　覚悟を決めたエドはもう動かない。

			　再び剣を抜き、迫り来る眼球と向かい合う。

			「やめるっす……お願いだから、おらを置いて行かないでほしいっす！　エドまでいなくなったら、おらはどうしたらいいんすかぁっ！」

			　その声は、悲痛だ。

			　エドの心は揺らぎ、胸が苦しくなって、また一緒に逃げたくなる。

			「俺だってなぁ……お前が成長して、いつか結婚したりしてさぁ、その式に家族として出て、茶化してやるの楽しみにしてたんだよ！」

			　だがそれでは、結果は変わらない。

			　ジョニーが守りたかったセーラは、エドとともに死ぬしかないのだ。

			　しかし、ここで彼が足を止めて──囮になれば。

			「はあぁっ！　せいっ、しゃあぁぁっ！」

			　彼の振るう剣は、いくつもの眼球を断ち切った。

			　とはいえ、数十の敵を潰したところで、雀の涙程度の効果しかないのだが。

			　際限なく増え続けるそいつは、ついにエドの足に到達し、体の中に入り込む。

			「ぐっ……つ、ふ……あぁ、こりゃ気持ち悪ぃな……」

			「エドぉ……っ！」

			　増える脚。

			　もはやあれでは、まともに走ることは──つまりセーラと二人で逃げることは叶うまい。

			「ドレス着て、化粧して、滅茶苦茶可愛くなったお前を見てさ、『全然似合ってねえな！』っていつもみたいに頭ぐしゃぐしゃにして、怒られて──」

			　エドは不自由な足でふらふらと動き回る。

			　ほんの数秒間、あと少しでもセーラと言葉を交わすための、時間稼ぎ。

			「だけど……あー……まあ、それはあの世でだってできるだろ。その場所には居合わせらんねぇけど、セーラさえ生きていれば、あの世から見ることぐらいはできる」

			「そんなの勝手っす！」

			「でもよぉ、誰かが止めねえと二人ともやられちまうんだよ！」

			「お願いっす、付いてきてほしいっす。一緒に死ぬことになってもいいっすから！」

			「やなこった。俺が勝手なのは今に始まった話じゃないだろ。行けよ、セーラ。そんで、お前を守り抜いたクソかっこいい二人の兄貴がいたって、記憶の片隅にでもいいから、ずっと覚えててくれ」

			「う、ううぅ……っ」

			　血がにじむほど強く唇を噛み、セーラはぼろぼろと涙を流す。

			　到底、許容できるものではない。

			「頼むよ。な？」

			　けれど、エドにそんな優しい声で言われてしまったのでは──

			「うぐうぅぅぅぅ……っ！」

			　どんなに悲しくても、その想いを無駄にすることはできない。

			　これが最後だ。

			　そう悟ったセーラは、今まで伝えられなかった本心を、大声で、絶対に聞き逃さないように叫んだ。

			「おらは……おらはぁっ……エドとジョニーのことが、大好きっすから！　何年たっても、何十年たっても、ずっと……ずっと、永遠に、大好きな家族っすから！」

			「……へへっ」

			　エドは照れくさそうに笑う。

			　セーラは彼のその笑顔を見ると、ようやく背中を向けて遠くへ走り去っていった。

			（おい、聞いたかジョニー。〝大好き〟だってよ。生きてみるもんだなぁ、あの素直じゃねえセーラからんな言葉を聞けるなんてよぉ）

			　想いは共有してきた。

			　血の繋がらない家族は、間違いなく互いに絆を結び、誰もがそれを自覚していたのだ。

			　それでも、言葉にして聞くと、また格別の嬉しさがある。

			（なんでんなことになったのか、わけわかんねぇけど、まあ……いいよな。あいつを守れたなら心残りは無い……いや、あるわ。クソあるわ。ありまくりだわ。つうか俺、彼女持ちのジョニーと違ってまだ童貞だぞ、笑えねー）

			　エドもジョニーも、逝くにはあまりに早すぎる年齢。

			　後悔など腐るほどある。

			　将来の夢どころか、楽しみにしていた明日の予定だってあった。

			（でもま、あいつを守って死ねるなら、それでもいいってことにしとこうぜ。じゃなきゃ──こんな理不尽な終わり方、虚しすぎんだろ）

			　それでも──もう割り切るしかない。

			　最低の状況で、最善の、やれるだけのことはやったのだ。

			　ならばあとは、その死が少しでもみじめにならぬよう、無駄だと理解した上で、かっこつけて、最後まで抗うのだ。

			「俺らも愛してるぜ、マイシスタアァァァァァッ！」

			　ひたすらに剣を振り回すエド。

			　その体はもはや人とは呼べぬ姿に変わり果てていたが、彼は終わりの瞬間まで、魂を燃やし続けた。

			


			　◇◇◇

			


			　セーラは必死で逃げた。

			　こみあげる感情を抑えるように歯を食いしばり、手の甲で目をこすり、何度も鼻をすすりながら。

			　一度も通ったことのない道を、どこを目指すでもなくひたすらに走り続けた。

			　家族が、死んだ。

			　大好きな人が、死んでしまった。

			　いや──死ぬよりもっとひどい姿になってしまった。

			「おらが……どうして、おらだけが……残って……うぐっ……エド……ジョニぃ……っ」

			　どんなに〝違う〟と言われても、やはり消えない、『自分のせいだ』という自責の念。

			　確証はない、きっと違うと思いたい。

			　けれど、あまりにタイミングが良すぎる。

			　それにセーラは、あの眼球を見たとき、エニチーデの地下で遭遇したオーガと似たようなものを感じた。

			　もしもあれが、教会の研究の成果なのだとしたら──螺旋の子供たちスパイラル・チルドレンなる存在、その所業なのだろうか。

			　何者かの意思によって、教会の闇を暴かせぬために、不穏分子を消し去ろうとしているのだろうか。

			　エドとジョニーの命を無駄にしないために、セーラは逃げ切って、生き抜いて、それをフラムに伝えなければならなかった。

			「はっ……く……ふぅ……どっちに、どっちに行けば……っ」

			　道がまったくわからない。

			　しかし建物の向こうに、王都を囲む壁が見える。

			　あそこまで行けば、今いる路地よりも広い通り──貧民街があるはずだ。

			　教会が全てを隠蔽するためにあの化物を差し向けたのだとしたら、人の多い場所にさえ出れば逃げ切れるはず。

			　普段は絶対に近づくなと言われているほど治安の悪い地域だが、緊急事態ゆえに仕方なし。

			　広い場所に出たら、そこから壁伝いに王都西門まで移動。

			　西門から東門まで一直線に繋がった大通りにさえ出れば、フラムの家までの道はわかる。

			　だからセーラはひたすら、壁に向かって走り続けた。

			　ぼと、ぼとぼと。

			　その間も、セーラを追う眼球は増え続ける。

			　エドが囮になったおかげで、一時的に数は減っていたのだが、戻ったということは──

			「エド、ありがとうっす……」

			　もう、彼はどこにもいない。

			　だというのに、悲しみに暮れる暇すらない。

			　振り向けば、地面から、壁から、屋根の上から──無数の瞳が、セーラを見つめていた。

			　何度見ても恐怖に体がすくんでしまいそうな光景。

			「二人も奪っておいて……まだ、それでも足りないっていうんすか？」

			　そいつらに恨み言など通じない。

			　いや──噂話をトリガーとして襲いかかってきたのだとしたら、どこかで聞いているはずだ。

			　だからきっと、セーラの悲痛な言葉にも反応せず、じりじりと距離を詰めてくるのは……『そうだ、まだ足りない』と考えているからに違いない。

			　悪趣味で悪辣で極悪非道で最悪で、誰か知らないが、そいつはとにかく悪意の塊なのである。

			　背中に気配を感じつつ、セーラは一心不乱に走り抜けた。

			　疲れが溜まってくると、あまり整備の行き届いていない石畳にバランスを崩し、足がもつれそうになることもあった。

			　減速イコール死の状況。

			　そのときは手をついてどうにか足を止めずに済んだが、これがいつまで続くというのか。

			「うぅ、うああぁぁあああっ！」

			　行き場のない怒りや恐怖を叫びに変えて吐き出すべく、セーラは吠えた。

			　眼球はなおも増殖する。

			　周囲の屋根から、家の中から、あるいは排水路から。

			　うじ虫のようにどこからともなく湧いて出て、重なり合いながら道を埋め尽くす。

			　セーラはもう後ろを振り向かない。

			　どうせ見たってあるのは絶望的な光景だけだ。

			　悲鳴をあげる太ももに鞭打って、弱音を吐く肺の声に耳をふさぎ、壊れそうな心を針で縫い付け、がむしゃらに両腕を振って前に進む。

			　貧民街に近づくにつれ、周囲を取り巻く空気の匂いが変わっていく。

			　生ゴミめいたその不快な臭いに、しかし今のセーラは安心感すら覚えた。

			　やっと人のいる場所にたどり着いた──と。

			　そして広い通りに出た彼女は、スピードを落とさず弧の軌道を描き右折する。

			　小奇麗な白いローブを纏った彼女の格好はここではかなり目立ったが、人々の視線など今はまったく気にならない。

			「これで……はぁ……もう、追いかけられないはず……っす……」

			　速度を緩め、振り返るセーラ。

			「はぁ……ぁ……は……あ……え？」

			　彼女は肩を上下させながら、首をかしげた。

			　目を見開き、口を半開きにして、その──地獄と呼ぶ他ない、凄惨な光景を目撃した。

			「そん、な……こんなの、無いっす……」

			　必死に走っていたせいか、セーラには周囲の声が聞こえていなかった。

			　路地を出て、人がいる場所なら追っては来ないだろう──そんな考えは甘かったのだ。

			　あの眼球は、今もなお、止まることなく、罪なき人々を巻き込みながらセーラを追い続けている。

			「なんだこの気持ち悪い……？　お、おい、来るなよ……来るなっ、うわあああぁぁっ！」

			　たまたま近くにいただけの通行人の腕が、二本、三本と増えていく。

			　動揺して立ち止まると、さらに大量の眼球が体に殺到し、彼はあっという間に人としての形を失っていった。

			「ひいいぃぃっ！　神よ、私を守ってください……お願い、お願い、神さ……ま……おごっ、う、ぷ……げっ」

			　道に座り込み、オリジン教のシンボルを必死で握りしめていた女性は、胴体に入り込まれた。

			　すると体が風船のように膨張する。

			　最初は恐怖に引きつった声をあげていたが、じきにその自由すら失われ、口の端から泡のような涎が流れる。

			　さらに体内に多数の眼球が侵入すると、入りきらなくなったピンク色の中身が口からあふれだした。

			「いやっ、いやあぁぁぁあああっ！　来ないでっ、この子だけは、この子だけはお願いっ！」

			「おかーさんっ！　おかー、さ……」

			「あっち行けっ、あっちいけえぇぇぇっ！」

			「おかさん、たす」「たすけ……おかさっ、たす、た、たすっ」「た、たたっ、おが、ごっ、だず……っ」

			「ひいぃっ!?」

			　母の腕に抱かれた子供は、必死の抵抗も虚しく首に入り込まれ、頭部が三つに増える。

			　恐怖に顔を歪ませた母は思わずその子供を離してしまったが、眼球が殺到するのを見てすぐに覆いかぶさり、そして我が子と絡み合い一つとなって異形へと変化した。

			　あまりに容赦がない。

			　隠そうという気も感じられない。

			　これが教会の隠蔽工作だとしたら──乱暴すぎやしないだろうか。

			「ご、ごめんなさいっす……ごめんなさいっす……ごめんなさいっす！」

			　セーラに罪は無いのだが、自責の念に耐えきれず、彼女はひたすらに謝りながら走った。

			「ひ、うぅ……ごめんなさい、ごめんなさい、ごめんなさい、ごめんなさいっ」

			　犠牲者は増えたが、しかし敵の目的はあくまで情報を握る人物。

			　追うのに邪魔な障害物を排除しただけで、今でも眼球の視線は間違いなく、彼女のほうを向いていた。

			　セーラは再び右に曲がり、細い道に入る。

			　背後でさらなる犠牲者の叫び声が聞こえたが、自分にはどうにもできない。

			　あるいは、逃げるのをやめれば止めることはできるかもしれないが──十歳の少女に、他人のために死を受け入れることを強いるのは、あまりに酷だ。

			　今はただ、爪が手のひらに食い込むほど強く拳を握りしめて、涙の滲む視界で前に進むしかなかった。

			　駆ける、駆ける、駆ける──

			　なるべく使われていない道を、さらに誰もいない場所を求めてさまよう。

			　もうどれぐらい走ったのかわからない。

			　とっくに体力は限界を超えていたし、全身は悲鳴をあげていたが、〝とにかく前に進まなければ〟という使命感だけで感覚のない足を動かしていた。

			「はひゅっ、はひゅっ」と渇いた喉から息が吐き出されるたび、胸の内側が痛む。

			　しかし、限界を超えた先にある真の限界は、もうすぐそこにまで迫っていた。

			　けれど、あいつらに限界なんてない。

			　振り切ったかと思えば、どこからともなく現れ、いつの間にかセーラを囲んでいる。

			　どこまで行けば逃げ切れるのか。

			　いや──そもそも、この逃避行に終着点などあるのだろうか。

			　教会の地下施設、あの情報を掴んだ瞬間に、こいつらに目をつけられた時点で、もう運命は決まっていたのではないか。

			「はっ……かはっ……あ、あぁ……」

			　セーラの喉から、力ない声が漏れる。

			　ああ、確かに終着点はあった。

			　大通りに出るわけにはいかないと、誰もいない場所を見つけて狭い道を、曲がりくねりながらさまよった。

			　その果てにあったのは、袋小路。

			　立ちはだかる壁に手を当て、ざらりとした感触を肌で感じ、膝から崩れ落ちる。

			　それ以上、先はない。

			　もう走る必要も無いのかと思うと、むしろ気が楽になったぐらいだった。

			「エド、ジョニー……せっかく守ってもらったのに、ごめんなさいっす。おらもすぐ、そっちに行くっすから」

			　壁を背に、地面に座り込む。

			　ローブが砂で汚れたが、どうせすぐ使い物にならなくなるのだから、気にする必要もない。

			　手足を投げ出し、ぼんやりとした目で道を眺めていると──眼球たちは、獲物を前に舌なめずりでもするように、じわじわと距離を詰めた。

			　今でも十分すぎる数がいるくせに、さらに増え続ける。

			　普通に転がってきたかと思えば、上から落ちてきたり、溝から這い出てきたり、芸達者な奴らだ。

			「ああ……せっかく生き残ったんすから、ちゃんと、逃げきりたかったっすね……」

			　脳裏に走馬灯のように浮かぶのは、家族同然に暮らしてきた中央区教会の人々や、エド、ジョニー、フラムたち、そして途中で巻き込まれ犠牲になった人々の姿。

			　全ての人々に心の中で謝罪すると、天を仰ぎ、目を閉じる。

			　そんな彼女の頬を、澱んだ路地裏には不似合いな、澄んだ風が撫でた。

			


			

			


		

	
		
			

			


			「はーあ……暇ねぇ」

			　西区ギルドの受付嬢、イーラは退屈そうに肘をつき、指先でペンを転がしていた。

			　あれほどにぎわっていた紹介所にデインの姿は無く、今は手下だった男たちがちらほらと酒を寂しくあおっているだけだ。

			　ここまで静かなのは、彼女が受付の職についてから初めてかもしれない。

			　だからと言って、デインに戻ってきてほしいと思っているわけではないのだが。

			　イーラは別に彼に忠誠を誓っていたわけではなく、旨味があったから協力していただけだ。

			　むしろ、文書改ざんなどの無茶振りが無くなった分、楽になったぐらいである。

			「あ、あの……お茶、です」

			　そんなイーラの背後から、マグカップに注がれたお茶が差し出される。

			「ありがと、スロウ君」

			「いえ……仕事ですから」

			　気弱そうな金髪の彼は、スロウ・ウラッドネス、十八歳。

			　つい最近、ギルドに雇われたばかりの事務員である。

			　ほぼ裏方の仕事しかしていないので、デインとの繋がりも薄く、フラムとは顔すら合わせたことがなかった。

			「あの、イーラさん、ちょっと聞いてもいいですか？」

			「なに？」

			「僕……クビになったり、しませんよね」

			　ビクビクしながら尋ねるスロウに、イーラは苦笑する。

			「デインがあんなことになって、ギルドが潰れるかもって心配してるの？　大丈夫よ、ここは国から出るお金で運営されてるから。にぎわおうが静かだろうが、極端な話、私たちにはまったく関係ないの」

			「あ……それならよかったです」

			　安堵した様子の彼は、ギルドの奥へとまた消えていった。

			　暇だったイーラは、正直に言うともうちょっと駄だ弁べっていたかったのだが、人付き合いが苦手そうな彼にそれを期待するだけ無駄というものである。

			　受け取ったお茶をすすると、彼女は再び肘をつき、ぼんやりと壁を眺める。

			「濃いし、苦いわ」

			　まだまだスロウには教育が必要なようだ。

			　そのままイーラがお茶をすすっていると──フラムがやってきた。

			「見事に閑かん散さんとしてるね」

			　彼女は紹介所を見ると、嬉しそうに言う。

			「あんたのせいでね」

			「自業自得でしょ、仕掛けてきたのはデインのほうなんだから」

			　そしてカウンターに近づくと、椅子を持ってきてイーラの前に腰掛けた。

			「なーにくつろごうとしてんのよ」

			「話が長引いたら嫌だなと思って」

			「あんたとの間に長引かせるほどの話なんてないわよ」

			「じゃあ聞くけど、デインの居場所、知らない？」

			「知らない……って言いたいところだけど、知ってるのよねえ、これが」

			　それはフラムにとって意外な答えだった。

			　仮に知っていたとしても、そう簡単には話さないと思っていたからだ。

			「いいの？　あっさり言っちゃって」

			「構いやしないわ。今までは悪人なりに見どころもあると思ってたけど、教会に魂まで売るなんて、心底見損なったもの」

			「教会に？　乗っ取ろうとしてるんじゃなくて、屈したってこと？　まさかここに人がいないのって、そろいもそろって礼拝に行ってるから……とかじゃないよね？」

			「よくわかったわね、そのとおりよ」

			　ジョークのつもりだったのだが、まさか当たっているとは。

			「ちょうど今朝、特に仲の良かった男たちと一緒に『僕たちは敬けい虔けんな教徒になったんだ』って挨拶しにきたわ」

			「なにか企んでるんじゃないの？」

			「さあ？　でもそのおかげで、軍に捕まらずに済んでるんじゃないかしら。教会関係者にはそう簡単に手出しできないもの」

			「そこまでべったりってことは、取り入ったと考えるほうが自然ってことか……」

			　フラムは人の減った紹介所に目を向けて、眉間にしわを寄せた。

			　つまりそこで酒を飲んでいる彼らは、デインに見放されたのだ。

			　彼には悪人なりの美学のようなものがあったように思える。

			　仲間は重要な資源だと考え、できる限り無駄遣いしないよう気をつけていたはずだ。

			　それだけに、軍を掌握し、フラムを追い詰めたときの作戦の雑さが嘆かれるが──それにしたって、見捨てるのは彼らしくない。

			「教会も僕たちの物にしてやる！　とか息巻いてたときはかっこよかったんだけどねえ。まあ、あんだけ離反者が出たんじゃグループの維持は諦めるしかなかったんでしょうね」

			　見捨てたのはデインだけではない、手下もまた彼を裏切り離れていったのである。

			「イーラは教会に行かないの？」

			「はっ、なんで私が礼拝なんかに行かなきゃなんないのよ。神なんて信じるわけないじゃない、私が信じてるのは金と権力だ、け」

			　らしいと言えばらしいが、自慢げに言うことではない。

			「大体、想像してみなさいよ。むっさい男たちが、教会を埋め尽くして殊勝にお祈りしてるところを。気持ち悪いったりゃありゃしないでしょう？」

			「それは確かに、不気味で近寄りたくないかな」

			　珍しく二人の意見が一致する。

			　それほどに、不可解で異様な状況であった。

			　教会に尻尾を振るにしても、全員で礼拝に行く必要などあるのだろうか。

			　セーラが巻き込まれなければいいのだが──とフラムは心配する。

			「にしても困ったなぁ……デインが教会関係者になったってことは、うかつに近づけないよね」

			「あっちも戒律とやらのせいで、暴力は振るえなくなったと思うわよ」

			「なーんか気持ち悪いけど、直近の安全は確保できたってことでいいのかな」

			　すぐに破られそうな安全ではあるが。

			　結局のところ、デインの考えが読めない以上、同レベルの警戒を続けなければならないということだ。

			「ところで、この前も聞いたけど子供の行方不明は相変わらず出てない？」

			「しらなーい」

			「書類も見ずに言われても。受付嬢なんだから最低限の仕事ぐらいしたら？」

			「今日は気分が乗らないからパス」

			「いやいや、ギルドとしてそんなの許されるわけないから」

			「許すもなにも、監督するギルドマスターがいないんだから私の勝手よ」

			「……マスター、いないの？」

			「名前だけのマスターならいるわ。でも実際に姿を見たことは一度も無いの。西区のギルドマスターなんて面倒な役目、誰もやりたくないでしょうし。適当に高ランク冒険者に役職だけ押し付けて、あとは放置ってわけ」

			　どうりで、イーラやデインたちが好き勝手やれているわけだ。

			　おそらくギルドマスターを指名したのは中央区のギルド本部だと思われるが、その仕事ぶりも適当なものである。

			　それだけ、西区のギルドの扱いは低いということなのだろうが。

			「だからって、仕事をしてもらえないのは冒険者として困るんだけど」

			「最近はあんたもそれなりに稼いでたし、一日サボったぐらいでくどくど言ってんじゃないわよ。どうしてもお金が欲しいんなら、奴隷らしく体でも売ってきたらどうかしら」

			「そのネタ何回目？　もう飽きたんだけど」

			「あらそう？　でも私は永遠に言い続けるつもりよ、あんたには冒険者なんかより、娼婦のほうがお似合いだ、ってね」

			「娼婦みたいに胸元開いた服を着てる女に言われたくないかな」

			「はあ？　あんた、この格好が娼婦みたいだって言ってんの？」

			「そう言ってんの！」

			　二人の言い合いはヒートアップしていく。

			　茶々を入れる冒険者が誰もいないので、止まることもない。

			「実際そうじゃん。デインたちに毎晩毎晩股を開いて、あんあん喘いで──」

			「黙って聞いてれば、好き放題言ってくれるじゃないの！」

			　イーラは立ち上がると、手のひらをカウンターに叩きつけフラムをにらみつけた。

			　ただの受付嬢であるイーラだが、デインのようなチンピラのそばにいたのだ、修羅場だって乗り越えてきた。

			　その目に宿る迫力はなかなかのものである。

			　しかし、より凄惨な地獄をくぐり抜けたフラムは、余裕の笑みを浮かべる。

			「ニヤニヤしてくれて……私の体がそんなに安いとは思わないことね！」

			「そうなの？　売れ残って半額になってると思ってたけど」

			「はあぁ？　私の体は高級よ！　自分磨きだって忘れたことはないわ！」

			「ふふっ……」

			「失笑してんじゃないわよっ！　どうも勘違いされてるみたいだから言っとくけどねぇ、私、本当に惚れた男にしか抱かせないんだから！」

			「で、その相手がデインなんだ。ははっ、男を見る目がないって言うか、趣味が悪いって言うか」

			「デインじゃないわ！」

			「……あれ、そうなの？」

			「そうよ！　あの男にはいろいろギルドの権限を使って融通をきかせてるだけで、別に体まで捧げたつもりはないわよ！」

			　意外な事実を聞かされ、フラムは急に冷静さを取り戻した。

			　デインたちに毎晩体を自由にされていると勝手に思い込んでいたのだが、冷静に考えてみれば、彼女に言い寄るデイン一派の男を見たことはない。

			「……な、なによ、その目は」

			「いやあ、実は寂しい思いをしてるのかなと思って」

			「余計なお世話だっての！」

			　図星だったのか、イーラは微かに頬を染めながら吠えた。

			「ったく、あいつらがいないとホントに調子が狂うわ。ほら、これが王都のギルドに出てる依頼一覧よ」

			「あれ、見せてくれるんだ」

			「叱るマスターはいなくても、解決が遅くてクレーム入れてくる冒険者がいるんだもの。これ以上相手にするのは面倒だわ」

			「じゃあ最初から出せばいいのに」

			「うるさいわね、黙って見なさいよ」

			　ひょっとすると、暇だったから、時間を潰すついでにフラムと喧嘩をしたかっただけなのだろうか。

			　フラムはため息をつくと、なにかと面倒くさい受付嬢に辟へき易えきしながら、インクに関連ありそうな依頼を探す。

			　集中してリストに目を通していると、ギルドの入り口が開き、息を切らした男性がカウンターに駆け寄ってきた。

			「お、おいイーラ、デインたちは？　あいつらはどこに行ったんだ!?」

			　男性は青ざめた顔で言った。

			「教会に行ったきり戻ってきてないわよ、どうかしたの？」

			「あれだ、あれがまた出たんだよ！」

			「あれってなんのことよ」

			「フィルみたいなやつだよ！　今日の朝、ぶくぶく膨らんだ化物みたいな姿になって見つかったフィル！」

			「なによその話、私は聞いてないわよ？」

			「とにかく、あれと似たような死体が、貧民街でいくつも見つかったって！」

			　フラムは〝化物〟という言葉に教会を連想し、ぴくりと反応した。

			　だが、おそらくこの男はデインの手下。

			　借りは作りたくないが、手がかりを得るため背に腹は代えられない。

			　フラムは彼に声を掛ける。

			「その話、詳しく聞かせてもらってもいい？」

			　当然、男はフラムをにらんだ。

			「いいんじゃない、別に。あんただってデインにハブられてて落ち込んでたじゃない。もうそこまで義理を通す必要はないはずよ」

			　しかし、意外なことにイーラがフォローを入れる。

			　二人の視線が一瞬だけ合うと、彼女は「ふん」と鼻を鳴らして目をそらした。

			　どうやら、フラムの味方をしたわけではなく、デインに対する反抗心が彼女を動かしているだけらしい。

			「そりゃそうかもしれないが……」

			　男は二人の顔を交互に見ながら考え込む。

			　そしてフラムにも聞こえるほどの舌打ちをして、仕方なく話を始めた。

			「……フィルは、デインさんから教会関係者への脅迫を任されてたんだ」

			「やっぱり最初はそういうやり方だったんだ」

			「当然だろ！　デインさんは教会相手にも勇敢に立ち向かえる強い人なんだ！」

			　美化しすぎでしょ──と呆れるフラム。

			　よくもまあ、その勇敢さのせいで死にかけた人間の前でそんなことを言えたものだ。

			「失敗して、今は信者になっちゃったけどね。ダサいったらありゃしない」

			　イーラは吐き捨てるように言った。

			「イーラの気持ちもわかるがよぉ、まさかあんなことになるとは思いもしねえだろ」

			「さっき言ってた化物みたいな姿ってやつ？」

			「そうだ。俺は直接見たわけじゃないが、手足や頭がいくつも増えて、体が膨張して──その中には、大量の目ん玉が詰まってたって話だ」

			「大量の目玉に、増える手足……」

			　顔が渦巻いていた、研究所の化物とはまた別の異形だ。

			　だが、教会の関係者を脅した人間がその姿になったということは、同じ研究の延長線上にあると考えても不自然ではない。

			「聞かされたときは頭がイカれてんじゃねえかって思ったんだが、デインさんはおかしくなっちまうし、貧民街で似たような死体が見つかるしで、もう……信じるしかねえよ」

			「やっぱりあいつらの研究所が、王都のどこかにある……」

			「不気味な独り言はやめなさいよ、フラム。それともあんた、なにか知ってんの？」

			「まあ、ね。聞きたいなら話してもいいけど」

			「お断りさせてもらうわ。私は巻き込まれたくないから」

			　賢明な判断だ。

			　フラムだって、できれば関わりたくはなかった。

			「でもそのフィルって人の話、本当に今朝見つかったんなら、とっくに騒ぎになってるはずじゃない？」

			「教会にもみ消されたんでしょうね」

			「だったら、なんで今回は大騒ぎになっちゃったんだろ。貧民街で見つかったってことは、目撃者も大勢いるわけだよね」

			　フラムの言葉に、男はため息をつき首を横に振った。

			「そこまでは俺にもわかんねぇ。被害者の数が多かった上に、人通りも多い場所だったから隠しきれなかったんだろうよ」

			「ならどうしてそんな場所でやらかしたのか、って話になるよね。ねえ、そこまで連れていってもらってもいい？」

			　研究を隠したい教会にしては、やり口が雑だ。

			　やはり、実物を見なければなにもわからない。

			　男は乗り気ではなかったが、本人も気になる点があったのだろう、承諾し、イーラも含めた三人で現場へ向かうこととなった。

			「ギルドが無人になるけどいいの？」

			「別にここは私一人でやってるわけじゃないのよ。スロウくーん！」

			　イーラが呼ぶと、奥の部屋からフラムが知らない少年が現れた。

			「彼、スロウ君。うちの事務員よ」

			「は、はじめまして、スロウ・ウラッドネスと言います！」

			　深々と頭を下げるスロウ。

			「はあ、どうも。西区にはあまりいないタイプって感じがする」

			「そうかもしれないわね。スロウ君、これから私、出かけるから。受付お願いしてもいい？」

			「へ？　いや、そんなやったことありませんし……」

			「どうにかなるわよ。じゃ、よろしくねー」

			　ひらひらと手を振って彼を置き去りにするイーラ。

			　戸惑うスロウは、先輩相手にあまり強く言えるタイプではないようだ。

			　明らかな無茶振りだが──どうせデインたちは不在なので、問題ないだろうという判断なのだろうか。

			　動揺する彼を置いて、フラム、イーラ、そして男はギルドを出た。

			


			　◇◇◇

			


			　現場は貧民街のど真ん中だった。

			　そこはすでに野次馬で溢れており、事件現場を見ることのできる位置に移動するのも一苦労だ。

			　三人が人の群れをかき分け進むと、近づく度に生臭いにおいが鼻を突く。

			「うぇ、くっさぁ……これスラムの臭いだけじゃないわよね」

			　イーラは手で口元と鼻を覆い、人目をはばからず顔をしかめた。

			　人混みの最前線に到達すると、臭いはさらに強烈になり──加えて、視界に想像を絶する光景が飛び込んできた。

			「げっ……なによあれ」

			　イーラの頬が引きつる。

			「あんなのが、本当に人間だったの……？」

			「って話だが、実際に見ても信じらんねえな」

			　フラムと男も、同様にそれを見ながら引いていた。

			　肉塊から腕や足や首が生えた悪趣味なオブジェが数個、道に散らばっているのだ。

			　しかも、それらはまるで生きているように蠢いている。

			　通報を受けやってきた衛兵も、さすがに困った様子だ。

			　三人がしばし唖あ然ぜんとその光景を眺めていると、あとからやってきた兵士が、どこからか持ってきた大きな布を肉塊にかけそれを隠す。

			「う……ぷっ……」

			　気分を悪くしたイーラが、口元を手で押さえた。

			「ここで吐かないでね」

			「……あんた、なんで平気な顔してんのよ」

			「これでも冒険者だから」

			　フラムがそう言った直後、隣に立っていた男も口を手で押さえた。

			　一応、彼も冒険者である。

			「それ、理由になってないわよ……」

			　確かに、フラムは普通の冒険者ではない。

			　一度オーガを見ているからこそ、どうにか耐えられているのだ。

			　だがイーラの限界が近いようなので、三人はまた人混みをかき分けて、現場から距離をとった。

			　三人の表情は、その原因は異なるものの一様に暗い。

			　明かりもなく、空の光も差し込まない薄暗い道だからか、余計にそう見える。

			「俺、わかんねえわ。フィルがあんな化物みたいな姿にされちまったっていうのに、デインさんは教会側についた。このまま今のあの人に従って本当に大丈夫なのか？」

			　デインは、西区における自分の権力を強めるために、ひたすら勢力を拡大させてきた。

			　冒険者、ギルド、商人、そして軍にも手を伸ばす、完全掌しょう握あくの一歩手前まで到達したのである。

			　だがその恩恵を彼は独占せず、上手い塩あん梅ばいで分配する知性的な支配者だった。

			　ゆえに、誰もがその悪行を見逃してきたのだ。

			　だが一方でそれは、一度の敗北でたやすく崩れ去る砂上の楼閣でもある。

			　少しでも選択を誤れば、一気に求心力は落ちていくのだ。

			「自分たちもフィルや今の化物と同じ姿にされるかもしれない。そりゃ確かに怖いだろうさ。あんな物を見せつけられて、従っちまう気持ちもよくわかる。誰かさんのせいで準備もできない状態で教会に喧嘩を売ったのは、分の悪い賭けだったんだろう」

			　男は言いながら、ぎろりとフラムをにらむ。

			「でも、そんな無理筋を通してきたからこそ、今の俺らがあるんだろ!?　ここで懐かい柔じゅうされちまったら、夢もなにもかも全部終わりじゃねえか！」

			「終わったってことじゃないの」

			　熱く語る彼に対し、フラムは冷たく言い捨てた。

			「デインは自分の命が惜しくなって保身に走った。ついていった他の奴らも一緒。どんなに夢とか未来を語ってても、結局は自分の命が一番大事だってこと」

			　誰だって普通はそうだ。

			　けれど、普通じゃないからこそ、彼らはデインについていったのだろう。

			　外野から卑怯と呼ばれようとも、思わず憧れてしまうような大胆さこそが、最大の魅力だった。

			　デインのやり口はフラムには認めがたいものだが、〝うまくやってきた〟、それだけは認めざるをえない。

			「迷ってるなら、しばらくは西区を出歩かないほうがいいと思う。例の目玉ってやつが、どこから出てくるかわかんないんだから」

			「そう、だな……ほとぼりが冷めるまで待ったほうがいいのかもしれねぇ」

			「私もしばらくはデインと距離を置こうかしら。うっかり藪やぶ蛇へびつついて、あんな醜い化物にはなりたくないもの」

			　あっさりとデインとの離別を決める二人。

			　それほど、起きた出来事と、見てしまった異形のインパクトが大きかったのだろう。

			　いけすかない連中だが、デインと距離を置こうとする人間に危害を加えるほどフラムは残酷ではない。

			　彼女はギルドへ戻る彼らと別れ、自分の家へと帰った。

			


			　◇◇◇

			


			　フラムが玄関を開け、「ただいまー」と大きめの声で言うと、三人分の『おかえり』が返ってきた。

			　ミルキットとインクは居間に、エターナは二階の自室にいるらしい。

			　いつもだったらミルキットが小走りで迎えてくれるはずなのだが──少し寂しい思いをしながら居間を覗き込むと、その光景を見てフラムは納得した。

			　彼女の膝の上にはインクが座っていて、立てなかったのだ。

			「おかえりなさいませ、ご主人様。申し訳ありません、お迎えできなくて」

			「いいよいいよ。ところでそれ、なにやってんの？」

			　フラムはテーブルの上に散らばった、木製のパーツを指差した。

			　二人の目の前には同じく木製の枠があり、その中にいくつかのパーツがはめ込まれている。

			「パズルー！」

			　インクが無邪気に答える。

			　なるほど、確かにパズルなら、手で形を確かめることで、盲目である彼女でも遊べる。

			　しかし、見覚えのない品である。

			「この家にあったものをエターナさんが出してきてくれたんです。これならインクさんも楽しめるからって」

			「へえ、エターナさんよく見つけてきたね」

			　フラムは向かいの席に座りながら言った。

			　二階の物置に、以前の住人が使っていた道具が置いてあるのは知っていた。

			　しかし、ほこりだらけな上に古いものばかりだったので、まだ手を付けていないのだ。

			　どうやら先客だったエターナは、すでに物色を始めていたらしい。

			「そっちは？」

			　フラムはさらに、パズルの傍らに置かれた金属製のおもちゃを指差す。

			「知恵の輪だそうです。少し前まで遊んでいたのですが、さすがに長時間やっていると飽きてしまって」

			「ミルキットすごいんだよ。あたし全然できなかったのに、渡すと簡単に取れちゃうの！」

			「へえ、そんなに手先が器用なんだ」

			「い、いえ、以前に触ったことがあって、こういうのは方法を知っていれば解けるものですから」

			　謙遜しているが、彼女の手先が器用なのは事実だ。

			　包丁の扱いだって見事なものだし、普段の料理の盛り付けも店のものかと見紛うほどである。

			　それにフラムが教えている読み書きだって、呑み込みが非常に早い。

			　見た目も完璧で、中身も完璧、そして才能に溢れている──こんな子が今まで虐しいたげられていたなんて、とフラムは内心憤いきどおる。

			　まあ怒ったところで、怒りをぶつける相手がいないので無駄に心を消耗するだけなのだが。

			　自己完結し、心を落ち着けた彼女は、部屋の中を見回した。

			「そういや、セーラはまだ来てないんだね」

			「夕飯前には来られるかもしれないですね」

			　特に約束はしていないが、今日も来る──なぜか当然のように、誰もがそう思っていた。

			「でもさ、ミルキットも作る量が増えて大変じゃない？」

			「食費を稼いでくださるご主人様に怒られてしまうかもしれませんが、実は……嬉しかったりします」

			「そうなの？　またなんで」

			「私は食べてくださる方が喜ぶ顔を見るのが好きなので。多ければ多いほど楽しく感じるんです」

			　いいお嫁さんの見本みたいな答えだ。

			　包帯の下では、さぞ可愛らしい笑みを浮かべていることだろう。

			　その手を握ってここまで連れてきてよかった、とフラムは心の底から思う。

			「ねえねえ、ミルキット。あたしが食べるのも、嬉しい？」

			「はい、もちろん嬉しいですよ」

			　ミルキットは快く答えた。

			　するとインクは、まるで救われたように笑う。

			　その表情からは、どうにかしてこの家に残りたい──そんな想いがにじみ出ている。

			「……あのさ、インク」

			　だからこそ言わなければならないことがあった。

			　このまま、隠し事をしたままでは、一緒にいられないのだ。

			「マザーって人も、パパって人も、一緒に暮らしてる子たちも、インクがいなくなって心配してるんじゃない？」

			「……そう、かな。あたしはパパともお話しできないし、みんなからは使いものにならないっていつも馬鹿にされてたから。マザーは優しかったけど、でもやっぱりあたしの事、役立たずだと思ってたみたいで……」

			　フラムは彼女の言葉を聞いて、眉をひそめた。

			　役立たず、使いものにならない──子供たちは一体、なにを基準にそれを決められいたのか。

			「まあ、私も散々役立たずとは言われてきたから、逃げたくなる気持ちはわからないでもないけど」

			「フラムもそうなんだ」

			「私の場合は、逃げる前に追い出されちゃったけどね」

			　苦笑いして、フラムは言った。

			　そして頬の奴隷の印に、指先で触れる。

			「ご主人様……」

			「そんな顔をしないの。今は〝おそろい〟って言ってくれた誰かのおかげで、悪くないと思えるようになってきたから」

			　事実、この印が無ければ、二人が出会うこともなかった。

			　フラムは自分の力の真価を知ることがないまま、卑屈に旅を続けていただろう。

			　そしてミルキットは、あの檻の中でグールに食われ死んでいたはずだ。

			　奈落の底のような場所ではあったが、出会えたからこそ、二人はまた笑えるようなった──かといって、やはりジーンを許すつもりはないが。

			「いいなー、フラムにはミルキットがいて」

			「うん、この子との出会いがなければ、私はあの場所から抜け出せなかったと思う」

			「……あたしもみんなと一緒にいられたら、抜け出せるのかな」

			　インクはぽつりと、小さな声でつぶやいた。

			　気持ちは痛いほど理解できる。

			　だが見捨てられたフラムと、自分の意思で逃げ出したインクは、立場が決定的に異なるのである。

			「まあ、インクがどうしてもって言うなら、私は別に住んでもらっても構わないけど」

			「ほんとに!?」

			　テーブルに身を乗り出して、インクはフラムに満面の笑みを向けた。

			「ただし、本当のことをちゃんと話してからね。まだ隠してることあるんでしょ？」

			「それは……」

			「エターナさんも心配してるよ。もしなにかあったら、きっと悲しむと思う」

			　インク自身も、エターナに懐いている。

			　良心を利用するようでフラムの心も痛かったが、これも必要なことだ。

			「……実はね、薬を、飲んでたんだ。毎日、決まった時間に」

			「それって、病気の？」

			　首を振って否定するインク。

			「マザーは、病気じゃないって言ってた。でも必要なものだって」

			「なんでそんな大事なこと黙ってたの」

			「大事だからこそ……ほら、エターナって薬にも詳しいし、それを知ったら無理矢理にでも戻されるんじゃないかと思って」

			「だからって、インクの体になにかあってからじゃ遅いんだから。でもその薬、病気じゃないなら、なんのために飲んでたの？」

			「わかんない。第二世代の子たちは飲んでなかったんだけどね、あたしは第一世代だからこれが必要なんだとか」

			「世代……って、なんのこと？」

			「違いはわかんないけど、あたしは第一世代なの。十歳だからかな？」

			　もう間違いない、インクはやはり教会の研究所から逃げ出してきたのだ。

			「そういう違いもあって、友達とか、家族とか、そういうのよりもっと深い場所であたしは仲間はずれだったんだと思う。だから、〝なんか違う〟って思っちゃったの」

			「深い場所、っていうのは？」

			「言葉は通じるし、普通に遊んだりできるんだけど……なんて言えばいいのかな、みんなとあたしは、違う生き物だった……って言えばいいのかな」

			　インクのその感覚は、おそらく正しい。

			　あのオーガと同じ実験を人間に施ほどこせば、人ではないなにかになれる。

			　より完成度を高めた第二世代が、第一世代であったインクよりも人間離れするのは当然だ。

			　王都で起きている眼球による大量殺人が〝第二世代〟による犯行ならば、行方不明になったインクを捜しているということだろうか。

			　その無差別性はいささか品性に欠けているように思えるが、子供の仕業と思えば納得もできる。

			〝縫合された目〟という共通点から、インクの手によるものという説も浮かぶが、彼女はこの家に来てから一度も外には出ていない。

			　どう考えても、ここから貧民街の人々を殺すのは不可能だ。

			　とはいえ、不可解な点もあった。

			　それは、研究所で〝役立たず〟と呼ばれながらも、今日までインクが生きながらえてきたことである。

			　今のところ、彼女はあのオーガのように、〝螺旋〟に由来する不思議な能力を使っていない。

			　それどころか、能力を持っているかどうかも怪しいものである。

			　失敗作の面倒を見るほど優しい連中ではないことを、フラムはあの地下施設で知った。

			　教会なら容赦なく、〝廃棄〟するはずだ。

			　ならばインクは成功作なのだろうか？

			　そんな子を、彼らはなぜみすみす逃してしまったのか。

			「フラム」

			　思考の海に沈んでいたフラムは、インクの声で現実に引き戻された。

			「へ？　あぁ……なに、どうしたの？」

			「もしかして、あたしのこと疑ってる？」

			〝何について〟なのか、具体的な指摘は無かったが、フラムは否定できなかった。

			「そう……だね。完全に信用はしてない、かな。でも、信用したいとは思ってる」

			　インクを疑いたくない、しかし疑わざるをえない。

			「あたしね、あの場所から出たことなかったんだ。ずっと、同じ場所で、十年間生きてきた。ここにある空気も、ご飯の味も、こうやって誰かの膝の上に乗ったり、あの場所にいた以外の人とお話をしたり、ぜーんぶ初めてだったんだ！」

			　彼女は両手を広げて、その喜びを表した。

			　フラムの胸が罪悪感にぎゅっと締め付けられる。

			「あ、違うの。別にフラムを責めてるわけじゃないんだよ？　ただ、ここにいるうちに、疑われるのも仕方のないことなのかな、って思うようになってきて」

			「なんで、そう思ったの？」

			「あたしが当たり前だと思ってたことが、当たり前じゃなかったから。毎日起きるひとつひとつの出来事が、なにもかも、初めてで……なんか、マザーから与えられてたものって、そんなに〝幸せ〟じゃなかったのかな、って」

			　幸福の尺度は、人によって違う。

			　生まれつき不幸な人は、些細な幸福で跳び上がるほど歓喜するだろう。

			　一方で幸福の頂点を極めた人にとって、些細な幸福は、相対的に見て不幸ですらあるのかもしれない。

			「あのね、あたしはつまり、別に隠し事をしてるわけじゃないって言いたいの。薬のことは、話したらまずいと思って隠してたけど……それ以外は違うから。どこがおかしくて、どこがまともなのかわかんなくて、言われてみないとはっきりしないと思う。だから……フラム、あたしに聞いて？　正直に全部答えるから。そしてどこがおかしいのか、あたしに教えてほしい」

			　閉じられた空間の中で育ってきたインクには、それすらわからない。

			「……ごめん、インク」

			　フラムは素直に謝ることしかできない。

			　思慮が足りなかった、もっと彼女のことを考えるべきだった。

			「あわわっ、謝らないでいいのに。というか、むしろ怒ってくれていいのにっ！　『なんでそれぐらいもわかんないんだ』とか『もっと早く言え』とか！」

			「ご主人様は優しいですから」

			「それは知ってるだけに余計に忍びない……お詫びと言ってはなんだけど、もうどんどん聞いちゃって！　あたしも包み隠さずじゃんじゃん答えるからねっ」

			


			　◇◇◇

			


			　それからインクは、言葉どおり全ての質問に正直に答えた。

			　まずは施設から出てきた彼女が辿った、詳細な道筋について。

			「扉を開けて、階段を上って、外に出たの。それから滅茶苦茶に走ったから全部は覚えてないけど、家から出てすぐの場所に、〝臭いが弱い場所〟……というか、すっごく綺麗な場所があったと思う」

			　──おそらくそれは教会周辺のことだ。

			　西区でまともに掃除をされていたのはあの場所ぐらいだろう、だから臭いもしなかった。

			　次に、施設での生活について。

			「言ったとおり、あたしとみんなは扱いが違ったから、外にも連れて行ってもらえなかった。もちろん、一人のときは退屈だったよ。うちの中を探検したり、自分でルールを決めて走り回ったり。あとは、ここに比べるとあんまり味のしないご飯を食べて、薬を飲んで……そんな感じ」

			　続けて、マザーに関する話。

			「マザーはマザーとしか言えない。本名とかはわかんないし、強いて言うなら……身長はあたしよりうーんと高いと思う。あたしが抱きついたら、顔が胸のあたりに当たるぐらいだったから。年齢は声の感じからして三十歳過ぎぐらいかな。優しいけど、他の子と比べると、あたしは冷たくされてたかもしれない。でも今になって思えば、そんなに優しくもなかったのかな……」

			「なんでそう思ったの？」

			「フラムたちのほうが優しくて、温かいから……って、正直に言うと照れくさいね」

			　インクは頬をぽりぽりとかいた。

			　フラムも紅潮し、ミルキットは膝の上の彼女を見てはにかむ。

			　今度は、一緒に暮らしていたという〝第二世代〟の子供たちの話題に移る。

			「生意気ですぐ調子に乗るネクト、あんまり喋らなくてなにを考えてるのかわからないミュート、やんちゃ……っていうかちょっと怖いけど実は仲間思いのルーク、一番マザーに懐いてていつもぼーっとしてるフウィスの四人。一応あたしがお姉さんのはずなんだけど……あんまりそういう扱いはされてなかったかな」

			「一緒に暮らしてて、第二世代との差みたいなのを感じることなかったのかな」

			「この前もエターナに話したけど、やっぱり一番の差はパパだと思う」

			「会ったことないって言ってたっけ。じゃあ、名前も知らないよね」

			「名前は……はっきり聞いたことはないし、みんな教えてくれなかったけど、ネクトが話してるところをちょっと盗み聞きしたことがあるんだ。まあ、そのあとですっごく怒られちゃったんだけど」

			　そう前置きして、インクはどこか自慢げにその名前を口にした。

			「パパは、オリジンって言うの」

			　フラムとミルキットはその名を聞いて固まった。

			　今までフラムが疑っていたのは、あくまで〝オリジン教〟という組織だ。

			　そのトップは教皇であって、神が実在するとまでは思っていない。

			　仮に実在したとしても、直接彼らを操っているはずなどない──そう思っていた。

			　しかしインクの場合は違う。

			　彼女と一緒に暮らしていた子供たちは、明確にオリジンの声を聞き、そいつを〝パパ〟と呼んでいたのだ。

			「ね、ねえインク、聞き間違えとかじゃなく、本当にオリジンって言ってたの？」

			「間違いないよ。フラム、オリジンについてなにか知ってるの？」

			「知ってるもなにも──」

			　フラムは大きな声で反応しようとして、思いとどまる。

			　おそらくインクは、〝教会〟と呼んでいるものが〝オリジン教〟の施設であることすら知らない。

			　つまりそれがどういう存在なのかも、知らないのだ。

			「オリジンは……オリジンとしか、言いようがないよ」

			　だがフラムも、教会ならともかく、オリジンそのものについて詳しく知っているわけではない。

			　そもそも、実在するとは思っていなかったのだから。

			（オリジンの声を聞く……もしかして、私をパーティに選んだお告げも同じ……）

			　てっきり、魔王討伐の旅には、教皇や枢機卿たちの都合で呼ばれたのだと思っていた。

			　しかし考えてみれば、ねじれた顔、追尾する眼球、増殖する体──フラムがこれまで目撃してきた化物は、人の手で作られたにしてはあきらかに形が歪いびつで、機能性も人が考えるそれとはかけ離れている。

			　研究所で見つけた螺旋を描く日記帳もそうだし、オーガをスキャンしたときに見えた自分の名前にしたって、いくら教会と言えども研究したからと言って実現できるとは思えない。

			　オリジンという超常的な存在が実在するのだとしたら、それにも説明がつく。

			　問題は──なぜそんなものに、自分が狙われているのか、だが。

			「フラム？」

			「ご主人様、顔色が優れないようですが」

			「……平気、大丈夫。たぶん」

			　まだ確定したわけじゃない。

			　今は、まだ。

			　そう自分に言い聞かせながらも、フラムの心臓は脳裏に張り付く嫌な想像に、バクバクと強く脈打っていた。

		

	
		
			

			


			　その日、セーラはフラムの家に姿を現さなかった。

			　特に約束はしていなかったのだ、来なかったからといって騒ぐほどのことでもない。

			　しかしあんな事件が起きたばかり。

			　当然、心配にもなる。

			　翌日、フラムはセーラが暮らしていると言っていた中央区の教会を訪れた。

			　だが、教会と敵対している立場上、いきなり中に踏み込むわけにもいかず、まずは建物の陰に身を隠しながら様子をうかがった。

			「パッと見た限り、おかしなところは無さそうだけど……」

			　門の前に待機している騎士が、険しい顔をしている気がする。

			　建物の中を歩く修道女たちが、どこか慌ただしいような気がする。

			　セーラを心配するがゆえに、どうしてもそういう風に見えてしまう。

			　いっそ直に聞きに行くべきか──フラムがその場で考え込んでいると、ちょうど目の前を、三十代ほどのセーラと同じ白いローブを纏った修道女が通った。

			「そこのシスターさん、聞きたいことがあるのですが」

			　フラムは彼女に声をかける。

			　すると修道女は足を止め、淡い桃色の髪を揺らしながら、「どうかしましたか？」と微笑んだ。

			　フラムがそのまま手招きをすると、彼女は不思議そうな顔をしながらも近づいてきてくれた。

			　そして、単刀直入に問いかける。

			「セーラって子、知ってますか？」

			「あなた、あの子のこと知ってるの!?」

			　修道女は急に言葉を崩すと、必死の形相でフラムの肩を掴んだ。

			　もはや聞くまでもなく、セーラの身になにかが起きたのは間違いなさそうだ。

			「あ……ごめんなさい。急な出来事で、混乱してて……」

			「セーラちゃんの身になにかあったんですね」

			「その前に、あなたとセーラの関係を聞かせてもらってもいいかしら」

			「私はフラムって言います、セーラちゃんとは──」

			「あぁ、あなたがフラムなのね！　話は聞いているわ、おいしいごはんをご馳走してくれる優しい人だ、って」

			　セーラから完全に話は伝わっているようである。

			　真っ先に食事の話題が出てくるあたりが、いかにも彼女らしい。

			「自己紹介がまだだったわね、私はエルンよ。あの子や、エドとジョニーが小さい頃から面倒を見てきたの。ああ、エドとジョニーっていうのはね……」

			　フラムはセーラから聞いた話を思い出す。

			　中央区の教会には、エドとジョニー以外にも〝家族〟がいると彼女は言っていたはずだ。

			　エルンもそのうちの一人なのだろう。

			「その二人とも顔見知りです」

			「そうだったの？　なら話は早いわ。さっき、急に教皇からお達しが来てね……セーラを、破門するって言ってきたの」

			「破門!?　どうして急にそんなことに！」

			「それが……魔族を崇拝していたからというのが理由みたいで。見つかり次第、教会裁判所に連行されるみたい」

			　教会裁判所とは──王国が設置した裁判所とは別の、教会の内規を破った構成員に対して罰則を与えるための機関だった。

			　そこでは禁固刑や、ときには拷問、処刑まで行われることがあるのだという。

			　もちろん、王国の法には完全に違反している。

			　だが、国王がそういった教会の横暴に介入する様子はなく、むしろ一部地域の治安維持を教会に丸投げしている節すらあった。

			　つまり、現在の王国において教会裁判所への連行は、犯罪者として扱われるのとほぼ同じである。

			「もちろん魔族崇拝なんてしているはずがないわ、はっきりと言い切れる。だって私たちは、あの子と一緒に暮らしてたんだもの」

			　完全にでっち上げだ。

			　フラムは苛立ちから、唇を強く噛みしめる。

			　だが、セーラは教会にとっても才能あふれる貴重な人材だったはず。

			　そんな彼女を切り捨ててまで隠したいなにかが──インクや、西区の教会にあるということなのか。

			「ねえフラムさん、セーラはどこに行って、なにをしたの？　どうしてこんな扱いを受けなきゃならないの!?」

			　エルンの声が震えている。

			　体の内側からこみ上げる、涙腺を緩ませる感情の波を押し殺すように。

			　しかしフラムも、それを聞きたかったから教会を訪れたのだ。

			「実は私、セーラちゃんには教会の孤児院を調べてもらっていたんです」

			「孤児院を？　どうして？」

			「西区で、迷子の子供を保護したんですけど、その子がどこから来たのかを調べてもらうためです」

			「それであの子、朝早くから西区のほうに……」

			「エドさんとジョニーさんにも協力してもらってたみたいです。でも孤児院には、子供が行方不明になった情報なんて無かった、って言ってたはずなんですが」

			「……エドとジョニーも無関係じゃなかったのね」

			「あの二人にもなにかあったんですか？」

			「今日付で、急に辺境の村に異動になったの。王都所属の騎士が異動されるなんて、問題を起こしたときだけだわ。もちろんそんな話は聞かないし、本人たちに聞こうにも、もう王都を出たっていうの。どう考えても、私に黙って出ていくなんておかしいのに！」

			　不安を吐き出すように、エルンは興奮気味に言った。

			　フラムも苛立ちからか、シャツの胸元を人差し指と親指で弄る。

			　隠蔽のため、大きな力が働いているのは間違いない。

			　だが、なぜセーラは破門で、騎士は異動なのか。

			　追い出すという目的だけなら、騎士たちも破門して、教会裁判所に送ってしまえばいいだけのはず。

			「三人について、エルンさんのほうで手がかりは掴んでませんか？」

			「一応……西区の壁沿い、貧民街のあたりで、修道衣を纏った金髪の少女が目撃された、という話は耳に挟んだわ」

			「それって……例の死体が見つかった場所じゃ」

			　エルンは無言でうなずく。

			　そして、きっと答えは得られない、そう理解していても──彼女は最後の望みをかけるように、フラムに問いかけた。

			「あの事件と、セーラが破門された件は……関係が、あるの？」

			　確信は無い。

			　だが、タイミング、状況、そして過去の教会の所業から推測して、フラムはこう答えた。

			「どちらにも、教会の〝裏の顔〟が関連しているはずです」

			　目を見開くエルン。

			　驚愕すると同時に、心のどこかでは『やはり』と納得していた。

			　長年教会に属していれば、知りたくなくても、組織の闇が見えてしまうものだ。

			「あまり考えたくはないんですが、私が思うに……異動扱いになったエドさんとジョニーさんは、すでに死んでいるのかもしれません」

			「そんなっ!?」

			「あくまでまだ可能性ですが……だから異動扱いにして、死を隠蔽する必要があった」

			「……私は、信じないわ。でも、だったらセーラだけがどうして追放に？」

			「セーラちゃんは、今もなにかから逃げ続けているのかもしれません。だから万が一、助かって再び姿を現したときに備えて、破門扱いにした」

			「そこまでして、教皇たちが隠したがってることってなんなの!?」

			「それは……ごめんなさい、巻き込めません。あなたもセーラちゃんと同じ目に遭ってしまうかもしれないから」

			「かまわないわ！　あの子も、エドも、ジョニーも……確かに血は繋がってないけど、私たちの家族なの！」

			「もしセーラちゃんが今も逃走を続けていたとして、一度もあなたがたの前に姿を現さないのは、彼女自身が巻き込むことを望んでいないからだと思います」

			「だとしても、だとしてもよ。あの子たちのことを、みんながどれだけ愛してると思っているの……！」

			　言葉に悔しさを滲ませるエルン。

			　だがそれは、フラムも一緒だ。

			　自分たちが問題を解決できるほどの力を持っていれば、セーラは頼ってくれたかもしれない。

			　しかし、それが不可能だと思ったからこそ、彼女は誰にも見つからないように逃げ続けている。

			　二人は、己の無力さを痛感する。

			「どうしたらいいの？　教皇に殴りかかればいいの？　そしたら、あの子は帰ってくる？」

			「そう簡単にはいかないと思います」

			「そうね、私たちぐらいの力じゃ教皇に敵かなうわけが──」

			「違います。そういう意味ではなくて、教会自体が……」

			「教会自体が、なに？　もういいじゃない話してくれても、覚悟はしてるわ。教皇たちがなにかを隠していることぐらい、私たちにだってわかってるもの」

			　内部にいる彼女たちは、下手をすると、教会を疑っている外野よりも、より深い疑念を抱いているのかもしれない。

			　フラムはその決意を前に、観念して、自分が知っていることを彼女に話すことにした。

			「……今回、事件を起こした〝なにか〟を、制御できていない可能性があるからです」

			「教会の裏の顔を知ったから消されたはずなのに、教会が……それを制御できていないっていうの？」

			「人体実験の結果、彼らはオリジンの力を宿した子供を生み出しました。今わかってる手がかりはそんなところですが、その子供が独自の判断で動いているのかもしれません」

			「オリジンの、力……？　創造神オリジンが、力を与えているというの？　セーラはオリジン教の聖女候補と呼ばれていたのよ？　なのにどうして、オリジンに狙われなくちゃならないのよ！　誰よりも正しく、オリジン教の教えを守ってきた子なのにっ！」

			「教会にとっては、聖女や教えよりも重要なんじゃないでしょうか。その、力が」

			　エルンはショッキングな事実を前に、頭を抱えた。

			　しかし、いくらセーラと知り合いとは言え、出会ったばかりのフラムが話す到底信じがたい推測をを信用するということは──それだけ、教会に対する不信感が強かったということだろう。

			「もう、教会の全てが信じられないわ……みんな、ついこの前まで当たり前のように楽しそうに笑ってたのに。なのに、もう二度と会えないなんて……悪い夢よ、こんなの」

			「セーラちゃんはまだ助けられるかもしれません」

			「狙われていて、居場所もわからないのよ？　それに見つかったとしても、教会による最初から結果の決まった処刑裁判にかけられるだけ」

			「それでも──このまま放っておけば、あの〝目〟に襲われて命を落としてしまいますから」

			「目？」

			「貧民街で見つかった犠牲者は、大量の目に襲われて、体が膨張してあの姿になった、と聞きました。それがオリジンの力なんでしょう。おそらく、セーラちゃんが追われているのも同じものだと思います」

			「どういうこと？　目が？　目だけが、襲ってくるの？」

			「たぶん、そういうことかと」

			「信じられないわ……」

			「ですが私は、それとは別ですけど、この世のものとは思えない、教会が作り出した怪物と戦ったことがあります。そのときはセーラちゃんも一緒でした」

			「それって……！　ああ、そういうこと。だからあの子は……」

			　フラムがそう言うと、エルンは納得した様子だった。

			「何日か教会を空けたときの話ね？　やけにセーラが話をはぐらかすからおかしいと思ったのよ」

			「それも、セーラちゃんがエルンさんたちを巻き込みたくなかったからだと思います」

			「そんなの……私たち家族なんだから。ああでも、そんなおぞましいものが、この王都に潜んでるなんて……そんな力を与えるオリジンって、なんなのかしら。信じても、私たちを守るどころか、傷つける神ってなんなのよ……」

			　ずっと信じてきた創造神オリジンの真の姿が暴かれるにつれ、彼女の信仰は薄れていく。

			　教会自体も、そういった反応を予測した上で、手に入れようとしている〝力〟を優先して、聖女候補であるセーラを消そうとしている。

			　力を得てしまえば、宗教という、存在だけで善や信仰の自由という正当性を得られる隠れ蓑を使う必要もなくなる。

			　しかし醜悪な本性を剥き出しにしたとき、多くの教徒は失望し、オリジンから離れていくだろう。

			　どうせそうなるのならば、いっそこちらから切り捨ててしまえばいい──そう考えたに違いない。

			「三人が狙われた詳しい理由は、わかる？　セーラも、エドも、ジョニーも、そんな教会の深い部分まで入り込めるような人間じゃないわ。化物を目撃したのが原因なら、あなたも襲われてないとおかしいわよね？」

			「そこまではわかりません。でもセーラちゃんが、貧民街の人通りの多い場所を通過したということは、実験に関する情報を手に入れたことは間違いないと思うんです」

			「どうしてそう思うの？」

			「セーラちゃんなら、危険な化物に襲われたら、『被害を出さないために人の少ない場所に移動しよう』と思うはずです。けれどそうはしなかった。なぜなら、追ってきた化物が知ってしまった自分を消すために現れたと考えたから。つまり隠蔽を目的にしているんですから、人の多い場所まで行けば、追跡は止まるはず──そう考えたんでしょう」

			「でも実際は、それでも追跡は終わらなかった……あぁ、だからさっき、あなたは教会がそれを制御できていないって言ったのね」

			「そうです。隠蔽のために現れたはずの〝目〟が、逆に騒ぎを大きくする結果となった。追放や異動といった処分もいかにも雑ですし、教会も焦ってるんじゃないでしょうか」

			　追放扱いにしたのは、もし無事に発見されたときに口を封じるための保険だったのかもしれないが、それが逆に、セーラの生存を匂わせる結果となってしまった。

			「教会が焦ってるってことは、セーラを救う隙もあるかもしれないわね……」

			「そうです。だからとにかく、今はセーラちゃんを探さないと」

			「そう、よね。諦めるには早すぎるわ。私は信用できる人と協力して、あの子のことを捜してみる」

			「あまり無茶はしないでくださいね、いつ誰が狙われるかわからないんですから」

			「むしろ狙われたほうがセーラに早くたどり着けるかもしれないわね」

			　エルンのジョークを、フラムは笑えなかった。

			「ありがとうね、いろいろ教えてくれて」

			「いえ……こちらこそ、ありがとうございました。セーラちゃんの無事が確認できたら、また連絡します」

			「お願い。私のほうも、見つけたら連絡するわ」

			　フラムは自分の住居を教えると、エルンと別れた。

			　予想していたより多くの情報を得られたが──フラムは今の気分に合わない、憎たらしいほど澄んだ青空を見上げる。

			「セーラちゃん、無事だといいんだけど……」

			　あの天真爛漫な少女が、膨らみ、増殖し、醜い姿になっていたら──想像するだけでも吐き気がしそうだ。

			　一刻も早く、セーラを見つけて、あの〝目〟を操っている子供を止めなければ。

			　そのために、とにかく今は、動き続けるしかなかった。

			


			　◇◇◇

			


			　中央区から西区の自宅へと戻るフラム。

			　その道中、彼女は前方からやってきた男と目が合い、互いに足を止める。

			　……デインだ。

			「よお、元気だったか？」

			　デインはニヤニヤと気持ちの悪い笑みを顔に張り付け、フラムに声をかける。

			　背後には、二十人ほどの男たちが、まるで軍隊のように整列して追従していた。

			　どれも見覚えのある顔ぶれだが、その表情から生気が感じられない。

			　まるで意志のない人形のような面構えだ。

			　鳥肌が立つほどの異様さに、無視して通り過ぎようとしたフラムだったが、

			「お前とつるんでた、ちっこいガキがいなくなって落ち込んでるんだろ？」

			　その言葉に、思わず足を止める。

			　デインの背後の男たちは、全員が無表情にフラムのほうを凝視していた。

			　ぞくり、と寒気が背筋を駆け巡る。

			「次は気持ち悪い包帯女の番かもなぁ」

			「デイン、あんたはっ！」

			　見え透いた挑発に、フラムは声を荒らげてデインの胸ぐらを掴もうと迫る。

			　しかし彼は、不敵に笑ってこう言った。

			「いいのかぁ？　僕たち、教会の信者になったんだぜ？　敬虔で、従順なぁ、オリジンサマの犬ってわけだ。手を出したら神様が怒っちまうぜ？　ひゃはははっ」

			「なけなしのプライドも捨てたってわけ？　仲間に見捨てられてビビっちゃったんだ？」

			「はははっ、子犬ちゃんににらまれたって怖くもなんともないなぁ！　悪かない、教会ってのもさ。圧倒的な力の庇ひ護ご下かってのは、それだけで気が楽になるもんだ！」

			　そう言って、デインはフラムの手を振りほどくと、酔っぱらいのようにふらふらと後ろに下がり、へらへらと不気味に笑う。

			「へへ……クライアント……いや、今は上司になんのか。そいつらから、フラム・アプリコットにはまだ手を出すなって言われててな。まあ、それぐらいならって呑むしかないよな、僕たちにしてみれば。命に比べりゃ安いもんじゃねえか、ローリスクハイリターンってやつだ」

			「意味がわからないんだけど」

			「じきにわかるさ、じきになぁ。おらいくぞ、お前ら」

			　彼が指示すると、男たちは一糸乱れぬ動きで歩きだす。

			　イーラが、今のデインを毛嫌いする理由がよくわかった。

			　この有様では、〝デイン一派〟はもうおしまいだ。

			　彼は自分の命惜しさに、何もかもを──そう、文字通り今まで積み上げてきた全てを捨てたのだ。

			　そりゃあ気分も楽だろう、重荷も一緒に消えたのだから。

			　自由になった気もするかもしれない。ただしそれは檻の中での自由だが。

			　同時に、彼という人格を支えていた誇りや野望と言った重要な柱も、壊れてしまった。

			　もはや、強烈なカリスマで西区を率いてきたデイン・フィニアースはどこにもいない。

			　実質的な、死である。

			　だからこそ怖くもあった。

			　おそらく今の彼は、平気で仲間を犠牲にするだろう。

			　以前のデインとは違う意味で、手段を選ばないのだ。

			　いっそ、ここで仕掛けて、背後から切り捨てたほうが、これからのためになるのではないか。

			　殺意の炎を滾らせ、魂喰いを抜こうとしたそのとき──フラムは気配を感じ、ふと視線を右側に向けた。

			　──眼球が、こちらを見つめている。

			　路地の入り口にぽつんと一個だけ転がり、フラムを凝視している。

			「っ……」

			　フラムは息を呑んだ。

			「まさか、これが……」

			　それは間違いなく、あの異形の死体を作り出した眼球であった。

			　すっかりデインに対する敵意は失せ、そちらに意識を集中させるフラム。

			　彼女は剣を抜き、その〝目〟と向き合った。

			　柄つかを握る手が震えている。

			　脳裏に張り付く、昨日見た死体のイメージ。

			　膨らんだ体、増えた手足、体液を垂れ流すだけの頭、内側から溢れ出す眼球──自分もそうなるかもしれないという恐怖に、口の中が乾く。

			（潰さなきゃ）

			　今はまだ一個だけだ。

			　体に入り込んでいたのは、もっと大量だったはず。

			　今も人には聞こえない音で仲間を呼んでいるのかもしれないし、分裂して増えるのかもしれない。

			　いや──ひょっとすると、潰した結果、なんらかの物質が飛散し、仲間が引き寄せられる可能性も考えられる。

			　そう思うと、もう動けない。

			　手汗が滲み、「ふうぅ、ふうぅ」と鼻息も荒くなる。

			　どう仕掛けるか、いつ斬りかかるか、はたまた逃げるべきか。

			　いくつものプランが頭の中を駆け巡り、答えの見えぬ自問自答に、フラムが焦りを募らせていると──そいつはコロコロと、フラムとは逆の向きに転がっていく。

			　そして先にある角を曲がり、姿を消してしまった。

			　慌てて追うフラムだったが、すでにどこにも見当たらない。

			「狙われてたわけじゃなかったの？　じゃあ、なんだったんだろ、今の……」

			　追うわけでもなく、ただ姿を見せただけ。

			　結果的に、デインに斬りかかるのを止めることにはなったが、そのためだけに、わざわざ出てくるだろうか。

			　解げせない行動に、もやもやとした気持ちを抱きながらも、フラムは早足で家路を急いだ。

			


			　◇◇◇

			


			　玄関を開けると、ミルキットがこちらに走ってくる。

			　彼女は主の表情を見て全てを察したのか、いつもより優しい笑みで「おかえりなさいませ」とフラムを迎えた。

			「ちょうど昼食ができたところです、みんなで食べましょう」

			　食事は明るく楽しく食べたほうがおいしい。

			　だから、フラムもまだセーラがどうなっていたのかを言おうとはしないし、ミルキット含めエターナやインクもいつもどおり食卓を囲む。

			　だが、その空気で誰もが察していた。

			　行方不明という事実は知らないにしろ、よくない報しらせがあるのだろう、と。

			　そして食事が終わり、片付けも落ち着いたところで──フラムは全員に、セーラが教会に帰っていないことを伝えた。

			　それを聞いて、特に傷ついていたのはインクだ。

			　自分のせいで、彼女が事件に巻き込まれてしまった、と。

			　できる限り慰めの言葉はかけたが、それでもインクの傷を癒やしきるには至らない。

			　しばらくすると、彼女は二階に上がり、ちょうどフラムたちの寝室の向かいにある、彼女に与えられた客間に閉じこもった。

			　エターナも作業があるから、と自室に戻ると、居間はふたりきりになる。

			　ミルキットは、落ち込むフラムに対して何度も声をかけようと口を開きかけるも──うまく言葉が見つからず、なかなか言い出せない。

			　誰かのために、自分からなにかをしたいと思うということ。

			　今までの自分には無かった行動原理だ。

			　慣れない行為を、いきなりうまくできるはずがない。

			　ミルキットは自分のふがいなさを悔やんだ。

			　そんな彼女に──フラムはほほえみかける。

			「ありがと」

			「……え？」

			　思いがけない言葉に、ミルキットはぽかんとした表情を浮かべる。

			「私さ、ミルキットにすっごく救われてる」

			「い、いえ、私……なにも、できていません」

			「んーん、十分だよ。ミルキットがここにいてくれるだけで、私のことを心配してくれるだけで、強くなれる。だから──」

			　フラムは椅子から立ち上がると、身を乗り出して、ミルキットの手を握った。

			「特別な言葉なんていらないし、落ち込む必要もないよ。その笑顔さえ見せてくれれば、私はまだまだ頑張れるから」

			「そう、言われましても……私は、ご主人様が向けてくれる気持ちの大きさに、応えたいんです」

			「んっへへ、なにそれ、すっごい嬉しい。まあ、ミルキットが自分でそう思ってくれるなら、私は止めないけど、できれば笑っててほしいと思ってるご主人様の気持ちも忘れないでね」

			　そう言って手が離れると、ミルキットは寂しげに「あ……」と声を出した。

			　それを知ってか知らずか、居間から出ていこうとしたフラムは一旦引き返し、彼女を背中から軽く抱きしめ、そして頭を撫でた。

			「ご主人様……」

			　部屋に残されたミルキットは、さまざまな想いを込めてつぶやき──頬に手を当て、包帯をくしゃりと掴む。

			　隙間から見える肌は、果実のように真っ赤に染まっていた。

			


			　◇◇◇

			


			　コンコン、とエターナの部屋のドアをノックすると、「どうぞー」と気だるげな返事が聞こえてくる。

			「やっぱり来た」

			「なんでわかったんですか？」

			「食事中から用事がありそうな顔してたから、わかりやすい」

			　そんな顔していたかな、とペタペタと両手で自分の顔を触るフラム。

			「椅子、適当に使っていいよ」

			　フラムは言われたとおり、部屋の隅に置いてあった椅子を引くと、エターナの隣に陣取った。

			　彼女もペンを置き、椅子ごとフラムのほうを向く。

			　浮かぶ魚の形をしたオブジェも、同時に向きを変えた。

			　机の上には、いくつもの乾燥した葉と、謎の彫像が散乱しており、相変わらず謎の多い空間である。

			「エターナさん、今はなにしてたんですか？」

			「病気にも怪我にも効かないけど、気分が良くなる物を作ってた」

			「それ、まずい薬なんじゃ……」

			　病気や怪我に効かないなら、教会には目をつけられないかもしれない。

			　しかし別の場所からにらまれそうである。

			「ただのハーブティーの調合」

			「あ、そういうことですか。あれ、でもエターナさんが飲む量にしては多いですよね」

			「売ろうと思ってる。いつまでもタダでご飯食べさせてもらうわけにはいかないから」

			　なるほど、とフラムは手を叩いた。

			　どうやら彼女も、いつまでも無駄に引きこもる現状を悪いとは思っていたらしい。

			　意外だ、というとエターナに怒られてしまいそうだが。

			「じゃあ、そっちの彫像は？」

			「これは……」

			　本題は別にあるのだが、あまりに気になるのでフラムはつい尋ねてしまった。

			　どうやら人間の上半身を象かたどった、木製の像のようだが──エターナはそれを手に取ると、フラムに渡す。

			　まじまじと像を観察する彼女は、あることに気がついた。

			「んー……なんか、私に似てません？」

			「ミルキットが作ってたフラムの彫像」

			「やっぱり私ですか！　しかもミルキットが、って……確かに手先が器用って話はしてましたけど」

			「奴隷時代に、手慰みにその辺にある石や木を削っていろいろ作ってたらしい。その賜たま物もの」

			「それが、なんでエターナさんの部屋に？」

			「フラムに見つかったら恥ずかしいけど、捨てるのは忍びないから、って。わたしもいらないからあげる」

			　自分の彫像を自分に渡されても困る。

			　しかも『見つかったら恥ずかしい』と言っているにもかかわらず本人に渡すとは、さすがの適当っぷりである。

			　フラムは謹んで辞退して、それをエターナの机に戻した。

			　彼女は不満げに唇を尖らせる。

			　言うまでもなく扱いに困っているらしい。

			「ミルキットはフラムの役に立つために、いない間にいろいろ試してる」

			「彫像もそのうちの一つ、ってことですか」

			「そういうこと。呆れるぐらい愛されてる」

			「愛ってほどじゃないとは思いますけど……でも、好かれてるのかな、とは思います」

			「のろけ」

			「のろけじゃないですっ！」

			　身を乗り出し、大きな声で反論するフラム。

			　その姿を見て、彼女が元気を取り戻していることに安心したのか、エターナはほほえんだ。

			　フラムは椅子に座りなおすと、大きく息を吐き、表情を引き締める。

			「それでは改めて、ここからが本題なんですけど──エターナさん、私に魔法を教えてくれませんか」

			　フラムは、自らの力不足を痛感している。

			　デインたちに襲われたときも、一人ではどうしようもなかった。

			　もし無数の目に追いかけられたとしても、逃げ切れる力はない。

			　今のままではセーラを見つけたとしても、救うことはできないだろう。

			　しかし、〝反転〟のせいで、フラムは努力によってステータスを上げることはできない。

			　それでも、できることはあるはずだ。

			　ステータスに表示されない能力──騎士剣術キャバリエアーツや魔法の技術、知識などは彼女にも磨ける。

			　毎日、暇があればプラーナを精製する訓練をしたり、体内の魔力を掴む練習はしてきた。

			　しかし未だ、それを〝魔法〟という形に昇華することはできていなかった。

			「わたしは水属性だから、希少属性持ちに教えられることは少ない。あと単純に人に物事を教えるのは得意じゃない……って、以前も言ったと思う」

			「簡単な使い方だけでもいいんです」

			「んー……でもフラム、プラーナは扱えるんだよね。使い方としてはあちらのほうが難しいはず。なのに魔法が使えないのは解せない」

			「魔力は掴めるんですけど、それを魔法という形で外に放出できないんですよ」

			「試しに、ここで魔力を手のひらに集めてみて」

			「わかりました」

			　フラムは目を細めると、体内に満ちる魔力を捉え、意識で包み込み、形を整え──エターナの前にかざした手のひらに集めた。

			　先ほど言われたとおり、この行為自体はプラーナ精製よりもたやすい。

			「量も、質も、状態も悪くない……でも……」

			　エターナは、光の粒子を纏ったフラムの手に触れながら、ぶつぶつとつぶやく。

			「そういう特質……なるほど」

			「なにか、わかりましたか？」

			　フラムがおそるおそる聞くと、彼女は突然立ち上がり、自分が座っていた椅子を指差した。

			「これ、魔力はそのままで触ってみて」

			「はぁ……」

			　指示されたとおり、椅子の上面に触る。

			「あとはイメージの問題。〝反転〟ならどう反転させるか、明確にヴィジョンを描いて、物質に作用させる」

			「え、えっと……想像して、魔力を椅子に伝えればいいんですか？」

			「そう、まさにそのとおり」

			　言われるがまま、フラムはイメージする。

			　反転──縦か横か、内か外か。

			　初めてだからか感覚はいまいち掴めないが、おそらく、消耗が一番大きいのは内と外。

			　椅子そのものを壊すような方法は、使用するエネルギー量が大きい。

			　初めて使うとなると、単純な動きで、縦軸に、作用させる。

			　するとそれが〝正解〟だったのか、魔法の名前が自然と頭に浮かんできた。

			「反転してリヴァーサルッ！」

			　瞬間、その場で椅子がぐるりと回転し、椅子の座面が下になった状態でぴたりと止まった。

			　イメージどおり、〝反転〟したそれを見て、フラムは自分でやったことながら、呆然とつぶやく。

			「……できた」

			　魔法と呼ぶにはあまりに影響は小さいが、それでも、発動したことに変わりはない。

			　今までできなかったことが、自分には一生使えないと思っていた力が、この手のひらに宿っている。

			「こんな簡単に……魔法が、使えた……」

			「消耗はどう？　体からなにかがごっそりとなくなった感覚はない？」

			「い、いえ、それは全然っ！」

			「じゃあ問題はない。魔力さえ確保できれば、おそらく燃費は優秀な属性。ただし、あとはなにを、どう反転させるかにもよると思う」

			　どうやらフラムの予想は当たっていたようだ。

			　例えば椅子の内側と外側を反転させ入れ替えて、破壊するような使い方をしていれば、どっと疲れが押し寄せていたはずだ。

			　ついでに、エターナの私物を壊したりしたら機嫌も損ねていただろう。

			「でもなんで、急に使えるようになったんですか？」

			「単純な話」

			　エターナはフラムの手を取ると、むにむにと揉みながら言う。

			「フラムの魔法は極端に適用範囲が狭い。対象に触れていないと使えない。だから他の属性みたいに遠距離を攻撃しようとしても使えない」

			　考えてみれば、フラムは魔法の訓練をするとき、今まで見てきた魔法をイメージして遠い的まとを狙っていた。

			　彼女自身が大剣を使って戦っているため、遠距離攻撃を欲していたから、というのもある。

			　しかし実際は、近接攻撃専用の属性だったわけだ。

			「もうちょっと体が傷つかない戦い方したかったんだけどな……」

			　フラムは『一応、私も女の子なんだし』と心の中で付け加える。

			　再生能力を繰り返し使ううち、痛いのにも随分慣れてきたが、それでも嫌なものは嫌なのだ。

			「諦めるしかない、そういうものだから。あとは使い方次第。例えば対象が繋がった一つの物体なら、消費は多くなるけど、まるごとひっくり返したりもできるはず」

			「じゃあ例えば、この床板に魔法をかけたら」

			「その板は全てひっくり返る」

			　つまり、長い板を使えば、相手がそれを踏んだときにぐるりとひっくり返して、離れた相手を攻撃できないこともない。

			　もっとも、それが実戦で使えるかと言われると微妙なところだが。

			「地面とかはどうなんでしょう」

			「それはフラムの制御と想像力次第。魔力が無限にあるならともかく、今のフラムに地面そのものをひっくり返せるわけがない。だから、適切な範囲と深さを指定して、それをちゃんとイメージできれば、その範囲内だけなら可能かもしれない」

			　試しに床を見ながらイメージしてみたが、いまいちしっくりこない。

			　こればっかりは、訓練して慣れていくしかないのだろう。

			　しかし、今は触れられる範囲だけだとしても、魔法という選択肢が増えたのはかなり大きい。

			「フラム、魔法が使えるからといって、あまり一人で無理はしないほうがいい。何度も言ってるけど、わたしもある程度なら力になれる」

			「それでも、私の手でミルキットを守れるだけの力が無いと」

			　相手は、常識が通用しない化物やクズばかりなのだから。

			「フラムは無理をしすぎる。旅のときもそうだった」

			「できることが少ない分、頑張らないといけないんです」

			「自己犠牲的な戦い方は、一人ならいいけど、仲間がいるときは控えたほうがいい。特にミルキットはフラムが傷つくと悲しむ」

			「それは……わかってます。わかってる、つもりなんです」

			　ミルキットには笑っていてほしいと、フラムは心の底から思う。

			　笑顔を守るために身を削って、そしたら彼女は悲しんで。

			　けれど守るためにはどうしても犠牲が必要で。

			　矛盾を背負って、それでも戦わなければならない。

			　命さえ失われなければ、いくらでも悲しみは癒やせるのだから。

		

	
		
			

			


			　その後も数時間、フラムはエターナから魔法のレクチャーを受けた。

			　彼女が部屋を出ると、日はすでに暮れはじめており、窓から差し込む陽光が廊下をオレンジに染めている。

			　それから一度外にセーラの捜索に出たフラムだったが、大した手がかりは見つけられず、あたりが完全に暗くなる頃に家に戻った。

			　夕食を済ませると、再度外へ。

			　夜は危険だとエターナに言われたが、いてもたってもいられなかった。

			　しかし大した成果は得られず、家に戻ると、すでに就寝時間を過ぎていた。

			　それでもミルキットは主を待ち、笑顔で迎えてくれる。

			　申し訳ない気持ちになりながらも、セーラを見つけられない歯がゆさが胸で渦巻く。

			　その後、風呂を済ませたフラムが二階に上がると、足音に気づいたインクが部屋から顔を出した。

			　彼女が着ているのはフラム用に買った寝間着で、ほのかなピンク色が小柄なインクによく似合っている。

			　ただし、サイズは大きいのでダボダボだ。

			　相変わらず縫合された目が痛々しいが──慣れてきたことと、インクが笑顔をよく見せてくれることもあって、出会ったばかりの頃ほどその姿にネガティブな感情は抱かなくなっていた。

			「おやすみ、フラムっ」

			　彼女はどうやら、それを言うためだけに顔を出したらしい。

			「おやすみ、インク」

			　フラムはそう言って、彼女の頭を撫でた。

			　最近はミルキットによくそうしているから、クセになってしまったようだ。

			　幸い、インクは気持ちよさそうに目を細めている。

			　挨拶を済ませ彼女が部屋に戻ると、フラムも自らの寝室に入った。

			　ミルキットが、真剣な顔でペンを片手に、机に向き合っている。

			　どうやら、読み書きの練習をしているらしい。

			　彼女が着ているのは、いつもの給仕服──ではなく、フラムとおそろい柄の薄緑色の寝間着である。

			　そんなミルキットの背後からそーっと迫るフラム。

			　よほど集中しているのか、彼女は気づかない。

			　顔の横から手元を覗き込んでも、じーっと横顔を眺めても、まだまだ気づかない。

			　普段、フラムに向ける表情は笑顔が多いので、ここまでシリアスな表情を見られることは少ない。

			　相変わらず目が綺麗だなー、とか。

			　隙間から見えるほっぺが柔らかそうだなー、とか。

			　そんな不埒なことを考え、触りたい衝動を抑えきれなかったフラムは指を伸ばし──包帯の間から指を滑り込ませて、ぷに、と頬に触れた。

			「ひゃんっ!?」

			　突然の感触に、ミルキットは可愛らしい声とともに跳ねる。

			　フラムはその反応を見てにやりと笑った。

			「ふふっ、調子はどう？」

			「ご、ご主人様……もう、入ってきたなら言ってください」

			「ここまで近づいたのに気づかないんだし、いじわるのひとつでもしたくなるってもんでしょ」

			「それでもですよお……」

			　不満げにジト目でフラムをにらむミルキット。

			　以前に比べて、感情表現が随分と豊かになってきた。

			　栄養も十分に取っているおかげか、出会ったときよりは体型も健康的な丸みを帯びているように思える。

			　自分の力で、彼女の心も体も豊かになっている──それを目で見て実感できることに、フラムは喜びを覚えていた。

			　読み書きだってそうだ。

			　少しずつでも、彼女のできることや、先にある可能性が増えていくたびに、自分のことのように喜べる。

			　それはきっと、旅に出る前、田舎にいた頃にだって味わえなかった幸せだ。

			　与えたい、守りたい。

			　強く強く、そう願う。

			「……ご主人様？」

			　気づかぬうちに考えに耽ふけっていたフラムは、その声により現実に引き戻される。

			「ああ、ごめんごめん、ちょっと考えごとしてた。とりあえず、まずはあれやろっか」

			　言いながらベッドにぼふっと座り、「おいで」とミルキットに自分の隣に座るよう促す。

			　彼女はすぐに、肩が触れ合うほど近くに腰掛けた。

			　そしてフラムはミルキットの首の後ろに手を回して、包帯の結び目をほどく。

			　顔を覆う包帯がファサッと外れ、すっかり赤みも引いた、繊細な白い柔肌があらわになる。

			　こうして夜、部屋でふたりきりになったとき、彼女の包帯をほどくのはお決まりの儀式のようなものだ。

			　最初こそお互いに照れに照れまくり、やたら時間がかかったものだが、今では見てのとおりスムーズである。

			　普段から包帯を纏っているせいか、彼女の肌はまったく日光の影響を受けていない。

			　冒険者生活のせいで荒れ気味なフラムとは大違いだ。

			　うらやましくもあるし、こんなに美しい物を自分だけのものしていいのかという葛藤もある。

			　しかし、ミルキット自身がそれを望んでいるのも事実。

			　フラムはこの少女の美しさと、その清廉な心を独占しているのだ。

			　卑怯だという自覚はある。

			　ミルキットの可能性を広げたいと言っておきながら、それとは真逆の行動を取っているのだから。

			　それでも、〝構うものか〟と、笑い飛ばせるだけの価値が彼女にはあった。

			　毎日毎晩、フラムは思わずため息を吐いて、見惚れてしまうほどの。

			「そんなに、私の顔を見るのは楽しいですか？」

			　じっと見つめるフラムに、ミルキットはうつむきがちに恥じらいながら言った。

			「うん、一日のうちで最大の楽しみって感じかな」

			　彼女は即答する。

			　するとミルキットは、さらに羞恥心から顔を伏せた。

			　こんなやり取りを、もう何度繰り返しただろう。

			　さすがのミルキットも主の言葉を疑うのをやめて、少しずつ自信をつけつつある。

			　けれどそれは、『私のご主人様は変な人だから、たまたまその好みと自分の顔が合致しただけ』という斜め上の方向を向いたものなのだが。

			　あくまで、自分が美人だということは認めないつもりらしい。

			「今日もミルキットは、最高にかわいいよ」

			　ちょっとおふざけ気味に、フラムは頬に手を当て、奴隷の印を親指で撫でながら言った。

			　疑念という壁が消えれば、与えられた言葉はすっと胸に染み込んでいく。

			　凍りついた心を溶かす時期はとうに過ぎた。

			　今は、すっかり柔らかくなった空っぽのそれに、フラムの色を染み込ませるタイミングなのだ。

			　──言葉よ沈め、もっと深い場所まで。

			　──想いよ育て、取り返しがつかなくなるまで。

			　ミルキットの中で日々膨らみ続けた喪失への恐怖は、最近では日に日に薄れていた。

			〝どうせ〟捨てられるから、〝きっと〟大丈夫へ。

			　そこからさらに、〝絶対に〟大丈夫へと近づいていく。

			（この人は、絶対に私から離れたりはしない。見捨てたりもしない）

			　毎晩のやり取りを通して、感情の根が広く、深く伸びていくにつれ、ミルキットはその確信を強めていった。

			　二人はそのあとも、他愛もない会話を交わしたり、急に目が合ってほほえみあったり、ふざけてじゃれあったり──意味なんてない、ただ幸せな時間を過ごした。

			　そんな中、ベッドから体を起こしたフラムは、ふいに窓の外を見る。

			　視線を追ってミルキットも同じ場所を見たが、そこには夜の暗闇が広がるばかりだ。

			　しかし、ついさっき暗闇の中を歩いてきた、夜目のきくフラムにはなにかが見えているようで、立ち上がると、そこに近づいていく。

			　そしておもむろに窓を開けた彼女は外に手を伸ばし、窓枠に付いたなにかを「えいっ」と引っこ抜いた。

			「なにか刺さってたんですか？」

			「……ナイフみたい。しかも手紙がくくりつけてある」

			　おそらく、誰かが外から部屋の窓を目掛けて投げつけたのだろう。

			　引き抜いた紙を開くと、そこにはガタガタに歪んだ字で『外に出るな』とだけ記してあった。

			「なにこれ、脅し？　今さらだよ、そんなの」

			「でも、どうしてわざわざナイフにつけたりしたんでしょう。それにこの文字も、やけに汚いというか……」

			「位置からして、くくりつけて投げたんだと思う。文字は、なんだか書きなぐった感じがするよね」

			　ミルキットの指摘どおり、文字は乱雑で、平らな場所で書かれていないのか線がガタガタだ。

			　そうまでして、フラムに忠告したかった人物とは──頭を捻って考えたが、浮かんでこない。

			「デインの手下あたりが仕掛けたイタズラかな」

			　あれだけこっぴどくやられておいて、懲こりない連中である。

			「はぁ……そろそろ寝よっか」

			「そうですね、明日に備えないと」

			　そして部屋の明かりが消えると、二人はそれぞれのベッドで横になる。

			　ミルキットの小さな寝息が聞こえてきても、フラムは一人、なかなか寝付けなかった。

			　不安が胸にまとわりついて、もやもやとした感覚が休息の邪魔をする。

			　そんなとき──

			　ガタン……カタ……。

			　フラムは遠くで、窓枠が揺れるような音を聞いた。

			　ようやく得た眠気によって薄れてゆく意識の中で、その音だけがやけにはっきり認識できる。

			　しかし本格的に眠りに入ると、音は遠ざかっていき、やがて完全に聞こえなくなっていった。

			　それは取るに足らない、目覚めた瞬間に忘れているような記憶である。

			


			　◇◇◇

			


			　翌朝、フラムはミルキットに見送られ家を出た。

			　まずはセーラの通った道を辿ろうと、西区の教会へと向かう。

			　道中は異常無し、むしろ静かすぎて違和感を覚えるほどだ。

			　ひょっとすると貧民街で発見された死体の影響で、外出をみな控えているのかもしれない。

			　教会に到着すると、少し離れた場所から様子を観察する。

			　建物そのものは、中央区の本堂と比べると、外の飾りも質素で、古くさく小さい。

			　以前エドとジョニーが立っていた場所には、違う教会騎士が二人立っている。

			　表情はどこか暗い。

			　彼らにとってあの二人は同僚だったはずだ。

			　それがいきなり異動となれば……彼らもなんらかの噂は聞いているはず。

			　歩み寄り、まずは「こんにちは」と印象良く挨拶をする。

			　一瞬、頬の奴隷の印を見てぎょっとした様子だったが、教会は奴隷制度自体を認めない立ち位置。

			　すぐに笑顔になると、挨拶を返す。

			　どうやらフラム・アプリコットだということには気づいていないようだ。

			　ならば──と、名前を出して確認する。

			「あの、ここにエドさんとジョニーさんという騎士の方がいたと思うんですが」

			　騎士たちは、明らかに動揺する。

			「以前助けてもらったことがあるんです。今日は当番ではないようですが、明日は会えますか？」

			「……いや、あの二人はもういない。王都以外の町に異動になったんだ」

			「そうなんですか、急な話ですね」

			「まあな……」

			　誤魔化そうとしている様子だが、挙動不審は隠せない。

			　フラムはもう一歩踏み込み、彼らに尋ねる。

			「……なにかあったんですか？」

			　言葉に詰まる教会騎士二人。

			「やっぱ消されたんだよ……」

			　すると片方の男が、不満げにそうこぼした。

			「お、おいなにを言ってんだよ！　すみませんねお嬢さん、ちょっとこいつ調子が悪いみたいで」

			「いえ、聞こえませんでしたから、大丈夫です。また日を改めて来てみます、それでは」

			　必要以上に丁寧な口調で言うと、フラムは深く頭を下げ、その場を立ち去った。

			「やっぱり騎士たちの間でも噂になってるんだ。でも詳しいことは誰も知らない、と」

			　中央区のエルンたちと似たようなものだ。

			　教会に所属する人間たちの不信感は高まっている。

			　だが誰も決定的な証拠を見つけておらず、ただ疑念だけが蔓延している状況なのだろう。

			　フラムはぐるりと回り道をして、今度は教会の側方の道にやってくる。

			　そこから、柵ごしに本堂の中の様子を覗くことができた。

			　見えたものは、どこか不安げな表情で説教を行う神父と、黙って話を聞く、場違いな目つきの悪い男たち。

			　その一番前には、デインも座っていた。

			「なるほどね、これは確かに気持ち悪い。イーラが嫌がる理由もよくわかる」

			　信者を名乗り、真面目に話を聞いている以上、神父は彼らを相手にしないわけにもいかない。

			　さぞ苦労していることだろう。

			　すると、男のうちの一人が機械的に首を回すと、フラムのほうを見た。

			「やばっ」

			　フラムはとっさにしゃがみこむと、そそくさとその場から離れた。

			　そして今度は、教会の隣にある孤児院の様子を観察する。

			　敷地内の広場では、子供たちが無邪気に遊んでいる。

			　わかりきっていたことではあるが、遊んでいる子供の数は、やはり四人などという少人数ではない。

			「教会施設はこんなものかな」

			　フラムは頭の中で地図を広げ、次にセーラが向かったと思われる方向へ歩き始める。

			　現在地点と、貧民街の死体が見つかった場所を線で結べば、ある程度のルートは割り出せる。

			　教会から離れるほどに道は汚れていき、さらに貧民街に近づくにつれて、すれ違う人々の人相まで変わりはじめる。

			　顔全体にタトゥー、数え切れないほどのピアス、薬物でも使っているかのような虚ろな瞳、獲物を品定めするような目つき。

			　デインの手下たちがマシに見えるほど、この一帯は荒すさんでいる。

			　さらに進むと、浮浪人も増え、衛生面も悪化しだした。

			　しかし、人通りがあるということは、眼球に追われていたセーラが通る可能性は低い。

			　引き返し、別のルートを歩く。

			「こんな暗くて細い道を逃げるなんて、セーラちゃんも怖かっただろうな……」

			　想像するだけでも胸が痛む。

			　そのあとフラムは、特に手がかりも得られないまま、例の異形が複数個見つかった貧民街に出た。

			　奴隷とはいえ、まともな服を着ているフラムの登場に、視線が集中する。

			　ある者は嫉み、またある者は『いい獲物だ』と目をぎらつかせ──通り過ぎる子供は、ポケットに入っているコインを狙っている。

			　フラムは気を引き締めながら、辺りを探索した。

			　あんな事件が起きたからか、発見現場周辺には人があまりいなかった。

			　壁沿いには廃材を寄せ集めて造ったような住居が並んでいるが、そこも空き家になっている。

			「なあ、あんた」

			　そこを眺めていると、猫背の、みすぼらしい服を着た中年男性がフラムに声をかけてきた。

			「ひょっとして、例の化物が出たとき、ここを走ってった嬢ちゃんのことを調べてるんじゃないか？」

			「知ってるの？」

			　舐なめられてはいけない、とフラムは強めの口調で返した。

			　表情を引き締め、相手に圧迫感を与える。

			　なにを要求されるかはわかっている。

			　おそらく、情報と引き換えに金をせびるつもりだ。

			　それが有力な情報なら、払うのもやぶさかではないが。

			「ああ、知ってる」

			「だったら聞かせてもらってもいい？　お金ならそれなりにあるから」

			「へへ、わかってんじゃねえか。じゃあ教えてやるよ。金髪のガキだろう？　あれなら大量の目ん玉に追いかけられて、この道を真っ直ぐ走ってたんだ。そんで俺らを巻き込んでることに気づいたのか、すぐ路地に入っていったよ」

			「あの路地？」

			　フラムが指さし確認すると、男はうなずいた。

			「わかった、ありがと」

			　そう言って、彼の手にコインを握らせる。

			　大した話ではなかったが、紛れもなく手がかりではある。

			「まいどあり」

			　男は満足げに、自分の住居に戻っていった。

			　あの程度で満足してくれるのなら安いものだ。

			　フラムは話に聞いた路地に入った。

			　セーラの『一般人を巻き込みたくない』という心理、あとは死体の配置から考えれば聞かずとも弾き出せたルートではあるが、他の道を調べる手間が省けた、と考える。

			　だが、いざ路地に踏み込んだフラムだったが、入り組んだ造りに早速途方に暮れることとなった。

			「こりゃ時間がかかりそうだ」

			　虱しらみ潰つぶしに道を辿っていくしかない。

			　フラムは何度もそれを繰り返しているうちに、とある行き止まりにたどり着く。

			　そこには──鋭い刃物で切りつけられたような傷が無数に残されていた。

			「これ、明らかに戦闘の痕跡だよね」

			　壁だけでなく、地面も逃げ場なく削られている。

			　フラムは指を這わせ、この現象にいかなる手段が用いられたのか検証した。

			「深さも広さもてんでバラバラだ、同一の刃物を使って付けられたわけじゃない。誰かが魔法でも使ったってこと？」

			　属性の特定は難しいが、魔法の規模を見るに使用者はただ者ではない。

			「少なくともメイスを使うセーラちゃんが付けたものではない。じゃあ誰が……」

			　どれだけ調べても、それ以上の手がかりは見つからなかった。

			　さらに別のルートの探索も行い、それが終わると別の地域へ向かい広範囲にわたってセーラの痕跡を探したが──結局、彼女を発見することはできなかった。

			　肩を落とし、とぼとぼと北区へ向かうフラム。

			　今すぐ家に帰りたいほどの倦けん怠たい感かんだが、まだ確認することは残っている。

			　目指すは王城。

			　フラムたちと同じく教会について調べているオティーリエが、セーラに関する情報を得ていないか確認しに向かう。

			


			　◇◇◇

			


			　どうにか、教会関係者に正体を気づかれずに北区までたどり着いたフラム。

			　司教らしき男性とはすれ違ったが、『なぜ奴隷がこんな場所に？』程度の反応しかなかったので、考えているほど警戒する必要もないのかもしれない。

			　しかし問題はここからだ。

			　王城と併設された兵舎の前までやってきたのはいいものの、入り口には当然、兵士が立っている。

			　彼らに『オティーリエさんに会わせてください』と言ったところで、果たして通してくれるものだろうか。

			　その場合は自分が英雄フラム・アプリコットだとアピールすればいいのだが──ここまで顔を見ても誰も気づかなかったのだ、信用してもらえるかが最大の課題である。

			「ま、やってみればわかりますかっ」

			　フラムは前向きに、当たって砕けろの精神で彼らの前に出た。

			　奴隷の印を付けた彼女を、兵士は当然のようににらみつける。

			「なんの用だ、奴隷」

			「私、フラム・アプリコットって言います。オティーリエさんに用事があって来たんです」

			「はっ、奴隷風情が英雄の名を騙かたるとは笑止千万。もう少しマシな嘘を用意して出直してくるんだな！」

			　案の定の反応である。

			　だがここで引くわけにはいかない。

			　彼を信用させるために、一つ旅の途中で起きた出来事でも話そうとしたところ──兵舎の中から男が現れた。

			　男はとにかく大柄で、入り口を通り抜けるときも屈まなければならないほどだ。

			　フラムが見上げるほど大きかったガディオよりも、さらに一回り大きいのではないのだろうか。

			「ヘルマン・ザヴニュ……」

			　彼はオティーリエと同じ、三人いる副将軍のうちの一人である。

			　オティーリエと異なりフラムと直接面識があるわけではないが、なんたってこの巨体だ、一度見たら忘れることはない。

			　今は私服のため、ヘルマンの代名詞でもある巨大な槌は背負っていないが、それでもかなりの迫力であった。

			　彼は無言で門番の兵士に近づくと、口を開く。

			「……入れてやれ」

			　ボリュームは小さいながらも、体に響く重低音。

			　その迫力に、言われた兵士はごくりと唾を飲み込む。

			「で、ですが……このような奴隷をっ」

			「……本人だ」

			「まさか、このみすぼらしい奴隷がフラム・アプリコットだと!?」

			「みすぼらしいって……」

			　流れ弾でダメージを受けるフラム。

			　ヘルマンは心なしかむっとした表情で言った。

			「……失礼だぞ」

			「も、申し訳ございませんっ」

			「……とにかく本人だ、入れてやれ」

			「了解しました。おい、通っていい……いえ、お通りください、フラム様」

			　その微妙な扱いに複雑な心境になりながらも、兵舎に入るフラム。

			「ありがとうございますっ」

			「……構わない」

			　ヘルマンはフラムを先導するように、無言で前を歩いた。

			　そのまま建物に入り、少し進んだ所で──彼はぴたりと足を止める。

			「うわっと!?」

			　フラムは背中にぶつかりそうになりながらも、その直前で踏みとどまった。

			「……フラム、誰に会いに来た？」

			「へ？　オティーリエさんですけど」

			「……オティーリエか」

			　ヘルマンの眉間に皺が寄る。

			　フラムの表情も不安に曇った。

			　声も顔も、見ただけで子供が泣きそうなほど恐ろしい。

			　先ほどのやり取りから、心が優しいのはわかったのだが──

			「……困った」

			　この微妙な間と、抑揚のない喋り方はどうにかならないものなのか。

			　軍の副将軍としては、これぐらい迫力があったほうがいいのかもしれないが。

			　考え込むように顎に手を当て、再び歩きだすヘルマン。

			　フラムもまた無言で、彼の背中を追った。

			　そうして二人がたどり着いたのは、兵舎三階にある、ひときわ立派な扉の前。

			　大きな拳がドアを叩く。

			「……来客を連れてきた」

			　名乗りもせずにそう言うと、

			「ヘルマンか。今なら大丈夫だ、入ってくれ」

			　部屋の主は慣れた様子でそう言った。

			　扉が開く。

			　そこにいたのは、オティーリエではなく──王国軍のトップに君臨する、将軍アンリエット・バッセンハイムであった。

			「ア、アンリエット閣下!?」

			　フラムもこれには驚きを隠せない。

			「おや、君はフラム・アプリコットじゃないか。その様子では、私に会いに来たわけではないようだが。ヘルマン、なぜここに彼女を呼んだのだ？」

			「……オティーリエを捜しに来た」

			「彼女がオティーリエを？　なるほど、ならば確かにその判断は正しい。ご苦労だったなヘルマン副将軍。フラム・アプリコット、ここに座るといい」

			　アンリエットは立派なチェアから立ち上がると、応接用のソファに座るようフラムを促した。

			　フラムは予期せぬ事態に戸惑いつつも、言われるがまま腰掛ける。

			　ヘルマンは頭を下げると、早々に部屋から出ていってしまった。

			　いきなりほぼ面識もない将軍閣下と二人きりにされ、緊張しガチガチになるフラム。

			「あの、アンリエット閣下！」

			「はは、そう気構えないでくれ。オティーリエと同じく〝さん〟でいい。立場としては君たち英雄とそう変わらないからな」

			　フラムの緊張をほぐそうと、フランクに接するアンリエット。

			「私はただの一般人です」

			「私も、将軍と言っても落ちぶれた軍のトップだ。なんの力もありはしない」

			　彼女は寂しげにそう言った。

			　だがすぐに気を取り直し、穏やかな表情で尋ねる。

			「ところで、オティーリエを訪ねてきたそうだな」

			「ええ、先日の西区で私が巻き込まれた事件──アンリエットさんのお耳にも、入ってますか？」

			「もちろんだ、軍の大失態だからな。おかげで王や枢機卿に嫌味を言われて肩身が狭いよ。もっとも、自業自得の面も大きいが」

			「大変、ですね」

			「大変なのは君のほうだろう。しかし、おかげで西区の膿を出し切れたとも言える。その事件を通してオティーリエと会ったんだな」

			「はい。あの人がいなかったら、今ごろ私、ここにはいないと思います」

			「手柄を誇りたいところだが、原因が我らにある以上、そうはいかない。ああ、そうそう、君がパーティを追い出され、奴隷にされた経緯も彼女から聞いているよ」

			　それでアンリエットやヘルマンは、フラムの顔を見ても驚かなかったらしい。

			「ジーンは、相変わらずのようだな」

			「あはは……そうですね」

			「王都暮らしで困ったことがあれば、気兼ねなく軍に相談してくれ。オティーリエだけでなく、私もヘルマンも全力でサポートさせてもらう」

			「今日は、そういう話ではないんです」

			「ではなんのために？」

			「実はオティーリエさん、前に会ったとき、教会について調べてるって言ってたんですね」

			「あの子が？　無茶をする……」

			「『お姉様のため』と言ってましたが、それはアンリエットさんのことで合ってますか？」

			「ああ、オティーリエは私の幼馴染で、昔からよく懐いていてな。得意でもない剣を身につけ、軍まで追ってくるのだから大した根気だよ。今でも部下としてだけでなく、妹分としてよく働いてくれている」

			　それを〝根気〟と軽く言ってのけるアンリエットもまた、ただ者ではないのだろう。

			　あるいは、ただ鈍いだけかもしれないが。

			「君がオティーリエを訪ねてきたのは、まさか教会に関する話を聞くのが目的で？」

			「そうなんです。実は昨日、私の友達であるセーラ・アンビレンという子が、教会から追放処分を受けました」

			「マリア・アフェンジェンスに続く聖女候補と呼ばれていた少女か、私もそれは聞いている。一緒に教会騎士二人が異動になったという話もな」

			「でしたら、貧民街で起きたあの騒動もご存じですか？」

			「当然だ、報告は受けている。無論、それが教会による犯行である可能性も考えてはいるさ。例の死体は、すぐさま彼らに回収されてしまったからな」

			　話が早い、とフラムは感心する。

			　いや、感心すること自体が失礼なのかもしれない、なんと言っても相手は将軍なのだから。

			「私は、セーラちゃんがあの事件に巻き込まれたと思っています。それで彼女を捜すにあたって、オティーリエさんからなにか話を聞けないか、と……」

			「……おそらく察しはついていると思うが、オティーリエは今ここにいない」

			「行方不明、なんですね」

			　神妙な顔でうなずくアンリエット。

			　つまり、セーラと同じ──教会について追っているうちに、行方がわからなくなったのだ。

			　フラムは大きく息を吐き、手で顔を覆った。

			　目眩がする。

			　そこまでなのか、教会とは。

			　身内だけに留まらず、副将軍ほどの権力者ですら呑み込んでしまうというのか。

			　あまりに途方もない──立ちはだかる壁の頂点すら見えぬほど、強大な敵ではないか。

			「でも……オティーリエさんは副将軍なんですよ？　そんな人がいなくなったら、もっと騒ぎになってないとおかしいです！」

			　フラムは苦しそうに、絞り出すように言った。

			　唇を噛んだアンリエットは、忌々しそうに吐き捨てる。

			「騒ぎにするなと言ってきた愚か者がいてな」

			「それで情報を表に出さないようコントロールしてるんですね。誰なんですか、その〝愚か者〟って！」

			「国王ディアン・カロウルだよ」

			「な……っ」

			　フラムは息を呑み、言葉を失う。

			　国家の剣たる王国軍が、国王に対し『愚か者』と言い放つその意味を理解できぬフラムではない。

			「王国軍は国王陛下から一切の信用を得ていない。それどころか、教会に楯突いたと判断されるやいなや、副将軍であろうと容赦なく消される」

			「そんな……」

			　フラムはオティーリエが似たようなことを言っていたのを思い出す。

			　だがまさか、誇張抜きで本当に消されるとは思ってもみなかった。

			「オティーリエはいい子だ、昔から変わらない。おそらく純粋に私のことを思って、少しでも役に立とうと思い独断で動いたのだろう。私に知られれば、止められると知っていたはずだからな。だが同時に、なぜ私が止めるのか、その意味も理解していたはずなのだが……嗚あ呼あ、それでもか。それでも私に尽くしたいと思わずにはいられなかったのか」

			　アンリエットは目を細め、どこかでまだ生きているはずのオティーリエに思いを馳せる。

			　表現方法は違えど、彼女もオティーリエのことを少なからず想っているのだ。

			「すまないな、湿っぽい話になってしまった。だが今までの話でわかるとおり、我々は君の望むような情報は持っていない。むしろ、オティーリエの居場所は私が知りたいぐらいだよ」

			「……わかりました」

			　これ以上話しても、互いに得るものはない。

			　フラムはアンリエットと別れると、兵舎をあとにした。

		

	
		
			

			


			　家に戻る頃には、すでに日は傾き始めていた。

			　フラムは気だるげな動作で玄関を開き、これまた覇気の無い声で「ただいまー……」と告げる。

			　すると小走りでミルキットがやってきて、笑顔で彼女を迎えた。

			「おかえりなさい、ご主人様っ」

			　釣られて、フラムも笑顔になる。

			　彼女の存在は少なからず自分の救いになっていると実感する。

			「ちょうど夕食の買い物に行こうと思っていたんですが、ご主人様はどうしますか？」

			　見ると、彼女は手に、いつも買い物に行くときに持ち歩いているカゴバッグを提げていた。

			　フラムが帰ってくるまで、行くのを待っていたのだろう。

			「それとも、家で休まれますか？」

			　主の様子がおかしいことに気づいてか、ミルキットはフラムの顔を覗き込んで言った。

			　今日の給仕服は白の部分が多く、胸元の赤いリボンがアクセントとなっておりいつもよりポップでキュートな雰囲気だ。

			　上品なお屋敷のメイドというよりは、ウェイトレスのほうが近いかもしれない。

			　ミルキットはこうして、毎日異なる給仕服をローテーションさせ、フラムの目と心を癒やしていた。

			　もっとも、今日受けたショックはさすがにそれだけでは癒やしきれないが。

			「……じゃあ、そうさせてもらおうかな。ごめんね」

			　おそらくミルキットは、フラムと一緒に出かけるのを楽しみにしていたはずだ。

			　フラムも二人でゆっくり歩きたかったが、心に体がついていかない。

			「わかりました、ご主人様はゆっくり休んでいてください。私はエターナさんと一緒に行ってきますね」

			「行ってくる」

			　エターナは、ひょっこりと居間から顔だけを出した。

			　そして入れ替わる形で二人は外出し、フラムは椅子に座るやいなや、ぐだーっとテーブルに突っ伏した。

			「おかえり、フラム」

			　真ん前の席でパズルに興じるインクが言う。

			「んー、ただいま」

			「どうだった、セーラの手がかりはなにか見つかった？」

			「成果はほぼゼロ。どこ捜してもセーラちゃんはいなかった。しかもオティーリエさんまで行方不明になったって。はぁ……ここまでみんながいなくなると、さすがにしんどいね」

			「そっか……でも、絶対に、見つかると思う。きっと二人とも」

			「うん、私もそう思ってる」

			　思わなければ、やっていられない。

			　フラムは疲れからか、そのまま目を閉じてしまった。

			　疲労困憊の彼女を心配して、インクはパズルを解く手を止めて考え込んだが──できることはフラムを静かに休ませることぐらい。

			　インクは上着の余った袖をまくると、今までよりも慎重に、なるべく音を立てないように、パズル遊びを再開した。

			


			　◇◇◇

			


			「本当にもういいの？」

			　予想よりも早く買い物が終わり、思わずエターナはミルキットに尋ねる。

			「はい、早くご主人様のもとに戻りたいので」

			「確かに、フラムは落ち込んでた様子だった」

			　また悪い報せでもあったのかもしれない──エターナはそう感じていた。

			「……あの、エターナさん」

			「どうしたの？」

			「やはり、私にも持たせてくれませんか？」

			　ミルキットは申し訳なさそうに言った。

			　食材の詰まったカゴバッグは、エターナの腕にぶら下がっている。

			「気にする必要はない」

			　単純にステータスだけで見ても、ミルキットの筋力は１１しかないのに対して、エターナは６６８。

			　エターナの腕は細く見えるが、そこらの一般人よりも遥かに強い力を秘めているのだ。

			「わたしのほうがミルキットより力もち」

			　そう言って、左腕で力こぶを作ってみせるエターナ。

			　だがほとんど変化は無く、ミルキットは余計に心配になってしまった。

			「それにしても、フラムが好きなものばかり」

			「きっとこれを食べたら、ご主人様は元気になってくれるはずです」

			「……相思相愛」

			「そういうのではありませんよ。ただ……私は、ご主人様が私に与えてくれる分を、少しでも返せたら、って思っているだけです」

			「健気すぎる」

			「私はご主人様の奴隷ですから」

			　彼女は胸に手を当て、幸せそうに言った。

			「いい出会いだったみたい。フラムにとっても、ミルキットにとっても」

			「はい、それは間違いなく」

			　出会いは地獄のような場所だった。

			　偶然生き残って、傷を舐め合うように手を取り合っただけだった。

			　ミルキットはなにも選択していない。

			　いつもそうだったように、状況に流されただけだ。

			　それが結果的に、自分の人生を好転させようとは、なにが起きるかわからないものである。

			　ミルキットはフラムと過ごした日々を思い返し、出会えた奇跡を噛み締めていると──前方の路地から、立ちはだかるように細身の男が現れる。

			「おー？　珍しい組合せだな。一人だったらカモだってのに、厄介だ、ああ厄介だなぁ。なんだって、かの英雄エターナ・リンバウがあんな小娘に付くんだろうなあ」

			　路地から現れた彼は、手を広げながら、舞台俳優のようにわざとらしく言った。

			　身長は高いが体は細身で、髪は明るい茶色。

			　革鎧を纏い、腰には刃渡り二十センチほどのダガーを装備、大きめのクロスボウを背負い、腕には木製のバックラーを装着している。

			　プライベートではなく、冒険者として戦闘を行うための出で立ちをした彼の名を、ミルキットは口にした。

			「デイン・フィニアース……！」

			　彼女は珍しく敵意を剥き出しにして、デインを睨みつけている。

			　こいつはご主人様の敵だ──その事実は他のどんな理由よりも、ミルキットの〝怒り〟を呼び起こす。

			「こいつがそうなんだ」

			　エターナは無感情にそう言いながらも、手のひらに魔力を集中させる。

			　警戒は怠らない。

			　この手の輩は、どんな卑怯な手を使ってくるかわからないのだから。

			「待て待て、今日の出会いは偶然だ、戦おうってわけじゃない。僕だって力の差を見極められる程度の実力はあるつもりだからな」

			「だったら、どうして近づいてきたんですか？」

			「話がしたい。お互いにとって、とても有益な話だ」

			「お断りします、帰りましょうエターナさん」

			　エターナはうなずく。

			　そして二人はデインには見向きもせずにそこを通り過ぎようとした。

			　だが彼はニィ、と口角を吊り上げ、再び演技がかった言葉を放つ。

			「あぁ、残念だ。僕、セーラ・アンビレンに関する情報を持ってるんだがなぁ。フラムは西区を駆けずり回って行方を捜してるんだろ？　どうしてあのガキがいなくなったのか、今どこでどうしてるのか、それがわかればご主人様は喜ぶだろうなぁ」

			「セーラさん……！」

			　ミルキットは思わず足を止めた。

			「……ミルキット、止まっちゃダメ」

			「でもっ！」

			　自分だって、彼女と過ごした時間は楽しかった。

			　見つかってほしい。

			　またお話しして、遊んで、料理を食べてほしい。

			　それに──フラムが、あんなに疲れ果てるまで探し続けたのだ。

			　もし、自分が、なにかしらの情報を得られたのなら。

			　役に立てたのなら──

			「利口な奴隷は好きだぜ、僕。いい感じに肉も付いてきたし、顔も治ったんだろ？　今ならそこそこの値段で売れるなお前」

			「黙れ、下げ衆すが」

			　エターナがデインをにらみつける。

			　その迫力は、余裕をかましていた彼が思わずすくむほどだ。

			　伊達に英雄は名乗っていない。

			　しかし、デインはどこでミルキットやセーラの情報を仕入れてきたというのか。

			　西区で知らないことは無いと豪語する彼の情報網は、若干の劣化を見せながらも、今も健在のようだ。

			「うっへへ、怖い怖い。だが今の僕は怖いもの知らずだ、守られてるってのがこうも気が楽なもんだとは思わなかった。今まで、僕は守る側だったからな」

			「どうでもいいので、セーラさんのことを聞かせてください！」

			「くへ、へへ、そう慌てるなって。ちゃあんと説明してやるからさ」

			　デインの浮かべる笑みは、下品を通り過ぎてどこか壊れているようにも見える。

			　ミルキットが見ていて思わず顔をしかめるほど、みっともなく、威厳が無い。

			「あのガキはさ、行方不明になった日、西区の教会に行ったんだよ。インクって、これまた生意気なガキに関連する情報を聞き出すために。そして騎士から、教会の研究に関する噂話を聞いた」

			　そう言って、デインは一旦間を置いて、二人の顔を見た。

			　なぜ彼からインクという名前が出てくるのか──どうやら彼は、そのリアクションを見ているようだ。

			　反応を見せるべきではない。

			　自分たちの住む家に、インクがいることをこの男に悟られてはいけない。

			　エターナは理論的に、ミルキットは直感的にそれを察した。

			　おそらく彼らは、インクを捜している。

			　だからこそ、今こうして、カマをかけたのだ。

			　期待した反応が得られなかったことが不服だったのか、デインは「ちっ」と小さく舌打ちをし、話を続けた。

			「しかしその噂話は、ただの噂じゃなかったんだ。偶然にも真実に近い話を知ってしまったせいで、結果的にトリガーになった」

			「トリガー？　なんのことですか？」

			「ああ、自動過剰防衛とでも言うべきなのかねえ。あれは優しいんだよ、その優しさを反映してか必要以上に味方を守ろうとしやがる。判別条件は、あちら側と、こちら側だ」

			　抽象的なデインの話を、二人は理解できない。

			　彼は「しかたねえなあ」と不敵に笑うと、具体的な話を始めた。

			　その直前、エターナの指がぴくりと動く。

			「……？」

			　耳に違和感を覚えたミルキットは首をかしげた。

			　だがお構いなしにデインの話は進む。

			「教会か、それ以外か、じゃねえ。子供たちチルドレンか、それ以外か、だ。それ以外の人間が真実を知れば、追われ、増やされ、殺される。そして僕たちは子供たちの味方になった。なるしかなかった。だから、守られるってわけだ」

			「チルドレン？　人体実験のこと？」

			「そう、それ！　ああなんだ、お前ら知ってんのか。いや、違うな、だったら条件は満たしてる。あー……つまりあれだな、それは、チルドレンじゃなくて別のチームだわ」

			「異なる研究チーム……」

			「そういうこった。螺旋の子供たちスパイラル・チルドレンってのは、生まれつき、心臓の代わりにコアっつーの？　あのよくわかんねえ黒い水晶を埋め込まれた化物のことなんだがな。いくつもある教会の研究チームのうちの一つ。中でも大きな成果を上げてる優秀な連中だって聞いてる。王都の地下のとある場所に研究所を構えててな──」

			　デインはなぜか、自分から重要な情報をぺらぺらと喋っている。

			　先ほどから違和感は覚えていたが、ここでエターナの疑念は確信に変わった。

			「……あ、あれ？」

			　再度首をかしげるミルキット。

			　当然だろう、彼女にはデインの言葉は、一切聞こえていないのだから。

			　エターナが水の魔法で耳栓を作り、塞いだのである。

			　なぜそのようなことをしたのか、答え合わせは──デイン本人がしてくれる。

			「……とまあ、どうしてこんなことを話すのかっていうとさ。僕、頭いいからさ、思いついちまったんだよ。別にあの修道女のガキみたいに聞いたりしなくても、あいつらみたいに聞かれなくても、探られなくても、こっちからお前らに情報を与えてやれば、条件は満たされる、ってさ」

			　彼は人差し指で自らのこめかみを何度か叩いた。

			　すると、屋根の上から、なにかが大量に落ちてくる。

			　ぼと、ぼとぼとっ──それを見たエターナの頬が引きつる。

			　眼球だ。

			　どこからともなく現れたそいつらは、転がりながらエターナに近づいていく。

			　さらに、路地から、家の窓から、挙げ句には地面からもそいつらは湧き出し、接近してくる。

			「ひひ、ひっははははっ！　集まって来てるぜ？　早く逃げないと──あの臭くて気持ちわりぃ体になって死んじまうぞぉ？」

			　そう言ってデインは今日一番の壊れた笑みを、彼女たちに向けた。

			　西区で見つかった異形の死体の話は、フラムから聞いている。

			　デインの言葉が事実ならば、あれに触れてしまえば、待っているのは見るも無残な醜い末路だ。

			「ひっ……ぃ……エ、エターナさん、あれって！」

			「ミルキットはやらせない──アクアガルム！」

			　エターナの前方に水の球体が浮かび上がる。

			　それは歪み、うねり、瞬く間に姿を変え、人よりも数倍大きな犬の形に変わった。

			「え、えっ!?　きゃあぁぁっ！」

			　ミルキットが戸惑う中、犬は柔らかな口でその体を咥え、放り投げて背中の上に載せる。

			「ゴー！」

			　そしてエターナが手を振り指示を出すと、フラムの待つ家に向かって一直線に走っていく。

			　それは文字通りの一直線だ。

			　建物があろうと高く飛び、屋根の上を駆け抜ける。

			「ひゃははっ、んなことしたって無駄だっての！」

			　嘲笑するデインに、エターナは冷静に返す。

			「無駄ではない」

			「あぁ？」

			「お前の話を、ミルキットは聞いていない。魔法で耳を塞いでいたから」

			「てめぇ……気づいてやがったのか！」

			「わたし、お前より頭いいから」

			「このクソアマがぁ！」

			　デインは怒りを込め、クロスボウをエターナに向ける。

			「沸点の低さから、余裕のなさが窺うかがえる」

			「追い詰められてるのはてめえのほうなんだよ、エターナ・リンバウッ！」

			　エターナの周辺を眼球が取り囲む。

			　逃げ場を失った彼女に、デインはクロスボウの引き金を引いた。

			「アクアスピア！」

			　同時にエターナの魔法が発動し、地面から無数の水槍がせり出し、迫る眼球と射出されたボルトを刺し貫いた。

			「アクアテンタクルス」

			　続けて足元から水の触手を召喚。

			　うねるそれで、デインの体を絡め捕る。

			「おおっと！」

			　デインは飛び退くと、バックラーからワイヤーを射出。

			　アンカーを民家の屋根に引っ掛け、ワイヤーを巻取り、その場所まで移動する。

			　彼についてきた男たちも散らばり、エターナの前から姿を消した。

			「奴隷ちゃんを仕留められなかったのは残念だが、てめえはこれで終わりだ。せいぜい限界が来るまで逃げてみせろよ、英雄様？　ひゃはははははははっ！」

			　笑い声を響かせながら、彼はワイヤーを駆使し、宙を舞うようにして離れていく。

			　エターナは追撃のため魔法を発動させようとしたが──

			「あいつの相手をしている余裕はなさそう」

			　眼球はなおも数を増やし続けている。

			　いくら動きが遅いとはいえ、際限なく現れる、触れただけでゲームオーバーの化物を相手にするのは容易ではない。

			　エターナは脚部に魔力を集中、足裏で地面を叩くと、魔法を発動した。

			「アクアシェルター」

			　地面から水が湧き、今度は彼女を包む壁となる。

			　氷には硬度で劣るものの、その弾力で攻撃を弾く。

			　エターナクラスの魔術師が使えば、並の冒険者がいくら集まろうと突破はできない。

			　目玉はまだまだ増殖中。

			　ド派手な魔法で一掃も可能だが、魔力は有限だ。

			　ならば集めるだけ集めて、一気に掃討する──そのつもりでアクアシェルターを発動したのだが、

			「通り抜けようとしてる……」

			　眼球は視認した獲物に向かって、真っ直ぐに進もうとしていた。

			　壁があろうとお構いなしだ。

			　彼らが体内に入り込むのと同じように、水を浸食して中に入り込もうとしている。

			「これじゃあキリがない……とりあえず逃げるしかない」

			　エターナは再び足裏で地面を叩いた。

			「スプラッシュ」

			　すると今度は大量の水が噴き出し、シェルター上部に空いた穴からエターナの体を空に打ち上げる。

			「アクアテンタクルス」

			　そこから水の触手を伸ばし、体を引き寄せ、屋根の上へと移動する。

			　着地すると、そのあともアクアテンタクルスを繰り返し発動し、隣の家へと飛び移り逃走する。

			　眼球たちは、場所を選ばずどこまでも追ってきた。

			　振り切ったと思っても、またどこからともなく湧いてきて、いつの間にか取り囲んでいる。

			　夜の街を駆けるエターナは、自分の身よりも、フラムとミルキット、そしてインクのことが心配でならなかった。

			　デインがあれだけで諦めるとは思えない。

			　それに眼球を仕向けたのはおそらく彼自身ではない、それ以外にも敵はいる。

			　三人の無事を祈りながら──エターナの長い逃走劇が始まった。

			


			　◇◇◇

			


			「ご主人様ぁっ！」

			　家に駆け込んできたミルキットは、主の顔を見るなりその胸に飛び込んだ。

			　彼女はなぜか水に濡れており、買い物バッグも持っていない。

			「ミルキット、なにがあったの？　エターナさんは!?」

			「エターナさんは……セーラさんと同じように、〝目〟に……追われていますっ」

			「エターナまで……どうして……」

			　遅れて玄関にやってきたインクは、それを聞いてショックを受けた様子だった。

			「それで、ミルキットだけ逃がしてくれたってこと？　でもどうしてっ、買い物に行っただけなのに……！」

			「デインが現れたんです。あの人がなにかを話していると、いきなり目が出てきました」

			「あいつまたっ！　なにを話してたか覚えてる？」

			「わかりません。たぶん、エターナさんが私の耳を魔法で塞いでくれたんだと思います。なにも聞こえなくて、いつの間にか魔法で作られた犬に乗せられて、ここに」

			「耳を塞いだ……なにかを聞いたら、あの目は追いかけてくるってこと？」

			　教会について調べるだけがトリガーではない。

			　特定の情報を知った瞬間、あれは現れるようだ。

			　しかし、知っているにもかかわらず、なぜかデイン自身は襲われなかった。

			「デインは教会に属しているから無事……いや、セーラちゃんも追われたってことは、教会じゃなくて、研究チームの一員になることが条件……？　だとしたら、デインたちはあいつらの手下になったってこと？」

			　デインは昨日、『上司の指示でフラムには手を出すなと言われている』と話していた。

			　上司は研究チームの人間。

			　ならばフラムに手を出すなというのは──殺すのではなく、捕えたがっていると考えられる。

			「結局、私のせいで……」

			「ご主人様、それは違いますっ」

			「ミルキット……」

			　そうは言われても簡単に割り切れるものではない。

			「あ……そうだ、風邪ひくといけないから、とりあえず着替えよっか。考えるのはそれからにしよう」

			　後回しにしたところで、エターナですら追い詰められる敵を相手に、フラム一人で立ち向かえるとは思えないが。

			　今にも心が折れ、くずおれてしまいそうだ。

			　インクもずっと顔を伏せ、ふさぎ込んでいる。

			　家には、重苦しい空気が満ちていた。

			　しかしまだ、ミルキットがここにいる。

			　その事実だけで、フラムが奮い立つには十分すぎる理由になる。

			


			　◇◇◇

			


			　フラムは部屋から着替えを持ってきて、脱衣所でミルキットに渡した。

			　外で待っていようかとも思ったが、お互いに一人になるのが無性に不安で、フラムはそのまま待つことにした。

			　じろじろ見るのもなんなので、背中を向けておく。

			「ご主人様のせいなんてことはありません、あいつが悪いんです」

			　濡れた服を脱ぎ、体を拭きながらミルキットは言った。

			「私だってあいつが悪いとは思ってるよ。けど、原因は私にもあると思う」

			「一方的に狙われているだけなのに、責任なんて感じないでください」

			「それは……そうなんだけどさ」

			　セーラやオティーリエ、エターナまで巻き込まれてしまった。

			　教会が狙っているのは、あくまでフラムだ。

			　ならば自分が身を差し出せば──そう思ってしまう。

			　体を拭き終えると、ミルキットは下着を手に取った。

			　沈黙の中、布が擦れる音だけが聞こえる。

			「少なくとも、デインの件だけは私自身の手で決着をつけないといけない」

			「あの人、前とはなにかが変わっていました」

			「私もそれは思った。色んな物を失って、やけっぱちになってるのかもね。だからこそ、恐ろしいんだけど」

			　ミルキットは給仕服を手に取り、手慣れた様子でそれを纏っていく。

			　一般的な洋服よりも複雑な手順だが、毎日着ていると、それを苦に思うことは無くなってきたようだ。

			　そもそも、〝フラムに与えられた服〟という時点で、ミルキットには喜びしかないのだが。

			「できましたっ」

			　彼女の声を聞き、フラムは振り返る。

			　──そこにミルキットはいなかった。

			「……は？」

			　あるのは、空白。

			　なにもない、空間だけ。

			　脱いだばかりの濡れた服は洗濯カゴに入れられている。

			　触れれば温もりも残っている。

			　つまり、ミルキットはついさっきまで間違いなくそこにいたのだ。

			「え……えっと……なに、これ……」

			　だが、今はいない。

			「ミ、ミルキット？　ねえ、ミルキット！　どこにいるの、ねえっ！　どこかに隠れてるんだよね？　そうだよね!?」

			　全身から冷や汗が噴き出し、鳥肌が立つ。

			　呼吸が震えて、うまく酸素を取り込めない。

			「返事をしてよ、ミルキットっ！　ミルキットぉっ！」

			　叫んでも反応はない。

			　風呂場の中、窓の外、廊下、キッチン、二階──彼女を探してフラムは走り回ったが、どこにもその姿は見当たらない。

			「フラム、どうしたの？」

			　異変に気づいたインクが、フラムの上着の裾を握った。

			「インク……ミルキットが、ミルキットがいないの！　さっきまで着替えてたのにっ、私のすぐ後ろにいたはずなのに、いなくなっちゃったのぉっ！」

			「落ち着いてフラム。どういうこと？　なんでいなくなったの？」

			「それがわからないから必死で捜してるのぉおおっ！」

			　フラムはもはや半狂乱だった。

			　みなが行方不明になっていく中、もはやミルキットだけが支えだった。

			　なのに彼女がいなくなれば、柱がなくなれば、あとは折れるしかない、壊れるしかない。

			　彼女なしでは、ただの十六歳の少女に過ぎないのだ。

			　だがまだ魔法は切れていない、あと少しの間だけは強がっていられる。

			　いや、とっくに心はまともではないが、これでもまだ完全にイカれてはいないのだ。

			　だから捜さねば、魔法が切れるまでの間に、彼女をどうにかして見つけ出さなければ。

			「ミルキット、ミルキット、ミルキット、ミルキット、ミルキット、ミルキット、ミルキットぉぉっ！」

			　名前を呼んだ。

			　家の中だけでなく、外も捜し回った。

			　這いずって建物の下まで覗き込んだ。

			　でもいない。

			　どこにもいない。

			　さっきまで隣にいたはずの彼女は、忽こつ然ぜんと消えてしまった。

			　それから一時間たっても、二時間たっても、三時間たっても、どれだけ走り回っても──手がかり一つ、見つからない。

			　夜風の冷たさにさらされ、少しだけ頭が冷えたフラムは、ふらふらと家に戻った。

			「フラム……大丈夫？」

			　インクは手探りでフラムの手を探すと、優しく握った。

			　その体温が、熱を失った心に染み込んでいく。

			　そのとき、タイミング悪くインクの腹がぐぅと鳴った。

			　夕食の時間はとうに過ぎている。

			　本当ならミルキットが作った料理を楽しんでいる時間だ。

			　みんなで、食卓を囲んで。

			　でも今は──いない。

			　ミルキットも、エターナも、来たかもしれないセーラも、誰もいない。

			「う……うううぅぅぅ……ッ！」

			　膝をつき、うずくまるフラム。

			　彼女は頭を掻きむしりながら呻うめいた。

			　自分が、なにをしたというのか。

			　降りかかる火の粉を払っただけではないか。

			　それとも、一方的に理不尽な暴力を受け続けろというのか。

			　これが神の御業だというのなら、あまりに理不尽だ。

			　なにが間違いで、どこで道を踏み外したというのか。

			　なぜ奪われなければならない。

			　ただ互いに支え合っていただけだ。

			　不幸のどん底に突き落とされたから、少しでも光を求めて這い上がろうとしただけだ。

			　それが罪だというのか、罰を受けろというのか。

			「あぁ、ああぁぁああ……！　ミルキット……私がずっと見てたら良かったの……!?　でも、でも、そんなのぉっ……！」

			　体温を感じるほどそばにいた。

			　その状態から消えたのでは、一瞬目を離しただけでも、まばたきですらもアウトだ。

			　そんなことができる相手に、フラムが勝てるはずがない。

			　無力だ、無力だ、無力だ。

			　どこまでも果てしなく無力で役立たずの自分のままだ。

			　旅をしていた頃と、なにも、変わっちゃいない。

			「私は……まだ、奈落の底にいる……」

			　その証である頬の奴隷の印に爪を立て、傷ができるほど強く引っ掻く。

			　痛みはある、指先も血で濡れる。

			　だが呪いですぐに痕あとは消えた。

			「こんな、こんな力があっても、あの子を守れないんじゃ……！」

			「フラム……」

			　あまりに深い絶望に、インクはどう声をかけていいのかわからなかった。

			　慰めたいのに、言葉が浮かんでこない。

			　歯がゆくて、拳をぎゅっと握りしめる。

			　するとそのとき、フラムの嗚お咽えつがぴたりと止まり、彼女は前を向いた。

			「また、捜してくる」

			「もう夜も遅いし、危ないよ」

			「捜してくる。インクは、絶対に外に出ないで」

			「……わかった、待ってる」

			　外は暗い、この中を一人で駆けずり回るのはあまりに非効率的だ。

			　それでも、体を動かさなければ、〝ミルキットのためにやれる限りはやっている〟と思わなければ、頭がおかしくなってしまいそうだった。

			


			　◇◇◇

			


			　そのあと、フラムが戻ってきたのは、日付が変わったあとのことだった。

			　もちろん収穫は無し。

			　強烈な無力感が、重さとなって肩にのしかかる。

			「……ただいま」

			　フラムはか細い声でそう言った。

			　もうインクは寝てしまったのか、返事はない。

			　一階の明かりが点いているのは、フラムが帰ってきたときのためだろう。

			　体の疲れはピークに達している。

			　もうこのまま、着替えもせずに死んだようにベッドに沈んでしまいたかった。

			　いっそ、そのまま二度と目を覚ましたくないとも思う。

			　重い足取りで階段を上る。

			　二階は真っ暗だ──やはりインクはもう寝てしまったのだろう。

			　だが、部屋のドアは半開きだった。

			　フラムが帰ってきたとき、音を聞きつけて迎えるつもりだったのかもしれない。

			　そのまま部屋の前を通り過ぎようとしたところ──ガタンッ、と室内から音が聞こえた。

			　それも一度ではない、続けざまに何度も。

			「あれ、起きてるのかな」

			　驚かすつもりだったのだろうか。

			　音は、まるで窓枠を揺らすようなものだったが──しかし、外にはもうフラムはいない。

			　窓を開く必要などないはずだ。

			「インク、ただいま」

			　部屋を覗き込む前に、名前を呼んでドアをノックする。

			　……反応はない。

			　しかし、中からは相変わらずガタンッ、ガタッと物音がする。

			「ねえインク、入ってもいい？」

			　あらためて聞くも、やはり返事はない。

			「もう入るよ」

			　本人には悪いと思いつつも、フラムは部屋に足を踏み入れた。

			　暗いその空間で、まず最初に視界に入ったのは、インクの後ろ姿だ。

			　彼女はなぜか窓から身を乗り出して、家の裏にある路地の地面を見つめている。

			「なにしてんの？　もしかして、ミルキットたちを捜し──」

			　そう言いながら彼女の背中に近づいたところで、フラムは足を止めた。

			　──ぶじゅるっ、ぶじゅっ。

			　どこかで聞いたことのある音が、したのだ。

			　全身が硬直する。

			　顔の筋肉が引きつる。

			　血の気が引き、フラムは強烈な寒気を感じた。

			「イ、インク……？」

			　そんなわけがない、気のせいだ。

			　そう自分に言い聞かせ、勇気を出して、一歩を踏み出す。

			　音はまた、大きくなった。

			　湿った肉が蠢き、なにかが吐き出されるような音が。

			　ぶちゅっ……じゅぼっ……ぼとっ、ぼとぼとっ。

			　なにが、起きているのか。

			　インクは、なにをしているのか。

			　知りたくない。

			　見たくない。

			　けど──目を背けるわけにも、いかない。

			　また一歩、前に踏み出す。

			　音が大きくなる。

			　床板がギィと軋きしみ、その振動が足裏に伝わる。

			　唾を飲み込んだ。

			　粘り気のある唾液は、喉の脈動とともに食道を通り胃に落ちていった。

			　こめかみから浮き出した汗が頬を伝い、顎から落ちる。

			　肺が痙攣したように、半開きの口で「はっはっ」と浅い呼吸を繰り返した。

			　全ての感覚が、不気味なまでに鮮烈だった。

			　目眩がするほどの動悸に、いっそ意識を失ってくれたらいいのにと心の中でつぶやきながら、フラムは──手を、伸ばす。

			　指が、彼女がインクに貸したシャツに触れる。

			　布がくしゃりと皺を寄せ、その内側にある肌を擦ると、その感触に気づいたインクは首を回して振り向いた。

			「ぶじゅっ、ぶじゅるっ……ぶちゅっ……」

			　目の前に見えるのは、肉の渦巻き。

			　あのオーガとまったく同じもの。

			　それが脈動し、血液を吐き出す。

			　だがそれだけではない。

			　吐き出しているのは──大量の眼球も、である。

			　渦巻きの隙間をぐにゅりとかき分けるように、白い球体が産み落とされていた。

			


			

			


			「あ……ああぁ……」

			　なにが間違いで、どこで道を踏み外したのか。

			　その答えを──フラムは、知った。

			　流れ出た血液が自身が貸したシャツを赤く染め、ボトボトと大量の眼球が床に落ちる。

			　その光景に、インクと過ごした記憶が、全て塗りつぶされていった。

			「う……うぁ、あああぁ……ぁぁぁあ……っ！」

			　吐き気とともに、絞り出すような呻き声。

			　全身をじっとりと濡らす汗に、とめどなく流れる涙。

			　けれど、そんな悲愴感あふれるフラムの表情を見ても、インクだったなにかに変化はない。

			　しばらく見つめ合ったあと、彼女は興味を失ったようにまた窓の外に身を乗り出し、地面に向けて眼球を吐き出し続けた。

			「ああぁ……は、ひ……は……あ、あぁぁぁぁぁぁぁぁぁああああああああああああああッ！」

			　耐えきれず、フラムは叫ぶ。

			　そして部屋を飛び出し、ドアを乱暴に閉めた。

			　見た光景を無かったことにするために。

			　バタンッ！　と大きな音が響き、廊下と部屋が隔絶される。

			　彼女はそのドアを背にして座り込んだ。

			「はっ、はっ、はっ、はっ」

			　両手で頭を抱え、目を見開いて、浅く小刻みな呼吸を繰り返す。

			　もちろん事実は消えない。

			　まだ、室内からなにかの音が聞こえてくる。

			　べちゃべちゃと、ぼとぼとと、なにかが蠢き、なにかが吐き出される音が。

			　耳を塞いだ。

			　手のひらに滲んだ汗がにちゃりと音を立てる。

			　張り付く感触が渦巻きを連想させて気持ち悪い。

			　だけど、それでも、あれを聞くよりはマシだと思った。

			「なんで……なんで……なんでえぇぇ……っ！」

			　ひたすら問いかける。

			　相手は誰でもいい、とにかく答えが欲しい。

			　今なら、どんな悪党が出した答えでも喜んで受け入れるだろう。

			　けれどもう誰もいない。

			　セーラもオティーリエもミルキットもエターナも、そしてインクだって。

			　この家には誰もいない。

			　いるのは、フラム自身と、インクだった、インクだと信じ続けてきた──化物だけだ。

			「う……うぇっ……は、あぁぁ……うげ……っぷ……ぶ……はっ……はああぁっ……」

			　耳を塞いでも、まだ微かに音は聞こえる。

			　絶望の底だと思っていた。

			　けれどまだ、それは浅い場所にあった。

			　ここだ。

			　ここが、絶望の、本当の、底。

			　汗も、涙も、涎も、胃の内容物や胃液まで吐き出して。

			　フラムはじっと、音が終わるまで、そこで耳を塞いで座り込んでいた。

		

	
		
			

			


			　フラムから時間感覚は完全に失われていた。

			　頭を抱え、まばたきもせずに床を見つめたまま、いったいどれだけの時がたったのか。

			　永遠にも思えるほど長い時間だったが、実際には数時間程度なのだろう。

			　まだ夜は明けない、廊下は暗いままだ。

			　口の中はカラカラで、もう汗も流れない。

			　体は水分を求めていたが、立ち上がり、キッチンに向かうだけの気力は無かった。

			　ガタッ──フラムの後ろで、ドアが揺れる。

			　ガチャガチャとノブが捻られ、何度も背中にぶつかる。

			「あ、あれ？　開かない、なんでだろ。鍵はかけてないはずなんだけど……」

			　中から聞こえてきたのは、インクの声だ。

			　フラムはびくっと体を震わせた。

			　退ひくべきだろうか。

			　退いて、彼女と対面して、どうする。

			　ああ、そんなのは決まっている。

			　インクは、研究所で見たあの化物と、同じ存在なのだ。

			　だったら──だったら──

			「わっ、開いた。あれ、誰かそこにいるの？」

			　ドアの前から離れたフラムは、右膝をつき、しゃがみこんだ体勢で魂喰いを呼び出した。

			　柄を握りしめると、カチャリと微かな金属音が響いた。

			　黒い刃は差し込む月明かりを反射し、妖しく輝く。

			「っ……は……はぁ……はあぁ……」

			「息遣いだけ聞こえる。フラムなのかな？　ねえ、黙ってないでなにか言ってよ」

			　顔は──普通の、いつもどおりのインクだった。

			　条件がある？　意図的に変えられる？

			　わからない、もうなにも信じられない。

			　でも、さっき見た、インクの顔が渦巻き、眼球を吐き出すあの、悪夢のような光景は──確かな事実だ。

			　セーラがいなくなった。

			　エドとジョニーはおそらく死んだ。

			　オティーリエも行方不明になった。

			　エターナは帰ってこず、ミルキットは消えた。

			　他にも、何人もの犠牲者が出た。

			　それが、インクの手によって行われたことだとするのなら──

			　フラムは立ち上がる。

			　剣を持ち上げ、握る両手に力を込める。

			　あとは振り下ろせば。

			　振り下ろせば──死ぬのだろうか。

			　いや、彼女が本当にアレと同じだというのなら、傷口が渦巻いて、コアが潰れるまで死なないはず。

			　コアはどこにある、心臓だろうか、それとも別の場所に？

			　それをはっきりさせるために、まずは、彼女の体を切断して──

			（切断、して……）

			　震える腕。

			　振り下ろせ、と理性が必死に呼びかける。

			　やめろ、と感情が繰り返し止めようとする。

			　どちらが正しいのか、フラムにはわからない。

			「そこにいるんでしょ？　おかえりフラム。ごめんね、あたし寝ちゃってたみたいで。気づいたら二階にいたんだけど、寝ぼけてたのかな。前からよくあるんだよね、だからみんなにも〝お前は寝相が悪すぎる〟ってよく怒られてたの」

			「……っ、ふ……」

			「もうフラム、イタズラのつもり？　あたし、耳はいいんだから、ちゃんと聞こえてるよ。なんだったら、こんだけ静かなら心臓の音だって聞こえるんだよ」

			　インクは、変わらない調子でフラムに話しかけてくる。

			　殺すのか。殺せるのか、この子を。

			　ひょっとすると、さっき見た姿は、インクとはまったくの別人だったのかもしれない。

			　彼女が眠っている隙にあいつは現れて、入れ替わって、そしてフラムを驚かせるためにわざと姿を現した。

			　そう考えれば辻褄は合う。

			　合うのだが──合ったからと言って、それがなんだというのか。

			「インク……」

			　ついに、フラムは名前を呼んでしまった。

			　インクはほっとした表情を浮かべたと思えば、すぐに頬を膨らませて怒った。

			「やっと反応してくれた。フラムじゃなかったらどうしようと思って、不安になってたんだからね？」

			　彼女は年相応の、人間らしい表情を見せる。

			　人、だ。

			　これが人でないのなら、一体なんだというのだろう。

			　いっそ化物になったまま戻らなければいいのに、どうして人の姿を取るのか。

			　フラムを追い詰めるため、あるいは油断させるため。

			　けど、それが理由なら、とっとと一緒に暮らしている間に殺せばいいだけだ。

			　そうしなかったのは、なぜ。

			　なぜ、なぜ、なぜ。

			　なにもかもがわからない。

			　考えても答えは出ない。

			　受け入れられない。

			「でもその感じだと、ミルキットは見つからなかったんだね。残念だったけど、明るくなったら帰ってくるかも──」

			「覚えてないの？」

			　だから、問いかけた。

			　絶望の匣はこに、自ら手を伸ばした。

			　インクは首をかしげる。

			「なにを？」

			　フラムは生唾を飲み込み、渇いた喉から声を絞り出す。

			「自分が……眼球を、吐き出す、化物になってたことを」

			「……なに、それ。フラム、いくら冗談にしてもそれはひどいよ！」

			「違うっ！　冗談なんかじゃない、幻でもない。さっき、たった今、インクは私の目の前で確かに化物になってたの！　私は見たの！」

			　二人しかいない家に、フラムの悲痛な声が響く。

			　その音は、微かに外にまで漏れていた。

			「フラム、そんなわけ……」

			「ある。見間違えなんかじゃない。音もしたし、臭いも嗅いだし、温度だって覚えてる！　あのとき、インクは間違いなく人間じゃなかった。目玉を吐き出す化物だった！」

			　フラムの声色から、彼女が本気だということを悟ったのだろう。

			　インクは「違う、違う」と何度もつぶやき、首を横に振った。

			「あたしは、人間だもん」

			「違う、人間じゃない」

			　意見は真っ向から対立する。

			　どちらかが嘘をついているわけではない。

			　互いに、そう確信しているからこそぶつかりあうのだ。

			「人間だよぉ……」

			「研究所で、第二世代の子供たちと同じように体をいじくられて、人間じゃなくなった」

			「そんなこと、されてない。あたしは覚えてないっ……」

			「薬の正体がやっとわかった。あれは、インクの力を抑え込むためのものだったんだ」

			「違うよぉっ！」

			「抑えきれなくなった力……あの眼球で、セーラを追い詰めた」

			「ち、違う、あたしはセーラを傷つけたりしないもん。セーラのことも、フラムのことも……みんなのこと、大好きだもんっ！」

			「何人もの人が犠牲になった！」

			　フラムが怒り混じりに吐き捨てる。

			　インクは、向けられる、信じていた相手からの突然の憎悪に、困惑するしかない。

			　だが──彼女は理不尽だとは思わなかった。

			〝もしかしたら、そうなのかもしれない〟

			　心のどこかで、わずかな可能性ではあるが、疑っていたのだ。

			　目が縫い付けられた自分。

			　普通じゃない体。

			　眼球が追いかけてくるという怪奇現象。

			　それらの状況証拠は、全てインクが犯人であると指し示している。

			「知らない、知らないっ！」

			「そしてミルキットは消えて、エターナさんも戻ってこなくなったの！　セーラちゃんだって、エドさんだって、ジョニーさんだって、オティーリエさんだっていなくなったのっ！」

			「違う、違う、違うっ！　なんで信じてくれないのぉっ!?」

			「見たからに決まってんじゃないッ！　あんなもの見せつけられて、どうやってインクの言葉を信じろって言うの!?」

			　フラムだって、できることならこんなことは言いたくなかった。

			　インクが望むなら、フラムとミルキットが出会って互いに居場所を得たように、ここを彼女の居場所にしてもいいと、そう思っていた。

			　けれど──崩れたのだ、もう、とっくに、全てが。

			「あたしは……化物なんかじゃない、化物なんかじゃないッ！」

			　そう言って、インクは階段を駆け降りていく。

			　途中で躓つまずいて、一階まで転げ落ちた。

			　全身がずきずき痛む。

			　閉じられた瞳から涙が零れた。

			　それをシャツで──フラムから借りた、彼女の甘い匂いがちょっとするシャツで、拭う。

			　過ごした数日の記憶が蘇って、余計に悲しくなった。

			　その悲しみを糧に立ち上がって、廊下を走り、何度も壁に肩を打ち付け、よろめきながら玄関にたどり着き──裸足のまま外に出た。

			　夜の冷たい空気が、〝お前は孤独だ〟と告げているようだ。

			　フラムは──そんなインクを、止めることすらしなかった。

			


			　魂喰いがゴトンと手からこぼれ落ち、彼女自身も崩れ落ち、目を閉じたまま天を仰いだ。

			　インク同様に、フラムだって泣いている。

			　なんの涙なのかは本人にだってわからない。

			　色んな──とにかくさまざまな嘆きが混ざりあって、それが具現化して雫しずくとなる。

			「う……あぁぁ……あぁっ、ああぁっ、あぁぁあああっ！」

			　行き場のない感情を咆哮に変え、狂ったように叫んだ。

			　両手で頭を抱え、額を床に擦り付ける。

			　ガンガンと何度もその額を床にぶつけ、血が滲むほどそれを繰り返し、痛みで自らを罰する。

			　そしてまた、嗄かれた声で、叫ぶ。

			


			　家から離れようとしていたインクは、家の中から聞こえてきた声に、思わず足を止めた。

			　嘆いているのは、自分だけではない。

			　苦しんでいるのは、自分だけではない。

			　嘘偽りなく、泡沫うたかたでもなく、その叫声にこもる感情には、確かな〝実感〟がある。

			　すなわち、嘘ではなく、夢でもない。

			　きっと、フラムは自分が化物になった姿を、本当に見たのだろう──そう確信した。

			「ふっ……ぐ、う……うぅ……っ」

			　インクは唇を噛み、肩を震わせ、嗚咽を漏らす。

			　そんなこと、ありえないと思いたい。

			　けれど、自分が育ってきたあの施設が、普通でないこともわかる。

			　自分はあそこでなにをされていたのか、なんのために育てられてきたのか、一切知らされていない。

			　役立たずで、仲間はずれだったからだ。

			　けど、こんなことになるなら、嫌になって逃げ出したりしなければ良かった。

			　知らないまま、箱庭の中で家畜として生き続けたかった。

			　そしたら、人並みの幸せなんて手に入らなかったもしれない。

			　でも──こんな苦しみを、味わうことも無かったはずだ。

			「フラ……んぐっ!?」

			　もう一度家に戻ろうと、一歩踏み出したインクを──何者かが背後から羽交い締めにし、口をふさぐ。

			　インクはもがき、抵抗したが、逃げられそうにない。

			　しかし手が口から離れた一瞬、必死で声をあげた。

			


			「いやっ──！」

			　額を床に当てたまま、放心状態で座り込んでいたフラムの耳にインクの叫び声が飛び込んでくる。

			　すぐに途切れてしまったが、聞き間違いではない。

			　誰かに襲われているのだろうか。

			　助けなければ──反射的にそう思い、立ち上がる。

			　しかしその場で足を止めた。

			「助けて……どうする、つもりなんだろ」

			　追い出しておいて、化け物扱いしておいて、今更。

			「……ああ」

			　鎌首をもたげる、偽物の正義心。

			　そいつは懲りずにこう言うのだ。

			「それ、でも」

			　ミルキットはもういないのに、英雄ぶってどうなるというのか。

			　今の彼女はただのフラム・アプリコットだ、無理をする必要なんてない。

			　けれど、湧き上がる衝動を抑え込めそうにはない。

			「それでも……助けなきゃ、きっと私は後悔する……！」

			　理屈抜きに、そう思ってしまった。

			　だったら、後先なんて考えてはいけない。

			　そんなもの、終わったあとに考えればいいことだ。

			　今は、生かすにしても……殺すにしても、自ら選ぶために、インクを救う。

			　フラムはインクの部屋に駆け込むと、開きっぱなしの窓から外に飛び出した。

			　跳躍と同時に光の粒子が足を包み、エピックのレザーブーツを装着。

			　ザザッ、と滑りながら、片手をついて着地し、インクの姿を探す。

			　彼女は──

			「いた！」

			　彼女は見覚えのある男に羽交い締めにされている。

			「インクッ！」

			「んーっ！　んうぅっ！」

			「おっとぉ、やっぱ出てきたか」

			「あんた……デインッ！　なんでここに!?」

			「なんでって、そりゃあ逃げ出したモルモットを捜すために決まってんだろ？　ここにいるんじゃないかって気はしてたが、やっぱ僕の予感どおりだったらしい。さすが僕だ、冴えてるよなぁ」

			　そう言うと、デインは腕に力を入れてインクの体をさらに締め上げた。

			　彼女は苦しそうにもがく。

			「インクを離しなさいッ！」

			「やなこった。僕にも事情ってもんがあるんでね。それによお、こいつが一人で飛び出してきたってことは、喧嘩でもしたんだろ？　わかる、わかるぜ、どうせお前がこいつに『化物めー！』とか言ったんだろうなあ。ああ、かわいそうに、まあ事実だけどな、ひゃはははっ！」

			「っ……あんたはあぁぁぁぁああっ！」

			「おお怖い、図星だったか」

			　怖いと言いながら、デインは余裕の表情だ。

			「なあフラム、こいつな、研究所じゃ出来損ないとか役立たずって言われてたんだ。なんでか知ってるか？」

			「知らないし知りたいとも思わない！」

			「まあ聞けよ。こいつはさ、知ってのとおり自分が化物で人殺しだっていう自覚が無いんだよ！　チルドレンで一番醜みにくいくせしてなぁっ！」

			「んうぅっ……！」

			　化物。人殺し。

			　それらの言葉に、インクは目を閉じ、首を振って反応した。

			　信じたくないのだろう。

			　だがデインは構わず──いや、むしろ嬉しそうに、インクの真実を語っていく。

			「その理由は、オリジンの力が発現する条件にある。こいつはな、〝抑制剤が切れて〟、なおかつ〝深い睡眠状態〟にあるときだけ力が使えるんだ。いや、使えるって言い方は正しくないな。意識を手放したときだけ、肉体がオリジンの力に支配されるわけだしな。お前の家に泊まってる間も、全員が寝静まった時間に、あの気持ち悪ぃ顔面からさらに気持ち悪ぅい眼球を産み出してたんだろうなぁ！　それがフラムぅ、お前のお友達や保護者に奴隷まで追い詰めてるってんだから、滑稽な話だよなぁ、あははははははっ！」

			　彼は実に楽しそうに笑った。

			　だがその笑い声は、どこか空虚だ。

			「ミルキットがどこに行ったのかも知ってるの!?」

			「あっはははは！　あぁ、知ってるよ。よーく知ってる。今ごろご主人様の手の届かない場所で、あの気色悪い肉の塊に変えられてる頃だよ！」

			「──ッ！　殺す、あんただけは絶対に殺してやるうぅぅうッ！」

			　剣を抜き、デインに突進するフラム。

			「おっと、僕には脱走した化物を送り届ける役目がある。足止めはこいつらに頼むぜ」

			　デインが合図をすると、待機していた男たちが物陰からぬるりと現れる。

			　教会の礼拝に参加していた連中だ。

			　全員が無表情で、死んだような目をしていた。

			　おそらく、教会の手によってなんらかの処置を受けたのだろう。

			「なんて哀れな……ずっと、あんたが力を失っても、あんたのことを信じてついてきた仲間だったはずなのに！」

			「僕の役に立てたんだ、そいつらも本望だろ」

			「意識を奪われて道具扱いされるために尽くしてきたんじゃないでしょうがっ！」

			「なーんでお前が怒るんだよ。そいつら、元はお前を殺そうとしてたってのに。正義の味方ごっこかぁ？　綺麗事ばっか並べやがって、虫むし唾ずが走る！」

			　デインの苛立ちは、どこか八つ当たりめいていた。

			　エニチーデで下っ端が二人返り討ちにされただけで、フラムを全力で潰そうとするような男だ。

			　仲間を道具として扱うことを、善しとはしてこなかったはずである。

			「僕だって……僕だってなぁ……そう、僕だって……こんな、こんなはずじゃあ……っ！」

			　砕けるほど強く歯を食いしばる。

			　惨めな己の姿を恥じるように。

			「は、はは……いや、どうでもいい。そうだ、僕さえ無事ならもうどうでもいい。そう決めたはずだ」

			「卑怯さ以外の全てを捨てたあんたに、なんの価値があるの!?」

			「くっ……黙れよぉぉぉおおっ！」

			　耐えきれなくなったデインは怒りに任せ、クロスボウをフラムに向けた。

			「お前になにがわかる！　僕の……僕が失ったものの、なにがわかるっていうんだ！」

			「撃たないの？」

			「ぐっ……」

			　歯を食いしばり苦悩するデイン。

			　撃たなければ、彼のプライドはさらにズタボロになる。

			　だが──深呼吸をすると、彼の表情から怒りが消え失せた。

			「雇い主に、フラム・アプリコットは殺すなって言われてるからな」

			　そして今度は、力のない、へらへらとした笑みを顔に張り付ける。

			「まあ、僕としては殺したいからどっちでもいいんだが、従っておかないとほら、殺されるからな。殺されるのは嫌なんだよ、僕だって。誰だって、嫌なんだよ。へへ、ふへへへ。だから……一応、警告しといてやるよ」

			「警告？」

			「ああ、僕なりの優しさだよ。そいつらには手を出すな。逃げ惑え、そして僕を追おうと思うな。なぜならそいつらは、とっくにこちら側の人間だからだ」

			「命乞いのつもり？」

			「ははっ、そんなんじゃねえよ。僕はお前のことを思って言ってんだぜ？　その目を見る限り、自制できそうにねえけどな。じゃ、せいぜい生き残れるよう頑張るんだな」

			「んぐうぅぅっ！」

			　そう言って、デインはインクを抱えて逃げていく。

			　彼女は助けを求めるように、フラムに向かって手を伸ばした。

			「インクッ！」

			　フラムは彼女の名を叫び、前に出ようとする。

			　だがそこに、デインの手下たちが立ちはだかった。

			　短剣、槍、鈍器──さまざまな近接武器を手にフラムを囲む男の人数は十人ほど。

			　さらには離れた場所や屋根の上に、弓やクロスボウ、スリングを構えた男もいる。

			　少女一人を相手にするには、過剰すぎる戦力だ。

			　彼らの実力を、フラムは一番近くの男をスキャンして確認する。

			　ステータス計２４８２──Ｃランク最上位の実力。

			　筋力と体力が６００近くあり、魔力と敏捷と感覚も４００ほど。

			　目立った欠点はなく、かなり優秀な冒険者と言えるだろう。

			　デイン自身のステータスがＢランク級だったことを考えると、この男が手下のリーダー格だろうか。

			　念のため、さらに別の男にもスキャンをかける。

			　──そして、フラムは目を疑った。

			「まったく、同じ？」

			　ステータス計２４８２。

			　さらに細かい数値も、属性も、それどころか──名前すら全て、前の男と一致している。

			　違和感を覚えたフラムは、次々と男たちにスキャンをかけていく。

			　そして判明した事実は──

			「なに、こいつら……全員、名前も、属性も、ステータスも一緒だなんて！」

			　フラムを囲むデインの手下は、姿が違うだけのコピーなのだ。

			　ここまで露骨に異常だと、もうフラムは驚きもしない。

			「これも教会の仕業ってわけ」

			　十中八九、オリジンの影響だろう。

			　デインは教会の一員となるために、影響力を失ってもなおついてきてくれた貴重な仲間を売ったのだ。

			　そして彼らは被験者となった。

			　無論、望んでそうなったわけではないだろう。

			　ギリ……とフラムは歯ぎしりをした。

			　自分だって殺されたかけたことがあるのだ、彼らにも罪はあるだろう。

			　しかし、彼らは彼らなりにデインを慕っていたはずなのだ。

			　それを保身のために裏切るなどと──

			「許せない、なにもかも……！」

			　怒りを力に変えて、フラムは地面を蹴り、前方の男たちに立ち向かう。

			　これだけの人数相手の戦闘は、初めての経験だ。

			　相手は自分より少し力が劣る程度の冒険者たち、人数差を考えると勝てるわけがない。

			　アドバンテージを──肉体の再生と反転の魔法を最大限に生かさねば、可能性は見えてこないだろう。

			　圧倒的不利な状況を変えるため、まずは確実に一人ずつ数を減らしていく。

			　フォンッ！

			　抜いた魂喰いを、横一文字に薙ないだ。

			　男たちは、同時にバックステップで避ける。

			　剣を振り切ったフラムに向けて、屋根の上から矢が射られた。

			　放たれた矢を視界の端で確認。

			　命中位置を予測し、それに合わせて脚に魔力を集める。

			　そして着弾と同時に──

			「リヴァーサルッ！」

			　魔法を発動。

			　すると矢は向きを〝反転〟させ、それを放った本人の首に命中した。

			　彼は苦しげに矢を掴んだままよろめき、屋根から落下する。

			「まずは一人っ！」

			　あえて言葉に出し、自らを奮い立たせる。

			　あらかじめ狙われるとわかっていたからこその、反転魔法。

			　これが不意打ちならうまく行かなかっただろう。

			　次に襲いかかってくるのは地上の敵。

			　真正面、槍を持った男が体を狙って武器を突き出す。

			　ザシュッ──フラムはそれをあえて肩に受けた。

			　武器のリーチは相手のほうが長い。

			　ヒットアンドアウェイを繰り返されれば、戦闘はいつまでも長引いてしまう。

			　ならば再生能力を活用し、肉を切らせて骨を断つ──ダメージ度外視、効率最優先の戦術だ。

			　血が噴き出し、熱した鉄の塊を埋め込まれたような、強烈な痛みがフラムを襲った。

			　彼女は一瞬だけ表情を歪めたが、すぐに引き抜かれぬよう柄を掴み、力ずくで得え物ものを奪い取る。

			　槍が男の手から離れたのを確認すると、それをすぐさま地面に投げ捨てた。

			　得物を失った男は素早く後退。

			　入れ替わるように両側面から片手剣を持った男が二人、背後から槍を持った男が一人接近してくる。

			　前に突っ込むしかない。

			　降り注ぐ刃の合間をくぐり抜け、フラムは槍を奪われ素手となった男との距離を一気に詰めた。

			　すると彼は向きを反転させ、拳を構える。

			「悪あがきをっ！」

			　魂喰いを振り下ろすフラム。

			　男はそれを籠手で止め、演舞めいたなめらかな動きで受け流した。

			　そのまま懐に入り込み、拳にひねりを加えて腹部に叩き込む。

			「が……ぁっ!?」

			　あまりに手て練だれた動き──まるで拳術の達人のようだ。

			　槍を持ったときの動きだって、素人のそれではなかったはずだ。

			　格闘技と槍をどちらも究めて……そんな男が、デイン一派の下っ端という立場に甘んじるものだろうか。

			　ありえないとは言わないが、可能性は低い。

			　そのとき、フラムの脳裏に、一つの可能性が浮かんだ。

			（まさか……ステータスだけじゃなく、技量まで共有してる……？）

			　つまりこの男たち全員が、どんな武器でも自在に操る達人ということだ。

			　よろめくフラムの背中を、別の男が串刺しにする。

			「ぎいぃっ……！」

			　素早く引き抜かれ、すぐさま次の一撃。

			　加えて、右側から男が迫り、首を落とさんと剣を振り下ろす。

			「ぐうぅ……！」

			　フラムは右手でそれを防ぐも、ガントレット越しの衝撃で手首が折れた。

			　さらに前方から矢が飛来し、肩に突き刺さる。

			　左の屋根の上からは火球が放たれ、左足に着弾すると同時に炸裂、肉を抉り、その衝撃に耐えきれず彼女は転倒した。

			「う……ぐっ……あぁ……！」

			　体のあらゆる部位に生じた痛みが、自由を奪っていく。

			　力の差は、あまりに歴然だ。

			　この人数を相手に広い場所で戦うのは愚策──そう考え路地を探すも、入り口までの距離は今のフラムにはあまりに遠い。

			　地面に倒れたフラムは、身軽さを優先して魂喰いを一旦収納する。

			　そして降り注ぐ矢を転がりながら避け、回転の勢いを利用して立ち上がると、剣を振るう男の背後を取った。

			　相手は、フラムが路地に向かって走ると思い油断していたようだ。

			「もらったぁぁぁぁぁっ！」

			　異空間より魂喰いを抜き、その首を狙う。

			　フォンッ！

			　だが──男は後ろを振り向きもせずに、しゃがんでその渾身の一撃を回避する。

			（そんな馬鹿なっ!?）

			　背中に目がついているかのような動きに、さすがにフラムも目を剥いた。

			　ひょっとすると似たようなものかもしれない。

			　共有しているのだ。

			　能力、技量のみならず、五感までもを──他の男たちと。

			　でなければ、見ずに背後からの攻撃を避けられた理由の説明がつかない。

			　唖然とするフラムに、また矢と魔法が降り注ぐ。

			　物陰に身を隠してやり過ごすも、追撃の手は緩まらない。

			　近接武器を持った男たちも迫り、隠れたままではすぐに囲まれてしまう。

			　そのとき、デインの言葉が脳裏によぎった。

			『そいつらには手を出すな。逃げ惑え、そして僕を追おうと思うな』

			　癪しゃくだった。

			　あいつの忠告に従って、それが正しい結果を招くなどと、認めるわけにはいかなかった。

			　フラムは前のめりになりながら、一番近くにある路地の入り口へ急ぐ。

			　傷はすでに癒えつつある、痛みはあるが動けないほどではない。

			　背後から男たちが迫る。

			　魔法や矢だけでなく、投石も弾幕のように襲いかかってくる。

			　しかし、逃げに徹すれば、速度で勝るフラムに追いつくのは困難──そして狭い道なら、一対一の状況を作り出せるはずだ。

			　あと少し、あと少しでたどり着く。

			　そう、思ったのに──フラムの体の両側を魔法が掠めていく。

			　火球は住宅の外壁に衝突し、炸裂。

			　崩れた瓦礫が積み重なり、道を塞いだ。

			　登れば通れないことはない、しかし登り切るまえに追いつかれてしまうかもしれない。

			　フラムは迷い、焦り、後ろを振り返る。

			　すると腹と太ももに、同時に矢が突き刺さった。

			「づうぅ……っ！」

			　すぐさま引きぬく。

			　間髪を容れずに次の矢が、魔法が放たれ、それを相手しているうちに鈍器を持った男が近づく。

			　やけくそ気味に魂喰いを振るうフラム。

			　もちろん雑な攻撃は避けられ、再度距離を詰めた男は鈍にび色いろの金属塊を振り上げた。

			　見え透いた反撃を放ったところで、共有した感覚を利用して全てを避けてみせるだろう。

			　相手の攻撃を甘んじて受けるしかないのか。

			　フラムは──しかし、にやりと笑った。

			　今がチャンスだと言わんばかりに。

			　足元に魔力を集中、適応対象はつま先が触れている、数十センチ四方の石畳。

			「リヴァーサル！」

			　彼女が魔法を発動すると、石畳の裏表が逆転した。

			　ゴギッ！　と鈍い音が聞こえたかと思うと、男の足は下敷きとなり、へし折れる。

			　体のバランスが崩れる。

			　これなら、いくら見えていようが避けられまい。

			「そりゃああぁぁッ！」

			　掛け声とともに振り下ろされた渾身の一撃は、男の右肩口と左脇腹を直線で結び、両断した。

			「これで二人目ッ！」

			　数の差は歴然、それでも二人減れば攻撃の手は緩む。

			　仲間が死んでも男たちに動揺は無かった。

			　統一され、一つに統合された意識は、もはや人間のそれとは呼べない。

			　リーダーたるデインの命令を聞くだけの、ただの人形だ。

			　彼らには同情すべき一面もあるが、死のみが唯一の救いである。

			　躊躇も葛藤も必要ない。

			「とは言え、まだまだ……っ」

			　敵は攻撃の手を緩めない。

			　足元を狙う魔法を飛び避よけ、剣先を真っ直ぐに男たちに向けるフラム。

			　一度見せた手が、次も通用するとは限らない。

			　三人目をどうやって仕留めたものか──そう考えていると、ぽとり、となにかが落ちる音が聞こえた。

			　音のした場所、自分の真横を見る。

			「……え？」

			　そこには、眼球が落ちていた。

			　一個だけで終わってくれれば良かった。

			　しかし、眼球はそのあともぼとぼとと、雨のように降り注いでくる。

			　上からだけではなく、溝からも、背後からも、そして男たちが迫る前方からも。

			『そいつらには手を出すな』

			　再び脳内で繰り返されるデインの言葉。

			「まさか、そういう意味でっ!?」

			　この男たちに手を出すな、逃げ惑え──その真の意味に、フラムはようやく気づいた。

			　インクに人を殺した自覚はなく、インクに自分が化物だった自覚はない。

			　つまり、全ては彼女の意思に関係なく、放たれた力が自発的に行ったこと。

			　自動過剰防衛。

			　おそらくは研究の関係者や、その機密情報を自動的に守ろうとする、制御不能の能力──それが、あのおぞましい姿になったインクが吐き出した、眼球の正体なのだ。

			　一人目を殺したときに発動しなかったのは、自滅としてカウントされたからだろう。

			「こいつら相手だけでもギリギリなのに、〝目〟まで来たんじゃ……！」

			　それに触れてしまった者の末路を、フラムは実際に自分の目で見ている。

			　反射的に飛び退いて距離を取った。

			　しかし間に合わず、すでに密着していた目玉が、ブーツの上から体内にズブズブと侵入してくる。

			　痛みはない──ただひたすらに、気持ちの悪い感覚だけがある。

			「ひうっ……！」

			　フラムは体をこわばらせた。

			　そいつが足の中央まで移動を済ませると──ずるぅっ、と足首から先が増殖し、ボコッ、とブーツの上部が膨らんだ。

			「こ、これが……くっ、ぐうぅ、気持ち悪い……っ！」

			　重なり合うように二段重ねになったせいか、足にうまく力が入らず、地面を踏みしめられない。

			　そこに、短剣を持った男が近づき──心臓を狙った刺し突とつを繰り出す。

			　バチュッ！

			　フラムはとっさにそれを手で受け止めた。

			「あっ、ぐ……」

			　刃が手のひらに突き刺さり、貫通する。

			　男はすぐさま引き抜き次の攻撃を放とうとしたが、フラムは鍔つばを握りしめ阻止した。

			　二人の筋力は拮抗している。

			　ならば手を負傷しているフラムのほうが不利かと思われたが──彼女は足をかけ、男の体勢を崩した。

			　そして彼の体を、すぐ横にまで迫る眼球の海に引き倒す。

			　眼球は味方を傷つけないよう、蜘蛛の子を散らすように倒れてくる体を避けた。

			　しかし、避けきれなかった一部は彼の体に触れ、入り込み、新たな腕や足が生えてくる。

			　見えない部分で臓器も増殖しているのか、胴体のうち地面に触れている部分だけが歪に膨れ上がっていた。

			　立ち上がろうと男はもがくが、増殖した手足はうまく動かせず、その場で蛆うじ虫むしのように蠢くだけだった。

			「これで、三人目っ！」

			　まだ敵は多く残っている。

			　足が増えたせいか移動速度が落ち、視認さえできていれば避けられていた矢や魔法が、体を掠めるようになる。

			　また眼球のせいで、狭い路地に入って少人数とやりあう戦法は封じられてしまった。

			　自分に有利な場所はないものか。

			　フラムは一旦彼らに背を向けて、地の利を得るため走り出した。

			　だがやはり、増えた足のせいで速度が上がらない。

			　フラムは打開策を考える。

			（この人数相手なら、長期戦になるはず。増殖は〝傷〟じゃないから魂喰いの再生では治らない。だったらいっそ──）

			　──自分からこの足を、切断してしまえばいいのではないか。

			　彼女は魂喰いを地面に突き立て、その刃に向かって蹴りを放つ。

			「っぐ、があぁぁぁっ……！」

			　ザシュッ！

			　フラムの苦悶の声とともに、増殖した足が切断された。

			　片足を失った彼女は、剣を杖にしながら、それでも前進を続ける。

			　止まれば眼球の餌食だ。

			　足の再生までのラグはあるが、それでもずっとあの増えた足と付き合うよりマシである。

			　男たちが追いつくより前に脚部の再生は完了し、肉体は万全の状態に戻り、敏捷で彼らに勝るフラムは、徐々にその距離を広げていった。

			　彼女の表情に余裕がでてきたところで、前方から六人の、白いプレートアーマーを纏った教会騎士が近づいてきた。

			　異変を聞きつけてやってきたのだろうか。

			　デインの手下はともかく、彼らをあの眼球に巻き込むわけにはいかない。

			「あのっ、ここは危ないので離れたほう、が……」

			　フラムは声をかけ、忠告する。

			　すると騎士たちは、ほぼ同時にフラムに向かって武器を構えた。

			　彼女は舌打ちすると、素早くスキャンを発動。

			　デインの手下とは違ったが、彼ら六人はまったく同じステータスをしていた。

			「挟み撃ちだなんてっ！」

			　あまりに徹底した包囲網。

			　殺すのか、捕らえるのか、その違いはあっても、ここでフラムを逃がすつもりはないらしい。

			　魂喰いを握り、彼女は両側から迫る敵を交互に見る。

			　冒険者、騎士、眼球──敵が多すぎる。

			　こんな状況、一人で切り抜けられるわけがない。

			　手が震え、剣先がぶれた。

			　味方はみな眼球に追われ行方不明、誰も助けに来てはくれない──そんな孤独感が恐怖を増幅させる。

			　支える者も、待つ者も、守るべき者もいない今、その心は脆く、終わりは目前まで迫っていた。

			「死にたくない……私は、死にたくなんてない……っ！」

			　振り絞るのは、残り滓かすのような勇気。

			　死を受け入れたくないという、ネガティブな感情から生まれた後ろ向きな意地。

			　逃げるためには、騎士かデインの手下たちのどちらかの間を抜けるしかない。

			　フラムは騎士のほうを向き、剣を高く掲げる。

			　意識を集中、体に満ちる力を消耗し、プラーナへ変換。

			　その湧き水のように澄んだエネルギーを腕へ移動させ、さらに剣に満たす。

			　気剣斬プラーナシェーカー。

			　あれさえ放てれば──いや、よしんばうまく行ったとしても、プレートアーマーを着た騎士を一撃で仕留めるのは無理だろう。

			　連続で放つ？　そんな芸当ができるほど熟練もしてない。

			　手のひらに汗が滲む。

			　迷いに呼応するようにプラーナが薄れる。

			　ダメだ、後ろ向きになるな、諦めるのは実際にやってみてからだ──そう自分に言い聞かせる。

			　もう時間は残されていない。

			　じきに冒険者たちはフラムに追いつくし、眼球もすぐに取り囲むだろう。

			　そこに騎士まで加われば、今度こそ、攻撃を凌ぐことすらできなくなる。

			　だから、無理だとわかっていても、奇跡を信じて、全ての命を賭した一撃を──

			「フラム、そのままプラーナを地面に叩きつけろッ！」

			　──そのとき、絶望満ちる王都に勇猛なる英雄の声が響き渡った。

			「はああぁぁぁぁぁああああああっ！」

			　フラムは声に従い、とっさに魂喰いを地面に叩きつけた。

			　するとプラーナは炸裂し、嵐を巻き起こす。

			　バシュッ、ゴオォォォオオオオッ！

			　弾けた力は豪風を巻き起こし、騎士たちに襲いかかった。

			　彼らは盾で防ごうとするも、爆ぜたプラーナは鎧の隙間から侵入し、肉体を切り裂いていく。

			　騎士剣術キャバリエアーツ・気剣嵐プラーナストーム。

			　精製したプラーナを刃として放つのではなく、刀身に溜め込み、弾けさせ前方の広範囲を切り裂く剣技。

			　気剣斬プラーナシェーカー以上に多量のプラーナを必要とする技だが、追い詰められたフラムの力は、すでにそれを可能とする領域にまで達していた。

			　そして声の主は、屋根の上から彼女の隣に飛び降りる。

			　ズウン、と石畳を砕きながら、漆黒の重鎧を纏った男は着地した。

			　降り立つと同時にすぐさま大剣を抜き、フラムの背後より迫る冒険者と眼球に向かって振るう。

			「ふんッ！」

			　ゴオォォ──ゴガガガガガッ！

			　放たれたのは、フラムと同じ気剣嵐プラーナストーム。

			　しかしその威力はあまりに圧倒的で、地面はおろか、周囲の建物まで削りながら、範囲内に存在するあらゆる生命を砕け散らせる。

			　冒険者も、眼球も、例外は無い。

			　無限に湧き続ける眼球はすぐに補充され、道を埋め尽くしたが、さすがに冒険者たちは躊躇し足を止めた。

			「ガディオさん！」

			　フラムは震える声で、彼の名を呼ぶ。

			「油断するなよフラム、まだ来るぞ」

			　野太く、迫力があって、でも優しいその声が──孤独に沈んでいたフラムの気持ちを、明るく照らす。

			　彼の言うとおりだ、まだ戦いは終わっていない。

			　再会を喜ぶのは、あとからでもいい。

			「っ……はいっ！」

			　浮かぶ涙を拭って、フラムは新たに現れた騎士を真っ直ぐに見据える。

			　互いに、どこか似かよった黒い大剣を握り、背中合わせで構え──

			「はあぁぁっ！」

			「おおおォォッ！」

			　二人は同時に、地面を蹴った。

			


			

			


		

	
		
			

			


			　フラムの前に立ちはだかる教会騎士は六人。

			　まだ数の上では圧倒的に不利だ。

			　ステータスだってデインの手下よりも少し高く、今の彼女の実力で相手にするのは楽なことじゃあない。

			　けれど不思議と──まったく、負ける気がしなかった。

			　ガゴォンッ！

			　プラーナを込めた渾身の一撃が、プレートアーマーの側部に叩き込まれる。

			　鋼鉄の鎧はベコンとへこみ、内側まで貫通。

			　衝撃が騎士の内臓を破壊した。

			　口から血を吐き出しながら、騎士は吹き飛ばされ、地面を転がる。

			　直後、フラムの側頭部を狙って槍が突き出された。

			　彼女は仰け反り回避、穂先は鼻先をかすめる。

			　さらに不安定な体勢を狙って、逆方向からも槍による鋭い刺突が迫る。

			　取った──五人の騎士は同時にそう思考したが、フラムはその状態から地面を蹴り、体をひねるように横回転して避ける。

			　無茶な挙動だが、脚部にプラーナを注ぎ込むことでそれを可能とした。

			　さらに回転の遠心力を利用して、槍を握る騎士に黒い刃を叩きつける。

			　ぐしゃりと歪む兜に、砕ける頭蓋骨、潰れる脳。

			　一目瞭然で即死である。

			　着地を狙った矢も飛んで躱かわすと、「ふうぅっ」と息を吐いてプラーナを補充する。

			　一方ガディオは、懲りずに向かってきた冒険者と眼球に向かって、大剣をまっすぐ突き出した。

			　ゴガガガガガガガァッ！

			　込められた膨大な量のプラーナが荒ぶり、嵐となって眼前に存在する全てを駆逐する。

			「刺突だ。一点に集中させ、貫け！」

			　彼は強い口調で言った。

			　先ほどのは、おそらく手本だったのだろう。

			　その言葉を受けて、フラムは騎士に向けて〝突き〟を繰り出し、その先端よりプラーナを凝縮させ放つ。

			　──騎士剣術キャバリエアーツ・気穿槍プラーナスティング。

			　細く鋭い一撃は、分厚い鎧を貫通し騎士の肉体を刺し貫く。

			　プレートアーマーの胸の部分に、数センチほどの穴があいた。

			　彼はそこを手で押さえて塞ぐような仕草を見せながら、ガシャンと地面に倒れる。

			　残るは三人。

			　騎士たちは動揺を共有し、一時的に足を止める。

			　その隙に呼吸を整えるフラム。

			「ふぅ……そういえばガディオさん、どうしてここに？」

			「見てのとおりだ」

			　ガディオが顎で指し示した先には──フラムを追っていたときよりさらに増えたように見える、眼球の姿があった。

			「も、もしかして、あれに追われてたんですか？」

			「そういうことになるな」

			　言って、彼は「ふっ」と自じ嘲ちょうぎみに笑った。

			　フラムは、オティーリエが『わたくしやフラム以外にも教会について嗅ぎ回っている誰かがいるようですの』と言っていたのを思い出した。

			　ガディオもそのうちの一人だったのだろう。

			　彼の顔には疲労が色濃く出ている。

			　数日前から逃げ続けていたのだろう。

			　それでも、疲労困憊の状態で放ったひと薙ぎでまとめて敵を倒してしまうのだから、恐ろしい話だ。

			　再会するまでの詳しい経緯はあとで聞くとして──気を取り直して、フラムは残りの騎士と向き合う。

			　そのあとの戦闘は、ある種の〝稽古〟と呼ぶべきものであった。

			　ガディオが一振りで極大の剣気を地面に走らせると、フラムも同様の技を放ち、騎士を打ち倒す。

			　彼が剣を十字に振り、プラーナをその場で留め壁を作り出すと、彼女も切っ先で十字を描き、盾を作り出し騎士の放った魔法を防ぐ。

			　さらにはプラーナ精製のコツを聞くと、洗練された力が魂喰いに宿り、吹き飛ばすのが精一杯だったプレートアーマーを見事両断する。

			「ラストォッ！」

			　一対一ならばもはや負ける要素は無い。

			　フラムは振り上げた漆黒の刃で、縦に真一文字を描く。

			　最後の一人は、鎧もろとも左右に分断され、二枚に分かれて地面に倒れた。

			　エンチャントの能力により、流れ出る血液や臓器を固めるように、遅れて傷口が凍りつく。

			　剣を仕舞いガディオのほうを振り向いた彼女は──

			「はあぁぁぁっ！」

			　気迫だけで近づく眼球を破砕し、敵をひるませ、

			「ふんッ！」

			　一振りで男が粉々に砕け散る、冗談のような光景を見た。

			　ガディオの強さは十分理解していたつもりだが、対人戦となると余計に際立つ。

			　それでいて、役立たずだった自分を蔑ないがしろにせず、面倒を見てくれるほど人格も真っ直ぐだというのだから──憧れずにはいられない。

			「そちらも終わったようだな」

			「はいっ、どうにか。助けてくださってありがとうございます、ガディオさんが来なかったらどうなってたことか」

			「ふっ、俺の力だけではない」

			　ガディオは優しくほほえむ。

			「強くなったな、フラム」

			　そして、どこか温かな声でそう言った。

			　あの英雄から、認められた。

			　フラムは小躍りしたくなるほどだったが、すぐに〝浮かれるな〟と自戒する。

			　まだまだ自分は弱い、誰も救えていないのだから。

			「今日までいろいろあったので……話したいことはたくさんありますけど、とりあえずは──」

			「ああ、行くか」

			　なおも眼球は止まらず、どこからともなく湧いてきて、二人を追い続ける。

			　フラムとガディオは、逃げながらもデインを追うべく走り出した。

			


			　◇◇◇

			


			　巨大な鎧を纏った男と、小柄な少女というアンバランスな二人は、ひたすらに夜の町をさまよう。

			　いまだデインは見つからない。

			　捜索を続けつつ、ガディオとフラムは互いに情報交換を行っていた。

			「つまり、そのインクという少女が眼球を作り出しているわけだな」

			「そういうことになります」

			「螺旋の子供たちスパイラル・チルドレンのうちの一人……」

			「そのスパなんとかって、もしかして教会の研究ですか？」

			「知っているということは、やはりフラムたちも教会を追っていたか。そうだ、生まれたばかりの子供に、心臓の代用品としてオリジンコアを埋め込むという狂った実験だ」

			「オリジンコア……それに、心臓の代わりって……」

			　つまり、コアを潰せば──インクも死ぬ。

			　しかしコアが残っている限り、彼女の能力である眼球は消えないだろう。

			「インクとは、どういう関係だ？」

			「たまたま倒れているところを助けたんです。それから、何日間か一緒に暮らしていました」

			「つまり、お前はその子を助けたいわけだな」

			「……はい」

			　フラムはうつむきながらもうなずく。

			　もし、オリジンコアだけを取り除く方法があるのならば、救いたい。

			　だがそれが困難であることも、彼女は理解していた。

			「すまんが俺にも方法は思いつかん。だが、デインに渡したままでは都合が悪いことはわかる」

			　ガディオも冒険者だ、デインの存在は知っているらしい。

			「あいつは教会に仲間と魂を売りました」

			「救えんな……目先の利益に釣られて、最も尊重すべき財産を捨てるか」

			　ガディオはそう吐き捨てる。

			　同時に、両側の建物の屋上から、大量の眼球が落ちてきた。

			「ふんっ！」

			「はあぁっ！」

			　夜の闇を二筋の軌跡が裂き、それらは地面に触れることなく空中で散る。

			「そういえば、もしかしてうちの窓枠にナイフを投げつけたのってガディオさんですか？」

			「そうだ。フラムがあの家で暮らしていることは掴んでいたが、直接話すわけにはいかなかったのでな。わかりにくかったか？」

			「わかりませんよぉ、名前も書いてなければ文字も汚いんですから」

			「許せ、余裕が無かった」

			　眼球に追われながら書いたメモだったのだろう。

			　そもそも、最中にフラムの居場所を掴むことだって難しかったはずだ。

			「最初はデインたちのイタズラかと思いました」

			「どのみち効果は無かったようだがな」

			「外に出るなって言われても今さらです、私も当事者ですし」

			「当事者？」

			「どうやらオリジンとやらの狙いは私みたいなんで。考えてみれば、魔王討伐の旅に、弱っちい私が選ばれた時点からおかしかったんです、よっと」

			　フラムは足元から湧いてきた眼球を跳ねて避ける。

			　前方に現れた曲がり角を、二人はスピードを緩めず斜め左へと進んだ。

			「理由はわかりませんけど。ひょっとして、私の属性を狙ってるんですかね」

			「反転か」

			「はい。その、ガディオさんがさっき言ってたオリジンコアっていうやつ、普通は壊せないものなんじゃないかと思うんです」

			　フラムは、研究所で出会ったネイガスの反応を思い出しながら言った。

			「そのとおりだ、通常の手段ではどれだけ負荷をかけても破壊できないらしい」

			　ガディオも教会を調べていたため、それぐらいの情報は掴んでいる。

			「でも、私には壊せました」

			「すでに交戦したのか」

			「そのとき、私はとにかく必死で、プラーナとか、魔力とか、いろんな物をコアに注ぎ込んだ気がするんです」

			「その魔力が鍵だと？」

			「もしオリジンが〝螺旋〟を力にしているのだとしたら、私の反転でその回転を逆にすることで、なにかが起こるのかもしれない……」

			「理屈はわからんが、実際に壊せたということはそういうことなんだろうな。もしプラーナが理由なのだとしたら、もっと前に誰かがやっていたはずだ」

			「私にしかできない。だから、私がインクを──」

			　フラムは自分の手のひらを眺めた。

			　救うことはできなくても、これ以上の悲劇を止めることはできる。

			　けれどそれで、本当にいいのだろうか。

			「あれは!?」

			　そのとき、突如ガディオが大きな声をあげた。

			「横に飛べ、フラムッ！」

			　なにが起きたのかわからぬまま、フラムは言われたとおりに跳躍する。

			　すると、いつの間にか前方に現れた二人の少年が、手を前に突き出し呪文のような言葉を唱えた。

			「回転しろロタジオンッ！」

			「捻れてディストーション」

			　ぐにゃりと、空間がかき混ぜられ、歪む。

			　一方は、まるで竜巻のように高速回転するエネルギー。

			　それはフラムの横を通り過ぎると、頑丈な壁をいともたやすく円形に削り取った。

			　もう一方は、触れたものを絞るように捻ねじる力。

			　それは同じく壁に衝突すると、破壊せずに変形させ、螺旋模様を描いた。

			　どちらも──あの研究所で、フラムが見た光景とよく似ている。

			「螺旋の子供たちスパイラル・チルドレンかッ！」

			「なんだ、俺らのこと知ってんのかよあんた。教会の機密、マジやべえんじゃねーの？」

			「マザーに言って叱ってもらわないとね。めっ！　って」

			　その口調は、そこらにいる子供とそう変わらない。

			　だが──顔はインク同様、赤く渦巻いていた。

			「やんちゃで怖いルークと、いつもぼーっとしているフウィス……」

			「インクのやつそこまで話してんのか。マジであいつ使えねーな」

			「仕方ないよ、第一世代だから、大事なことなにも聞かされてないんだもん」

			「ここを通して、私には行かなくちゃならない場所があるの！」

			「だから止めてんだろうがよ。回転しろォロタジオンッ！」

			　突き出された拳から、再び〝回転〟の力がフラムに放たれる。

			　彼女はそれを避け、さらに近づいてくる眼球を魂喰いで両断する。

			「やるしかない……っ！」

			　スキャンで二人のステータスを確認するフラム。

			


			　─────────────────────

			　フウィス・トゥール

			　属性：風

			　筋力：２３４１

			　魔力：３９２３

			　体力：２３７１

			　敏捷：５７１２

			　感覚：４１１７

			　─────────────────────

			


			　─────────────────────

			　ルーク・フーループ

			　属性：土

			　筋力：３２９８

			　魔力：３７９２

			　体力：３５１２

			　敏捷：３１４８

			　感覚：４２１５

			　─────────────────────

			


			　そして、その差に愕然とする。

			　第一世代と呼ばれたインクは、普通のステータスだったはずだ。

			　これが第二世代との違いということだろうか。

			「フラム、ここは俺が引き受ける」

			「ガディオさんっ!?　いくらなんでも一人じゃ無茶です！」

			「問題ない、相手は子供だ。力量の差など、いくらでも技術で埋められる」

			　ガディオの言葉に迷いはない。

			　剣を構える彼は、勝利を確信している様子だった。

			「俺らのステータスだけ見て判断したって意味ないぜ？　パパの力は、数字で計れるものじゃないんだからな」

			「パパはすごいよ。ちょっとだけその血を継ぐだけで、普通の人間よりもずっと強くなれるんだもん。英雄だろうと絶対に僕たちには勝てない」

			　ルークとフウィスの自信もまた揺るぎないものだ。

			　ガディオを置いて一人でデインを追うべきなのか。

			　それともともに戦い、遅れてでも二人で追跡を再開するべきか。

			　フラムが悩む中──その頭上から、チルドレンを挑発するような声が響く。

			「そういう偉そうな発言は──」

			「せめて、親離れしてから言うべきですわっ！」

			　フラムが見上げると、そこには夜空をバックに屋根の上に立つ二人の女性の姿があった。

			「エターナさんに、オティーリエさんっ!?」

			　彼女たちは飛び降りると同時に、ルークとフウィスに攻撃を放つ。

			　氷の矢と血の刃が、飛び退く彼らの足元で弾けた。

			「騒がしい音がすると思って来てみれば、やっぱりこんなことになってた。しかもガディオまでいる」

			「俺も似たような経緯でフラムにたどり着いたんだ」

			「わたくしたちがあの子供たちの相手をしますわ、お二人は先へ進みなさい」

			　なんと頼もしいことか。

			　エターナとオティーリエならば、チルドレン相手にも引けをとらないだろう。

			「まだ生きてやがったのかよ……」

			「わたくしを誰だと思っていますの？　お姉様に愛されるその日まで、神が相手だろうと死ぬつもりはありませんわ！」

			「やっぱりインクの力だけじゃ無理だったんだよ。マザーに報告しないと」

			「そうはいかない。一晩中逃げ回ってへとへとだし、目は気持ち悪いしでこっちはストレスが溜まってる。ここでお前たちをいじめて鬱憤を晴らさせてもらう」

			　再会を喜ぶ暇もなく、戦闘が始まる。

			　二人もフラムたち同様、眼球に追われていたらしく、押し寄せる球体の波はさらに密度を増した。

			「行くぞ、フラム」

			「はいっ！　エターナさん、オティーリエさん、頑張ってください！」

			　フラムとガディオはその場を二人に任せ、、デインの追跡を再開した。

			


			　◇◇◇

			


			　やはりデインの姿は見当たらないが、逃げた方角から、どこへ向かっていたのかは察しがついていた。

			　チルドレンの相手はエターナとオティーリエがしてくれている。

			　あとはガディオと二人でデインを倒して、インクを救いミルキットを助け出せば──

			（ミルキット……無事、だよね）

			　今は、そう信じるしかない。

			「フラム、一つ確認しておきたいことがある」

			「なんですか？」

			「チルドレンの名前をインクという子供から聞いていたようだが、あの二人以外の名前も聞いているのか？」

			「ええと……確か、ネクトとミュートっていう子がいるって言ってたと思います。でも、急になんで？」

			「いや──ならばこの気配は、そのどちらかのものだろうと思ってな」

			　フラムたちの後方、暗闇の中で少年が不敵に笑う。

			　そして開いた手のひらを握ると同時に、発動のトリガーとなる言葉を発した。

			「接続しろコネクション」

			　異変に気づいたガディオはその場で足を止める。

			「ガディオさん？」

			「止まるなフラムッ！」

			　なにが起きたのかはわからないが、フラムは必死に駆け抜けた。

			　ゴオォォォオオッ──ドォンッ！

			　轟音が静まり返った町に鳴り響き、両側の壁が、二人を押しつぶすようにせり出してくる。

			「っぐ……ぬおぉお……！」

			　ガディオはその壁を、腕力だけで受け止めていた。

			　両腕は震え、額には血管が浮かび、彼の剛力をもってしても状態を維持するのは困難なようだ。

			　しかも、足元からは眼球が近づいている。

			　彼も、できればデインとの戦いに参加し、フラムの手助けをしたかったのだが──

			　ガディオは合流を諦めたのか、腕から力を抜き、壁の手前に脱出した。

			　一方、足を止めなかったフラムが出たのは壁の向こう側。

			　二人は完全に分断されてしまった。

			「この壁は……いきなりどうしてっ!?」

			「異なる二点を接続する。物体であろうと空間であろうと対象は選ばない。それが僕の能力だからね」

			　フラムには少年の声だけが聞こえている。

			　しかしガディオには、忽然と現れた十歳にも満たない少年の姿が見えていた。

			　彼が身に着けているのは、病衣を思わせる質素な白い服だ。

			「そうか、先ほど交戦した二名のチルドレン。あの二人を俺たちの前に転移させたのはお前か」

			　ガディオは、ギリギリまでその気配を捕捉できなかった。

			　それは別にルークとフウィスが気配を消していたわけではなく、直前までその場にいなかっただけのことである。

			「転移……？　じゃあもしかして、ミルキットも！」

			「さすが英雄、鋭いね。そうだよ、どっちも僕がやったことだ」

			「ミルキットは生きてるの!?」

			「さあ？　知らないなぁ、デインにでも聞いたら？　僕は頼まれただけで、あの子に興味ないから」

			　デインならば、フラムへの恨みを晴らすため、目の前で殺そうとするのではないだろうか。

			　少なくともこの少年が殺していないのならば、今はまだ生きている可能性は高い。

			「インクに聞いてるかもしれないけど、僕の名前はネクト・リンケイジ。チルドレンのリーダーってところかな」

			「わざわざ名乗るとは、丁寧なことだな」

			「今から自分を殺す相手なんだ、名前ぐらい知っておきたいでしょ？」

			「ふん、マセた子供らしいセンスだ」

			　ガディオが鼻で笑うと、ネクトはムッとした表情になる。

			　すでに二人は敵意をぶつけ合っており、開戦まで秒読み段階であった。

			　だがガディオには、まだフラムに伝えなければならないことが残っている。

			　彼は壁の向こうにも聞こえるよう、大きな声で告げた。

			「フラム、最後にこれだけ伝えておく。セーラ・アンビレンは生きている！」

			「セーラちゃんが……？」

			　最初は驚き、その次に目に涙が浮かび、視界がにじむ。

			　なぜガディオがそれを知っているのか、そこまで聞いておきたかったが、眼球が迫る今、話す余裕は無さそうだ。

			　ガディオ、エターナ、オティーリエとの再会に、セーラの生存。

			　絶望に塗りつぶされ、全て失われたと思い込んでいた希望が、再び輝き、心を明るく照らしだす。

			「生きて、たんだ。そっか、そっかぁ……！」

			　もちろん、死んだとは思っていなかった。

			　だがこうして確定するまでは、どうしても不安を拭えないものである。

			「ありがとうございます、ガディオさん！」

			　大きな声でそれだけ言うと、フラムは走り出す。

			　眼球の隙間を縫って、疲れも忘れて、今日一番のスピードで駆け抜ける。

			


			◇◇◇

			


			　ガディオは壁を背に、彼女の明るい声を聞いて「ふっ」とほほえんだ。

			「笑ってる余裕あるの、おじさん」

			「ああ、あるさ」

			　即答され、露骨に不機嫌になるネクト。

			　彼は耳を隠す程度に伸びたサラサラの髪を右手でかき上げると、冷たい目をしてガディオを品定めする。

			「僕の能力を過小評価しすぎてない？　おじさんなんて簡単に殺せるんだよ？」

			「確かに自信は人を強くするが、過信が過ぎると大怪我をするぞ」

			「そうやって子供扱いして──嫌いだなぁ、そういう大人は」

			　冷徹な笑みを浮かべたネクトは、手のひらを上に向けたまま腕を前に突き出す。

			　彼の顔はぐにゃりと次第に歪んでいき、赤い螺旋と化した。

			　ガディオは大剣を構え、臨戦態勢に入る。

			　同時に眼球への警戒も怠らない。

			「ふううぅぅ……」

			　彼が息を吐き出し、体から多量のプラーナが発されると同時に、近づく眼球は尽ことごとく破裂した。

			　見えない〝圧〟に、押しつぶされているのだ。

			「さあ、行くよ」

			　ネクトは完全に人外となったその姿で、開かれた手を閉じ、拳を握った。

			「接続しろコネクション！」

			　喉を震わせ、顔のどこからかそう告げたネクトの姿は、声が聞こえると同時に消える。

			　英雄の目でも捉えられないほどの高速移動。

			　いや──そんなもの、あるわけがない。

			　移動ではなく、転移したのだ。

			　背後に何者かの気配を感じたガディオは、振り向くと同時に剣を振るう。

			「おっと、さすがに反応してくるね」

			　刃はネクトの眼前を掠めた。

			「でも──接続しろコネクション！」

			　彼は再び消え、元の場所に戻った。

			　そして、またもや手のひらを握る。

			「そおら、繋がれえぇコネクションッ！」

			　声に力が籠もり、肉の渦が脈動し、大きな力が大気を震わす。

			　するとガディオの両側にある壁同士が接続され、彼を押しつぶすように迫った。

			「同じ手を二度も──」

			「いいや同じ手じゃない、追加でこれも喰らえよ！　ぶっ潰れろぉコネクション！」

			　空間が別の場所と接続され、転移してきた石造りの住宅が、ガディオの頭上から落下する。

			　上下左右、四方向からの同時圧あっ潰かい攻撃は、人の身では対処不可能である。

			「あっはは、あっけないなぁ、英雄ってやつも！」

			　ネクトは勝利を確信する。

			　だが──

			「我意・騎士剣術キャバリエアーツ・エクスパンション──」

			　絶体絶命の危機を前にしても、ガディオは冷静沈着に、自分の呼吸を乱さず、己の技で立ち向かう。

			　用いるのはプラーナだけではない。

			　彼の属性は土。

			　腕を通じて大剣に魔力が満ち、刃が岩で包まれていく。

			　人一人分ほどの長さしかなかった剣が、さらに岩に固められ、二倍三倍と巨大化していく。

			　それはプラーナで補助しなければ、ガディオの腕力をもってしても支えきれないほどの重量であった。

			　さらに、天高くそそり立つ剣そのものにもプラーナを満たし、技を放つ。

			　それは彼が生み出した、彼のためだけの騎士剣術キャバリエアーツ。

			　ゆえに、我意エクスパンション。

			「岩刃縋崩斬タイタンブレイドォッ！」

			　ゴオォォォッ──！

			　巨大な剣が振るわれると、一瞬だけ、時が止まったように全ての音が消えた。

			　そして、次の瞬間──

			　ゴバアァァァッ！

			　けたたましい轟音とともに、迫る壁も、落下する民家も、尽く粉々に砕け散った。

			　ネクトの放った必殺の一撃は、剣の一振りで、あっさりと返されてしまったのである。

			　だが、無数の瓦礫が降り注ぐ中、少年は笑っている。

			「……へえ、前言撤回しなきゃ。すごいじゃん、おじさん」

			「今はフラムを巻き込む心配もないからな。ここからは、全力で行かせてもらう」

			「どうぞどうぞ、望むところさ！　そして証明しなきゃね、普通の人間よりも僕らのほうが優れてるんだってことを！」

			


			　◇◇◇

			


			　遠くから、力同士がぶつかりあう大きな音が聞こえてくる。

			　ガディオは本当に大丈夫なのだろうか──フラムは引き返したくなる気持ちをぐっと抑え込んで、前に進んだ。

			　向かう先は、西区の教会。

			　デインが待ち受けているのならば、やはりそこしかないと思ったのだ。

			　みなが寝静まっている今の時間なら、本堂には誰もいない。

			　身を隠すにしても、誰かと合流するにしても、うってつけの場所ではないだろうか。

			「しつこいっ！」

			　眼球を魂喰いで蹴散らしながら、とにかく足を動かす。

			　意識をすれば気だるさはある。

			　ミルキットの捜索を行い、インクのあの姿を見て、デインの手下と戦い、騎士剣術キャバリエアーツを乱発し、そして今も走り続けているのだ。

			　むしろ、どうして自分がここまで動けるのか不思議なほどだった。

			　もしも、ガディオやエターナ、オティーリエと再会しなかったら。

			　セーラの生存を聞かなかったら、ミルキットが無事である可能性を知らなかったら、こうは行かなかったかもしれない。

			　とっくに、諦めていたかもしれない。

			　おかげで今は、デインと戦うための気力に満ちている。

			　教会にたどり着くと、迷わず門をくぐり、大きな木製の扉を押し開く。

			　堂内は薄暗く、オリジンを模したと言われる人型の像が、真正面から不気味にこちらを見ている。

			　数多くの長椅子が並び、その最前列に、大きな態度で、足を組みながら座る男の姿があった。

			　少しでも時間稼ぎができるよう入り口を閉め、武装を済ませ、フラムは彼に近づく。

			　足音を消そうとは思わない。

			　なぜならとっくに、デインは気づいているからだ。

			　中央に敷かれた絨毯の真ん中まで進んだとき、彼はフラムに背を向けたまま口を開いた。

			「来ちまうんだろうなあとは思ってたよ。そういうしつこさがお前にはあるってよぉ。なんつーか、経験則っての？　それでわかっちまうんだ。僕って結構冒険者歴長いからさ、勘も冴えてるんだよね」

			　声の調子はいつもと変わらない。

			　人の神経を逆撫でするような、心底不愉快な声色である。

			　フラムは聞く気などなかった。

			　近づいたら問答無用で剣を振り下ろし、首を落とすつもりである。

			　今のところ、まだ眼球は堂内には入ってきていない。

			　だがそれも時間の問題で、不利な状況になる前に、とにかくフラムは事を終わらせたかった。

			　まあ、そう簡単にいくはずがないことぐらい、彼女にもわかってはいたが。

			　なにせ、相手は〝ただの卑怯者〟のデインなのだから。

			「でも、雇い主との合流前に来るのはちーっとばかし計算違いだったかなぁ。僕としたことが、とんだ失態だ。穴があったら入りたいね。いいや、それとも僕はそれを望んでたのか？　わかんねえなあ、ははっ、ほんとわかんねえ」

			　フラムは無言で歩み寄る。

			「ああ、そうだ。あのインクってガキと、包帯の嬢ちゃんなら奥の部屋にいる。包帯女はともかく、インクのほうはネクトとかいうクソガキとの約束だからな、危害は加えていない。ただ、いつ意識を失ってまたあの化物になるかわかんねえぜ？　なあ、フラムちゃんよお」

			　間合いに入ると、魂喰いを持ち上げ──首を狙って振り下ろす。

			「おっとぉ！」

			　彼は、そんな見え透いた攻撃を、よろめくように前のめりになって回避した。

			　そして、二人は向き合う。

			　殺意をむき出しにしてにらみつけるフラムと、下卑た笑みを浮かべるデイン。

			　どこまでも平行線で、両極端で──二人が互いにわかり合うことは永遠に無い。

			「顔つきが変わったな、なにかいいことでもあったのか？」

			「残念だけど、そのとおり。どうもみんな生きてたみたい。ミルキットとインクが無事なのもさっき聞いたし、すっごくやる気に満ちてるんだ」

			「はっ……そうかよ。でもどうだっていい」

			　デインはクロスボウを構え、フラムに向ける。

			「どうせお前はここで死ぬんだ、フラム」

			　彼女は向けられたボルトの鋭利な先端を見ても、怖おじ気けづくことはなかった。

			「それはあんたのほうだっての、デインッ！」

			　フラムが啖たん呵かを切り、ダンッ、と床を蹴り加速する。

			　デインはさらに口角を吊り上げ、トリガーに当てた指に力を込めた。

			　ボルトが射出され、真っ直ぐにフラムの心臓を狙う。

			　彼女は一切ガードしようとせず、そのまま胴体でブロードヘッドを受け止める。

			　そして──「反転しろリヴァーサルッ！」──魔法を発動、ボルトをそのまま跳ね返した。

			　デインは首を傾け、避ける。

			　しかし鏃やじりは頬を掠め、顔にうっすらと傷が浮かんだ。

			　痛みを感じ、生せいの実感に気持ち悪く唇を歪めるデイン。

			　フラムは速度を緩めず、さらに接近する。

			　大剣の射程圏内に入ると、右手で魂喰いを振りなぎ払った。

			　またもにやりと笑いながら、身軽に後退しそれを避けるデイン。

			「ぬるい殺意だなぁ、フラム！」

			　挑発に対し、犬歯をむき出しにし、怒りの形相でにらみ返すフラム。

			　正と負──あまりに温度差のある二人の視線が交錯する。

			　戦いは、まだ始まったばかりだった。

		

	
		
			

			


			　フラムは魂喰いを力任せに振り下ろす。

			　フォン──バギィッ！

			　デインの首筋狙いで繰り出された斬撃を、彼はまた後退して避けた。

			　空振りした鉄塊が木製の床を打ち砕く。

			　今は外したが、デインの背後には壁、もう後はない。

			　反撃しようにも、この距離はクロスボウには向かない。

			　手元のメインウェポンを捨てて腰に下げた短剣に頼らなければ、反撃の余地もないだろう。

			　これがトドメ──フラムはあえて罠を考慮せず、大胆かつ勇猛に踏み込む。

			　するとデインはバックラーを斜め上に構え、指をくいっと曲げた。

			　バシュッ、と勢いよくワイヤーが射出される。

			　バックラーの裏に仕込まれた機構により、彼は空を飛ぶように移動した。

			　そして壁に張り付いたデインは引き金を引き、彼女目掛けてボルトを放つ。

			「たかが単発──！」

			　射出されたそれを打ち落とすつもりで、フラムは剣を構える。

			　だが、この男が単純に矢を放つだけのはずがない。

			「甘いんだよ、スプレッドォ！」

			　魔法が発動し、空中でボルトが炎上、破裂、分裂。

			　無数の火の玉が、一斉にフラムに殺到した。

			　剣では凌ぎきれない──そう判断した彼女は横へ飛び、転がりながら着地する。

			　デインは続けざまに矢を射うった。

			「スプレッド、スプレッド、スプレッドォッ！　はっははは、呪いだかなんだか知らねえが、そもそも実力差があんのに、奴隷風情が英雄も連れずに僕に勝てると思ってんのかよォ！」

			　必死に走りながら、降り注ぐ火の雨から逃げるフラム。

			　そのうちいくつかが肩を掠め、服を破り血が滲んだ。

			　傷はすぐに治るが、痛みに顔が歪む。

			　しかしそこで、攻撃の手が微かに緩んだのを彼女は見逃さない。

			「せやあぁぁぁぁあっ！」

			　不安定な姿勢から剣を振り、放つは騎士剣術キャバリエアーツ・気剣斬プラーナシェーカー。

			　三日月形の剣気が、デイン目掛けて一直線に飛んでいく。

			　彼はまたもやワイヤーの機構を操作した。

			　フックが閉じると固定は解除され、その体は地面に自然落下する。

			「こっちだって単発じゃないっ！」

			　着地点を目掛けて、放たれる追加の気剣斬プラーナシェーカー。

			「くっはは、そもそも力押しで勝てると思う時点でうぬぼれなんだよ！」

			　デインはボルトを射出すると、真正面から飛来する剣気にぶつけた。

			「バーストォッ！」

			　そして魔法により爆発し、気剣斬プラーナシェーカーは相殺そうさいされる。

			　あたりに立ち込める白煙。

			　フラムはその中を突っ切ってデインに肉薄した。

			「おおっと、接近戦はお断りだ」

			　再びワイヤーが射出され、彼の体は浮き上がる。

			　さらに移動しながら、クロスボウを乱射した。

			「あっはははははは！　喰らえ、喰らえよぉっ、血肉をぶちまけてみじめに死んじまえぇっ！」

			「ちょこまかとっ！」

			　火の玉が床に着弾するたびに煙は濃くなり、視界が悪くなっていく。

			　白いもやの向こうから、さらにデインは〝バースト〟を込めたボルトを放った。

			「……来た」

			　フラムはそれを待っていた。

			　タイミングを読み、それを魂喰いで受け止める。

			　デインは笑う──バーストの威力は、剣を盾にして防ぎきれるものではない。

			「そのまま吹き飛んじまえよ、フラムッ！」

			　彼の思惑どおり、本来なら同時にそこで炸裂する、はずだった。

			「反転しろリヴァーサルッ！」

			　しかし、ボルトは反転する。

			　バーストの魔法が込められたまま、デインに向かって飛んでいく。

			「跳ね返ってきただと!?」

			　フラムの魔法を受けるのはこれが初めてだ、彼の戸惑いも致し方ない。

			　デインは焦りながらもフックの固定を解除、落下しつつ別の場所にワイヤーを射出する。

			　ドオォンッ！

			　遅れることコンマ一秒、先ほどまで彼のいた場所は、炸裂したボルトによって盛大に弾け飛んだ。

			　その威力は、完全に壁が破壊され、穴が開いてしまうほどだ。

			「おーおー、思ったよりやるねえ。そうか。それが希少属性──〝反転〟の力ってわけだ」

			　フラムは慣れ慣れしく語りかけてくるデインを、完全に無視する。

			　そして無言のままスキャンをかけて、相手の戦力を確認した。

			


			　─────────────────────

			　デイン・フィニアース

			　属性：火

			　筋力：８０２

			　魔力：１２６５

			　体力：７１０

			　敏捷：１４５４

			　感覚：７４１

			　─────────────────────

			


			　元のステータス合計は２６６９、本人だけならＢランクの下位程度。

			　しかし装備によって合計４９７２まで引き上げられ、Ｂランク最上位クラスにまで上がっている。

			　特に、本来は低いはずの魔力は１０００以上増加していた。

			　やけに威力の高い魔法を乱発してくるのはそれが理由のようだ。

			　それにしても、自動リロード機構を備えたクロスボウを除いて、他の装備はエピックに次ぐ高レアリティ、〝レジェンド〟装備だらけだ。

			　フラムがエピック装備を所持しているのは、あくまでそれが、使いみちのない呪いの装備だからである。

			　不遜なるレザーアーマー、聡明たるアイアンバックラー、野心を抱くアイアンダガー──どれも優秀なエンチャントが付与されており、とてもではないが、まっとうなＡランク冒険者でも、全身揃えるのは難しいはず。

			「まさかスキャンでも使ってんのか？　んなもん見たって、実力差が変わるわけじゃねえだろうに」

			「その装備……本当にあんたのものなの？」

			「もちろんだ。優しい仲間たちが僕に貢いでくれた、正真正銘、僕の持ち物さ。言うなれば、仲間との絆ってやつぅ？」

			「その絆と魂を教会に売った奴がそれを言うんだ」

			　フラムの指摘を、デインは「はっ」と鼻で笑う。

			「なあ、お前はどうにも僕を悪者にしたいようだが、考えてもみろよ。自分の命と、仲間との絆ぁ。どっちを取るよ。甘えんなよ？　ちゃあんと現実を見て答えろよ？　まさか、いい子ちゃんなフラムお嬢さんは絆とか言わねえよなぁ!?」

			「何十人も犠牲にするぐらいなら絆を選ぶかな、私は」

			　ミルキットの笑顔を思い浮かべ、フラムはそう断言した。

			　もし自分の命が彼女を傷つけることがあるのなら、今のフラムなら、迷いなく自らの胸に刃を突き立てるだろう。

			「っかぁー！　くっせぇなあ、くっせえよマジで！」

			　それが──本気だからこそ、余計に鼻につくのだろう。

			「やっぱなにも知らねえガキだわ、お前は。っはは、まったくなんで僕もこんなやつの相手してんだろうなぁー……！」

			　だがそれを聞いたフラムには──彼の言葉は、他でもない彼自身に突き刺さっているように思えた。

			　自ら望んで教会に手を貸したのではなく、『そうするしかなかった』という己の無力さを嘆く自嘲、あるいは自傷。

			「想像してみろよ。自分が長年積み上げてきたものがさぁ、たった八歳のガキに全部ぶっ壊される光景を！　なあ、笑うだろ？　笑っちまうだろ!?」

			　彼は自分語りをやめない。

			　とにかく、その苦しみを誰かと共有したくてたまらなかったのだろう。

			　仲間の大半に裏切られ、付いてきてくれた数少ない手下も失った今、彼には話し相手すらいないのだから。

			「でも見せつけられちまったんだよ、僕は！　圧倒的な力ってやつをさぁ！　金や権力じゃどうしようもない、世界の理ことわりすら変えちまう力を！」

			　デインの頭の中で、走馬灯のように過去の栄光が再生される。

			　しかし今の彼は、わずか八歳の少年に従えられ、『いずれ呑み込んでやる』と豪語していた教会の下僕。

			　使いっ走り。

			　負け犬。

			　プライドは、もはや原形すら留めないほどズタズタだった。

			「ねえデイン」

			「あぁ？」

			　悲劇に酔うデインに対し、フラムは冷たく言い放つ。

			「同情してほしいわけ？」

			「は……っ」

			　デインから表情が消えた。

			「は……はは……ははははっ……」

			　さらに時間がたつと、肩を震わせ、声だけで笑う。

			「あははは……あはははははっ！」

			　ようやく感情が戻ってきたかと思えば、今度はこめかみに血管を浮かべ、顔を真っ赤にしながら──

			「は……はははっ、んなもん……んなもん望んでねえんだよぉぉおおおおおッ！」

			　──吠えた。

			　礼拝堂の外にまで響くほど大きく、そして悲痛な声で。

			　フラムにだってわかっている。

			　デインが語りたかったのは、たとえ目の前に存在するのが敵だと知っても吐き出したかったのは、自分の女々しさゆえである。

			　この理不尽を、誰でもいい、たった一人に理解してもらい、同情ではなく──共感してほしかったから。

			　かわいそうだね、わかるよ、本当に辛かったね、と痛みを理解した上で慰めてほしかったから。

			　英雄から奴隷へと堕ちたフラムなら、ひょっとしたら──そんな甘えがどこかにあったのだろう。

			　馬鹿げた話だ。

			　フラムが、そんな茶番に付き合うはずなどないというのに。

			「なにがスパイラルチルドレンだ、なにがオリジンだっ、なにが教会だあぁぁぁぁぁっ！　ふざけんな、ふざけんな、ふざけんなふざけんなふざっけんなあぁぁぁあああっ！」

			　彼は狂ったようにまくしたてる。

			　もう、なにもない。

			　もう、取り返せない。

			　その喪失の痛みに耐えきれないと泣きわめく。

			「僕は、西区の王だ！　全てを失い貧民街で暮らし始めたあの日から、いつか必ず、世の中を見返してやると決めていたんだ！　そして実際に這い上がった！　この手とッ、頭でッ、ここまで上り詰めたカリスマなんだよ！　わかるだろ？　それが、それがこんな場所で──こんなもんに頼んねえと、小娘一人殺せねえとかよぉおお！」

			　先ほどバーストで開いた穴から、眼球が姿を見せる。

			　我先にと、穴が詰まるほどぎゅうぎゅうにそこに殺到する姿は、複眼をさらにグロテスクにしたようで、見ているだけで背筋が凍る。

			「なにが言いたいわけ？」

			　フラムはちらりと壁のほうを確認しながら、問うた。

			　穴だけではなく、壁からも、眼球たちは教会の中に入り込もうとしている。

			　実際、すでに体の半分ほどが貫通しているものもおり、ぎょろりとした黒目がいくつも壁面に並び、フラムを凝視していた。

			　あまりにおぞましい光景だ。

			　このままでは、完全に壁が突破され、教会内部が眼球で満たされるのは時間の問題だ。

			　もしかして、このやり取りはデインの時間稼ぎなのだろうか──とフラムは一瞬考える。

			　だが即座に自ら否定した。

			（そんなわけない。あんな悲惨な顔してるんだから）

			　あの表情が演技なら、とんだ役者だ。

			　それだけで食っていけるし、西区の王になどならずとも、とっくにトップスターになっていただろう。

			「なにが？　そんなこともわかんねえのかよ……ははっ、はははっ、あっははははははははは！」

			　デインの乾いた笑いが堂内に反響する。

			「はは……は、あー……あぁ」

			　しかしすぐに声は力を失い、彼は肩を落とし、両手をだらんと垂らした。

			「……僕にも……わかんねえわ。あーあ、あぁーあ、なぁんにもわかんねえ。なにがしたいんだ？ガキに負けて、命乞いして、裏切られて、残った仲間も捨てて、教会に守られて、衣食住の保障もされて、規則正しく生きていくわけだ。なんだよそれ、はっ、なんだよそれぇ。つまんねえなあぁー！　僕が一番嫌いだった、一番たどり着きたくなかった末路じゃねえか！　あぁ、つまんねえ、こっから先の僕の人生、ぜぇんぶつまんねー！　つまんねえぇぇぇえええ！」

			　駄々をこねるように吐き捨てるデイン。

			　それは誰に向かって放たれた言葉なのか、彼自身にもわかっていない。

			「あっはははは！　はあぁ、あぁぁぁあああ……あぁ……ぁ……なあ……フラムぅ……僕と一緒にバカやってた奴らも……もう、みんな死んじまったんだろ？」

			　尋ねているのは、おそらく、フラムを襲ってきた冒険者のことだろう。

			　彼女は抑揚のない声で答える。

			「バカっていうか、犯罪だけどね。うん、確かにあいつらは殺したよ。でも最初から死んでるようなものだったと思う」

			「そっか、そうなのか……」

			　弱々しくつぶやくデインの目には光が宿っておらず、表情も死んでいる。

			「……いや、待てよ。なんだよその言い方、最初から死んでるようなものだった、って。なあ、僕が殺したとでも言いたげだな？　おい、わかってんのか？　ははっ、お前、ここで死にてえのか？」

			　唇を引きつらせながら、相変わらず死人めいた顔をして、デインはクロスボウをフラムに向ける。

			　それは、最悪の末路だ。

			　殺さずとも、すでに死んだようなもの。

			　行き着くところまで行ってしまった──ひょっとすると、フラムもガディオが助けにこなければ同じ場所に堕ちていたかもしれない、紙一重の景色。

			　ああ、確かに共感の余地はあるのかもしれない。

			　だが彼は理解していない。

			　その境地にいたる以前に、自分とフラムの間には、絶対不可侵の障壁が存在するのだということを。

			「ねえデイン、さっきも似たようなこと言ったけどさ──」

			「あ？」

			　今の彼は引き金を引かない。

			　その感情は、〝甘え〟、あるいは〝期待〟。

			　それをフラムは、一笑に付す。

			「私に甘えようとしないでよ、気持ち悪い」

			　男は凍りつく。

			　八歳の子供だけではなく、十六歳の少女にまで看破されてしまった。

			　あらゆるプライドを打ち砕かれた上で、微かな残りカスすら踏みにじられてしまった。

			　もはや──デイン・フィニアースという人間を構成する全ては、完全に価値を失った。

			「僕が……甘え……？　あ……あ……っ、違う、違……」

			　否定したい。

			　けれど、否定しきれない。

			「あぁ、違わない……のか？　そ、そんな、そんなことが──ああぁぁあ……ああぁぁぁっ、うわああぁぁぁぁぁあああぁぁあああああああッ！」

			　アイデンティティの崩壊、その瞬間である。

			　デインは受け入れがたい現実を拒絶するように、髪を振り乱して叫び、今度は躊躇なくトリガーを引いた。

			　そこに魔法は宿っていない。

			　フラムは回避の必要すらなく、ボルトは明後日あさっての方向へと飛んでいった。

			「殺す！」

			　トリガーを引く。

			　だが彼女は動かず、それでも命中しない。

			「殺すぅ！」

			　まだ当たらない。

			「殺す、殺すッ！」

			　まだ──手の震えにより定まらない照準は、フラムを捉えない。

			　彼は左手でトリガーを引く右手を固定すると、今度こそ眉間目掛けて必殺の一撃を放った。

			「死ねよ、お前が──お前がいるからっ、僕はっ、僕はぁァァァああっ！」

			　その怒りに理由なんて無い、ただの八つ当たりだ。

			　フラムは黒の刃を右手で軽く振り、矢を叩き落とすと、デインに接近した。

			　若干の正気を取り戻した彼は──「ス、スプレッドォッ！」慌てて魔法を付与した矢を放つ。

			　刃は左腰の下へ、走りながらプラーナ精製、低く構えたそれに力を満たす。

			　斬り上げると同時に、任意のタイミングでプラーナを弾けさせ──ゴオォォオオッ！　と、気剣嵐プラーナストームの暴風が床板を巻き上げ、眼球を破壊しながらデインを襲った。

			　無論、フラムに迫っていた〝スプレッド〟の拡散する矢も炎を消され、勢いを失い床に落ちる。

			「ぐっ……！」

			　腕で顔を庇うデインに、フラムはさらに速度を速め迫る。

			　剣を振り上げ、重い一撃を繰り出した。

			　ガギンッ！

			　とっさにクロスボウで受け止めるデイン。

			　だが威力に耐えきれず、クロスボウは弾かれ飛んでいった。

			　回収は困難──彼はクロスボウに見切りを付け、ワイヤーを射出しその場からの脱出を試みる。

			　すぐさまフラムはプラーナを練った。

			「はっ……あ……！」

			　追撃を仕掛けようとしたフラムの呼吸が乱れる。

			　騎士剣術キャバリエアーツの乱発は、確実に彼女の体力を奪っていた。

			　それでも、絞り出せばまだ繰り出せないほどではない。

			「逃がすかぁっ！」

			　いつもより重く感じる大剣を、真っ直ぐに前に突き出す。

			　ブツンッ──放たれた気穿槍プラーナスティングは、巻き取り途中のデインのワイヤーを切断した。

			「うおぉおおおっ!?」

			　支えを失い、彼の体が落下する。

			　爆風で体を浮かす魔法〝イクスフロート〟で着地点をずらし──いや、それでは魂喰いの餌食になるだけだ。

			　デインはあえてその場に落ち、手のひらをフラムに向けた。

			「ファイアボール！」

			　単発の下位魔法による足止め。

			　だが、ボルトの速度に対応してきたフラムには、火球の動きは止まっているように見えるほど緩慢である。

			　腰を落とし、難なくスルー。

			　するとデインは彼女に背中を向け、教会の入り口に向けて走り出す。

			　逃げようとしているのではない、その床はすでに眼球で埋め尽くされていたのだ。

			　眼球は彼を狙わず、フラムだけを襲う。

			　姑こ息そくな一手に、フラムはやはり騎士剣術キャバリエアーツで応える。

			　両手で剣を握り、走る勢いを緩めずデインに接近。

			　迫る眼球に限界まで近づいたところで、横に一回転。

			　魂喰いが水平に空を裂く。

			　ブオォンッ！

			　剣風が屋内に一陣の風を巻き起こし、そして──

			　ゴオオォォオッ！

			　一瞬遅れて、プラーナによる暴力的な嵐が巻き起こった。

			　フラムを取り囲みつつあった眼球は水風船のように割れ、両手で体を庇うデインにも細かな刃が襲いかかる。

			「ぐうぅ……っ！」

			　バックラーで急所への傷は防げるものの、さすがに全身はカバーできない。

			　無数の傷を刻まれながら、デインは苦しげに顔を歪める。

			　技を放ったあとも、フラムは速度を緩めなかった。

			　いや、むしろ加速し、ついに斬撃の射程圏内に彼を捕捉する。

			「はあぁぁぁぁあああっ！」

			「くそっ、まだだ、僕は死なねぇっ！」

			　彼は斬撃をバックラーで受け流そうとした。

			　だが全体重をかけた重い衝撃を殺しきれず、デインの体は横に流れる。

			　さらに〝氷結〟のエンチャントが発動。

			　盾もろとも、仕込まれたワイヤーのギミックは封じられた。

			「クソッ──」

			　デインは思わず悪態をつく。

			　そのバックラーにはワイヤーだけでなく、毒針を射出する仕組みも仕込まれていたのだ。

			　一発しか使えないため最後の手段のつもりだったが、凍りついたのではもう使えない。

			　追い詰められるデインに対し、フラムはなおも攻撃の手を休めない。

			「ここまで来たらぁっ！」

			　次の一撃で、氷ごとバックラーが砕け散る。

			　防御手段を失ったデインは倒れ転がりながら避け続けるも、

			「もうっ！　逃さないっ！　ここでぇっ！　終わらせてやるぅぅっ！」

			　気迫のこもったフラムの連撃に、肩、足、頬にと傷を負っていく。

			「ファイアボオォオルッ！」

			　デインはやけくそ気味に、魔法を放った。

			　無論、そんなものがフラムに当たるわけがない。

			　首を傾けるだけで軽く避けられたそれは、天井に衝突し、爆ぜる。

			　そして──

			　ドオオォォンッ！

			　教会内に、けたたましい爆発音が鳴り響いた。

			「なにをっ!?」

			　反射的に上を向いたフラムは、落ちてくる無数の瓦礫を見た。

			　慌てて後ろに跳ぶと、鼻先を鋭く尖った木材が掠める。

			「ひっひひ、誘い込んだのは僕だぞ？　地の利を活かさないと思ったのかよ！」

			「往生際が悪いっ！」

			「そうやって生きてきたんだよっ。どんだけ惨めだったとしてもなぁ！」

			　そう言って、今度はフラムの足元目掛けてファイアボールを放つ。

			　着弾、発破──そしてそれに反応し、床下に仕込まれた火属性魔法をトリガーとする爆弾が作動する。

			　ドドドドドドォッ！

			「ガぁッ──！」

			　横っ飛びで逃げようとしたが、右足が巻き込まれ、飛び散る。

			　吹き飛ぶ体。

			　叩きつけられた先、目の前には自らの腕に触れる眼球があった。

			「しまっ──」

			　ずるりと、左腕に侵入していくおぞましい感触。

			　急いで立ち上がり飛び退くも、もう遅かった。

			　新たな腕が生え、左腕が思うように言うことをきかなくなる。

			　そこに、デインの唱えたファイアボールが、真っ直ぐにフラムを狙い飛来した。

			　避けられない──ならば。

			　彼女は自ら増殖した左腕を前に突き出し、あえて素手で受け止める。

			　飛び散る血肉、走る激痛。

			　だが──これで左腕は正常な状態に戻る。

			「ちぃっ、猪ちょ口こ才ざいなぁッ！」

			「あんたにだけは、言われたくないッ！」

			　再び走りだすフラム。

			　再生途中の左腕がじくじくと痛む。

			　デインも全身傷だらけの状態で、彼女から距離を取りながら移動し──弾かれたクロスボウを回収しようとしているようだ。

			　阻止しようと、フラムも同じ場所を目指す。

			　ほぼ同時に跳躍──伸ばした手が先に触れたのは、フラムのほうだった。

			　彼女はクロスボウを掴み、さらに遠くに放り投げる。

			　これでもはや回収は不可能。

			　デインは破れかぶれで、フラムに飛びかかった。

			「きゃっ!?」

			「ひゃはっ、殺し合いの場でメスみてえな声出してんじゃねえ！」

			　フラムに覆いかぶさるデイン。

			　デインは押し返そうとする両手を、手首を掴むことで封じる。

			「はぁ……はぁ……へへっ、よくも甘えるだのなんだの好き放題に言ってくれやがったなぁ……！」

			「私は事実を指摘しただけだから」

			「よく考えてみりゃ、お前じゃねえか。全部おかしくなったのは、お前が現れてからだ。つまりお前のせいだ。そうだ、そうに違いねえ……！」

			　彼らが教会に手を出したことに、フラムは関係ない。

			　だがもはや、デインにとって理屈などどうでも良かった。

			　とにかく、自分を否定したフラムを逆に全否定し返して、その上で汚けがして殺せるのなら。

			「ひっひひ、ほら見ろよ、かわいいかわいい眼球ちゃんたちが近づいてきたぞぉ？　僕が殺さなくても、このままじゃ化物になって死んじまうなァ……！」

			　フラムはもがくが、筋力で勝るデインにしっかりと掴まれており身動きが取れない。

			「はぁ……」

			　大きくため息をつくフラム。

			　それが諦めを意味しているように思えたのか、デインは狂気じみた笑みを浮かべたが──

			「裏返れリヴァーサル」

			　フラムが静かにそう宣言すると、表情は一変する。

			　ゴギッ──そんな鈍い音がしたかと思うと、デインの手首から上が反転した。

			　つまり、あってはならない向きに回ったのである。

			「がっ……ああぁぁぁあああっ！」

			　激痛に体を起こし、叫ぶデイン。

			　フラムは彼の拘束から抜け出すと、その腹を蹴飛ばし、起き上がって剣を振り下ろした。

			　転がり避けようとしたデインの肩肉がえぐれる。

			「ぎっ……い……があぁぁっ！　このクソアマぁ……クソがあぁぁぁあああッ！」

			　怒りのあまり痛覚が麻痺しているのか、デインの動きは鈍らない。

			「ぐがあぁぁぁぁああああっ！」

			　彼は手首を壁に当てて固定すると、腕をひねり、ゴリュッ！　と元の向きに戻した。

			　握力は相当弱まっているが、腰のナイフを抜き取り握ることぐらいはできる。

			「はぁ……フラム……フラムうぅ……！」

			　腰を落とし、どこか獣じみた挙動でフラムに迫るデイン。

			　待ち受けるフラムだったが、足元に近づく眼球に気づき、とっさに飛び退く。

			「目の動きが速まってる!?」

			　その隙に、デインは一気に懐に潜り込む。

			　急いで魂喰いを構えるも、相手のほうが速い。

			　デイン自身も、火事場の馬鹿力で加速しているのだ。

			「ぐっ、オオォォオオオオオオっ！」

			　グチュ──ナイフの刃が、フラムの腹部に埋まる。

			　さらに彼はグリップを回し、臓器を破壊した。

			「か、ひっ……！」

			「フぅラぁムウゥゥゥゥゥ！」

			　もはや失うものがなにもない男は、人間性さえ捨てて〝せめてフラムだけでも〟殺そうと足あ掻がいている。

			　フラムは魂喰いを手放すと、両手で彼を引き剥がした。

			　血にまみれた銀色の刃が抜ける。

			　だが、デインはまだまだ止まらない。

			「ギアァァァァァアアアアッ！」

			　奇声をあげながら、フラムのほうに飛び込んでくる。

			　彼女はそんな彼の腹を、足の裏で蹴り飛ばした。

			「ぐげっ……！」

			　腹を押さえて苦しむデイン。

			　すかさずフラムは近づき、髪を掴み、顔面に膝蹴りを叩き込む。

			　転がったデインは震える両手で立ち上がろうとしたが、その頭を再びフラムの蹴りが吹き飛ばした。

			　脳が揺れ、意識が薄れる。

			　彼の動きが鈍ったところで、今度こそ魂喰いを引き抜くフラム。

			「ウガアァァァァアアアッ！」

			　しかしデインは獣じみた動きで跳ね起きると、飛び込むように迫り、ナイフを振るった。

			　フラムの胸元が横に切り裂かれ、下着があらわになる。

			　続けて繰り出された刺突を、フラムは左の前腕で受け止める。

			　ガリッ──そんな感触とともに、腕の肉が削り取られるも、刃は尺しゃっ骨こつの表面を削って止まった。

			　足元に眼球が近づく。

			　これ以上、戦いを長引かせれば不利になる──フラムにはそんな焦りがあった。

			　彼女は左腕にナイフを突き刺したまま、右の拳をデインの頬に打ち込む。

			　それは確かにクリーンヒットしたはずだった。

			　相手が人間ならば、誰もがよろめき、後退するだけの威力はあった。

			　だが、肉体も精神も限界を超越したデインは、まるで一切ダメージを受けていないかのように、怯まない。

			　フラムをにらみつけ、ナイフを引き抜き、次に狙うは──最大の急所である、心臓。

			「もらったぞ、フラアァァァァァァムッ！」

			　それはデインにしてみれば、勝利の雄叫びだったのだろう。

			　魂喰いを引き抜くには二人の距離が近すぎる。

			　しかも周囲は眼球に囲まれ、罠も仕掛けられ、フラムは圧倒的不利な状況。

			　だから、だから──まさかそんなことが起きるなんて、デインはもちろん、フラムだって想像していなかった。

			　──白い球体が、転がる。

			　肩を伝い、二の腕まで到達すると、ずぶずぶと沈んでいく。

			「……あ？」

			　デインは、己の腕に視線を向けて、動きを止めた。

			　なぜ、自分に。

			　味方であるはずの自分に、フラムしか狙わないはずの眼球が──

			「バカ、な」

			　呆然とするデイン。

			「ああ……そっか」

			　一方、フラムは気づいていた。

			　眼球は、インクを支配するオリジンの力によって生み出されたものだ。

			　けれど確かに、彼女から生み出されたものである。

			　少し前にデインたちとすれ違ったあと、自分を見ていた眼球がいた。

			　もしあそこでフラムが彼らに戦いを挑んでいれば、ガディオやエターナ、オティーリエの助けは受けられなかったはずだ。

			　今ごろ、無事ではいられないだろう。

			　つまり、あれは忠告であり、フラムは助けられたのだ。

			　誰かなんて考えるまでもなく──彼女しかいない。

			　それは意思だ。

			　神すら圧倒する強い意志。

			　フラムを──いや、自分の居場所を守ろうとする、インクの、無意識下での神に対する必死の抵抗──

			「バカなぁぁああああ！」

			　増殖する腕。

			　狼狽するデイン。

			　脳の指令は分散し、フラムの心臓を突き刺すはずだったナイフは、思うように動かない。

			「っ！」

			　次の瞬間、彼の体はフラムの腕によって突き飛ばされ、よろめいていた。

			　そして彼女は、引き抜いた魂喰いを高く掲げる。

			　体力の限界なのか、腕に力が入らない。

			　握っているだけで剣が震える。

			　だから、力を込めた。

			　オリジンコアを破壊したときと同じように、ありったけの持ちうる全ての力を、一つに束ねて──

			「はああぁぁぁぁぁあああああッ！」

			　振り下ろす。

			　黒い刃は、デインの体のど真ん中を、真っ直ぐに切り裂いた。

			　だが、その一刀が体を両断することはなかった。

			　それどころか骨を断ち切ることすらなかった。

			　もはやフラムには、剣を振る体力しか残っていなかったのだ。

			　両断はおろか、致命傷を与えることすらできず、皮膚を裂き、浅く肉を切るので精一杯。

			「あ……あ……？」

			　だが──魔力なら、まだ残っている。

			「や……め、ろ……あがっ、がっ、ぎ、っ、あぁぁぁああああ！」

			　傷口を中心に、デインの皮が、肉が剥がれていく。

			　骨がむき出しになったかと思えば、さらにその骨すら裏返り、本来なら隠れているはずの臓器が、外気にさらされる。

			「殺せ、せめて、ひとおも……いっ、ぎいぃいいいっ！」

			　その技をあえて名付けるとするのなら、我意・騎士剣術キャバリエアーツ・エクスパンション──反・気剣斬プラーナシェーカー・リヴァーサル。

			　肉体の内側と外側を入れ替える、文字通り必殺の剣術である。

			　とはいえ、それが必殺となり得たのは、デインの体が弱っていたからこそなのだが。

			「ぎゃっ、あっ……おごおおぉっ……！」

			　デインは首元の皮も剥がれ、口から声が発せられることはなくなった。

			　変わりにむき出しになった声帯が震えて、音を鳴らす。

			「……せいぜい苦しんでね、デイン」

			　フラムは少し離れた場所でそう冷たく言い放つと、死にゆくデインに背を向け、眼球を避けながら、奥にいると思われるインクとミルキットの元へと向かった。

			　一人礼拝堂に残されたデインは、やがて完全に裏返り、内臓や脳をむき出しの状態で放置されたが──それ自体に、損傷は無い。

			　心臓を含め、外気にさらされた臓器はしばし機能を続け、生命活動を維持したのだ。

			　想像を絶する苦痛の中、デインは自由に死ぬことすら許されなかった。

		

	
		
			

			


			　フラムは礼拝堂の先に続く廊下を進んでいく。

			　デインを殺したことで気持ちが切れたのか、戦闘中ほど体が言うことをきかない。

			　手を壁に当て、それを支えにしながら、足を引きずり歩くのが精一杯だった。

			　背後からは無数の眼球が迫っている──戦いは終わっても、まだ危機は続いているのだ。

			　どうにか廊下の一番奥にあるドアまでたどり着く。

			　開いた先にあった広間の中央には、ミルキットとインクが肩を寄せあい座り込んでいた。

			　フラムは二人の名前を呼びながら駆け寄る。

			「ミルキット！　イン……ク？」

			　だが呼び声は、途中で途切れた。

			　二人のすぐそばに、身長百八十センチはあるであろう、大柄の女性が立っていたからだ。

			　服装はワンピースで、つば広の帽子をかぶっており、赤い髪がちょうど顎あたりまで伸びている。

			　しかし、その出で立ちにフラムは違和感を覚えた。

			　肩幅は広く、手足はやけに筋肉質、そしてなにより顔つきが、男そのものだったからだ。

			「その声は、フラム？　来てくれたのっ!?」

			「ご主人様ぁっ！」

			「あらあらぁ、あの男、あっさりと負けちゃったのね。絶対に殺してやるだなんて息巻いていたのに、こんなに早く来るとは思っていなかったわ」

			　その声はやけに野太く、やはり男に間違いないようだ。

			「あなたがフラム・アプリコットね。ごきげんよう、私はマザー。螺旋の子供たちスパイラル・チルドレンの、優しくて温かくて大らかな、理想の母親よ」

			「二人から離れてっ！」

			　フラムは剣を抜き、切っ先を彼に向けた。

			　その存在だけは、インク本人から聞いて知っていたが──てっきり、女性だと思いこんでいた。

			「どうして母親である私が子供から離れなくてはならないのかしら。それにインクが化物だって、ひどいことを吹き込んで傷つけたのはあなたでしょう？　もう戻りたくないわよ、この子だって。ねえ？」

			「それは……」

			　マザーに頬ずりをされたインクは、微妙な表情を浮かべている。

			　嬉しい、でも素直に喜べない──そんな心の内が見て取れた。

			　一方でミルキットは、気づかれないよう少しずつマザーから距離をとっている。

			　それを彼が咎とがめる様子はない。

			　ネクトも言っていたように、ミルキットに興味が無いのかもしれない。

			　ある程度まで離れると、彼女は一気に主のほうに駆け寄り、胸に飛び込んだ。

			　フラムは、場違いだと理解しながらも、ミルキットの体を強く抱きしめずにはいられなかった。

			「ミルキット！」

			「ご主人様……良かったぁ。もう、会えないかと思いましたぁ……っ」

			「あぁ、私も会いたかったよ。本当に、本当に無事で良かった……！」

			　体に感じるぬくもりと、甘い匂い。

			　二人はお互いに感触を確かめあって、心の底から生きて再会できたことを喜んだ。

			「どこにも怪我はない？」

			「はい、特になにもされていません。ここに放置されていただけです」

			「そっかぁ……急にいなくなったときは、どうなることかと思ったよぉ……」

			　たとえ生きていたとしても、五体満足ではない可能性も考えていた。

			　だが、ミルキットには傷一つない。

			　これで最大の不安は消えた。

			　あとは、あのマザーとケリをつけるだけだ。

			「仲がいいのねぇ、その優しさを少しでもインクに分けてあげてほしかったわ」

			「……ねえ、そこのマザーとか言う人」

			　フラムは一旦ミルキットと体を離すと、表情を引き締めマザーと向き合う。

			「母親を名乗ってるってことは、もちろんインクが持つ力のことも知ってるんでしょ？」

			「あら私のお願いは無視？　まあいいわ。ええそのとおりよ、だって心臓の代わりにコアを移植したのは私ですもの」

			　マザーは素直に答えた。

			　母親を名乗っているものの、おそらくは彼こそが、この研究計画のリーダー──すなわち教会に所属する科学者ということになるのだろう。

			「それは第二の誕生。母の子宮を経て生まれた彼女たちが、私の子供になるための儀式ですもの。インクちゃんも含めてみんな、正真正銘の私の子供で、私は母親なのよ」

			　聞いていないことまでペラペラと喋るマザー。

			　狂信者──というよりは、自分の設定に酔っているようで、とにかく他人に自分が〝母親〟であることをアピールしたくてしょうがないようだ。

			「でも……あたしは、普通の人間が良かった」

			「人間がいい？　どうして？　確かにあなたは第一世代の出来損ないよ。けれど他の子より優れた部分もあるわ。子供を産み落とし、母親になる力が。ほら」

			　マザーはフラムの背後を指差す。

			　開け放たれたドア、その向こうには無数の白い球体がひしめき合っていた。

			　しかし主であるインクがいるからか、部屋には入ってこない。

			「インクちゃんの可愛らしい子供たちが、こちらを見ているわ」

			「子供って……」

			「あなたが失ったもの、そしてあなたが欲しがったもの」

			　ゴツゴツとした手のひらが、インクのまぶたに被せられる。

			「その欲望がオリジン様の力で増殖して、体の中から吐き出された。子供たちはオリジン様の力を宿したまま、優しいインクちゃんの意思に従って、私たちを守ってくれたの」

			「違うよ、あたしはそんなこと望んでないっ！」

			「恥じることはないわ、立派よ。立派なおかーさんよ、インクちゃん。私は愛する子供が、こんな素敵な母親になってくれて嬉しいわあ。憧れちゃう」

			　そう言って、マザーはインクを抱きしめる。

			　今まで見てきたオリジンの力とは、別の意味でおぞましい光景。

			　フラムには、そこに彼の言うような愛が存在すると思えなかった。

			「初対面で悪いけど、マザーあんたさ」

			「なあに？」

			「母親にこれっぽっちも向いてないと思う」

			　その言葉に、マザーは苛立ちを隠さない。

			　フラムは自分でも『知った風な口を』と内心思ったが、『マザーよりは理解している』とも思う。

			「どうして？　なにも知らないくせにどうしてそう言い切れるの？」

			「子供のほうを見てないから。自分の都合ばかりを押し付けて、好き勝手に形を歪めようとしている。そんなの愛なんかじゃない！」

			「それを決めるのは、私でもなければあなたでもないわ。ねえ、インクちゃん。あなたは私の愛を感じてくれているわよね？」

			　彼はさらにインクに体を密着させた。

			　頬を強く押し付け、鼻息が荒くなる。

			　インクは──普段から慣れているのだろう、特に嫌な顔はしないものの、やはり嬉しそうでもない。

			　そしておずおずと、控えめに口を開く。

			「あたしは……」

			「今のままがいいわよね？　私と一緒にいたいわよね？」

			「インクッ！」

			「心無い言葉でインクを傷つけたあなたの言葉が、この子に届くはずがないじゃない」

			「確かに、私がなにを言ったって無駄かもしれない。だけど、そうやってあんたの欲望を押し付けるのも違う！　インクには、インク自身の願いがあるはずなんだからっ！」

			　揺れるインクの想い。

			　きっと、言われるがままにマザーを選べば楽になれる。

			　だがその先に待つのは人としての自分じゃない、〝チルドレン〟──化物としての未来だ。

			「あたしは……人間が、いい。誰かを傷つける化物になんか、なりたくないっ！」

			　たぶんそれは、インクが発した、マザーに対する初めての〝拒絶〟だった。

			　普通の子供でも反抗期はある。

			　子供と言えども独立した一人の人間、なにもかも思うがままに動くわけがない。

			　しかし親子はそういう時期も乗り越えていくものだ。

			　だが──インクの言葉を聞いたマザーの顔から、笑みが消えた。

			「……そう」

			　彼は冷めた様子で立ち上がり、インクの前に立った。

			「じゃあいらないわ、あなた」

			　そう言い捨てて、マザーは我が子の顔を蹴り飛ばす。

			「ぎゃっ!?」

			「なっ……！」

			「インクさんっ!?」

			　マザーの豹変に目を見開き驚愕するフラムとミルキット。

			「言うことを聞かない娘こなんてもうただのゴミよ、廃棄でもなんでもされちゃいなさい。役立たずでも愛を注いで育ててあげたのに、恩知らずな子」

			　吐き捨てられる醜しゅう悪あくな言葉からは、当然のように母親らしい情など微塵も感じられない。

			　フラムはすぐにインクに駆け寄り、その小さな体を抱き上げた。

			「インク、大丈夫？」

			「フラム……」

			　力ない笑みとともに、小さな自分を呼ぶ声を聞いて、ほっと胸をなでおろす。

			　そしてすぐさま、離れていく大きな背中をにらみつけた。

			「マザーッ！　ふざけたことをぉっ！」

			　怒気を孕はらんだ声に、彼は足を止め、うんざりした様子で振り返る。

			「怖いわねえ。やっぱり、子供は自分で育てるに限るわ」

			　その言葉と同時に、彼の背後に四人の子供が現れる。

			「これは……！」

			　左から順番に、ルーク、フウィス、ネクト、そして──白はく髪はつの少女、おそらく彼女が最後の一人〝ミュート〟なのだろう。

			　複数人のステータスを同一化させ、意識を奪う能力は、たぶん彼女が持っているものだ。

			「あらネクト、どうしたのその傷は」

			「仕留め損なったんだよ。あのクソ野郎、今度は絶対に殺してやる……！」

			　彼はガディオと戦闘していたはずだが、顔面に強烈な一撃を受けて敗走してきたようだ。

			　街中に響いていた音から察するに、彼自身もかなりの力を持っているのは間違いないが。

			　一方でエターナ、オティーリエと交戦したルークとフウィスは、細かな傷はあるものの、ほぼ無傷と言っていい状態だ。

			「そうだ、フラム、あなたにも紹介するわね。この子たちが私の大事な子供、つまり螺旋のスパイラル──」

			　マザーは大きく腕を広げ、自慢げに紹介しようとした。

			　だがフラムが遮る。

			「知ってる。螺旋の子供たちスパイラル・チルドレン。ルークとフウィス、ネクトにミュートの四人でしょ？　インクから聞いたから」

			「……どこまでも役立たずのクズねぇ、お前は」

			　マザーが苛立たしげに言うと、フラムの腕の中でインクが震えた。

			　フラムは彼をにらみつけるも、まったく動じる様子はない。

			（それにしても、この状況……）

			　英雄や副将軍と互角に戦うような化物が、四人も目の前に並んでいる。

			（絶望的、だよね）

			　言うまでもなく、戦力差は圧倒的である。

			　こちらの戦闘要員はフラムのみなのだ、マザーがその気になれば、たやすく皆殺しにできるだろう。

			　幸い、今は殺意を向けられてはいないようだが──

			「あら、そんなに警戒しなくてもいいのよ。この子たちが言うにはね、オリジン様の間でも意見が割れてるみたいなの」

			「オリジンの……間？」

			　まるでオリジンが複数存在するかのような言い方だ。

			　訝しむフラムを見て、意味深にほほえむマザー。

			「ふふふっ、きっとじきにわかるわ。とにかく、あなたを殺すか利用するか、まだ結論がでてないみたいなの。だからそれまで、私たちはあなたを殺せない」

			「ねえ早く行こうよぉ、マザー」

			　フウィスがマザーの服を掴み、駄々をこねた。

			「こいつの言うとおりだ、いつまでこんなゴミに使う時間がもったいないぜ。インクのこともよぉ、もっとはえーうちに結論を出しとくべきだったんだよ」

			「子供たちには等しくチャンスを与える。それが私の教育方針なのよ、ルークちゃん」

			　口の悪いルークは、マザーの諌いさめるような言葉に、「けっ」と悪態をついた。

			「マザー、おしっこ」

			「あらあらミュートちゃん、それは大変ね。急がないといけないわ。ネクトちゃん、お願いしてもいいかしら？」

			「うん、わかったよマザー」

			　ネクトは開いた手のひらを前にかざす。

			　フラムには、その上になんらかの力が渦巻いているように見えた。

			「そうだ、最後にそれの処理についてだけど」

			　ネクトの〝接続コネクション〟が発動する直前、マザーは思い出したようにフラムに語りかける。

			「正直、あの眼球はとても邪魔だから、それの命ごと、コアを反転の力で壊してもらえると助かるわ」

			「っ……いい加減にしてっ！」

			「私は冷静なだけよ、むしろそれを欠いているのはあなたのほうなんじゃないかしら。まあ……助けようだなんて思わないほうがいいわよ。どうせ無理だし、それに──生き残っても、目が見えない上に、体も弱くて、特に長所もない、ただの役立たずが残るだけだから」

			　フラムはギリ……と歯を鳴らした。

			　救いようがない。

			　どこまでも、身勝手で、理不尽で──

			「それが母親を名乗る人間の言葉ッ!?」

			「今は赤の他人よ。しかも私を捨てたのはインクのほう、怒られる筋合いなんてないわ。じゃあ、またね、フラムちゃん」

			　ネクトが手のひらを握ると、能力が発動する。

			「行かせるもんかっ！」

			　フラムは引き抜いた魂喰いを振るい気剣斬プラーナシェーカーを放つ。

			　だがそれが命中する前に、彼らは姿を消した。

			　攻撃も怒号も、届くことなく、虚しく空回る。

			「くっ……」

			　悔しげに拳を握るフラム。

			　インクは不安げに彼女のほうに顔を向けている。

			　ミルキットは、少しだけ離れてその様子を見ていた。

			「……ごめんね、フラム」

			「なんで……インクが謝るの？　悪いのは、ひどいこと言った私だから」

			「事実だし、仕方ないよ。私は、夜になると化物になって、よくわからないものをたくさん吐き出して……生きてるだけで、迷惑かけてる」

			「そんなことっ！」

			〝無い〟と言い切りたかった。

			　しかし、このまま彼女を生かしておけば、犠牲者は増えるばかりだ。

			　フラムたちも、死ぬまであれに追われ続け、インクの近くでなければまともに眠ることすらできないだろう。

			　数日眠らないぐらいならなんとかなる。

			　だがこれから先、一生となると──もはや死ねと言われているのと同じことだ。

			「いい、から」

			「なにがいいっていうの？」

			「最後にミルキットが隣にいて、フラムが助けに来てくれて、こうやってお話ができただけで……あたしは幸せなほうなんだと思う。たくさん優しい言葉もかけてもらったし、もう十分だよ。終わりにしよ？」

			「勝手に諦めないでよ！」

			「諦めてなんかないっ！　あたしは選んだの。化物として生きるより、人間として死ぬことを」

			「私は……そんなつもりで助けに来たわけじゃ」

			「じゃあどうするの？　あたしが生きてる限り、みんな傷つくんだよね？　フラムやミルキットはもちろん、エターナも、セーラだって！　あたしはそこまでして、生きていたいとは思わない。誰かを不幸にする生き方しかできないなら、ここで死んだほうがいいに決まってるもん」

			　違う、間違っている、私がどうにかする。

			　本当は強い口調で、そう言ってやりたかった。

			　けれどフラムは自分の無力さを知っている。

			　できることと、できないこと、それが存在することを理解してしまっている。

			〝諦める〟という選択肢は──ときに、正しいのだ。

			　インクは立て膝の体勢になると、ほほえみながら両手を広げた。

			「……はい、どうぞ」

			　甘えるように、インクは死を懇願した。

			　フラムは唇を震わせ、歯を食いしばり、嗚咽を漏らし、そしてついには涙を流す。

			


			

			


			　なにも、できないのか。

			　コアを破壊しなければ、状況は打開できない。

			　けれど、破壊すれば、彼女は死ぬ。

			　別の方法での解決策が──仮にあったとしても、フラム一人でそれを実現できるだろうか。

			　彼女の手札は、魂喰い、凍結、反転、プラーナ。

			　それをパズルのように組合せても、インクを救うための手立ては思い浮かばない。

			「それに、あたしを殺すのがフラムなら、それはそれで結構幸せなことなんだよ？　だって、ほら、なんとなく……他の人にやられるより、人間として、死ねるような気がするから」

			　彼女は明るい声で言った。

			　その言葉はきっと、フラムを納得させるためというよりは──自分の死を、受け入れるためのものに違いない。

			　殺したくなんてない。

			　けど、なにも選ばないのは、それはそれで無責任だ。

			　死ぬ思いでデインを退けて、インクの元にたどり着いた。

			　それは、生かすか殺すか、どちらかを選ぶためだったはず。

			　すでに答えは出た。

			　彼女も望んでいる。

			　だったら、もう、どうしようもないというのなら──殺すしか、ない。

			「ぅ……っく、は……あ……ああぁ……」

			　肩を震わせ、涙で顔をぐしゃぐしゃにしながら、フラムはゆっくりと歩み寄った。

			　幽ゆう鬼きのごとくふらりと揺れ、にじむ視界で、インクの笑顔を正視する。

			　作り笑顔の、なんと痛々しいことか。

			　頬の筋肉が引きつり、強く目をつぶるとまた大粒の涙があふれる。

			　そんな状態でもフラムは、責任を果たすために前に進む。

			　いまだに拒もうとする右足に過剰なまでの力を込めて、持ち上げ──踏み出す。

			　浮いた足裏が再び床に触れると、ずん、とさらに心が、そして体が重くなった。

			「はああぁぁ……！」

			　腹筋に力を込め、息を吐き出しながら、次は左足を動かす。

			　魂喰いの刃が、床とこすれカラカラと鳴る。

			　全身から冷や汗が噴き出し、シャツをじっとりと濡らしていた。

			「あ……うあぁっ……！」

			　もう、届く。

			　両手で柄を握ると、切っ先を震わせながらインクの胸に当てる。

			　冷たい感触に、インクはぴくりと体を震わせた。

			「そう、それでいいんだよ。あ、でも一瞬で終わらせてね。痛いのは、やっぱ嫌だし……」

			　それは精一杯の強がりだ。

			　わかる、考えなくたっていい、誰だって死にたいとは思わない。

			　できることなら、人として幸せになりたい。

			　インクは今だってそう思っているはずなのだ。

			　たった十歳の少女が、生きたいと望んで、それが叶わない世界なんて──そんなもの認めたくない。

			　認めたくはない、でも──他に、方法が無い。

			「ご、ご主人様っ！」

			　するとミルキットが大きな声をあげ、インクに駆け寄り、その体を抱きしめた。

			「奴隷として、主に意見すべきではないのかもしれません。ですがっ、インクさんは私たちと同じなんです！　絶対に誰も助けにこないような暗い場所で、なにもかもを諦めて、希望を捨てて……けど、心のどこかで、〝助けてほしい〟ってもがいてるはずです！　私は同じような場所から、ご主人様に手を引っ張ってもらって救っていただきました。困難だとわかっていても、そういう道を選んでくださいました！　だから、だから今回だって……」

			「ミルキット……」

			「ダメだよミルキット。そこで止めちゃったら、死ぬのが怖くなっちゃうじゃん。ほらフラム、どうせ助かる方法なんて無いんだから、もう一気にやっちゃってよ。ぐさっ、てさ」

			　インクの声だって、明るいようで、震えていて。

			　目が開けられたなら、その下に涙が浮かんでたりするに決まってる。

			「……ねえ、インク。本当は、我慢してるんでしょ？」

			「してない」

			「してるに決まってる！　だって、じゃないとおかしいって！　死ぬんだよ？　まだ外に出て何日かしかたってないのに！　知らないこと、知りたいこと、たくさんあるはずなのにっ！　嘘……つかないでよ。本当はどう思ってるのか、教えてよ」

			「それを教えて、意味がある？　もし、あたしが本音をここで言ったとして、ここにいる全員が辛くなる以外の意味が、本当にあるの？」

			　そんなものは、無い。

			　強がりがインクの自己満足だというのなら、本音を求めるのはフラムの自己満足だ。

			「無くても、私は聞きたい」

			　嘘を嘘のままにした状態で、死んでほしくない。

			　せめて死ぬ前ぐらいは素直な自分でいてほしい、と──残酷に、けれど優しくそう願う。

			「……それは優しさじゃなくて残酷さだよ、フラム」

			　インクは苦しそうに、言葉を絞り出す。

			「わかるでしょ？　当たり前だもん。誰だって、できることなら、温かい場所で生きていきたいって、そう思うに決まってるもん」

			　声も体も震え、ずっと強がりで覆い隠してきた弱さが露呈する。

			「あたしは……あたしだって、本当は……生きたいに決まってるじゃん！」

			　全てを最後まで隠し通せるほど、インクは大人じゃない。

			　虚勢は儚く、一度壊れてしまえば、もう二度目を張ることはできなかった。

			　願いと、望みと、欲望と──わがままに、年相応に全てを吐き出す。

			「だってあたし……まだ、十歳だよ？　十年しか生きてないんだよ？　それなのにもう終わりだなんておかしいよおぉっ！」

			「そう、だよね」

			「なんで死ななきゃならないの？　なんで化物なんかになっちゃったの？　どうして、あたしは普通に生きられなかったの!?　オリジンの力なんていらなかった！　あたしは、普通に──人間らしく生きられたら、それだけで良かったのに……！」

			「インクさん……」

			「けどこんなこと言ったって……どうにもならないことも、わかってる。だから……言わなかったの。死ぬしかないから、仕方ないって、呑み込んだまま終わろうと思ってたのぉ……！」

			「……うん」

			「フラムは、ひどいよ」

			「ごめん」

			「ミルキットも、ひどい」

			「ごめん、なさい」

			　自覚はある。

			　だから二人は素直に頭を下げる。

			　それがあまりに即答だったものだから、インクは「ふふっ」と軽く噴き出す。

			　そして作り物ではない、本当の笑みを浮かべて言った。

			「でも……ありがと。ちょっと、楽になったと思う」

			　吐き出した未練の分だけ、魂が軽くなる。

			　その分、フラムが背負う物は多くなったが──望んだのは、他でもない彼女自身だ。

			「だけど、ここまで。心が軽くなっただけで、現実はなーんにも変わらない。さあ、あたしの本音を聞いて満足したんでしょ？　今度こそやっちゃってよ」

			　フラムは瞼を下ろすと、大きく深呼吸をした。

			　いくら考えても、やはり結論は一つしかない。

			　インクを殺す。

			　殺して、あの眼球の機能を停止させる。

			　必要なのはほんの少しの勇気だけ。

			　両腕に力を込めて、漆黒の刃をインクの体に沈めて、心臓の代わりにそこに居座るコアを、破壊する。

			　それで、おしまい。

			　フラムはこれから先、どんなに辛くても、今日、奪った命を永遠に忘れることなく背負い続ける。

			　二度と同じことを起こすものか、と心に刻んで。

			　それを糧として、これから先の未来も、フラムは教会と戦い続けるのだろう。

			　彼女の死を、いつか美談にして。

			「ご主人様……まさか、本当にやるつもりなんですか？」

			　仕方ないことだ。

			　仕方のないことなのだ。

			　フラムが出会った時点で、インクはすでに人間ではなかった。

			　心臓をオリジンコアと入れ替えられ、人外の力を扱う螺旋の子供だった。

			　だから、時間を遡りでもしない限り、フラムに彼女は救えない。

			　すでに終わった話。

			　救う救わないではなく、誰が看取るか、その違い。

			　本当は、この罪悪感だって不要なものだ。

			　インクの言うとおり、早く殺してあげて、一刻も早く生き地獄から解放して、前に進まなければ。

			「……前に、進む」

			　殺してから、前へ、前へ、前へ。

			　──前って、どっちだろう。

			　自分が進もうとしている方向が前であるという保証は、どこにある。

			　確かにオリジンの力を持つ彼女を殺し、それを胸に戦い続けるのは正道であるかもしれない。

			「ご主人様ぁっ……」

			　しかし、それは、フラムが望む〝前〟なのだろうか。

			　ミルキットの言うとおり、間違ってはいないだろうか。

			　世間一般の常識がどう思うかは知らない。

			　だが少なくとも、〝フラム・アプリコットの正しさ〟からは、外れている。

			　出会って、しまったのだ。

			　ほんの数日の生活だったとしても、ミルキットのときがそうだったように。

			　そして過ごした時間が短いことなんて関係なく、フラムはインクを救いたいと願っている。

			　それが、〝前〟だろう。

			　一般常識とか、倫理観とか関係なく、自分が進みたいと思った向きが、前であるはずなのだ。

			「違う……やっぱり違う」

			　それが、守りたい人を殺して終わりだなんて。

			　同じような状況にミルキットが陥ったとして、フラムは諦めるだろうか。

			　否。

			　そんなことをしたら、きっと彼女は永遠に彼女を許せない。

			　この世に存在する最大の悪として、いつまでも自身を憎み続けるだろう。

			　つまりその選択は、後退だ、転落だ。

			　フラム・アプリコットの死にも等しい。

			　そんなことが、あってなるものか。

			　あってなるものか。

			　あって──なる、ものか。

			「そうだ、間違ってる、絶対に。私は──」

			　フラムの手のひらから、剣が零れ落ちる。

			「ご主人様……！」

			　ミルキットの表情に『それでこそご主人様です』と言わんばかりに希望が満ちた。

			　魂喰いは床に叩きつけられると同時に、粒子となって消える。

			「フラム……もう、いいよ」

			「いいわけない。生きたいんでしょ？　やりたいことがあるんでしょ？」

			「じゃあどうするの!?　どうやってあたしはそれを叶えたらいいのか、方法も思いつかないくせに適当なこと言わないでよぉっ！」

			　二人の言い争う声が部屋に響き渡る。

			「方法は……方法なら……！」

			　彼女を救うために必要なこと。

			　コアの破壊、その代用となる物体の入手、そしてどうにかして体に移植する。

			　破壊は問題ない、むしろそれ以外にフラムにはできることはない。

			　問題は、代用品の入手と移植だ。

			「ある。きっと、どこかにあるはず！　コアの代わりさえ……あれば」

			　コアの代用品──そんな都合のいいものが、この場に存在するだろうか。

			「コアの代わりに、インクの生命活動を支えるものを探して……」

			「あるわけないよ、そんなもの」

			「あの……ご主人様。誰かの心臓を、コアの代わりに埋め込むというのはどうでしょう、か」

			「ははは……ミルキット、いくらなんでも滅茶苦茶だよ。そんなこと、誰がやるの？　フラムにできるっていうの!?」

			「……エターナさんなら、できるかも」

			「そうです、エターナさんならっ！」

			「ねえ、もういいかげんにしてよぉ！　いくらエターナでも、そんなことできるわけないじゃんっ！　子供だからって馬鹿にしないでよ、あたしだって……それが無理なことぐらい、わかるもん」

			「まだわかんないよ。本人に聞いてみなきゃ、できるかどうかなんて！」

			「仮にできたとしても、心臓は？　生きた心臓を、誰かを殺して持ってきたんじゃ意味ないよ！」

			　生きた、まだ動いている、死んでも構わない誰かの──心臓。

			　それを、フラムは知っている。

			「デインの心臓なら……まだ、動いてるはず」

			　それを、インクに、移植する。

			　自分で言っておいて、あまりに馬鹿げた発想に笑ってしまいそうだ。

			　もしそれが可能だったとしても、コアを破壊して移植を済ませる間、インクの生命をどう維持する？

			　さらに心臓とは別の、一時的でもいいから彼女を生かしておける〝生命の力〟が必要になる。

			　そんな都合のいいものがあるものか──と、鼻で笑ってしまいそうになる。

			　しかし、心当たりはあった。

			「もういいからっ、殺して！　お願いだから、あたしをこれ以上苦しめないでっ！」

			　無言で入り口を見てエターナを待つフラムに向かって、声を荒らげるインク。

			　そのとき──入り口のほうから、ゴオォオッ！　と強烈な風が吹いた。

			　廊下にあふれていた眼球たちはその一撃で全てはじけ飛び、開いた道から、まるでフラムの声に呼び寄せられるように現れたのは──

			「フラム、無事だったか！」

			「ようやく合流、生きてるみたいで良かった」

			「あいつらには逃げられてしまいましたわ、すばしっこさではヴェルナー以上ですわね」

			　ガディオに、エターナに、オティーリエの三人だった。

			「無事だったんですね！」

			「あのような連中に負けるようでは、英雄は名乗れんからな」

			　そう言って、ガディオは得意げに笑みを浮かべる。

			「彼女が螺旋の子供たちスパイラル・チルドレンの一人──インクか」

			「インクも無事で一安心」

			「ですが場の空気から察するに、喜べる状況でもなさそうですわね」

			　不安そうなミルキットに、涙で濡れたフラムとインクの頬。

			　修羅場なのは、誰の目にも明らかだ。

			　エターナはインクに近づくと、しゃがみこんで目の高さを合わせ、指で涙をぬぐった。

			　しかし、すぐに新たな涙で濡れてしまう。

			「エターナぁ……」

			　インクは甘えるような声を出した。

			　見えずとも、それが誰の指かぐらいはすぐにわかる。

			「なにがあった？」

			「みんなを追い詰めてた、あの眼球はね……あたしが、作ったものだったの。あたしは化物で、あれを生み出して、たくさんの人を殺してたの」

			「この子が〝目〟を……」

			　驚いたのはオティーリエだけだった。

			　エターナは誰よりもインクのそばにいたのだ、可能性ぐらいは考えていたのかもしれない。

			「ごめんね、エターナ。ずっと騙してて」

			「インクに自覚はなかった。それぐらいわかってる、だからわたしは気にしてない」

			「でも……その力は、あたしには制御できない。ううん、たぶん誰にも操ることなんてできないんだよ。だから、全部終わらせるために、フラムに殺してもらおうとしてたんだけど……」

			「殺せなかったんだ。まあそうなるよね、フラムなら」

			　最初からわかっていたかのように、エターナは言った。

			「だって、まだ救える方法があるかもしれないじゃないですか……」

			「そんなの無いんだってば！」

			「わたしもできればインクを助けたい。でもまず、どうして助からないと思ってるのかがわからない。わたしが知っているのは、インクの心臓が普通ではないことぐらい」

			「その心臓が問題なんだ」

			　ガディオが、エターナの抱く疑問に解答する。

			「彼女を含めたチルドレンは生まれてすぐに、教会の施せ術じゅつによって心臓を〝コア〟──つまりオリジンの力を持つ水晶に入れ替えられている」

			「解説ありがと。ガディオ。つまり、コアを破壊したらインクが死ぬんだ。なるほど確かに、助ける方法は無さそうに思える」

			「だから私とミルキットは──」

			　ダメ元で、笑われても構わない、とフラムは先ほどの思いつきをみなに告げる。

			「礼拝堂にあるデインの体から、心臓をインクに移植できないか、って話してたんです」

			「あなた……とんでもないこと思いつきますわね」

			「あたしはそんなのできるわけないから、早く殺してって言ったのに」

			「インクさん……ですが、エターナさんならなにか知っているかもしれませんし」

			「無駄だよっ！　エターナだって、そんな馬鹿げたことできるわけ……」

			　インクの言葉を遮るように、エターナが言い放つ。

			「できる」

			　一瞬で、場が静まり返った。

			　誰もが冗談だと思った。

			　臓器を別の体に入れ替える方法など、聞いたことがなかったからだ。

			「心臓移植という治療方法は過去に存在した。わたしなら、やろうと思えばできる」

			　疑われていることを察したのか、彼女はそう繰り返した。

			　これだけはっきりと言い切るということは、間の悪いジョークなどではないのだ。

			　事実なのだろう。

			　できるのだろう。

			　できて──しまうのだろう。

			「ほ、本当なんですね？　エターナさんなら、インクを助けられるんですねっ？」

			「できないことはない」

			「インク、聞いた？　できるって！　インクが、普通の人間として生きていく方法があるんだって！」

			「……うそ」

			　唯一インクだけは、まだ信じられない様子だった。

			　たちの悪い冗談で自分を驚かせようとしているのだと、ギリギリまで疑い続けていた。

			　エターナはできるだけ優しい声で、そんな彼女に語りかける。

			「わたしはインクに嘘はつかない。インクだってそれはわかってるはず」

			「エターナ……じゃあ本当に、できるの？　あたしを、助けてくれるの？」

			「できる限りのことはする。ただし、成功させるにはあといくつかの奇跡が必要になる」

			　絶対に、とは言えない。

			　それでも、条件さえそろえば成功確率を限りなく十割に近づけられる、その自信がエターナにはあった。

			「フラム、デインの体っていうのは、礼拝堂にあった気持ちの悪い肉の塊のこと？」

			「そうです、あれを使えば！」

			「確かにまだ動いてた。でも、体重差がありすぎること、血液型が適合していること、拒絶反応が起きないこと、あと他にも……問題が発生しないよう祈るべき部分は多い。それと、コアを破壊したあと、施術が終わるまでの生命維持をどうするかも考えないといけない」

			「それは……えっと、これも馬鹿げたことだって言われるかもしれないですけど……」

			　だが、心臓の移植は実現できるかもしれない。

			　ならばその思いつきも、あるいは。

			「ガディオさん、プラーナって、人の生命エネルギーみたいなものですよね？」

			「そういう見方もできるな」

			「じゃあ、プラーナを使って、死ぬはずの人間の命を延長とか……できませんか？」

			　もしプラーナが、数時間──いや、数十分でもいい、コアを破壊したあとのインクの命を維持できるのなら、エターナの施術も可能になる。

			　ガディオは少し考え込んで、返事をした。

			「騎士剣術キャバリエアーツには、人体の限界を突破させる術がある。俺なら不可能ではないだろう」

			「なら……！」

			「だが俺の力だけで、体が開かれたことで流出する命をどこまで補えるか……全ての施術が終わるまで保もつかどうかの保証はできん」

			「だったらわたくしの出番ですわね」

			　オティーリエが一歩前に出る。

			「虐殺規則ジェノサイドアーツの真しん髄ずいは、相手の肉体の機能を制限することですわ。戦いのときは手足の動きを鈍らせますが、それをうまく使えば、止血や鎮ちん痛つうに応用することも可能ですの。軍でもわりと役に立ってますのよ？」

			　得意げに語る彼女は、対デイン一味のとき以上に頼もしい。

			「オティーリエさんとガディオさんの力を合わせれば、インクの命を繋げる、ってことですね？」

			「そのようだな。騎士剣術キャバリエアーツと虐殺規則ジェノサイドアーツの合わせ技か、アンリエットに怒られそうだ」

			「あら、お姉様はそこまで器の小さなお方ではありませんわ」

			　王都で長く冒険者をしてきたガディオは、軍の人間と面識があるようだ。

			　騎士剣術キャバリエアーツと虐殺規則ジェノサイドアーツには、どこか似た部分がある。

			　後者の最高の使い手と呼ばれるアンリエットは、ひょっとするとガディオとライバル関係にあるのかもしれない。

			「それにしても心臓移植、か。さすがに俺も聞いたことがないな、回復魔法が発展する以前に存在した治療法なのか？」

			「古代の治療術と言うのが正しい。だけど今でも、王都に施術できる人間は存在するはず」

			「そんな施術、回復魔法による医療の独占を目指す教会が許しますの？」

			　魔法以外による回復はもちろん、一般人が使う薬草にすら許可を出さないのが教会だ。

			　臓器移植手術など、形跡を発見しただけで真っ先に潰しにくるだろう。

			「でも事実として、インクの心臓にはコアが埋め込まれている。なら逆もできて当然」

			「……言われてみればそうですわね。教会は回復魔法以外による治療を実質的に禁止していますのに、自分たちだけは使うんですのね」

			「教会が汚いのは今さら」

			　それは王都に住む人間全員の常識であった。

			　教会という〝組織〟は、もはや取り返しがつかないほど腐敗している。

			「それはそうですが……こんな治療法があるなら、もっと救えた命もあったでしょうに」

			「教会にとって、国民の命なんてどうでもいい」

			　もちろん、末端の修道女や神父たちは日々必死に患者を救うために努力しているが、それすらも儲けにならないとわかればたやすく切り捨てるのが彼らのやり方である。

			　そこまでの話を黙って聞いていたミルキットは、気まずそうにエターナに尋ねた。

			「あの……こういう聞き方はあまり良くないとは思うんですが」

			「どうした、ミルキット」

			「それを知っているエターナさんは、教会となんらかの接点があるということですか？」

			　副将軍であるオティーリエですら知らなかったような事情だ。

			　それを疑われても仕方がない。

			　するとエターナは「ふっ」と笑い、弁明した。

			「違う、教会ではない。もっと昔に、別の場所で知った」

			「そうだったんですね……ごめんなさい、疑うようなことを聞いてしまって。単純に、気になっただけなんです」

			「それは仕方ない。わたしも突っ込まれるだろうとは思ってた。まあ、そのうち話す」

			　エターナには謎が多い、だが信用はできる。

			　全員が、今はそれ以上踏み込もうとはしなかった。

			　この場で重要なのはあくまで、インクの心臓移植を成功させること。

			「インク。わたしは人の命を預かる人間として、理想論は語りたくない。だからさっきから正直に話してるけど、聞いてのとおり、未知数な部分が多すぎるから、絶対に成功するとは言えない。失敗して、そのまま死ぬ可能性もある」

			　脅しのようにも聞こえるエターナの言葉。

			　だがそれが現実だ。

			　それでも、インクに恐れは無かった。

			「あたし、百パーセント死ぬと思ってたんだよ？　だからこれは、〝死ぬ可能性がある〟んじゃなくて、〝生きる可能性が生まれた〟ってことなの」

			　運命を受け入れるだけだと思っていた彼女にとって、選択の余地が生まれただけで、それは奇跡なのだ。

			　フラムやミルキットの往生際の悪さと、エターナやガディオ、オティーリエたちの常識外れの力によって掴んだ、最初で最後のチャンス。

			「イエス以外の返事なんて、できると思う？」

			　命を賭けた施術の直前とは思えないほどの、明るい笑顔。

			　エターナも一緒にほほえむと、彼女の頭を優しく撫でた。

			


			　◇◇◇

			


			　それからは、時間との闘いだった。

			　エターナはすぐさま礼拝堂へ戻り、デインの肉体を水で包んで部屋まで運ぶ。

			　それを隅で見ていたミルキットは、裏返った死体のあまりのグロテスクさに口元を手で押さえた。

			　しかも、まだ動いているのだ。

			　まあ、これはデインの生命力の強さのおかげなのだが。

			　一方、フラムとガディオは自分の出番を直前に控え、緊張した様子でインクの前に待機していた。

			「俺はお前に合わせる、好きなタイミングでやれ」

			「はいっ！」

			　フラムが握っているのは、大剣ではなくデインから回収した短剣だ。

			　胸にあるコアを、反転の魔力で破壊するだけならこれでも十分──いや、むしろ傷を小さくするためには短剣のほうが都合がいい。

			　鋭い銀の刃が、インクの胸にあてがわれる。

			「痛いけど、我慢してね」

			　麻酔の類は一切使用しない。

			　というより、この場に存在しないのだから使いようがない。

			　オティーリエの虐殺規則ジェノサイドアーツにより軽減はできるものの、それでもインクは相当な痛みを感じるはずだ。

			「……あのさ、フラム」

			　刃先が肌を切り裂く直前、彼女はフラムに語りかける。

			「なに？」

			「ミルキットもなんだけど、さっきは……ごめんね。二人は一生懸命、あたしが生き残る方法を探してくれてたのに」

			「私だって、根拠もなしに『方法はある』とか言ってたんだもん、お互い様ってことにしようよ」

			「ううん、あたしが悪い。だから、生きてあの家に帰れたら、なんか恩返しするね」

			「……わかった、楽しみにしてる」

			　会話が終わると、フラムは目を閉じ、大きく深呼吸をして、体の中から魔力をかき集めた。

			　イメージする。

			　体の真ん中で集められた魔力は球体となり、浮かんでいる。

			　それを両手に流し込み、手のひらを通して短剣の柄へ、そして刃へ。

			　狙うはオリジンの力を持ったコア。

			　反転の力を、刃が水晶に接触すると同時に中に流し込み、破壊する。

			　一連の流れを鮮明にイメージし、脳に焼き付ける。

			　あとはその手順どおり、自分が動くだけ──腕に力が籠もり、短剣がインクの体の中に沈んでいく。

			「っぐ……」

			「反転リヴァーサルッ！」

			　パキッ！

			　魔力が流れ込むと、コアの中身が逆回転を始め、負のエネルギーを作りだす。

			　すると水晶そのものが、想定外のエネルギーに耐えられなくなり、体内で真っ二つに砕けた。

			　インクは、自分の体から大切ななにかが失われていくのを感じた。

			「目が……枯れていく……」

			　教会を取り囲んでいた眼球は、乾き、ひび割れ、灰のように崩れ去る。

			　もう、あのおぞましい死体が生み出されることは無くなったのだ。

			「はあぁっ！」

			　そこですかさず、オティーリエが動く。

			　オティーリエは剣を振ると、出力を限界まで抑えた血の刃をインクの背中に当てた。

			　傷は最小限に、虐殺規則ジェノサイドアーツの力が籠もった血液が体内に進入し、身体機能を低下させる。

			　痛みと出血を最小限に──同時に意識も少し遠のいたのか、インクの目がぽーっと虚ろになる。

			「ふんッ！」

			　同時にガディオも行動を起こした。

			　インクの体に手を当て、素手でプラーナを注ぎ込む。

			　手のひらから注ぎ込まれる、膨大な量の〝生命〟の奔流。

			　コアを失い、冷たくなりかけていたインクの体がびくんと跳ねて、今度は焼けるように熱をもった。

			「あっ……あ、あっ……」

			　インクは口を半開きに、目を上に向けながら、手足を震わせる。

			　彼女の肉体にかかる負担も相当なものだ。

			　プラーナによる生命維持は、そう長くは続くまい。

			「頑張れ、インク」

			　フラムは祈るようにつぶやくと、ガディオやオティーリエとともにインクから離れた。

			　そして、ついにエターナの出番がやってくる。

			「ここからはもっと痛い。でも……少しでも楽になれるよう、頑張ってみる」

			　そう言って彼女が手を振り払うと、大小さまざまな水の刃が浮かび上がった。

			　さらに背中から、小さな水の触手がうねうねと現れ、その刃を絡め捕る。

			　そこから先の動きは──あまりに高速かつ繊細で、近くで見ていたフラムにも視認できないほどだった。

			　触手は手足よりも器用にうねり、水のメスは踊るように飛び交い、インクの体を開いていく。

			　胸部の切開、血管が絡みついたコアの除去、心房、大動脈の吻ふん合ごう、傷口の縫合──本来なら複数人いなければこなせないはずの作業を、エターナはたった一人でこなしていった。

			「ぅ……う、あ……はっ……ひぅ……」

			　インクは、あまりの痛みに、喘ぐように小刻みに喉を震わせている。

			　いくら痛覚が鈍っているとはいえ、常人に耐えられるものではない。

			　彼女を支えているのは、普通の人間として、エターナやフラム、ミルキットたちと生きていく──そんな未来の想像図。

			　エターナの許可を取り、フラムとミルキットは、インクの手を握り、何度も励ましの言葉をかけた。

			「ふぅ……」

			　エターナが大きく息を吐き出すと、その額に浮かぶ汗を、水の触手が拭う。

			　その表情には疲労の色が見える。

			　眼球から逃げ続けてからの、この細かな作業。

			　かなりの体力を消耗しているはずだ。

			　それでも、集中は途切れない。

			　エターナも、自分に懐いてくれた少女が、普通の人間として生きていける日々を願っているのだ。

			　インクの体内でデインの心臓が動き出す。

			　傷口が塞がれる。

			　施術が終わり、今度は手首で汗を拭き取り──

			「……ふぅ。できることはやった」

			　エターナはそう言って、崩れ落ちるように座り込んだ。

			　インクは体力の限界を迎えたのか、苦しげな表情で意識を失っている。

			　上下する胸の内側では、今まで存在しなかった心臓が、全身に血を送り出していた。

			「助かったの……かな」

			「きっとそうです。だって、あの目は動かなくなって、なのにインクさんは生きてるんですから」

			「そう願いたいところだな」

			　ガディオは、灰まみれになった廊下を眺めて言った。

			「あとは術後の経過次第」

			「みなさん、ありがとうございました」

			　フラムは深々と、三人に頭を下げた。

			「別に礼を言われるようなことでもない。インクを助けられたことは、わたしにとっても好ましいことだから」

			「俺もだな。面識のない少女だが、人の命を救えたんだ。全力を尽くせたことを誇りに思っている」

			「わたくしの力は微々たるものでしょうが、気持ちは晴れ晴れとしていますわ」

			　みなかなり疲れ切っているが、すがすがしい気分なのか、爽やかに笑っている。

			「わたしだけ、なにもできませんでしたね……」

			　一方で、ミルキットはどうやら落ち込んでいるようだ。

			　彼女も本気でインクを救いたいと思っていた。

			　だからこそ、悔しかった。

			　そんな彼女に、エターナがにやりと笑って一言。

			「ミルキットがいないとフラムがやる気を出さない、だからいてくれないと困る」

			　それを聞いたミルキットは、ぽかんと呆気に取られたようだ。

			　一方で予想外の口こう撃げきを受けたフラムは、顔を真っ赤にして反論した。

			「それじゃ、まるで私のやる気が無かったみたいじゃないですか！」

			「確かに、彼女に会う前と会ったあとでは、まったく表情が違うな」

			「ガディオさんまでぇ……」

			　がっくりとうなだれるフラム。

			　その様子を見て、エターナとガディオ、さらにはオティーリエまでもが声を出して笑った。

			　片やミルキットは、照れくさそうに頬を赤らめてうつむいている。

			　その様子を見てフラムは、半ばやけくそ気味に、その細い体に抱きついた。

			「きゃっ！　ご、ご主人様!?」

			「いいですよーだ。どーせ私はミルキットがいないとなーんにもできないんですから！」

			　どうやらふてくされているようだ。

			　実際、ミルキットがいなければ今のフラムはいないわけで、事実でもあるのだ。

			　すると、されるがままに抱きしめられていたミルキットは、主にだけ聞こえる小さな声でつぶやいた。

			「私も、ご主人様がいないとダメです」

			　少し離れただけで、気が狂いそうになるほど辛かった。

			　常に不安で胸がぎゅっと締め付けられて、息ができないほど苦しかった。

			　だからもう──離ればなれにならないように。

			　そんな願いを込めて、きゅっとフラムの袖を握る。

			「う……あうあ……」

			　ぼっ、と赤面するフラム。

			


			

			


			　エターナはニヤニヤと笑い、オティーリエは「わたくしもお姉様とああなりたいですわ」と羨望の眼差しを向ける。

			　ガディオは優しく見守っていたが、それが余計にフラムの羞しゅう恥ち心しんを煽った。

			「そ、そういうのじゃないですからっ、違うんですからねっ！」

			　なにがどう違うのか、彼女自身にもわからなかったが、言わずにはいられない。

			　しかし必死の弁明は火に油を注ぐ結果となり、エターナはさらにわざとらしくニタニタと笑った。

			　だが、実際のところ、フラムの中でミルキットの存在は、日に日に大きくなっている。

			　特に今回、一時的とはいえ離別したことで、喪失の痛みと恐怖を知った。

			　結果的に取り戻すことはできたが、味わった痛みの分だけ、互いに相手のことを強く想えるようになった気がする。

			　触れ合った瞬間に生じる、全身を包み込むような安心感が、その証拠だ。

			　フラムは顔を赤くしながらも、袖を掴むミルキットの手に、こっそりと自らの手のひらを重ねる。

			「あ……」

			　どうあがいたってエターナは笑うのだ。

			　だったらいっそ、思い切って見せつけてやれ──フラムはそう考えたに違いない。

			　最初は驚くだけだったミルキット。

			　しかしすぐにほほえみ、目を閉じて、与えられた温もりを噛み締めた。

			「インクさん、早く目を覚ますといいですね」

			「……ん、そうだね」

			　そう言って、二人は眠るインクの顔を見つめた。

			　その場にいる誰もが心臓移植の成功を信じ、目を覚まさない未来を想像することすらしなかった。

			　日の出とともに照らされた空は、地平線より黒から紫にそして橙へと色を変えていく。

			　朝日が王都に差し込み、包んでいた闇を払ってゆく。

			　長い夜は終わった。

			　誰一人欠けることなく、新たな朝が始まる──

		

	
		
			

			


			　まどろむ意識の中、遠くに鳥のさえずりが聞こえる。

			　少しまぶたを持ち上げると、見慣れた木の天井が見えた。

			　カーテンの隙間から差し込む陽の光が眩しくて、右手で遮る。

			「……朝、かな」

			　喉が渇き、声は少し嗄れていた。

			　フラムは上半身を起こし、ボサボサになった髪を掻き、周囲を見回す。

			　タンスに、机に、もう一つのベッド、その他もろもろ──見覚えのある家具の数々が並ぶ、自分の部屋だ。

			「えっと……昨日は、帰ってきたらすぐにベッドに飛び込んで……んで、そのまま……」

			　寝て、終わりだった。

			　家に帰ってきてからのフラムの記憶は、たったそれだけ。

			　だがあれは確かに早朝の出来事で、それが今、朝ということは──

			「……一日中、寝てたのかな？」

			　いくらなんでも寝すぎだが、それだけ体力を消耗していたということだろう。

			　一日中走り回って、戦い続けて、早朝までそれを続けたのだから、いくら装備で体力が向上しているとはいえ、肉体は限界を迎えていたはずだ。

			　これだけ寝てもなお、一部の関節や筋が痛む。

			「っ……ふああぁ……あ……」

			　フラムは大きなあくびをすると、思い切り体を伸ばした。

			　ぼーっとした表情は、まだ意識が完全に覚醒していないことを示している。

			　頭は眠たげにゆらゆらと振り子のように揺れ、そしてある地点でぴたりと止まった。

			　視線が向かう先は、自分の真隣。

			　そこには、ぐっすりと眠る、可愛らしい色白美少女の姿があった。

			　寝間着を着た、ミルキットである。

			　よく見れば、彼女のベッドは空っぽだ。

			　寂しさに耐えきれなかったのか、はたまた心配すぎて離れたくなかったのか。

			　なんにせよ、どうやら彼女は、フラムが眠っている間に布団に潜り込んだようだ。

			「寝顔かわいー……」

			　フラムはふにゃりと気の抜けた笑みを浮かべると、頬を指でつつき、髪を撫でる。

			　寝間着を着用しているということは、自分と違い、ミルキットは家に戻ってからもしばらく起きていたのだろう。

			　そしてきっちり着替えて、準備をして、就寝した。

			　あれから、ガディオは、エターナは、そして──インクはどうなったのか。

			　一階に下りればわかることなのだが、しばしその場で頭を揺らし、自分の意識が覚醒するのを待つ。

			　手持ち無沙汰な手はミルキットの髪に触れたり、頬を撫でたり、耳をくすぐったり。

			　睡眠を邪魔しているわけではなく──陽の高さからしてとっくに起きるべき時間は過ぎているため、ついでに起こしてやろうと思ったのだ。

			「んゅ……ごしゅじん、さま……」

			「んー？　起きたの？」

			　そう思って顔を見るが、瞳は閉じられたまま。

			「んふふ、夢の中にも私がでてきてるのかなー？」

			「ごしゅじんさま……いかない、で……」

			　その寝言に、フラムの心臓がきゅんと締め付けられる。

			　急速に上がっていく体温。

			　そりゃあ、事態が事態だったし、不安な気持ちになるのもわかるが──

			「不意打ちはずるいぞー、うりゃうりゃ」

			　フラムは八つ当たり気味に、ミルキットの柔らかい頬を人差し指でぐりぐりした。

			　すると彼女は「んぅ……」とうっすらと目を開き、自分を見下ろす主を見る。

			「ご主人様？」

			「おはよ、ミルキット」

			　言葉とともに、自然とフラムに笑みが溢れた。

			　意識する必要もなく、ミルキットはフラムをそういう気持ちにしてくれる。

			　そこにいるだけで、声を聴くだけで、その姿を見せてくれるだけで。

			「あ……おはようございます、ご主人様」

			　そしてミルキットも、フラムを見るだけで頬が溶けるようにほころぶのだ。

			　心の占有領域は、とっくに主と奴隷のそれを超えていて、そして二人ともそれを自覚している。

			「びっくりした。いきなり隣で寝てるんだもん」

			「申し訳ありません。ご主人様がまったく目を覚まさないので、不安になってしまったんです。もう、このまま目を覚まさないのではないか、と」

			「心配かけてごめんね。どうも私、相当疲れちゃってたみたい」

			「そうですよね、大変でしたよね」

			「ミルキットもね」

			「私は捕まっていただけですから。ご主人様、本当に、お疲れ様でした。ご主人様のその頑張りがあったからこそ、インクさんは無事でいられたんだと思います」

			「私一人じゃなにもできなかったよ」

			「たとえそうだとしても、ご主人様抜きでは、なにもできなかったと……エターナさんやガディオさんも、そうおっしゃっていました」

			　あの二人に褒められるなんて、気恥ずかしいやら嬉しいやらで、フラムははにかんだ。

			　無価値でもない、役立たずでもない、今の自分には英雄に認められるほどの力がある──と、そこまでうぬぼれることはできない。

			　しかし、その言葉は確かにフラムの自信となって、彼女の心の糧となる。

			「あ、そういえば、インクが無事だったってことは、もう目を覚ましたの？」

			「はい、今はエターナさんの部屋で休んでいるそうです。ひとまず最も危険な時間は過ぎましたが、最低でも半年は油断できないとおっしゃっていました」

			「半年かぁ……長いかもしれないけど、そりゃそうだよね、他人の臓器を移し替えるなんて、普通は考えられないもん」

			　あえてあのとき言わなかったのは、ようやく手にした微かな希望に水をささないためだったのだろう。

			「少なくとも傷が塞がるまでは、私たちも会わないほうがいいそうです。感染症？　などの危険性があるそうなので」

			「そっか……早く顔を見たいけど、ちゃんと生きててくれるなら、それで十分かな」

			　それさえわかっているのなら、待つのは苦ではない。

			　インクの無事を知り、胸のつかえが取れたフラムは、ミルキットとともにベッドを出て身だしなみを整える。

			　戦闘中に服はボロボロになってしまったので、自ずと別のものを着ることになるのだが──激しい戦いが多いせいか、枚数が減ってきている。

			　そろそろ買い物に行って、新しい服を買わねばなるまい。

			　ひとまず今日は、残っている服を適当に着ておく。

			　姿見の前でくるりと一回転し、今度は椅子に座って鏡を見ながら髪を整える。

			　すると、いつのまにやら給仕服に着替え、包帯も巻き終えたミルキットが、後ろからじっとその姿を見つめていた。

			「どうしたの？」

			　少しその顔は緊張しているようにも見える。

			　今日の給仕服は、紺のワンピースに純白のエプロン、頭にはカチューシャという、いかにも正統派なスタイル。

			　普段よりは少し地味めではあるが、ミルキットはなにを着たって似合う。

			「あの……ご主人様に、渡しておきたいものがあるのですが」

			　そう言って、彼女はタンスの引き出しを開けると、中からなにかを取り出して手に握る。

			　そしてその場で立ち止まり、目をつぶって悩ましげな表情を浮かべた。

			　ミルキットが自分になにを渡そうとしているのか、さっぱりわからないフラムは、鏡越しにではなく、体の向きを変えて直接彼女の様子を眺める。

			　しばしなにかを握った手を胸に当てたまま動かなかった彼女は、「よしっ」と小さな声で気合を入れると、フラムに近づいた。

			「これ、なんですけど」

			　ミルキットが見せてくれたのは──花の飾りが付いたヘアピンだった。

			　水色で半透明の花は、部屋に差し込む光を受けてキラキラと輝いている。

			「うわ、かわいい……ミルキット、これもしかして私にプレゼントしてくれるの？」

			「は、はい。こんなしょうもない物しかお渡しできなくて申し訳ないですし、私がご主人様にもらったものとは比べ物にならないぐらい安っぽいですけど、その……本当はセーラさんのことで落ち込んでいるときに渡そうと思ったんです。でも、結局渡すタイミングが見つからずに、今になってしまいました」

			「ミルキットからもらえるなら、いつでも私は嬉しいよ」

			「ご主人様……ありがとうございます。その、少しでも、恩返しできたらいいな、と思って、実は手作りしてみたんですが」

			「作ったの!?　すごいねミルキット！」

			　ミルキットは恥ずかしそうに、顔を赤くしてうなずく。

			　彼女から初めてもらったプレゼント、という時点で一生の宝にしようと決めていたのに──手作りとなれば、フラムにとってはもう家宝級である。

			　むしろ着けるのがもったいなく思えるほどだ。

			　だが、作ってくれたことに報いるには、それを使うのが一番である。

			「ありがとう！　本当に、ほんっとうに嬉しい！　ずーっと大事にするから！」

			「そ、そんなに大したものではありませんからっ」

			「いいや意地でも大事にする！　早速だけど、着けてもいい？」

			「もちろんです！」

			　フラムは前髪を斜めに分けると、ヘアピンを着けて固定する。

			　そして少し額を出した、いつもと少し違う髪型を鏡で確認して、にやける。

			　ミルキットも、自分が作ったヘアピンを使っている主の姿を見て、幸せそうにほほえんでいた。

			　鏡越しに二人の目があうと、やけに気恥ずかしくて、互いに赤面してうつむくのだった。

			


			　◇◇◇

			


			　一階に下りたフラムとミルキットは、窓から外を眺めるガディオを発見した。

			　全身鎧ではなく、コートを羽織った姿を見るのは初めてだ。

			　彼はただ窓から外の様子を見ているだけだというのに、スマートな着こなしと相まって、かなり絵になる。

			「おはようございます、ガディオさん」

			「フラムに……ミルキットか」

			　名前を呼ばれ、ミルキットは緊張した面持ちで頭を下げた。

			　昨日からずっと行動をともにしているはずなのだが、まだ彼の迫力に慣れないようだ。

			「あれだけプラーナを消耗して、一日で起きられたのなら上々だな」

			「一日で上々なんですか……」

			　さらっと恐ろしい事実を告げられる。

			　今後は、もう少し考えて使わなければなるまい。

			「ところでガディオさん、普段はそういう格好なんですね」

			「ああ、旅の途中はずっと鎧だったからな。見る機会は無かったか」

			　ガディオの鎧は、どうやらエピック装備ではないらしい。

			　あの巨大な黒の鎧は現在、一階の別の部屋に置いてある。

			　彼ほどの地位のある人間なら、エピックの鎧ぐらい持っていてもおかしくはないのだが──彼なりに、あの黒い鎧になんらかのこだわりがあるのだろう。

			　フラムとガディオが話している間に、ミルキットはとてとてと小走りで台所に向かい、朝食の準備を始めた。

			　一方で二人は、それぞれ椅子に座ってテーブル越しに向かい合う。

			「今さら言うのもおかしな話かもしれませんが、まさかガディオさんが助けにきてくれるとは思いませんでした」

			「俺も、まさかフラムがそこにいるとは思ってもみなかった。だが驚いたのはそれだけではない。フラムが大剣を手にまともに戦っていることも、そして頬に奴隷の印を刻まれていることも、驚くことだらけだ。パーティを抜けてから、なにがあった？」

			　目を細め疑問を投げかける彼の表情は、少し怖い。

			　奴隷の印を見た時点で、パーティを抜けた経緯に想像がついたのだろう。

			「最初から順を追って説明すると──」

			　それからフラムは簡潔に、自分が経験してきた出来事を彼に語った。

			　ジーンによって奴隷として売られてしまったこと。

			　そこでミルキットと呪いの装備に出会い、戦う力を得たこと。

			　薬草を探しに行った先で教会の研究所を見つけ、化物と戦ったこと。

			　化物の狙いは自分であり、そして自分にはコアを破壊する力があるということ──

			　ガディオは真剣な表情でフラムの話に耳を傾け、その都度に相槌を打った。

			　そして、今日にいたるまでの出来事を全て話し終え、フラムが、

			「とまあ、こんな感じです」

			　と話を締めると、「ふむ……」と腕を組んで考え込む。

			「やはりジーンか。身勝手な男だとは思っていたが、まさかここまでとはな。あのプライドの高さはもはや病と言ってもいい」

			「あの人を許すつもりはないですけど……でも、結果オーライだったのかもしれませんね」

			「彼女と出会えたからか？」

			　そう言って、ガディオは朝食を作るミルキットの背中に視線を向けた。

			「それもあります」

			「それも、か。まだ理由があるんだな？」

			「もし私を魔王討伐の旅に参加させたのが、教会やオリジンの意思だとしたら……たぶん、私が予定どおりに魔王城に到達していたら、それこそ連中の思惑どおりになっていたはずだと思うんです」

			「ジーンの身勝手さが、結果的に教会の陰謀を砕いた、というわけか」

			「認めたくはないですけどね」

			　だからと言って、やはりジーンが許されるわけではないのだ。

			　もし次に再会することがあれば、死なない程度に殺したいと、今でも思っている。

			「そういえば、ガディオさんは教会を調べていたんですよね？」

			「ああ、パーティを抜ける前から、どうにも胡散臭さを感じていたんだ。知り合いがいることを利用して大聖堂に探りを入れたりもしたが──」

			「だ、大胆な……」

			「ふっ、確かに強引ではあったな」

			　歴戦の勇士である彼が笑ってしまうほどなのだ、相当無茶な侵入だったに違いない。

			「しかしそのほうが手っ取り早い。結果的に、螺旋の子供たちスパイラル・チルドレンや教会が隠したがっている歴史に関する情報も手に入れられたわけだからな」

			「だからあの目に追われてたんですね」

			「チルドレンの情報に触れたことがきっかけだろう」

			「教会が隠したがってる歴史っていうのは……人魔戦争に関わることとかですか？」

			「それもあったな。あとは、十年前と八年前に王国で起きた魔族の襲撃事件あたりか」

			「マリアさんとセーラちゃんが住んでた町で起きた事件ですっけ」

			　フラムはふと、セーラの行方をガディオから聞けていないことを思い出した。

			　気になって仕方ないが、彼の話をさえぎるわけにもいかない。

			「そのセーラとやらが、セーラ・アンビレンならそうなのだろう。彼女がどうだったかは知らないが、少なくともマリアは魔族を強く憎んでいた」

			「ですけど、教会とあの事件が関連しているということは……犯人は魔族ではなかったと？」

			「元より出来過ぎた事件ではあった。回復魔法の才能を持った子供だけが生き残るなどと、あまりに教会にとって都合が良すぎる」

			「実は教会騎士がやってた……とか」

			「さすがに出撃記録は残っていなかった、そこまで教会もうかつではないということか」

			「改竄したってことですよね」

			「その可能性はある。だが、当時マリアは八歳だ。人間と魔族の区別ぐらい付くだろう」

			「確かに、セーラちゃんと違って、なにが起きたのかも覚えてるはず……じゃあやっぱり、魔族の仕業だった？」

			「あるいは、魔族に変装した人間だったか。もっとも、犯人が誰であろうと、教会が関連していることは間違いない」

			「言い切れる理由があるんですね？」

			「あの事件の生存者は、マリアとセーラだけではない」

			「他に生存者がいたんですか？」

			　しかし、フラムは二人からそのような話を聞いたことがなかった。

			　さらに言えば、ガディオはおろか、セーラでさえも、〝あの事件で生き残ったのはそれぞれ一人ずつ〟と認識していたのだ。

			「生存者は、妊婦だ。二度の襲撃に合わせて、計五人の妊婦が教会に保護されていた」

			「妊婦……？」

			「気づかないか？　襲撃は八年前と十年前。つまりその妊婦たちの子供は、八歳と十歳ということになる」

			　現在八歳と十歳の子供、それが意味することは──

			「あ、もしかして……螺旋の子供たちスパイラル・チルドレン？」

			「そういうことだ。教会は町を襲撃し、魔法の才能のある子供だけでなく、実験材料となる妊婦までをも手に入れた」

			「教会の目的はそれだけなんでしょうか」

			「いや、狙われたのはいずれもオリジン教から見て異教徒の町ばかりだった。それを潰す意味合いもあったのだろう」

			「つまり一度の襲撃で、三つの利益を得ていたわけですね」

			　ここまでガディオの話を聞いて、フラムには解せない部分が一つあった。

			「でも、なんで魔族なんでしょうか。適当に巨大なモンスターに襲われたってことにしておいたほうが、話がこじれずに済むと思うんですが」

			　大型モンスターの襲撃によって町が滅びることは、多くはないがそう珍しいことでもない。

			　そこをあえて〝魔族〟と指定して、彼らに人々の憎しみを向ける理由がどこにあるというのか。

			　確かに創作の世界において、魔族が悪役として扱われることは少なくないが。

			「その理由も、大聖堂で見つけた資料に記してあった」

			　やけに詳細な情報を得ているようだが、果たしてガディオは大聖堂のどこに侵入したのだろうか。

			　おそらく、見つかれば即刻その場で殺されるような、機密情報が隠された場所であるはず。

			　それを事もなげに話すガディオは、やはりインクを救ったエターナ同様に、天上の存在なのだとフラムは痛感する。

			　彼らと並んで〝英雄〟と呼ばれることすら恥ずかしいぐらいだ。

			「およそ五十年前、先代王がオリジン教に傾倒するようになった。それとほぼ同時に、魔族をあらゆる物語の悪役とするよう、王から直々のお達しが出たそうだ」

			「物語？　童話とか、劇とかですか？　なんでまたそんなことを」

			「理由はわからん。だが事実、それから二十年後には魔族イコール悪の認識が民衆にまで広まり、反魔族の機運が高まり、人魔戦争にまで発展した。国王は、今でも第二次人魔戦争を起こしたがっているのかもしれん」

			「だからあえて魔族に罪を押し付けたんですね。あれ、でも……その流れだと、人魔戦争って人間が仕掛けたってことになりませんか？　私は魔族が攻め込んできたって習ったんですけど」

			「事実、そうだからな」

			　あっさりと言い切られ、フラムの頬は引きつった。

			「……歴史って、そんな簡単に捻ねじ曲げられるものなんですね」

			「教会だけなら難しいだろう。だが、実際には王国も結託して情報操作を行っている。簡単とは言えんが、不可能ではない。悪は人間、善は魔族。しかも情けをかけられ逃げ帰ってきたのだ。そんな都合の悪い歴史、統治者なら誰でも消したがるに決まっている」

			　フラムはふと、エニチーデの洞窟で三魔将のネイガスと話したときを思い出した。

			　人魔戦争について、彼女も確か、『人間が魔族の領土に攻め込んできた』と言っていたはず。

			　あれが事実だとするのなら──『魔族は人間を殺さない』という言葉も事実なのかもしれない。

			　まさか、教会よりも魔族の言葉のほうがよほど信頼できると思えるときが来るとは。

			　フラムは思わずため息をついた。

			「そして、戦争に関してもうひとつ、隠蔽された事実がある」

			「まだあるんですか？」

			「話し出せばキリがない程度にな。ひとまず今は人魔戦争についてだが──敗戦した人類に対して、魔族はある要求を突き付けた。フラム、それがなんだかわかるか？」

			「土地、は無いはずだし……お金とか、資源とかですか？」

			「普通は戦勝国ならばそういったものを求めるだろう。だが魔族は違った。彼らは〝互いに二度と争いを起こさないこと〟を望んだんだ。要するに停戦協定だな」

			　なんて平和な要求──魔族に対するイメージとのギャップに、フラムは目眩がしそうになった。

			　これでは、まるっきり人類が悪役ではないか。

			　いや、事実そうなのだろう。

			　一方的に戦争を吹っかけた挙句に、負けても自分の非を認めず、真実を隠し続けているのだから。

			「協定って、今も有効なんですか？」

			「そのはずだ」

			「じゃあ、キリルちゃん……というか、私たちの存在そのものが、その約束を破ることになるんじゃないでしょうか」

			　フラムの疑問は当然だ。

			　それを聞いたガディオは、「ふっ」とどこか呆れたように笑った。

			「ここから先はあくまで俺の想像だ、事実かどうか責任は取りかねる」

			「それでもいいです、聞かせてください」

			「あの旅に参加した人間は、あくまで民間人の寄せ集めだ。だからこうして、簡単に抜けることもできる」

			「まあ、そうですね」

			　所属も地位もバラバラで、統一性がない。

			　ガディオやライナスのようなＳランク冒険者や、ジーンのような王国に認められた賢者もいれば、エターナのようなどこから探してきたのかわからない魔法使いだっているぐらいなのだから。

			「つまり俺たちは、〝義ぎ憤ふんに駆かられたただの有志の集まり〟、という設定になっているんだろう。軍ではなく民間人の暴走だから、国は関係ない、とな」

			「なっ……そんなの、屁理屈じゃないですか！」

			「ああ、もちろん魔族は騙されたりはしないだろうな。それでも王国側は民間人だと言い張っている、魔族との約束を違たがえないために。だからこそ、三魔将などという集まりが生まれたのではないかと俺はにらんでいる。勇者に対する、魔族なりのカウンターとしてな」

			　フラムは絶句する。

			　ならば、最近王国内で起きている魔族による破壊活動は、完全に自業自得ではないか。

			　むしろ、人の命を奪わないよう配慮している魔族が優しすぎるぐらいだ。

			　魔族は数こそ少ないものの、力は人間の平均値を圧倒している。

			　彼らがその気になれば、人間の国などたやすく滅びてしまうだろう。

			　だが、彼らはそれを望まない。

			　できれば人間を殺したくないし、傷つけたくもない。

			　だから、自国の王──つまり魔王を殺すために派遣されたパーティの存在を知っても、最低限の反撃をするのみ。

			　王国はそんな魔族たちの〝善意〟、あるいは〝甘さ〟につけこんで、侵略を行っているのだ。

			　外道以外の何物でもない。

			「……どうしてそこまでして、王国は魔族を嫌うんでしょう」

			「領土欲しさ、という理由なら単純明快でわかりやすいんだがな。リスクを考えると辻褄が合わない。五十年前、なぜ先代王が突如オリジン教に傾倒し、魔族を目の敵かたきにしたのか。そしてなぜ今の王がそれを引き継いでいるのか──答えを得るには、教会の腹をかっさばいて中を見るしかないだろう」

			　やはり全ては、教会に収束する。

			　王国の過去も、未来も、そしてフラム自身のことだって、リスクを承知で懐に潜り込まなければ、明かされることはないだろう。

			　簡単にはいかないことだ。

			　エターナやガディオが味方になっても、それだけで乗り越えられるほど低い壁ではない。

			　しかし、全てを暴いて、陰謀を打ち壊さなければ──フラムに、平穏は訪れないのだ。

			「まあ、今は難しく考えすぎないことだ。しばらくは教会に関する情報を地道に集めていくしかない」

			「もどかしいです」

			「その想いは大事にしておけ、前に進む原動力になる」

			　二人の会話が落ち着いたところで、ミルキットがテーブルにパンの載った皿を置いた。

			　数は四人分。

			　インクの分は、キッチンに別に用意してあった。

			「そろそろ朝食だな、話はこれぐらいにしておくか」

			「待ってくださいガディオさん、まだ大事なことを聞いてません！」

			「なんだ？」

			　話が一段落したところで、フラムはようやく一番気になっていたことをガディオに問いかけた。

			「セーラちゃんは、どこにいるんですか？」

			「……ああ、あの少女か」

			　すると彼は、少し困ったような表情を見せた。

			　無事だと言っていたはずなのだが、なぜそのような顔をするのか。

			　フラムの中に一抹の不安が芽生える。

			「誰かといっしょなんですか？」

			「そうだ」

			「ガディオさんの知り合いとか……」

			「ではない、な。一応、会話は交わしたことがあるが──」

			　ガディオにしては珍しく、妙に言葉を濁している。

			　セーラが一緒に行動しているのは、そんなに言いにくい相手なのだろうか。

			　フラムは覚悟を決めて、あらためて問うた。

			「セーラちゃんがどんな状態だったとしても、私は受け入れます。だから、ガディオさん、ちゃんと教えてくれませんか」

			「無事は無事だ、間違いなく。怪我もしていないし、病気でもなく、安全も確保されている。だが一緒にいる相手がな……」

			「誰、なんです？」

			　ガディオは腕を組んだまま少し黙り込む。

			　そして「ふぅ」と息を吐いて、口を開いた。

			「三魔将、ネイガスだ」

			　まったく予想だにしていなかった名前に──

			「……え？　えぇぇええええっ!?」

			　フラムは思わず、大きな声をあげて驚愕する。

			　その声に驚いたミルキットはびくっと震え、手元の皿からころん──と、ウインナーが一個だけ転がり落ちた。

		

	
		
			

			


			　いつもの夜。

			　フラムはいつものようにミルキットの包帯を外し、いつものようにその顔を見て褒め殺し、いつものようにミルキットは赤面する。

			　二人はおそろいのパジャマを着て、ベッドに並んで転がりながら、他愛もない会話と、じゃれあいを楽しむ。

			　それが毎晩行われている、二人だけの儀式である。

			　特に意味などなく、ただ、そうやって過ごしているだけで幸せだった。

			　しかし時折、そんな〝いつもどおり〟にもわずかな変化が生じることがある。

			「実は、こんなものを物置から見つけたんですが」

			　そう言ってミルキットが机の上から持ってきたのは、先端が曲がった木の棒に、ふわふわの綿がついた道具──耳かき棒だった。

			「ああ、そういえば買ってなかったね」

			「私はご主人様の奴隷として、どうご奉仕したら満足してもらえるだろう、と常日頃から考えているんですが……」

			「今の段階ですでにパーフェクトだよ？」

			「いいえ、まだまだです。もっとご主人様を幸せにしないと、私は完璧な奴隷とは言えません」

			「んー、今でもかなり幸せなんだけどなー」

			　ベッドに横たわるフラムは上半身を起こすと、縁に座るミルキットの頬に指先で触れた。

			　主の体温に、思わず彼女の頬がゆるむ。

			「ご主人様は……私に甘すぎますから」

			「エターナさんにもよく言われる。でも私は、もっともっと甘やかしたいと思ってる」

			「おそらくそれと同じです。私ももっと、ご奉仕したいと思っています。そこでですね……これの出番なわけですが」

			「耳かき棒」

			「そう、耳かきです。ご奉仕といえば耳かきだと相場が決まっています」

			「それは、どこ情報なの？」

			「私の勝手なイメージです……」

			　ミルキットは自分で言っておきながら、恥ずかしそうにうつむいた。

			　要するに、言い方が回りくどいが、ただ単にフラムに耳かきがしたい、ということらしい。

			「誰かに耳かきをしてもらうなんて、久々だなぁ」

			「経験があるのですか？」

			「母親にね、子供の頃の話だけど。ところで耳かきといえば、膝枕をしてもらうことになるんだけど……」

			「はい、いつでもいいですよっ」

			　ぽんぽん、と太ももを叩くミルキット。

			　フラムはそこに頭を置いて、横になったが……さすがにこれは恥ずかしい。

			（顔が熱い……）

			　エターナがこの場面を見れば、『いや、普段からそれ以上のことしてるから』と突っ込むことだろう。

			　だが膝枕は初めてなのだ、本人的には恥じらうのもやむなしであった。

			　赤面する主の頬は、ミルキットからも見えている。

			　正直、彼女だって恥ずかしい。

			　奴隷から主に向けたご奉仕として、微妙にずれている認識もあった。

			　しかしフラムの頭の重みを感じ、なおかついつもと違う角度で顔が見られるのは単純に楽しいので、些細な問題である。

			「見えてる？」

			「はい、ご主人様の中、綺麗ですよ」

			「そうかなぁ？　ご無沙汰だったから溜まってそうな気がするけど」

			「大丈夫です、私がこれで、溜まってる分を全部出してあげますから」

			「ふっふっふ、ミルキットのお手並み拝見ってところかな」

			　不敵に笑うフラム。

			　彼女の耳に、耳かき棒の先端が入っていく。

			「んっ……」

			「あっ、ご主人様、痛かったです……」

			　ガタンッ！

			「……か？」

			　ミルキットの言葉を遮るように、別の部屋から、なにかが倒れたような音が聞こえてきた。

			「すごい音がしたね、エターナさんがなにか落としたのかな」

			「かもしれませんね」

			「ちなみにミルキット、さっきの声はびっくりしただけだから、気にしないで続けてくれていいよ」

			「経験がないので、どこまで入れたらいいのか……」

			「もっと奥まで入れてもぜんぜん大丈夫」

			「はい、それじゃあこのままいっちゃいますね」

			　だがミルキットの手付きはあまりに慎重で、フラムからしてみると掃除というよりは、くすぐられているような感覚だった。

			「んふふ、こういうのなんだか楽しいですね」

			「私も楽しいけど、こそばゆいというか……もっと強くしてもいいんだよ？」

			「それはちょっと怖いです……」

			「気持ちはわかるけど、それじゃ出てこないと思う」

			「ううむ、なかなか力加減が難しいですね……」

			　そう言いつつも、器用な彼女は、少しずつコツをつかんで、カリカリと汚れをこそぎ落としていく。

			　フラムも気持ち良さそうに目を細めた。

			「お、いい感じいい感じ」

			「上手にやれてますか？　ご主人様がどう感じているのか自分ではわからないので」

			「気持ちいいよ、とっても。でももうちょっと奥までいいかも……」

			　ガタンッ！

			　再びエターナの部屋から音が鳴り響く。

			　二人は同時にびくっと肩を震わせたが、奇跡的にフラムの耳は無傷だった。

			「あっぶなぁー……」

			「大丈夫ですか、ご主人様っ!?」

			「うん、なんとか……それにしても、さっきから騒がしいんだけどエターナさんどうしたんだろ」

			「様子を見てきますか？」

			「いや、助けが必要なら呼ぶと思うし、変な実験とかしてるんじゃないかな」

			「こんな夜に、インクさんが寝てる横でですか？」

			「……まあ、ひとまず様子見ってことで」

			　エターナの立てる不審な音を訝しみつつも、耳かきを再開する二人。

			　ミルキットは棒をくるりと回し、今度はふわふわの綿が付いたほうを耳に近づけた。

			「じゃあ、こんどはこっち側でお掃除しちゃいますね」

			「んふっ、ふふふっ、これもまたくすぐったいんだよねぇ。他の人にされると余計に」

			「頼れるご主人様でも、耳はあまり強くないみたいですね」

			「そうなんだよねー、昔からよく友達に触られてからかわれてたから」

			「そのお友達の気持ち、少しだけわかります」

			「小悪魔ミルキットが目覚めつつある……」

			「べ、別にいじわるをしたいわけではないですよ？」

			「ミルキットはいい子だから、たまにはいじわるぐらいしたっていいのに。私が許そう」

			「しませんからぁっ」

			「ちょ、ちょっと、わかったからっ、んひ、ひひっ、その力加減っ、くすぐったいってばっ」

			　綿をたくみにあやつり、フラムの耳をくすぐるミルキット。

			　繊細な指さばきから繰り出されるその攻撃は、耳が弱いフラムをまともに喋れなくなるほど翻弄した。

			「いひっ、ひぃぃっ、それっ、ほんとっ、ミルキット、これ、楽しくなってるでしょ!?　楽しくなって、んひっ、わざとっ、やっへ！」

			「わざとじゃありません、これはあくまでご主人様の耳かきをするために必要な行動ですから。断じて今のご主人様を見て楽しんでいるわけでは……」

			　そう熱弁するミルキットの鼻息は荒く、頬も赤い。

			　目つきも妖しく、奴隷の身でありながら主を弄ぶというインモラルなシチュエーションに、興奮のあまり半ば正気を失っているような状態だ。

			　そんな彼女に冷静さを取り戻させたのは──

			　ゴトンッ！

			　という重たいなにかが落下する音と、

			『いったぁっ!?』

			　という大きな声だった。

			　さすがにこれを無視することはできず、フラムはがばっと起き上がる。

			　二人は固まったまま音のしたほうをじっと眺めていたが、顔を見合わせると、互いに首をかしげた。

			「今の、エターナさんの声ですよね」

			「間違いなくそうだと思う」

			「なにかが落ちた音がして、そのあとで『痛い』って言ってましたよね」

			「そんな感じだったね……様子、見てきたほうがいいのかな」

			「かも、しれません」

			「……私が見てくるね」

			「いえ、私も一緒に！」

			「いや、ミルキットは包帯を外してるからダメでしょ？　エターナさんは一度見てるけど、でも……私以外の誰かが見るの、嫌だもん」

			「ご主人様……」

			　主の言葉に、胸元できゅっと拳を握るミルキット。

			　心臓が締め付けられるようなこの感覚は、奴隷と主──そんな関係性では説明できないものだと、彼女は感じた。

			「はいっ、それではお願いします」

			　そしてフラムは笑顔のミルキットに見送られ、エターナの部屋に向かう。

			　ひとまず扉の前に立って様子をうかがってみるが、中からは一切音がせず、不自然なほど静かだった。

			　インクが寝ているはずだから、扉に耳を当てれば彼女の寝息ぐらいは聞こえるはず。

			　そうでなくとも、エターナが起きているのなら、本をめくる音なりなんなり、なにかしら聞こえてくるはずなのだ。

			　なのにそれすら無いということは──わざと息を殺して、気配を消しているのだろうか。

			「……なんで家の中でそんなアホなことを」

			　理由は聞けばわかるだろう。

			　フラムはためらうことなくノックをし、「エターナさーん」と名前を呼んだ。

			　もちろん反応は無いが、起きていることはわかっているのだ。

			「入りますよー」

			　一応、許可を取ってから、しかし返事は聞かずに踏み込む。

			　部屋の中でフラムが見たのは、苦しげな表情を浮かべるエターナと、そんな彼女になぜか口を塞がれたインクの姿だった。

			「エターナさん、なにやってるんですか？」

			「それはこっちのセリフ」

			　エターナの顔はなぜか少し赤らんでいる。

			「二人の仲は良すぎるとは思ってたし、そういう行為自体をわたしは否定はしない。でも、まだインクが起きてる時間なのに聞こえるぐらいの声を出すのはどうかと思う」

			「んー！　ん、んーっ！」

			　口を塞がれたインクがなにやら主張している。

			　エターナはそこで彼女が苦しそうなことに気づき、手を離した。

			「ぷはぁっ！　やっと解放されたぁ……エターナが急に耳とか口を塞ごうとするからびっくりしちゃった。あとあたし、エターナが本を落とすまでは寝てたよ？」

			「それは……その、どちらにせよ、そういうことはわたしにも聞こえないようにやってほしい」

			「んー……？　エターナさん、なんのことを言ってるんですか？」

			「だからそれはっ！　その、世間一般で、奴隷と主がやると思われてる、アレのこと」

			「あれ、ですか」

			　フラムとミルキットがやっていたのは、ただの耳かきだ。

			　世間一般で奴隷と主がやると思われているかというと、微妙なところである。

			　ならばエターナの言葉はなんのことを指しているのか。

			　いくら考えても、フラムにはさっぱりわからない。

			「すみません、エターナさんがどうして怒ってるのか、私にはわからないですね。よかったら教えてもらってもいいですか？」

			「おしえ──っ!?　インクがいるのに!?　そんなことはできない、それぐらいはフラムにもわかるはず！」

			「インクがいるとまずいことなんですか」

			「まずいもなにも、インクはまだ十歳。そういうことを覚えるには早すぎる」

			「子供相手にもよくやると思いますよ。私も母親にやってもらったことありますし」

			「母親にっ!?」

			「なんでそこで驚くんですか？」

			「……まさかフラムの倫理観がそこまで崩壊していたなんて」

			「倫理観なんて関係ありませんよ、私とミルキットはただ──」

			　フラムが言葉を言い切る前に、エターナは両手でインクの耳を塞いだ。

			「また塞がれちゃった」

			　インクは抵抗はしていないが、きょとんとしている。

			「ミルキットの感覚が世間と乖かい離りしているのはわかる、それは育ってきた環境があるから仕方ない。でもフラムは、最低限の常識を持っていると思っていた。それともまさか、故郷の町ではそういった風習があるとか？」

			「いや、人間なら割と誰だってやりますって」

			「確かに人間はそのために生まれてきたと言えるのかもしれない」

			「それは逆に壮大すぎません？」

			「でも節度が必要。フラムの年齢ならともかく、ミルキットにだってまだ早い」

			「早いとか遅いとかよくわかりませんけど……私がやったんじゃなくて、ミルキットにやってもらったんです」

			「まさかのミルキットが攻めでフラムが受け……」

			「倉庫で道具が見つかったんで、やってみませんかって誘われて」

			「いきなり道具まで使ったプレイを？　しかもこの家にそんなものが……！」

			「なんの話をしてるんですかほんと!?」

			　フラムが弁明すればするほど、エターナはヒートアップしていく。

			「エターナさん、もしかしてなにか勘違いしてません？」

			「わたしが勘違いを？　そんなはずがない、わたしはしっかり聞いていた」

			「この部屋まで会話が聞こえちゃうんですね。でも、勘違いされるような話してたかなぁ……」

			　思い返してみても、フラムにはまったく心当たりがない。

			　そもそも、エターナがなにを想像しているのか、今もさっぱりわからないままである。

			「まず最初に、ミルキットがフラムのを見て『綺麗』と言っていた」

			「お世辞だと思いますけどね、最近は手入れできてなかったですし。前は定期的にやってたんですけど」

			「定期的に!?」

			「そこ驚くところですか？　別に不定期でもいいですけど……」

			「文化が違いすぎる……でも確かに、フラムは会話の中でも『溜まってる』と話してた。普段からやってないとそんなセリフは出てこない……」

			「エターナさんはやらないんですか？」

			「わたしには……相手が、いない」

			「一人でもできますよ？」

			「そ、それはそうだけど」

			「なんだったらエターナさんがインクにしてあげてもいいと思いますし」

			「フラムがわたしを犯罪者に仕立て上げようとしている」

			「なんでそうなるんですか!?」

			　エターナは初めて、フラムに〝恐怖〟を抱いていた。

			　王都から遥か南にあるフラムの故郷、パトリア。

			　その町には、さぞ歪んだ風習が残っているに違いない──と。

			「そのあとも、『経験がない』と不安がるミルキットに対して、その、『もっと奥まで入れていい』とリードするような声が聞こえてきた」

			「難しいと思いますよ、人にしてあげるのって。ちょうどいい場所や力加減って、人によって違うじゃないですか？」

			「じゃないですか？　と言われても困る。わたしには経験が無い」

			「だったら、今度はエターナさんが私にやってみてくださいよ」

			「いきなり誘われた」

			「あれだけ器用に魔法が使えるんですから、すぐにコツがつかめると思いますよ」

			「しかも才能を認められてしまった」

			「あ、でもエターナさんなら、水の魔法でやっちゃったほうが早いかもしれませんね」

			「さらに特殊なプレイの提案まで……」

			　明らかに怯え、ドン引きするエターナ。

			　フラムはごく普通のことしか話していないはずなのだが、なぜそんな顔をされなければならないのか──と戸惑うばかりだ。

			


			

			


			「ここまで来ると、もう更生は難しいかもしれない。けれどフラムと一緒に暮らす唯一の大人として、見捨てるわけにはいかない。かくなる上は、薬を使って記憶を改ざんして、まっとうな人生を歩ませるしか……！」

			「物騒ですよエターナさん、さっきからなんの話をしてるんですか!?」

			「だからそれはこっちのセリフ。フラムの故郷がどんな環境だったのかは知らないけど、それは間違っている。もっと節度を持って、正しい貞操観念を身につけなければ──」

			「貞操観念？」

			　ここまでの会話の流れとまったく関係のない言葉の登場に、首をかしげるフラム。

			　そこで、耳を塞がれながらも、持ち前の聴力で話を聞きとっていたインクが口を開いた。

			「耳かきの話なのに、さっきからエターナの反応はオーバーすぎると思うよ？」

			「……耳かき？」

			「うん。てーそーかんねんって言葉の意味はわからないけど、それたぶん、耳かきとは関係ないよね」

			「耳かき……そう、耳かき……」

			　真実を知ってしまったエターナは『耳かき耳かき』とぶつぶつ繰り返す。

			「耳かき……確かに言われてみれば耳かき……でも紛らわしい……いや、でも耳かき。どこからどう考えても耳かきしかありえない……それをわたしは、耳かきなのに……」

			　念仏のように唱えているうちに、次第に彼女の顔から表情が消え失せ、目は虚ろになっていった。

			　そのままゆらりとインクから離れ、ふらふらとフラムの横を通り過ぎ、流れるような動きでベッドに潜り込み、横になる。

			「……すぅ」

			　そして、彼女は寝た。

			　今までの会話を無かったことにするように。

			「エターナさん」

			「ぐぅ、ぐぅ」

			　もちろん、そんな下手くそなごまかし方で逃げられるはずもなかった。

			　フラムはエターナの顔を覗き込み、何度も彼女の名前を呼ぶ。

			「エターナさーん？」

			「ぐぅ、すぅ」

			　しかし彼女は全力で狸寝入りを続けた。

			「なにを勘違いしていたのかは、あえて聞きませんし、私はわからなかったことにしておきますけど……一応、言っておきますね」

			　と言いつつも、フラムは全てを察したのか、顔が真っ赤になっている。

			　彼女はその恥ずかしさや怒りを全てこめて、エターナに言い放った。

			「私とミルキットは、まだそういう関係じゃありませんからっ！」

			　そして大股で部屋から出ていく。

			　おそらく最も事情が呑み込めないインクは、あくびをしてから、とりあえずエターナと同じベッドに潜り込んだ。

			　一時期は一人で寝ていた彼女だが、例の施術以降は、二人で一緒に寝るようになったのである。

			「ねえエターナ」

			「……なに？」

			　寝た振りを解除したエターナが、インクの呼びかけに応える。

			「フラムが言ってた〝そういう関係〟ってよくわからないけどね、〝まだ〟ってことは……そのうちなる予定があるのかな」

			　純粋な彼女が抱いた素朴な疑問は、あまりに鋭かった。

			「本人たちの自覚はさておき、わたしは時間の問題だと思っている」

			「ふーん。じゃあ、あえて知ろうとしなくても、あたしにもそのうちわかるのかなぁ」

			　わからないままでいてくれたほうがいいかもしれない──そんなことを考えながら、エターナは目を閉じた。

		

	
		
			あとがき

			


			　このたびは、「お前ごときが魔王に勝てると以下略第二巻をお買い上げいただき、まことにありがとうございます。

			　わたくし、作者のkikiと申します。

			　今回は二巻ですし、表紙からフルスロットルで百合や不穏な空気を感じ取っていただけたと思います。

			 ですが一応言っておきます。

			　スローライフは死にました。

			　覚悟していた方も、ひょっとすると途中の挿絵で心臓が止まりそうになったかもしれませんね。

			　ご安心ください、私もです。

			


			　そんなわけで第二巻、個人的には〝インク編〟と呼んでいますが、いかがだったでしょうか。

			　ｗｅｂ掲載分における三章を大きく加筆改訂したものが、今回の内容になります。

			　実を言いますとｗｅｂ版は全十章ですでに完結しています。

			　ですが、細かな文章の違いはもちろんのこと、三章の段階で大きく異なる点がありまして、あちらを読んでいただけると一発でわかるレベルなので、今後同じ展開にはなりそうにありません。

			　ｗｅｂ版を読んでいない方にも、すでに読んだ方にも楽しんでもらえるよう、今後も新たな「お前ごとき」をお届けできたらいいなと思っております。

			　ちなみに、この本に付属するｗｅｂアンケート特典では、本編よりちょっと深くオリジンの正体に迫ってますので、読んでいただけるとより本作を楽しめると思います。

			


			　おそらくこれが発売している頃には、コミカライズが発表されているかと思われます。

			　担当していただく漫画家さんは、かっこよさとかわいらしさを兼ね備えた素晴らしい絵を書かれる、南みな方かた純すなお先生です。

			　先生のことを知ったのは、友人に某百合漫画雑誌で連載していた作品を勧められたときですから、もう何年も前になります。

			　そんな方に自分の作品を漫画化してもらえるというのですから、本当に人生なにが起きるかわからないものです。

			　いやほんとに、今でもなにが起きているのか半分ぐらいわかってません。

			　手元にある漫画版のあれだったり、キンタ先生のキャラデザ画とかもすごいですからね。

			「本当に自分の小説なのか？」「こんなことがあっていいのか？」「明日死ぬんじゃない？」「というかすでに死んでるんじゃない？」「まさか死んで百合の国に迷い込んだ？」と毎日のように浮かれております。

			　ごめんなさい最後は嘘です。

			　男なので百合の国に迷い込むことは許されません、入り口で滅菌消毒されます。

			


			　……と、ここまで書いて気づいたんですが、やはりあとがきを書くのは大変ですね。

			　文量の割に小説を書いているときよりも時間がかかってしまいます。

			　他の作家さんはどうしてるんだろうと思ってネットで調べてみると、悩んでる方もそれなりにいるようです。

			　ここは一つ、あとがきの最終手段である「作中のキャラ同士に会話をさせ、そこに作者自身が乱入する」という古典的かつ王道な手法を取るのも一興かもしれません。

			


			エターナ「わたしはエターナ・リンバウ。急にあとがきと言われてもこまる」

			インク「でも楽しそうだよねっ！　ちなみにあたしはインク・リースクラフト！」

			作者「そして私が作者のki

			


			　見るに耐えないのでやめておきます。

			　この三行を書くだけでも多大な苦しみを味わったので、キャラと会話が出来る作者さんは間違いなくメンタル強者だと思います。

			　いつかその領域にたどり着ける日が来るのでしょうか、来世に期待です。

			


			　最後に、この物語が本という形になるまで関わってくださったすべての方々に感謝を。

			　増え続ける大量のキャラのデザインをしてくださったキンタ先生。キャラデザ画はもちろんですが、あの挿絵が送られた来たときは震えました、本当にありがとうございます。

			　一巻よりも文字数が多くなってしまったりと色々と困らせてしまった担当編集のＩ様。今回もご迷惑をおかけしかした、いつも助かってます。ありがとうございます。

			　その他、出版にたずさわってくださった皆様、今回も素敵な本に仕上げていただきありがとうございます。

			


			　そして、この本を手にとってくださった読者様にも、心からのお礼を申し上げます。

			　ありがとうございます！

			　この物語の続きでまたお会いできれば嬉しいです。

		

	


























item/image/ph_hashira16.jpg
)
=

0

RSO TIR





item/image/ph_hashira07.jpg
SHET

=T
NSYE





item/image/ph_hashira15.jpg
ez

Gr
=





item/image/ph_omae02_ill009.jpg





item/image/cover.jpg
\

/

IR

v 4 ,“wwr g
_| Lt!.\ P@ s :

A J@B..; TC d
\ % P

/ -.'
%w.mﬁo/]_74¢m¢ .. , !
ﬁ&éﬂu@f PR ,, )

5 / \ ,,PMA./.M\ 7 .n..
HHEZ Lo I
R

g

:
<
B
1%)
=
=

il

\





item/image/ph_hashira06.jpg
GVvER





item/image/ph_hashira14.jpg
I

L

Nt





item/image/ph_omae02_ill008.jpg





item/image/ph_omae02_ill006.jpg





item/image/ph_hashira05.jpg
Moo VERRE





item/image/ph_omae02_ill007.jpg





item/image/ph_tobira.jpg
%%/‘—74%1Eﬁk§hf‘®f
FHTRIHEL L |

02





item/image/ph_omae02_ill005.jpg





item/image/ph_hashira17.jpg
EXE HR—R QLS CwuRs






item/image/ph_hashira04.jpg
RFIAXLHATRES





item/image/ph_hashira03.jpg
B ONSLEEKCK






item/image/okuduke.jpg
GC NOVELS
[BHICLSHE P TALE e |k
BHX—TARBRINT-D T,
EHTRITELLEWE

2018%F12A26H #hRHEIT

% Kiki
152k 4

BTN izt f PS

®E fREEIEAD

®T-AX7¥1> AFTERGLOW

FNRIFR HASHFATHEA

B30 HASHYIoOvHI 4t

URL:http://micromagazine.net/

T104-0041

RRMARXHF@-3-7 IFATEN

TEL 03-3206-1641 FAX 03-3551-1208 (BR5E88)
TEL 03-3551-9563 FAX 03-3297-0180 (##45)

ISBN:978-4-89637-847-4 C0093 (©2018 kiki ©MICRO MAGAZINE 2018 Printed in Japan

ARG NBHARY A NBRICHSI ] (hitp://syosetu.com/)ICRBEN TV HOE, NED L BFELZHDTT,

EffiidH/ S—ICRIRLTHIET,

AT ETAOBEXHEHABCTSRIBANLLET O T RFBHRBRICEHILEN,
ABOBITEH S, FIEHEE LOBISNERRE FEUSATLET,

ZOMERT 72> ThH) REDOAN. Btk B EEL— RSN EL Ao

778 — (RO ZBBESFHFELTVET!
E?104'0041 REMBPREXFFE-3-7 IFATENL

CE X etz ro0vh T4 GC/NVIRES  [kikiZEIR [F2%% IR
P r—hDEHEEL

ZRIa—F £/ URL(http://micromagazine.net/me/)ZF A D £
ABICET BT —MITH AL,

BT - T4 AZHHIEL TOET (—BIISL TV BV b YY)
WY AADOT 72 ER AR ER ORI D SEERIETABSEN,






item/image/ph_omae02_ill010.jpg





item/image/ph_omae02_ill004.jpg





item/image/ph_tobira1.jpg
ELE v QEI AN T M o
KONV RN






item/navigation-documents.xhtml


目次




		表紙


		目次




		３章　増殖する悪意を吐き出すスパイラル・チルドレン

			幕間　白と黒の断章


			001　卑怯者は笑う


			002　張り巡らされた蜘蛛の糸


			003　奴隷少女に逃げ場無し


			004　巡り巡りて因果応報


			005　蠢く螺旋


			006　王都に赤い風が吹く


			007　真実なんてそこにはひとつも無い


			008　無力感はいつまでも私たちにつきまとう


			009　欠落するピース


			010　ＭＯＲＥ


			011　闇夜を砕く


			012　カウンターアタック


			013　想い、ひとしずく


			014　ＤＡＷＮ


			015　不都合な真実








		番外編　エターナさんはいつもどおり


		あとがき


		奥付
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